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文４―１―１『菊畠』１巻目の百韻の句上と２巻目の百
韻の表紙

同２巻目の百韻の初折の裏

『菊畠』（「松代藩第六代藩主真田幸弘の点取俳諧活動について」参照）

文４―１―１『菊畠』表紙と題簽文４―１―１『菊畠』帙（４冊入り）



典籍３１―３―２１『菊の分根』表紙

同上、第１巻目の百韻の初折の裏

同、名残の折の裏と奥書

『菊の分根』（「松代藩第六代藩主真田幸弘の点取俳諧について」参照）
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松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取
俳
諧
活
動
に
つ
い
て

―

安
永
年
間
を
中
心
と
し
て

―

平

林

香

織

一

は
じ
め
に

松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
は
、
第
五
代
藩
主
信
安
の
継
室
子
で
、
元
文
五
年

（
一
七
四
〇
）、
松
代
で
生
ま
れ
た
。
信
安
の
急
死
に
よ
り
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）

十
三
歳
で
家
督
を
相
続
す
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
五
十
八
歳
で
致
仕
し
、
文
化

十
二
年
（
一
八
一
五
）、
七
十
六
歳
で
没
し
た
。
菊
貫
・
象
麿
・
白
日
庵
等
の
俳
号
を

持
つ
大
名
俳
人
と
し
て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
、
幸
弘
の
文
芸

資
料
の
本
格
的
な
紹
介
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
幸
弘
の
文
芸
資
料
は
、
玉
城
司
・
伊
藤
善
隆
氏
に
よ
る
宝
暦

十
二
年
（
一
七
六
二
・
二
十
三
歳
）
の
句
入
り
紀
行
『
旅
つ
ゝ
ら
』
で
あ
る
（
１
）

。
続
い

て
、
両
氏
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
・
七
十
三
歳
）
の
湘
南
・
箱
根
へ
の
旅
を
記
し

た
和
歌
・
句
入
り
紀
行
『
青
葉
蔭
』
を
紹
介
し
た
（
２
）
。
そ
の
後
、
井
上
敏
幸
・
西
田
耕
三

氏
ら
が
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家

代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
八
諸
芸
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
研
究
番
号

17320040

二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
七
年
度
、
研
究
代
表
者
井
上
敏
幸
）
に
よ
り
、
膨
大

な
文
芸
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
井
上
氏
ら
は
、
幸
弘
四
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま
で
の
賀
集
を
紹
介
し
た
（
３
）

。
玉
城
司
氏
に
よ
る
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
一
枚
摺
の

紹
介
（
４
）
や
、
井
上
敏
幸
氏
に
よ
る
幸
弘
追
善
句
集
『
ち
か
の
う
ら
』
の
紹
介
（
５
）
も
あ
る
。

井
上
氏
ら
の
共
同
研
究
を
継
承
す
る
か
た
ち
で
、
幸
弘
の
点
取
俳
諧
活
動
に
焦
点
を

絞
っ
た
共
同
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
た
（
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
真
田

文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取
俳
諧
の
研
究
」

課
題
研
究
番
号22520252

二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二
年
度
、
研
究
代
表
者
玉
城
司
）。
こ

れ
は
、
真
田
文
芸
資
料
が
大
変
貴
重
な
文
化
資
料
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
広
く
社
会
に

情
報
公
開
し
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
行
わ
れ
た
。

こ
の
共
同
研
究
で
は
、
真
田
宝
物
館
と
の
共
催
に
よ
り
、
年
に
一
回
「
真
田
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
長
野
市
で
開
催
し
た
。
講
演
会
や
資
料
調
査
を
行
い
、
研
究
メ
ン
バ
ー
が
情

報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
い
つ
つ
、
真
田
文
芸
資
料
を
広
く
一
般
の
方
々
に
紹
介
し

た
。
そ
の
様
子
は
「
真
田
フ
ォ
ー
ラ
ム
２０１０
」「
同
２０１１
」「
同
２０１２
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
成
果
の
一
端
に
、
玉
城
司
「
松
代
藩
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
文
藝
―
漢
詩
・
和

歌
・
俳
諧
―
（
６
）

」、
平
林
香
織
「
松
代
藩
主
・
真
田
幸
弘
の
文
芸
活
動
―
和
歌
と
俳
諧

―
（
７
）
」、
伊
藤
善
隆
「
真
田
幸
弘
と
大
名
俳
諧
（
８
）
」
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

と
い
う
観
点
か
ら
、
真
田
宝
物
館
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
松
代
藩

第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
文
藝
（
９
）
」
を
立
ち
上
げ
た
。
本
稿
で
言
及
す
る
幸
弘
関
連
の
資

料
の
多
く
を
こ
の
サ
イ
ト
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
幸
弘
文
芸
資
料
全
体
を
整
理
し
、
そ
の
中

で
、
幸
弘
の
安
永
年
間
の
俳
諧
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
幸
弘
と
交
遊
の
あ
っ
た
大
名

俳
人
の
日
記
を
参
照
し
つ
つ
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
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二

幸
弘
文
芸
資
料

ま
ず
、
真
田
家
文
書
の
う
ち
、
幸
弘
関
連
の
文
芸
資
料
の
全
体
像
に
つ
い
て
確
認
し

て
お
こ
う
。
こ
れ
ら
は
現
段
階
で
の
資
料
で
あ
り
、
今
後
の
調
査
に
よ
っ
て
内
容
・
数

量
と
も
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
幸
弘
文
芸
資
料
の
な
か
で
、
現
在
所
在
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。
真
田
宝
物
館
以
外
に
伝
来
す
る
も

の
に
つ
い
て
の
み
所
在
を
括
弧
内
に
記
し
た
。
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
真
田
宝
物
館
所
蔵

で
あ
る
。

１

和
歌
資
料

�
和
歌
詠
草
（
３０
点
）

『
花
洛
の
草
結
』（
年
未
詳
）、『
和
歌
詠
草
』
１９
冊
、
岩
下
清
酒
編
和
歌
遺
稿
集

（
写
本
。
題
簽
な
し
）
２
冊

「
御
和
歌
詠
草
折
紙
」
７
枚
、
日
野
資
枝
ゆ
か
宛
書
簡
１
通

�
師
弟
関
係
資
料
（
３
点
）

「
幸
弘
和
歌
許
状
誓
紙
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
）「
公
御
自
詠
岡
部
衛
士
加
茂
真

淵
点
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
）、『
天
真
院
様
御
歌
京
都
日
野
家
よ
り
御
点
引
』

「
二
条
家
よ
り
来
題
」
２
通

�
短
冊

真
田
宝
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
多
数
。

２

俳
諧
資
料

�
点
取
俳
諧
書

１６９
冊

『
菊
之
分
根
』
９
冊
【
内
訳
―
百
韻
１０２
巻
、
二
百
韻
４
巻
】

『
菊
畠
』
１２１
冊
冊
【
内
訳
―
百
韻
４８９
巻
、
二
百
韻
７
巻
、
三
百
巻
３
巻
、
前
句
付

２
巻
】

『
連
月
定
会
百
員
』
２４
冊
【
内
訳
―
百
韻
１０８
巻
】

『
年
篭
』
（
１０
）

４
冊
【
内
訳
―
百
韻
２
巻
、
百
十
六
句
１
巻
、
二
百
韻
１
巻
】

『
百
八
十
韻
』
１
冊
（
１
巻
）、『
菊
合
百
八
十
四
句
』
１
冊
（
１
巻
）、『
鶉
合
三

百
韻
』
１
冊
（
１
巻
）

『
一
万
句
』【
内
訳
―
第
三
〜
第
十
（
第
一
・
第
二
欠
本
）
８００
巻
】

�
発
句
集

３
冊

『
水
か
ゝ
み
』
三
冊
の
う
ち
の
天
巻
（
洒
竹
文
庫
）【
地
巻
『
句
藻
』
米
翁
句
集
（
１１
）
、

人
巻
『
雪
月
花
』
江
戸
座
宗
匠
画
入
句
集
】

『
菊
貫
公
句
稿
』（
広
島
大
学
福
井
文
庫
）

『
句
集
』（
仮
綴
）

�
付
合
集

１
冊

『
春
季
発
句
合
』『
菊
の
筵
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

�
高
点
句
集

２１
冊

『
詭
遇
駟
』
初
編
・
二
編
・
四
編
３
冊
（
二
編
欠
本
）、『
高
点
句
御
書
留
』
１５
冊

『
万
句
入
句
控
』
１
冊
、『
評
物
定
会
入
句
』
１
冊
、『
手
前
定
会
入
句
点
附
』
１

冊

�
加
点
控
帖

４
冊

『
引
墨
到
来
覚
』
４
冊

�
俳
諧
一
枚
摺

真
田
宝
物
館
蔵
７
枚
【
内
訳
―
名
月
１
枚
、
良
夜
２
枚
、
後
月
３
枚
、
秋
興
１

枚
】

早
稲
田
大
学
図
書
館
雲
英
文
庫
蔵
１４
枚
【
内
訳
―
歳
旦
１０
枚
、
春
興
１
枚
、
後
月

１
枚
、
紅
葉
俳
諧
１
枚
、
霜
天
俳
諧
１
枚
】

個
人
蔵
８
枚
【
内
訳
―
春
興
５
枚
、
夏
興
１
枚
、
良
夜
２
枚
】

�
点
帖
１５
冊
（
真
田
宝
物
館
１１
冊
、
大
阪
府
立
大
学
３
冊
、
松
宇
文
庫
１
冊
）

�
追
善
集
『
ち
か
の
う
ら
』
１
冊

�
点
印

６２
点

	
文
台

大
島
蓼
太
裏
書
。
裏
書
に
は
従
五
位
下
か
ら
従
四
位
下
へ
の
位
階
昇
進
の
祝
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い
の
記
念
と
し
て
制
作
、
と
あ
る
。

�
俳
諧
各
座
宗
匠
投
句
箱
・
宗
匠
名
札

�
短
冊

真
田
宝
物
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
に
多
数

３

賀
集
―
年
賀
集
と
祝
賀
集
。

�
年
賀
集

四
十
賀
『
む
ら
竹
』『
に
ひ
杖
』

五
十
賀
『
わ
か
み
と
り
』

六
十
賀
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
上
・
中
・
下
『
御
こ
と
ほ
き
の
記
』『
耳
順
御
賀
日

記
』

七
十
賀
『
千
と
せ
の
寿
詞
』
上
・
中
・
下
『
御
年
賀
御
祝
儀
一
許
』『
御
こ
と
ほ

き
の
記
』『
佳
苑
篇
』『
侑
觴
辞
』『
千
世
の
ま
つ
原
』『
ひ
ら
の
こ
ず
ゑ
』『
高
砂

の
み
ど
り
』『
す
み
の
江
の
か
げ
』

短
冊
約
２，０００
点

�
祝
賀
集

海
津
城
双
鶴
飛
来
祝
賀
『
と
も
づ
る
』
上
下

付
本
『
松
霍
御
祝
詩
歌
俳
諧
名
藉

記
』

竹
千
代
生
誕
御
箆
刀
役
祝
賀
『
む
ら
た
け
』
付
本
『
む
ら
竹
の
山
彦
』

日
野
資
枝
歌
道
入
門
祝
賀
『
は
し
た
て
』
付
本
『
橋
立
秋
千
種
』

�
杖
・
杖
袋

遊
歌
が
幸
弘
六
十
の
賀
に
寄
せ
て
寄
贈
し
た
も
の
（
杖
袋
に
和
歌
の
刺

繍
）。
遊
歌
筆
懐
紙
『
杖
の
歌
』。
そ
の
他
遊
歌
に
よ
っ
て
和
歌
が
書
か
れ
た
杖
袋

１
点

４

紀
行

�
句
入
り
紀
行
『
旅
つ
ゝ
ら
』
１
冊

�
幸
弘
自
筆
紀
行
絵
巻
『
湘
南
絵
巻
』（
巻
子
本
１
本
）

�
小
野
正
應
画
・
箕
田
牛
山
筆
紀
行
絵
巻
『
青
葉
蔭
』（
巻
子
本
２
本
、
冊
子
本
１

冊
）

�
旅
日
記
『
青
葉
蔭
』
１
冊

５

書
画

�
書
『
凰
鳴
』『
蘭
亭
記
』『
五
言
絶
句
』『
竹
外
鳥
窺
人
』『
七
夕
の
和
歌
』
等
多
数

�
画
『
春
景
山
水
画
』

右
の
幸
弘
文
芸
資
料
を
年
代
順
に
一
覧
に
し
た
も
の
が
後
掲
の
別
表
１
で
あ
る
。

真
田
宝
物
館
所
蔵
資
料
と
国
文
学
研
究
資
料
館
寄
託
資
料
等
を
あ
わ
せ
た
真
田
文
芸

資
料
全
体
を
整
理
・
分
析
す
る
た
め
の
課
題
は
多
い
。
ま
た
、
未
調
査
な
が
ら
致
道
博

物
館
酒
井
家
目
録
に
は
、
幸
弘
が
連
衆
と
な
っ
て
い
る
百
韻
四
巻
、
歌
仙
一
巻
、
評
点

紙
一
点
の
記
載
が
あ
る
。
各
地
の
大
名
資
料
の
調
査
が
進
み
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ

る
可
能
性
は
高
い
。

幸
弘
文
芸
資
料
に
関
す
る
現
段
階
の
課
題
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
、
資
料
の
翻
刻

発
句
集
の
一
部
と
賀
集
に
つ
い
て
は
翻
刻
が
終
わ
っ
て
い
る
。
点
取
俳
諧
集
に
つ

い
て
は
、
地
元
長
野
市
の
方
々
が
「
真
田
連
句
を
よ
む
会
」
に
お
い
て
『
菊
の
分

根
』
の
翻
刻
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
『
松
代
』
２４
号
（
二
〇
一
一
・
三
）

以
降
に
順
次
掲
載
し
て
い
る
。『
菊
畠
』
の
翻
刻
は
、
二
〇
一
二
年
九
月
に
発
足

し
た
真
田
文
藝
研
究
会
（
代
表
玉
城
司
）
が
中
心
と
な
っ
て
三
百
巻
ほ
ど
を
終
え

て
い
る
（
１２
）
。
点
取
俳
諧
集
の
翻
刻
を
継
続
す
る
と
と
も
に
そ
の
他
の
文
芸
資
料
を
順

次
翻
刻
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
、
内
容
の
調
査
・
研
究

幸
弘
文
芸
資
料
の
中
で
も
、
多
く
の
点
取
俳
諧
集
を
含
む
俳
諧
資
料
の
意
義
は
大

き
い
。
そ
の
内
容
を
子
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
そ
の
全
体
像
が
つ
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か
め
て
い
な
か
っ
た
大
名
俳
諧
の
内
実
が
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。

３
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

幸
弘
の
み
な
ら
ず
、
真
田
家
全
体
の
文
芸
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
急
務
で
あ

る
。
ま
た
、
真
田
家
に
関
係
し
た
文
化
人
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
幸
弘
俳
諧
資
料
か
ら
明
ら
か
な
、
俳
諧
興
行
の
開
催
日
・
開
催
場
所
・

催
主
・
連
衆
・
点
者
・
高
得
点
者
・
高
得
点
句
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
も
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４
、
他
の
資
料
と
の
相
関
研
究

真
田
家
の
資
料
と
他
の
大
名
家
資
料
や
江
戸
座
俳
諧
資
料
と
の
相
関
関
係
に
つ
い

て
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
俳
諧
史
や
文
学
史
全
体
全
体
に
大
名
文
芸
を
位
置

づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

三

幸
弘
の
点
取
俳
諧
集
に
つ
い
て

幸
弘
の
文
学
活
動
は
、
伝
来
資
料
に
よ
り
大
き
く
三
期
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
期

は
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
の
『
旅
つ
ゝ
ら
』
を
皮
切
り
と
す
る
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
頃
ま
で
。
俳
諧
活
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
第
二
期
は
、
主
と
し

て
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
か
ら
寛
政
十
年
（
一
八
〇
一
）
頃
ま
で
。
日
野
資
枝
に
歌

道
入
門
を
果
た
し
和
歌
活
動
に
熱
心
で
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
第
三
期
は
、
寛
政
十
年

（
一
七
九
八
）
の
致
仕
後
か
ら
亡
く
な
る
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
ま
で
の
俳
諧
活

動
に
再
度
熱
心
な
時
期
で
あ
る
。

第
一
期
の
裏
付
け
と
な
る
資
料
が
点
取
俳
諧
集
『
菊
の
分
根
』、
江
戸
座
俳
人
菊
堂

主
催
『
総
評
一
万
句
』、
高
点
句
集
『
詭
遇
駟
』、
他
の
連
衆
の
俳
諧
興
行
へ
の
加
点
記

録
集
『
引
墨
到
来
覚
』
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
期
の
俳
諧
活
動
の
実
態
を
示
す
資
料

が
点
取
俳
諧
集
『
菊
畠
』
で
あ
る
。（
巻
頭
グ
ラ
ビ
ア
写
真
参
照
）

つ
ま
り
、
第
一
期
の
『
菊
の
分
根
』
と
第
三
期
の
『
菊
畠
』、
二
種
類
の
点
取
俳
諧

集
が
現
存
す
る
の
で
あ
る
。
両
者
の
書
誌
的
な
違
い
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
と
、

上
の
表
１
の
よ
う
に
な
る
。

『
菊
の
分
根
』
は
３１
で
は
じ
ま
る
分
類

番
号
を
持
ち
、『
菊
畠
』
に
は
４
で
は
じ

ま
る
分
類
番
号
を
持
つ
も
の
と
３１
で
は
じ

ま
る
分
類
を
持
つ
も
の
と
が
混
在
す
る
。

真
田
家
資
料
の
整
理
の
過
程
に
つ
い
て

は
、
原
田
和
彦
氏
や
山
中
さ
ゆ
り
氏
に

よ
っ
て
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
（
１３
）
。

真
田
宝
物
館
の
資
料
は
何
度
か
出
入
り
を

繰
り
返
し
て
お
り
、
現
在
の
分
類
番
号
が

い
つ
の
段
階
の
も
の
な
の
か
は
不
明
だ
と

も
ん
じ
ょ

い
う
。
目
録
に
は
「
典
籍
」
と
「
文
書
」

と
い
う
分
類
語
が
あ
る
。「
典
籍
」
に
は

写
本
あ
る
い
は
刊
本
が
多
く
含
ま
れ
、

「
文
書
」
に
は
一
紙
も
の
や
編
纂
さ
れ
た

記
録
・
日
記
の
類
、
ま
た
短
冊
も
数
多
く

ふ
く
ま
れ
て
い
る
が
、
区
別
が
あ
い
ま
い

な
も
の
も
あ
る
。
幸
弘
関
係
の
資
料
に
つ

い
て
は
、
４
で
は
じ
ま
る
も
の
が
「
文

書
」
と
し
て
分
類
さ
れ
、
３１
で
は
じ
ま
る

も
の
は
、「
典
籍
」
と
し
て
分
類
さ
れ
て

い
る
。
（
１４
）

『
菊
の
分
根
』
に
は
、
し
ば
し
ば
行
間

に
点
者
の
氏
名
を
記
し
た
評
語
が
あ
る
。

ま
た
、
大
和
郡
山
藩
主
を
致
仕
し
た
柳
沢

信
鴻
（〈
一
七
二
四
―
一
七
九
二
〉
俳
号

句上

なし

上位三名の連衆・点
数・点者・誰の「持」
であるかを記載

表１ 『菊の分根』と『菊畠』の形態上の違い

点者の評語

必要に応じて句の左側
に点者名の略称ととも
に記す。

なし

点者・点数

点者・点数を頭書また
は句の右側に併記

一巻の表紙裏に点者名
を書いた付票を貼付。
点数は、句と句の間朱
筆を交互に使うことに
よって一行表記

各巻の表紙
（各巻１丁目の記述）

なし。各巻は発句では
じまる。

あり。各巻の最初に、
巻名・日時・場所・主
催者・点者・連衆を明
記

菊の分根（青色表紙）

菊畠・定会百韻（砥粉
色表紙）
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米
翁
）
の
『
宴
遊
日
記
』
を
み
る
と
、
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
か
ら
安
永
七
年
（
一

七
七
八
）
に
か
け
て
、
幸
弘
に
関
す
る
俳
諧
関
連
の
記
事
が
頻
出
し
、
幸
弘
が
熱
心
に

俳
諧
指
導
を
受
け
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
俳
諧
に
つ
い
て
学
ぶ
立
場
だ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

一
方
、
文
化
年
間
の
点
取
俳
諧
集
『
定
会
百
韻
』『
菊
畠
』
は
、
巻
ご
と
の
表
紙
や

句
上
が
整
い
、
記
載
方
法
が
統
一
さ
れ
て
い
る
。
各
巻
の
表
紙
に
興
行
主
、
日
時
、
連

衆
、
点
者
が
記
さ
れ
、
点
者
ご
と
の
加
点
の
実
態
が
一
覧
で
き
、
句
上
に
は
点
者
ご
と

の
高
点
者
上
位
三
名
が
得
点
数
と
と
も
に
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
百
韻
」
の
文

字
が
印
刷
さ
れ
た
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
点
取
俳
諧
集
専
用
の
用
紙
を
発
注
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
毎
月
の
定
例
句
会
の
ほ
か
に
、「
菊
合
」「
鶉
合
」
な
ど
の
句
会
も

行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
俳
人
大
名
と
し
て
の
円
熟
期
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

４
で
は
じ
ま
る
分
類
番
号
を
も
つ
点
取
俳
諧
集
に
は
幸
弘
の
法
号
「
天
真
院
」
が
記

さ
れ
た
「
天
真
院
様
御
筆
」
と
い
う
帳
票
が
帙
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
の
段

階
で
貼
ら
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
ひ
と
ま
と
ま
り
に
し
て
桐
箱
に
保
管
さ
れ
て

い
る
た
め
、
保
存
状
態
が
良
い
。

な
お
、『
菊
畠
』
に
は
百
評
を
最
大
と
し
て
、
七
十
評
、
五
十
評
の
も
の
が
あ
り
、

幸
弘
と
交
遊
の
あ
っ
た
江
戸
座
俳
人
や
大
名
俳
人
が
集
結
し
て
い
る
観
が
あ
る
。
評
数

が
多
い
場
合
は
、
付
票
に
点
者
を
書
き
き
れ
な
い
た
め
、
同
じ
百
韻
を
二
度
、
三
度
書

い
て
、
点
者
の
付
票
を
入
れ
替
え
て
点
数
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
手
作
業
で
集

計
す
る
た
め
に
は
大
変
な
労
力
を
要
し
た
は
ず
で
あ
る
。

試
み
に
、
Ａ
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
一
月
二
十
五
日
興
行
の
百
韻
と
Ｂ
同
三
年
二

月
四
日
に
満
尾
し
た
百
韻
の
各
句
に
付
さ
れ
た
点
数
を
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
集
計
し
た

値
と
、
句
上
に
記
載
さ
れ
た
点
数
と
を
比
較
し
た
の
が
後
掲
の
別
表
２
で
あ
る
。

順
位
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
る
が
、
一
部
順
位
の
入
れ
替
え
が
行
わ
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
（
網
掛
け
部
分
）。
ま
た
、
点
数
に
つ
い
て
は
、
一
句
一
句
の
加

点
を
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
て
集
計
し
た
も
の
と
、
句
上
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
が

一
致
す
る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
。

Ｂ
の
百
韻
の
場
合
、
表
紙
に
「
月
花
折
二
点
増
」
と
あ
り
月
句
・
花
句
・
折
端
句
に

治
定
さ
れ
た
連
衆
の
合
計
点
に
二
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ
の
句
の
右
側
に
付
さ
れ
た
点
者
の
点
数
が
丸
数
字
に
な
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
月
句
・
花
句
・
折
端
句
に
治
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
集
計
後
の
数
字
に
そ
の

分
を
加
点
し
て
集
計
し
た
。
Ｂ
の
よ
う
な
「
二
点
増
」
の
記
載
が
な
い
Ａ
の
よ
う
な
百

韻
の
場
合
は
、「
月
花
折
」
は
す
べ
て
執
筆
が
句
を
付
け
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
加
点

ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

こ
れ
ら
大
量
の
点
取
俳
諧
集
は
、
俳
諧
資
料
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
言
語
資
料
、

歴
史
資
料
と
し
て
も
多
く
の
情
報
に
満
ち
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
立
場
の
人
々
が
、
よ

り
多
く
の
観
点
で
こ
れ
ら
の
資
料
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
見
え
て
く
る
も
の
は

多
い
は
ず
で
あ
る
。

前
節
で
示
し
た
「
真
田
幸
弘
の
文
藝
」
サ
イ
ト
で
は
、
今
後
、
幸
弘
の
点
取
俳
諧
集

の
写
真
と
翻
刻
を
順
次
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
予
定
で
あ
る
。
点
取
俳
諧
集
の
ペ
ー
ジ

は
、
人
名
と
語
彙
に
つ
い
て
の
検
索
機
能
を
備
え
て
い
る
。

四

安
永
期
の
点
取
俳
諧
活
動
に
つ
い
て

次
に
、
第
一
期
の
点
取
俳
諧
活
動
期
の
う
ち
、
安
永
年
間
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
以
下
、
幸
弘
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
言
及
す
る
際
に
は
、
俳
号
菊
貫
を

用
い
る
こ
と
と
す
る
。

真
田
宝
物
館
に
伝
来
す
る
菊
貫
の
点
取
俳
諧
集
の
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
宝
暦
十
三

年
（
一
七
六
三
）
九
月
か
ら
翌
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）
七
月
ま
で
の
興
行
を
記
録
し

た
『
菊
の
分
根
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
菊
貫
が
参
勤
交
代
の
旅
に
つ
い
て
記
し
た
『
旅

つ
ゝ
ら
』
と
同
時
期
の
も
の
で
あ
る
。『
旅
つ
ゝ
ら
』
は
、
菊
貫
二
十
三
歳
の
と
き

に
、
江
戸
を
出
立
し
て
か
ら
松
代
に
到
着
す
る
ま
で
の
参
勤
交
代
の
旅
の
句
入
り
道
中

記
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
点
取
俳
諧
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
と
思
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わ
れ
る
。

右
の
『
菊
の
分
根
』
は
、
原
題
箋
が
剥
落
し
、『
菊
の
分
根
』
と
書
か
れ
た
後
題
箋

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
原
題
箋
は
見
返
し
に
貼
付
さ
れ
て
お
り
『
菊
の
分
根

地
』
と
書

か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
巻
、
人
巻
に
相
当
す
る
点
取
俳
諧
集
が
あ
っ
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
全
部
で
十
六
巻
の
百
韻
を
掲
載
す
る
が
、
第
八
の
百
韻
の
最
後
に「
宝
暦

甲
申

初
春
晦
成
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）
の
正
月
の
座
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
一
の
日
付
は
「
無
射
二
十
九
日
」
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
１
参

照
）。
こ
の
一
冊
に
は
宝
暦
十
三
年
九
月
か
ら
翌
明
和
元
年
十
一
月
（
六
月
に
改
元
）

ま
で
の
百
韻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
間
が
あ
い
て
、
次
に
古
い
点
取
俳
諧
集
は
、
明
和
九
年
（
安
永
元
年
・
一
七

七
二
）
の
『
菊
の
分
根
』
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
宝
物
館
に
は
伝
来
し
て
は
い

な
い
が
、
現
存
す
る
宝
暦
十
三
年
〜
明
和
元
年
の
『
菊
の
分
根
』
と
明
和
九
年
（
安
永

元
年
）
の
『
菊
の
分
根
』
の
間
の
七
年
間
の
点
取
俳
諧
を
記
録
し
た
『
菊
の
分
根
』
も

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
現
在
の
と
こ
ろ
点
取
俳
諧
集
が
存
在
し
な
い
安
永
二
年
ま
で
の
『
菊
の
分

根
』
と
享
和
元
年
か
ら

の
『
菊
畠
』
の
空
白
期

に
、
菊
貫
は
点
取
俳
諧

を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で

は
な
い
。
そ
れ
を
示
す

資
料
が
、
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
か
ら
安

永
八
年
（
一
七
七
九
）

ま
で
の
高
点
句
集
『
詭

遇
駟
』
で
あ
る
。『
詭

遇
駟
』
は
、
菊
堂
（
雨

夜
庵
）
を
は
じ
め
と
す

る
江
戸
座
俳
人
ら
、
大

和
郡
山
藩
第
三
代
藩
主

柳
沢
保
光
（
俳
号
米

徳
・
月
村
）
を
は
じ
め

と
す
る
大
名
俳
人
ら
の
月
次
定
会
句
会
に
参
加
し
た
折
の
自
身
の
高
点
句
を
抜
書
き
し

た
も
の
で
あ
る
。

『
詭
遇
駟
』
は
初
編
か
ら
四
編
ま
で
四
冊
あ
る
こ
と
が
『
真
田
書
籍
台
帳
』（
真
田
宝

物
館
）
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
二
編
が
欠
本
と
な
っ
て
い
る
。『
菊
の
分
根
』

九
冊
と
『
詭
遇
駟
』
三
冊
か
ら
拾
っ
た
安
永
年
間
の
点
取
俳
諧
興
行
数
を
ま
と
め
る

と
、
表
２
の
よ
う
に
な
る
。

空
白
期
間
が
あ
る
た
め
、
一
か
月
平
均
の
回
数
を
算
出
し
、
頻
度
を
調
べ
た
。『
菊

の
分
根
』
は
菊
貫
主
催
の
句
会
の
記
録
で
あ
り
、『
詭
遇
駟
』
は
菊
貫
が
他
の
宗
匠
や

大
名
俳
人
主
催
の
句
会
に
一
座
し
た
と
き
の
高
点
句
集
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
を

備考

総評一万句を含む

欠本のため、９か月分

欠本のため、半年分

１１月以降記載なし

表２ 安永年間菊貫参加句会

月平均

１

２．７

２．１

２．９

２．４

６．９

８

５．２５

４．７５

１．２

興行数

７

９

２５

３５

２９

６２

４８

６３

５７

１２

３４７

年号

宝暦１３

明和元年

安永元年

安永２年

安永３年

安永４年

安永５年

安永６年

安永７年

安永８年

合計

『菊の分根』

『菊の分根』

『菊の分根』

『菊の分根』

『菊の分根』

『詭遇駟』

『詭遇駟』

『詭遇駟』

『詭遇駟』

『詭遇駟』

『詭遇駟』

写真１ 『菊の分根』宝暦１３（１７６２）～明和

元（１７６３）
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宝暦
13

単
純
に
連
続
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
表
２
か
ら
年
間
の
俳
諧

興
行
数
を
算
出
し
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
に
し
た
も
の
が
図
１
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、『
菊
の
分
根
』
か
ら
わ
か
る
宝
暦
十
三
年
〜
安
永
三
年
ま
で
の
興

行
数
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
塗
り
つ

ぶ
し
部
分
）
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い

で
あ
る
。
一
方
『
詭
遇
駟
』
に

記
載
さ
れ
る
安
永
四
年
か
ら
安

永
八
年
ま
で
の
菊
貫
参
加
句
会

の
数
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
白
抜
き

部
分
）
は
安
永
五
年
を
ピ
ー
ク

と
し
て
減
少
し
て
い
る
。
実
際

に
は
、『
菊
の
分
根
』
が
現
存

し
な
い
期
間
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム

白
抜
き
部
分
）
に
も
菊
貫
主
催

の
句
会
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能

性
は
高
い
。
ま
た
、
安
永
四
年

以
前
（
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
塗
り
つ
ぶ
し
部
分
）
に
菊
貫
が
他
の
宗
匠
・
大
名
俳
人
主
催
の

句
会
に
一
座
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
菊
貫
が
他
の
宗
匠
や
大
名
俳
人
主

催
に
よ
る
句
会
に
参
加
す
る
頻
度
が
、
安
永
五
年
以
降
減
少
し
、
自
ら
主
催
の
句
会
に

重
点
が
移
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、『
詭
遇
駟
』
は
、
以
上
の
よ
う
な
句
会
参
加
数
だ
け
で
な
く
、
菊

貫
の
高
点
句
、
江
戸
座
俳
人
お
よ
び
大
名
俳
人
と
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
知
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
い
え
る
。

ま
た
、『
詭
遇
駟
』
か
ら
は
菊
貫
が
句
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
俳
号
を
用
い
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
従
来
、
菊
貫
の
俳
号
と
し
て
は
、
白
日
庵
・
攀
月
楼
（
観
）・
雙
寉
楼
・

五
白
楼
・
天
真
園
・
籟
月
庵
、
象
麿
（
丸
）・
吹
旭
・
馬
逸
が
知
ら
れ
て
い
た
。『
詭
遇

駟
』
で
は
雨
夜
庵
で
の
定
会
で
「
馬
逸
」
と
「
象
麿
」
の
ほ
か
に
「
丁
角
」「
五
潭
」

「
五
白
」
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
写
真
２
参
照
）。

五

真
田
幸
弘
（
菊
貫
）
と
酒
井
忠
以
（
銀
鵞
）
の
交
遊

安
永
期
の
俳
諧
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
他
大
名
の
日
記
か
ら
も
わ
か
る
。

真
田
家
文
書
に
は
約
二
千
冊
の
日
記
が
含
ま
れ
て
お
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に

『
家
老
日
記
』『
御
側
御
納
戸
日
記
』『
御
目
付
日
記
』『
勘
定
所
元
〆
日
記
』『
郡
奉
行

日
記
』
な
ど
、
真
田
宝
物
館
に
は
『
監
察
日
記
』『
留
守
居
方
日
記
』『
奥
日
記
』
が
伝

来
す
る
。
そ
の
う
ち
、
幸
弘
の
文
芸
活
動
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
の
は
、
致
仕
後
の

『
御
側
御
納
戸
日
記
』
九
冊
で
あ
る
。
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
か
ら
文
化
八
年
（
一

八
一
一
）
の
も
の
が
あ
る
。

残
念
な
が
ら
安
永
期
の
菊
貫
の
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
日
記
は
真
田
家
資
料

に
は
現
存
し
な
い
。
し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
、
同
時
代
の
大
名
俳
人
で
あ
る
柳
澤
信

鴻
（
以
下
、
米
翁
と
表
記
）
の
『
宴
遊
日
記
』（
安
永
二
年
〈
一
七
七
三
〉
〜
天
明
五

た
だ
ざ
ね

年
〈
一
七
八
五
〉）、
姫
路
藩
主
酒
井
忠
以
（〈
一
七
五
六
―
一
七
九
〇
〉
号
宗
雅
、
俳

号
銀
鵞
、
官
位
雅
楽
頭
、
以
下
銀
鵞
と
表
記
）
の
『
玄
武
日
記
』（
安
永
五
年
〈
一
七

写真２ 『詭遇駟』三編
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七
五
〉
〜
寛
政
二
年
〈
一
七
九
〇
〉）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
俳
号

菊
貫
の
名
を
記
し
た
記
事
が
多
く
含
ま
れ
る
。

『
宴
遊
日
記
』
の
菊
貫
関
連
記
事
に
つ
い
て
は
山
中
さ
ゆ
り
氏
に
よ
る
調
査
が
あ

る
（
１５
）

。
ま
た
本
稿
「
一

は
じ
め
に
」
に
示
し
た
拙
稿
で
は
、『
宴
遊
日
記
』
に
書
か
れ

た
菊
貫
の
記
事
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
宴
遊
日
記
』
の
中
で
、
菊
貫
以
上
に
頻
繁
に

米
翁
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
る
大
名
が
、
銀
鵞
で
あ
る
。『
宴
遊
日
記
』
の
記
述
か

ら
は
、
銀
鵞
も
ま
た
こ
の
時
期
点
取
俳
諧
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
こ
で

本
稿
で
は
、『
玄
武
日
記
』
に
お
け
る
菊
貫
記
事
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

現
在
、
銀
鵞
は
、
酒
井
宗
雅
と
い
う
名
の
大
名
茶
人
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

景
山
純
夫
氏
は
『
玄
武
日
記
』
の
記
載
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
１６
）
。

宗
雅
に
は
『
玄
武
日
記
』
と
名
付
け
ら
れ
た
日
記
が
あ
り
、
一
七
七
六
（
安
永

五
）
年
か
ら
亡
く
な
る
一
七
九
〇
年
ま
で
書
き
続
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
一
七
七
六

年
の
日
記
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
俳
諧
仲
間
と
手
紙
を
や
り
と
り
、
添

削
を
受
け
、
時
に
は
連
句
の
会
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
仲
間

に
は
伊
達
重
村
（
仙
台
藩
主
）
と
真
田
菊
貫
（
松
代
藩
主
）
な
ど
の
大
名
達
が
い

ま
す
。

宗
雅
が
、
俳
諧
や
茶
の
湯
以
外
に
楽
し
ん
だ
も
の
と
し
て
、
絵
と
能
が
あ
り
ま

す
。（
中
略
）

俳
諧
を
楽
し
ん
で
い
た
宗
雅
が
茶
の
湯
に
興
味
を
移
す
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

一
七
七
八
（
安
永
七
年
）
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
行
っ
た
有
馬
温
泉
で
の
湯
治

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

右
に
書
か
れ
る
通
り
、『
玄
武
日
記
』
に
お
い
て
は
、
安
永
期
に
多
か
っ
た
俳
諧
記

事
が
、
天
明
年
間
に
は
ぐ
っ
と
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
五
月

に
大
名
茶
人
と
し
て
名
高
い
松
江
藩
第
七
代
藩
主
松
平
治
郷
（
一
七
五
一
―
一
八
一

八
、
不
昧
）
と
日
光
諸
社
堂
修
理
の
役
を
行
っ
て
以
来
、
急
速
に
茶
の
湯
に
熱
中
し
て

い
く
。

大
名
茶
人
と
な
る
以
前
の
銀
鵞
の
俳
諧
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
な
い
。

本
稿
末
尾
に
『
玄
武
日
記
』
の
菊
貫
関
連
記
事
を
抜
粋
し
た
（
１７
）
。

菊
貫
関
連
記
事
が
最
も
多
い
の
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
の
四
十
五
回
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
参
勤
交
代
に
よ
り
国
元
へ
帰
る
期
間
が
あ
っ
た
り
し

て
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
十
五
回
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
十
三
回
と
な
っ
て

い
る
。

記
事
で
は
「
手
紙
」
と
だ
け
書
か
れ
る
場
合
も
、
す
べ
て
「
菊
貫
」
と
い
う
俳
号
に

よ
る
記
載
で
あ
る
。『
玄
武
日
記
』
で
は
、
政
務
に
関
す
る
記
述
で
は
官
名
「
真
田
伊

豆
守
」
に
基
づ
い
て
記
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
く
の
「
菊
貫
よ
り
手
紙
」
と
い
っ
た
言

い
回
し
が
「
米
翁
」
や
他
の
大
名
俳
人
の
俳
号
と
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
手

紙
」
の
内
容
が
点
取
俳
諧
関
連
の
記
事
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
菊
貫
の

記
事
の
前
後
に
は
、「
五
鳳
へ

回
し
請
書
出
来
遣
ス
事
」（
安
永
五
年
二
月
二
十
日
）、

「
祇
井
よ
り
手
紙
、
巻
来
ル

、
即
酬
・
点
」（
同
年
二
月
二
十
六
日
）
と
い
っ
た
他
の
大

名
俳
人
と
の
点
取
俳
諧
に
関
す
る
や
り
と
り
の
記
事
が
頻
出
す
る
。

ち
な
み
に
、『
玄
武
日
記
』
に
登
場
す
る
大
名
俳
人
に
は
、「
祇
井
」（
出
羽
国
松
山

藩
主
酒
井
忠
崇
）「
秀
井
」（
三
河
国
西
尾
藩
主
松
平
乗
寛
）、
珠
成
（
越
後
国
三
日
市

藩
主
柳
沢
里
之
）、「
米
徳
」（
大
和
国
郡
山
藩
主
柳
沢
保
光
）、「
三
花
」（
摂
津
国
浅
田

藩
青
木
一
貫
）、「
孔
阜
」（
播
磨
国
明
石
藩
主
松
平
直
之
）、「
甘
棠
」（
伊
予
国
今
治
藩

主
松
平
定
休
）、
華
裡
雨
（
肥
後
国
熊
本
藩
松
平
重
賢
）、
五
鳳
（
豊
前
国
小
倉
藩
主
小

笠
原
忠
苗
）
が
い
る
。
彼
ら
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
菊
貫
と
交
遊
の
あ
っ
た
大
名
俳

人
（
後
掲
別
表
３
参
照
）
で
も
あ
る
。

日
記
の
中
で
も
、
安
永
六
年
（
一
七
七
六
）、
銀
鵞
が
国
元
姫
路
に
赴
く
参
勤
交
代

の
旅
の
記
述
は
、
注
目
に
値
す
る
。
十
一
月
二
十
三
日
の
記
事
で
あ
る
。
多
く
の
大
名

が
送
別
の
和
歌
・
発
句
を
寄
せ
て
い
る
。
菊
貫
の
句
は
、「
か
ち
よ
り
そ
ゆ
く
播
磨
路

に
趣
き
給
ふ
そ
の
国
の
守
の
首
途
を
寿
ぎ
ま
ゐ
ら
セ
て
」
と
い
う
前
書
の
あ
る
「
松
の
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春
む
か
へ
に
君
が
旅
出
か
な
」
と
い
う
句
で
あ
る
。
ま
た
、
米
翁
も
「
御
旅
す
が
ら
の

快
晴
を
い
の
る
は
常
の
事
な
か
ら
」
と
い
う
前
書
の
「
御
紀
行
の
骨
や
初
雪
夕
し
く

れ
」
と
い
う
発
句
を
寄
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
姫
路
に
着
く
ま
で
の
道
中
の
記
述
が
非
常
に
詳
細
で
あ
る
。
品
川
を
出
立

し
姫
路
に
到
る
ま
で
、
み
ご
と
な
紀
行
文
と
な
っ
て
い
る
。
伏
見
か
ら
大
坂
へ
下
る
淀

川
の
船
の
中
で
は
五
十
韻
の
船
中
俳
諧
を
行
っ
た
り
、
行
く
先
々
で
和
歌
漢
詩
俳
句
が

詠
ま
れ
た
り
し
て
い
る
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
。
旅
の
記
述
は
「
城
着
の
後
雪
ふ
り
け

れ
は
／
豊
年
の
貢
の
雪
を
土
産
か
な
」
と
祝
意
を
込
め
た
句
で
終
わ
っ
て
い
る
。
連
歌

俳
諧
が
め
で
た
い
挙
句
で
終
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
姫
路
城
に
無
事
着
い
た
こ
と
を
寿

い
で
い
る
。
発
句
を
詠
ん
だ
り
連
句
興
行
を
し
た
り
し
な
が
ら
の
旅
と
し
て
記
述
さ
れ

る
の
は
、
こ
の
安
永
六
年
の
旅
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
の
天
明
年
間
の
参
勤
交
代
の

旅
で
は
句
会
で
は
な
く
茶
会
を
行
っ
た
記
述
が
登
場
す
る
。
こ
の
点
か
ら
も
銀
鵞
が
次

第
に
点
取
俳
諧
か
ら
離
れ
て
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
玄
武
日
記
』
の
参
勤
交
代
の
旅
の
記
述
は
、
菊
貫
の
参
勤
交
代
の
旅
を
記
し
た
句

入
り
紀
行
『
旅
つ
ゝ
ら
』
と
比
較
し
て
考
え
る
と
興
味
深
い
。『
旅
つ
ゝ
ら
』
は
菊
貫

二
十
三
歳
、
三
回
目
の
帰
藩
、『
玄
武
日
記
』
安
永
六
年
時
銀
鵞
は
十
九
歳
、
二
回
目

の
帰
藩
の
道
中
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
俳
諧
に
夢
中
の
若
き
藩
主
が
、
道

中
の
歌
枕
や
故
人
の
よ
す
が
に
目
を
と
め
句
作
を
し
な
が
ら
参
勤
交
代
の
旅
に
望
ん
で

い
る
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
天
明
四
年
（
一
七
八
三
）、
菊
貫
は
、
痔
疾
の
た
め
に
参
勤
交
代
の
旅
程

を
難
所
の
碓
氷
峠
を
通
ら
ず
中
山
道
を
行
く
ル
ー
ト
に
変
更
し
た
い
と
い
う
願
を
幕
府

に
出
し
て
い
る
（
１８
）
。『
玄
武
日
記
』
後
半
か
ら
は
銀
鵞
も
ま
た
痔
疾
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る

様
子
が
わ
か
り
痛
々
し
い
。
ま
た
、
菊
貫
は
、
晩
年
の
湘
南
へ
の
紀
行
『
湘
南
絵
巻
』

跋
文
に
お
い
て
、
参
勤
交
代
の
旅
に
つ
い
て
は
「
道
す
が
ら
目
に
あ
き
に
し
事
の
み
多

く
」
と
書
い
て
い
る
。
三
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
銀
鵞
は
生
涯
に
四
回
し
か
江
戸
と
姫

路
を
往
復
し
て
い
な
い
（
１９
）
が
、
菊
貫
と
同
じ
よ
う
に
銀
鵞
も
痔
疾
が
深
刻
化
し
て
か
ら
の

参
勤
交
代
の
道
中
は
心
躍
る
も
の
で
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
『
玄
武
日
記
』
安
永
六
年
の
旅
の
記
述
と
『
旅
つ
ゝ
ら
』
は
、
大
名
俳
人
の
句

入
り
紀
行
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
菊
貫
と
銀
鵞
が
俳
諧
を
学
ん
だ
米
翁
周
辺
の
資
料
を
見
て
み
よ
う
。
菊
貫

の
松
代
下
向
を
米
翁
が
大
変
さ
み
し
が
っ
て
い
る
様
子
が
、『
宴
遊
日
記
』
に
書
か
れ

て
い
る
。『
宴
遊
日
記
』
も
江
戸
に
い
る
米
翁
が
見
送
る
側
と
し
て
餞
を
行
っ
て
い
る

こ
と
を
伝
え
る
。
そ
の
様
子
は
、
米
翁
の
発
句
集
『
蘇
明
山
荘
発
句
藻
』
か
ら
も
う
か

が
え
る
。「
離
別
部
」
に
は
、
多
く
の
大
名
へ
の
餞
の
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
菊
貫

が
国
元
へ
赴
く
と
き
の
送
別
句
は
三
句
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
２０
）
。

菊
貫
、
信
濃
路
に
旅
だ
ち
給
ふ
。
予
も
程
な
く
同
じ
山
路
を
分
ぬ
れ
ば

花
薄
君
が
枝
折
の
御
あ
と
か
ら

菊
貫
帰
藩
に

鴈
鹿
虫
秋
に
富
た
り
御
旅
日
記

神
無
月
朔
日
、
菊
貫
、
松
代
に
旅
だ
ち
た
ま
ふ
時

日
和
風
神
に
連
だ
つ
首
途
か
な

そ
れ
ぞ
れ
別
の
参
勤
交
代
の
折
の
句
と
思
わ
れ
る
。
致
仕
後
は
染
井
山
荘
に
住
ん
で

参
勤
交
代
の
旅
と
は
無
縁
と
な
っ
た
米
翁
が
、
後
進
の
若
い
藩
主
た
ち
を
激
励
し
、
そ

の
旅
程
の
無
事
を
祈
っ
て
い
る
様
子
が
伝
わ
る
。

『
蘇
明
山
荘
発
句
藻
』
に
は
、
銀
鵞
へ
の
送
別
句
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
銀
鵞

娘
へ
の
錢
別
の
句
が
載
る
。「
銀
鵞
の
姫
が
城
へ
赴
給
ふ
時
」
と
い
う
前
書
の
「
御
句

も
さ
ぞ
と
の
お
泊
や
九
月
尽
」
の
句
で
あ
る
。
ま
た
、「
春
部
」
に
は
、
銀
鵞
に
桜
の

花
に
添
え
た
句
を
送
ら
れ
た
、
米
翁
の
返
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

銀
鵞
の
許
よ
り
、
吉
野
の
種
と
て
桜
の
花
を
筒
に
い
け
て

先
達
に
見
て
貰
ひ
た
き
桜
哉

と
い
ふ
句
を
贈
ら
れ
け
れ
ば

御
秘
蔵
を
木
守
か
つ
て
や
桜
が
り

銀
鵞
に
「
先
達
」
と
挨
拶
さ
れ
る
米
翁
が
、
吉
野
の
桜
を
贈
ら
れ
た
喜
び
を
「
御
秘
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蔵
」
と
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
敬
愛
に
満
ち
た
二
人
の
関
係
を
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。

次
に
、『
玄
武
日
記
』
に
お
け
る
俳
諧
一
枚
摺
の
記
述
に
注
目
し
て
み
よ
う
。『
玄
武

日
記
』
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の
八
月
十
五
日
前
後
に

は
そ
れ
ぞ
れ
「
こ
と
�
�
す
り
も
の
一
枚
あ
る
い
は
二
枚
ヲ
お
く
る
」、「
名
月
の
す
り

も
の
左
之
通
遣
ス
」
と
あ
る
。
前
節
二
の
文
芸
資
料
一
覧
に
示
し
た
よ
う
に
、
菊
貫
の

俳
諧
一
枚
摺
と
し
て
、
多
く
の
月
に
関
す
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。『
玄
武
日
記
』

の
記
事
か
ら
も
点
取
俳
諧
活
動
に
お
い
て
、
大
名
俳
人
た
ち
が
名
月
の
俳
諧
一
枚
摺
の

交
換
を
行
っ
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
大
名
の
俳
諧
活
動
に
お
い
て
、
俳
諧
一
枚
摺
の

制
作
・
贈
答
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
日
記
は
句
の
贈
答
を
し
た
り
摺
物
を
交
換
し
た
り
し
て
、
雪
月
花

の
風
情
を
共
感
し
あ
い
、
と
き
に
別
れ
を
惜
し
み
、
ま
た
旅
の
安
全
を
祈
り
合
う
大
名

俳
人
た
ち
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
米
翁
を
中
心
と
し
て
彼
の
も
と
に
菊
貫
や
銀
鵞
が

楽
し
く
出
入
り
し
て
交
遊
を
結
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

菊
貫
側
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
る
銀
鵞
の
俳
諧
活
動
も
あ
る
。『
詭
遇
駟
』
に
は
、
安

永
七
年
（
一
七
七
八
）
閏
七
月
十
四
日
と
八
月
十
四
日
の
銀
鵞
主
催
の
句
会
に
参
加
し

た
と
き
の
高
点
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
八
月
に
は

「
銀
鵞
子
良
夜
催
」
の
高
点
句
が
書
か
れ
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
、『
玄
武
日
記
』
の
記

載
に
こ
れ
に
相
当
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
し
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
に
な
る
と
、『
玄
武
日
記
』
か
ら
は
「
菊
貫
」

の
文
字
が
消
え
、「
真
田
伊
豆
守
」
と
し
て
政
務
上
の
記
事
に
名
前
だ
け
が
列
挙
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

で
は
『
玄
武
日
記
』
か
ら
「
菊
貫
」
の
文
字
が
消
え
る
安
永
八
年
以
降
、
銀
鵞
は
俳

諧
活
動
を
行
っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
次
の
記
事
は
、
菊
貫
と
も
交
遊
の
あ
っ
た

「
細
川
越
中
」（
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
〈
一
七
二
一
―
一
七
八
五
〉、
俳
号
花
裡
雨
）
関

連
の
記
事
で
あ
る
。

安
永
八
年

十
月

八
日

四
半
時
過
出
宅
、
着
用
平
服
、
細
川
越
中
守
へ
相
越
、
終
日
誹
諧
、
歌
仙
満
尾
、

連
如
左

華
裡
雨

亭
主
越
中
と
の

秀
井

松
平
和
泉
守

餅
字

小
坂
長
春

了
因

宝
生
新
之
丞

宗
匠

谷
口
鶏
口

北
村
葵
足

七
吟
各
五
咄
な
り
、
帰
宅
暮
六
半
時
な
り

天
明
二
年

三
月

廿
三
日

九
半
時
過
出
宅
、
細
川
と
の
へ
相
越
、
相
客
和
泉
／
大
学
、
誹
諧
有
之
、
平
服

に
而
相
越
、
帰
宅
袴
は
か
り
、
六
半
時
な
り

五
月

廿
七
日

八
半
時
出
宅
、
細
越
中
殿
へ
相
越
、
帰
宅
暮
六
半
時
過
也

六
月

二
日

九
半
時
出
宅
、
平
服
ニ
而

細
川
と
の
へ
相
越
、
終
日
誹
諧
之
連
歌
、
歌
仙
二
巻
全

備
、
帰
宅
袴
斗
り
ニ
而

六
半
時
也

天
明
四
年

八
月

四
日

出
か
け
居
間
着
坐
、
崇
福
寺
御
当
日
代
参
帰
受
之
、
武
兵
衛
也
、

五
半
早
メ

出
宅
、
着
用
染
帷
子

麻

半

、
為
登

城
前
主
殿
と
の
・
出
羽
と
の
へ
相
越
、
夫
よ

り
細
川
と
の
へ
時
候
見
舞
、
秋
元
と
の
へ
時
候
見
舞
、
夫
よ
り
中
屋
敷
物
見
ニ
而

俳
階
（
諧
）、
大
町
連
馬
来
る
、
帰
宅
夜
四
時
過
な
り
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天
明
期
に
入
っ
て
、
銀
鵞
は
、
以
前
ほ
ど
で
は
な
い
が
俳
諧
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
重
賢
の
点
取
俳
諧
活
動
に
つ
い
て
は
、
細
川
家
・
真
田
家
双
方
の
点
取

俳
諧
集
か
ら
、
菊
貫
も
し
ば
し
ば
重
賢
（
花
裡
雨
・
華
裡
雨
）
と
一
座
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
る
（
２１
）

。
こ
れ
以
外
に
も
「
終
日
十
評
之
俳
事
有
之
」（
天
明
四
年
〈
一
七

八
四
〉・
六
月
十
日
）、「
中
屋
敷
物
見
ニ
而

誹
諧
」（
同
九
月
四
日
）
な
ど
の
記
事
が
あ

る
。
し
か
し
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
九
月
十
日
が
最
後
の
句
会
記
事
と
な
っ
て
い

る
。
句
会
記
事
の
減
少
と
反
比
例
し
て
歌
会
記
事
が
増
加
し
て
い
る
。
天
明
八
年
（
一

七
八
八
）
の
姫
路
帰
藩
の
旅
の
道
中
で
も
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
句
作
は
行
っ
て
い
な

い
。な

お
、『
宴
遊
日
記
』
で
菊
貫
に
つ
い
て
記
さ
れ
る
の
は
、
安
永
二
年
に
は
じ
ま

り
、
安
永
三
年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
次
い
で
多
い
の
が
、
安
永
七
年
で
あ
る
。
そ
こ
か

ら
は
点
取
俳
諧
を
め
ぐ
る
や
り
と
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
お
り
、
菊
貫
が
銀
鵞
と
と
も

に
盛
ん
に
米
翁
に
俳
諧
指
導
を
受
け
て
い
る
様
子
が
伝
わ
る
が
、
安
永
八
年
以
降
、
天

明
年
間
に
い
た
る
と
、
点
取
俳
諧
の
や
り
と
り
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は

『
玄
武
日
記
』
の
菊
貫
の
点
取
俳
諧
記
事
が
安
永
八
年
以
降
み
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
と

一
致
す
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、『
玄
武
日
記
』
と
『
宴
遊
日
記
』
を
並
べ
て
み
る
と
、
菊

貫
と
十
五
歳
年
少
の
銀
鵞
と
が
、
安
永
二
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
集
中
的
に
交
遊
し
、

米
翁
の
俳
諧
サ
ロ
ン
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
盛
ん
に
行
き
来
し
て
い
る
実
態
が
は
っ
き
り

と
見
え
て
く
る
。

六

ま
と
め

真
田
幸
弘
の
文
学
活
動
の
全
体
像
を
整
理
し
た
上
で
、
安
永
年
間
の
点
取
俳
諧
活
動

及
び
酒
井
忠
以
と
の
交
遊
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
。『
宴
遊
日
記
』『
玄
武
日
記
』
か

ら
は
、
菊
貫
が
俳
諧
を
め
ぐ
っ
て
大
名
俳
人
と
交
流
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
両
日

記
と
も
記
述
量
は
膨
大
で
あ
る
。
さ
ら
に
詳
細
に
日
記
の
記
事
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
大
名
俳
諧
の
実
態
が
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

幸
弘
の
文
芸
活
動
が
、
寛
政
年
間
の
和
歌
活
動
に
移
っ
た
の
ち
、
再
び
文
化
年
間
に

俳
諧
活
動
に
集
中
し
て
い
く
様
相
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
調
査
・
研
究
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

註（
１
）「
翻
刻

菊
貫
著
『
旅
つ
ゞ
ら
』」『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
５６
号
、
一
九
九
九
・
六
。

（
２
）「
翻
刻

青
葉
蔭
」『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
５９
号
、
二
〇
〇
〇
・
一
一
。

（
３
）『
松
代
』
第
１７
号
（
二
〇
〇
四
・
三
）
か
ら
第
２１
号
（
二
〇
〇
八
・
三
）
に
掲
載
。
な
お
、

『
松
代
』
は
真
田
宝
物
館
Ｈ
Ｐ
よ
り
閲
覧
可
能
。
ま
た
井
上
氏
ら
の
研
究
成
果
は
、
報
告
書

『
近
世
中
・
後
期
松
代
藩
真
田
家
代
々
の
和
歌
・
俳
諧
・
漢
詩
文
及
び
諸
芸
に
関
す
る
研
究
』

論
文
篇
第
一
部
・
資
料
篇
第
二
部
（
二
〇
〇
八
・
三
）
の
二
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
４
）「
真
田
幸
弘
の
俳
階
一
枚
摺
」（『
江
戸
文
学
』
第
２５
号
、
二
〇
〇
二
・
六
、
ぺ
り
か
ん
社
）。

（
５
）「
真
田
幸
弘
の
俳
階
―
追
善
集
『
ち
か
の
う
ら
』
―
」（『
松
代
』
第
２６
号
、
二
〇
〇
三
・

三
）。

（
６
）『
和
漢
比
較
文
学
』
第
４６
号
、
二
〇
一
一
・
二
。

（
７
）
錦
仁
編
『
中
世
詩
歌
の
本
質
と
連
関
』（
二
〇
一
二
・
五
、
竹
林
舎
）
所
収
。

（
８
）
真
田
宝
物
館
展
示
図
録
『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』（
二
〇
一
二
・
九
）
所
収
。

（
９
）「
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
文
藝
」U

R
L
http
://kikutsura.com

/

（
１０
）
資
料
名
が
『
年
篭
』
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
掲
出
し
た
。『
菊
畠
』
の
中
に
「
年
篭
百
韻
」
が

含
ま
れ
て
い
る
場
合
は
除
い
た
。

（
１１
）
天
明
四
年
版
『
蘇
明
山
荘
発
句
藻
』（
翻
刻
は
日
本
俳
書
大
系
『
天
明
名
家
句
選
』
一
九
二

七
・
三
、
日
本
俳
書
大
系
刊
行
会
）
の
写
し
。
天
巻
と
は
別
筆
。
お
、
真
田
宝
物
館
に
は

『
蘇
明
山
荘
発
句
藻
』
と
は
内
容
の
異
な
る
『
米
翁
子
句
藻
』（
写
本
）
が
伝
来
す
る
。
伊
藤

善
隆
「
翻
刻
『
米
翁
子
句
藻
』」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
５７
号
）
参
照
。

（
１２
）
玉
城
司
・
小
幡
伍
・
平
林
香
織
に
よ
り
、
以
下
に
翻
刻
の
一
部
を
掲
載
。「
松
代
藩
第
六
代
藩

主
真
田
幸
弘
点
取
俳
諧
『
き
く
畠
』
の
紹
介
と
翻
刻
（
一
）」（『
長
野
県
短
期
大
学
紀
要
』
６５

― 11―



号
、
二
〇
一
〇
・
一
二
）、「
同
（
二
）」（『
清
泉
女
学
院
大
学
紀
要
』
第
８
号
（
二
〇
一
一
・

三
）、「
同
（
三
）」（『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』
第
８０
号
、
二
〇
一
一
・
六
）。

（
１３
）
山
中
さ
ゆ
り
「
真
田
家
文
書
目
録
編
成
試
論
―
研
究
の
現
状
と
展
望
―
」（『
松
代
』
第
２１

号
、
二
〇
〇
八
・
三
）、
同
「
真
田
家
の
典
籍
目
録
に
つ
い
て
―
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
書

目
を
題
材
に
―
」（『
松
代
』
第
２５
号
、
二
〇
一
二
・
三
）、
原
田
和
彦
「
真
田
家
に
お
け
る
典

籍
の
集
積
と
流
出
」「
真
田
家
伝
来
の
典
籍
整
理
の
一
方
向
―
松
代
真
田
家
別
邸
と
の
か
か
わ

り
か
ら
―
」（
と
も
に
『
松
代
』
第
２３
号
、
二
〇
一
〇
・
三
）
等
参
照
。

（
１４
）
幸
弘
自
筆
の
『
菊
畠
』
と
は
別
筆
で
あ
り
な
が
ら
、「
天
真
院
様
御
筆
文
化
四
年
」
と
書
か
れ

た
帳
票
が
は
ら
れ
、
４
で
は
じ
ま
る
分
類
記
号
を
持
つ
『
菊
の
分
根
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

題
箋
に
「
辰
」
と
あ
る
干
支
を
、
文
化
四
年
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
実
際

は
、
安
永
二
年
の
辰
年
を
さ
す
こ
と
が
、
句
上
げ
に
書
か
れ
た
年
号
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

（
１５
）「
柳
沢
米
翁
（
米
翁
）
筆
『
宴
遊
日
記
』
菊
貫
（
真
田
幸
弘
）
関
係
記
事
抜
粋
」（
真
田
宝
物

館
展
示
図
録
『
文
人
大
名
真
田
幸
弘
と
そ
の
時
代
』
二
〇
一
二
・
九
）。

（
１６
）「
酒
井
宗
雅
の
茶
の
湯
と
交
遊
」（『
淡
交
』
第
６６
‐
９
号
、
二
〇
一
二
・
九
）。

（
１７
）『
玄
武
日
記
』
の
引
用
は
、
す
べ
て
『
城
郭
研
究
室
年
報
』
第
１２
〜
２０
号
、
二
〇
〇
三
・
三
〜

二
〇
一
一
・
三
）
所
載
の
加
地
宏
江
ら
の
翻
刻
に
拠
る
。

（
１８
）
真
田
宝
物
館
展
覧
会
図
録
『
大
名
の
旅
松
代
藩
の
参
勤
交
代
』（
二
〇
一
〇
・
九
）
に
願
書
の

控
「
甲
州
路
御
旅
行
御
伺
控
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
１９
）
加
地
宏
江
「『
玄
武
日
記
』
に
み
る
酒
井
忠
以
」（『
城
郭
研
究
室
年
報
』
第
２１
号
、
二
〇
一

二
・
三
）
参
照
。

（
２０
）『
蘇
明
山
荘
発
句
藻
』
の
引
用
は
、
日
本
俳
書
大
系
『
天
明
名
家
句
選
』（
一
九
二
七
・
三
、

日
本
俳
書
大
系
刊
行
会
）
所
収
の
本
文
に
拠
る
。

（
２１
）
白
石
悌
三
「
細
川
重
賢
と
江
戸
座
点
取
俳
諧
」「
同
（
承
前
）」（『
福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文

学
』
創
刊
号
、
一
九
九
一
・
九
、『
同
』
第
３
号
、
一
九
九
三
・
九
）、
細
川
護
貞
監
修
出
水

叢
書
１２
『
俳
諧
集
』（
一
九
九
四
・
六
、
汲
古
書
院
）
参
照
。

『
玄
武
日
記
』
幸
弘
関
連
記
事
抜
粋

安
永
五
年
丙
申

正
月

十
日

真
田
伊
豆
守
よ
り
両
袖
入
の
袋
か
り
に
来
る
、
返
事
代
筆
、
即
刻
遣
ス
、
連
馬
落
巻

は
兼
而
遣
し
候
旨
申
遣
ス

事

十
六
日

菊
貫
よ
り
手
紙
来
ル

、
両
袖
返
ル
、
連
馬
巻

七
評
入
用
之
事

廿
四
日

玉
馬
よ
り
菊
貫
廻
し
来
ル

事
年
明
ケ
始
而
故

麻
の
上
下
着
用

菊
貫
よ
り
小
子
落
巻
之
樗
雲
の
三
百
員
一
巻
到
来
、
且
十
二
月
七
日
会
之
十
評
詠

草
か
し
遣
ス

事
、
即
酬
也

廿
八
日

孔
阜
よ
り
手
紙
来
ル

、
右
之
返
事
に
、
き
く
貫
年
籠
の
点
附
廻
状
添
遣
ス

二
月

朔
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
ス
事

五
日

き
く
貫
よ
り
手
紙
来
ル
、
即
酬
并

袖
入
か
し
遣
ス

七
日

菊
貫
よ
り
手
紙
并

巻
来
ル

事

廿
日

菊
貫
よ
り
手
紙
来
ル

、
袖
入
帰
ル

、
右
之
返
事
に
此
程
の
巻
引
墨
ゐ
た
し
遣
ス

菊
貫
よ
り
手
紙
来
ル

事

廿
一
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
、
巻
添
并

回
章
・
詠
草
遣
ス

廿
二
日

菊
貫
よ
り
手
紙
来
ル

、
即
報
酬
遣
ス
事

三
月

六
日

菊
貫
よ
り
手
紙
一
通
并

廻
状
壱
通
到
来
、
返
事
代
筆
、
廻
状
壱
覧
之
旨
□
□
か
け
、

祇
井
へ
相
達
ス

事

十
二
日

菊
貫
よ
り
手
紙
来
ル
、
同
断
（＝

代
酬
遣
ス
事
）

廿
八
日

右
近
殿
・
出
羽
殿
よ
り
正
木
志
摩
守
・
河
野
吉
十
郎
・
村
上
三
十
郎
へ
渡
さ
れ
候
旨

ニ
而
、
松
越
中
・
真
伊
豆
触
レ

頭
ニ

而
廻
状
到
来
、
伝
右
衛
門
見
す
る
、
文
言
左
之

通
、

当
四
月
日
光
御
社
参
ニ
付
、
右
道
中
筋
四
月
朔
日
よ
り
同
晦
日
迄
、
御
用
外
諸

向
鑓
人
馬
は
無
之
候
間
、
其
旨
可
相
心
得
候
、

右
之
趣
向
々
為
心
得
可
被
達
候

四
月

（
江
）

六
日

真
伊
豆
・
ま
つ
江
中
よ
り
佐
渡
殿
被
渡
候
よ
し
に
而
、
大
屋
遠
近
承
の
旨
廻
状
壱
通
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到
来

九
日

菊
貫
よ
り
手
紙
到
来
、
即
酬
遣
ス
事

廿
三
日

明
朝
菊
貫
へ
遣
ス
可
旨
、
手
紙
廻
巻
一
蔵
渡
ス

事

廿
四
日

菊
貫
よ
り
返
事
到
来
之
事

菊
貫
よ
り
手
紙
来
る
、
代
酬
遣
ス
事

菊
貫
よ
り
廻
し
来
る
事

廿
五
日

菊
貫
へ
廻
し
遣
ス
事

廿
七
日

菊
貫
へ
廻
し
遣
ス
事

廿
八
日

真
田
伊
豆
留
守
居
迄
、
大
目
付
よ
り
達
シ
有
之
ニ

付
而
、
差
出
ス

書
付
さ
の
こ
と
し
、

雅
楽
頭
家
族
之
内
麻
疹
病
人
当
時
無
御
座
候
、
若
此
已
後
来
月
十
日
迄
ニ

相
煩

候
之
者
致
出
来
候
者
其
節
可
申
上
候
、

酒
井
雅
楽
頭
家
来

庄
野
慈
左
衛
門

五
月

二
日

菊
貫
よ
り
手
紙
到
来
、
回
巻
来
る
、
即
酬
遣
ス

事

六
日

菊
貫
よ
り
手
紙
、
巻
来
ル
事

七
日

五
鳳
・
菊
貫
へ
返
事
遣
ス
事

廿
四
日

昨
日
公
菜
よ
り
来
る
品
、
菊
貫
へ
廻
し
遣
ス
事

菊
貫
よ
り
今
朝
の
あ
い
さ
つ
手
紙
到
来
之
事
、
返
事
不
遣
也

廿
五
日

菊
貫
へ
廻
巻
・
手
紙
遣
ス
事

三
十
日

明
日
登

営
可
致
処
、
麻
疹
後
腹
痛
ゐ
た
し
候
ニ

付
登

城
難
致
旨
、
来
月
番
周
防

殿
・
西
豊
後
殿
へ
断
届
ゐ
た
す
事
、
右
写
右
近
殿
へ
も
用
た
の
ミ
、
大
目
付
・
御
目

付
へ
も
并

飛
騨
殿
且
同
席
へ
手
紙
、
松
泉
州
・
奥
大
膳
・
戸
采
女
・
真
伊
豆
へ
も
申

遺
ス

、
返
事
到
来
之
事

六
月

二
日

明
日
登
城
可
致
処
、
麻
疹
後
腹
痛
に
而
、
今
以
と
く
無
之
候
ニ

付
出
仕
難
致
旨
、
月

番
周
防
殿
・
豊
後
殿
へ
届
書
き
出
ス

、
右
之
写
右
近
殿
へ
さ
し
出
ス

、
右
使
者
半
蔵
勤

る
事
、

右
ニ

付
同
席
松
泉
州
・
真
伊
豆
・
奥
大
膳
・
戸
采
女
へ
手
紙
遣
ス

、
返
事
来
る
伊
豆
は
断
に
而
、

登

城
不
致
す
申
こ
し

十
日

菊
貫
へ
手
紙
、

幷
ニ
暑
中
見
舞
、
肴
も
遣
ス
事

回
巻
遣
ス
事
、

十
一
日

菊
貫
よ
り
返
事
来
る
事

廿
日

菊
貫
よ
り
暑
中
見
舞
手
紙
并

肴
来
る
、
代
酬
遣
ス
事

廿
六
日

五
鳳
・
祇
井
・
菊
貫
・
菊
鳳
へ
手
紙
遣
ス
事
菊
貫
よ
り
返
事
来
る

八
月
（
幸
弘
は
参
勤
交
代
の
た
め
八
月
十
九
日
江
戸
出
発
、
翌
安
永
六
年
六
月
五
日
江
戸
帰
府
）

朔
日

菊
貫
よ
り
手
紙
到
来
、
即
酬
遣
ス
事

二
日

菊
貫
へ
手
紙
、
巻
遣
ス
事

菊
貫
よ
り
返
事
、
巻
来
る
事

十
一
日

手
紙
四
通
、
案
司
奉
行
綱
五
郎
へ
渡
す

寂
連
院
様

日
光
よ
り
土
産
之
品

干
鯛
そ
へ

松
薩
州

国
中
山
査
子

鮮
添

秀
井

病
気
見
舞
と
し
て

肴
相
贈
候
答
礼
に
さ
か
な

き
く
つ
ら

同
断

右
之
さ
し
遣
ス
事

大
塚
・
菊
貫
・
秀
井
并

薩
州
よ
り
返
事
来
る
事

十
五
日

太
素
・
菊
貫
・
甘
棠
・
秀
井
・
五
鳳
・
サ
ロ
ン
ナ
ド
同
し
、
こ
と
�
�
く
す
り
も
の

一
枚
あ
る
い
は
二
枚
ヲ

お
く
る

田
毎
・
米
翁
・
菊
貫
・
太
素
・
甘
棠
よ
り

十
一
月十

八
日

菊
貫
よ
り
手
紙
、
即
酬
遣
ス
事

十
二
月十

四
日

仙
台
并

菊
貫
、
十
六
日
の
日
附
寒
見
舞
手
紙
出
之
、
勝
右
衛
門
へ
渡
ス
事
、

安
永
六
年

一
月

五
日

菊
貫
よ
り
返
事
来
る
事

十
七
日

菊
貫
よ
り
年
始
状
来
る
事
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十
八
日

五
時
半
出
宅
、
着
用
菜
業
色
セ
い
こ
う
麻
半

か
な
い
ろ
小
し
ぢ
ら
の
し
目

、
左
之
通
勤
る
、

松
千
太
郎
・
土
美
濃
・
岡
主
税
・
真
伊
豆
・
石
近
江
・
京
壱
岐
・
森
紀
伊
・
伊

遠
江
・
内
因
幡
・
堀
若
桜
・
天
真
寺
長
上
下

着
用

之
事
、
直
ニ

其
服
ニ
而

曹
渓
寺
供
之
者

惣
弁
当

、
畢

而
又
候
は
し
め
の
服
ニ

着
か
へ
、
間
下
総
・
保
弾
正
・
松
山
城
・
黒
千
之
助
・

有
中
務
・
松
薩
摩
・
遠
和
泉
・
諏
安
芸
・
青
甲
斐
・
水
左
近
・
仙
越
前
・
相

壱
岐
・
木
千
勝

廿
日

菊
貫
よ
り
年
始
状
到
来
、
返
事
認
綱
五
郎
ヘ

渡
ス

事

八
月

六
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
ス

、
返
事
来
る

事

七
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
ス
事
、
返
事
来
る
事

十
二
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
ス
事
、
返
事
来
る
事

十
五
日

明
月
の
す
り
も
の
左
之
通
遣
ス
事
、
何
も
返
事
来
る
、

菊
寿
二
枚
幷
名
月
の
歌
、
寂

照
院
様
へ
の
か
る
台
添

。
餅
菓
子
・
さ
か
な
二
重
添

米
翁
・
秀
井
・
甘
棠
・
和
調
・
米
徳
・
菊
貫

十
七
日

菊
貫
よ
り
手
紙
来
る
、
上
中
下
即
遣
酬
事

九
月

十
一
日

秀
井
よ
り
手
紙
、
菊
貫
よ
り
手
紙
、
何
も
代
酬
遣
ス
事

十
三
日

菊
貫
よ
り
手
紙
、
出
産
よ
ろ
こ
ひ
肴
来
る
、
甘
棠
よ
り
同
断
、
何
も
即
酬
遣
ス
事

十
六
日

奥
平
旅
中
よ
り
書
状
来
る
、
染
井
・
か
し
橋
へ
手
紙
ス
事
、
何
も
返
事
来
る
事
、
菊

貫
答
礼
肴
、
以
手
紙
遣
候
、
返
事
来
事

十
月

十
五
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
ス

、
返
事
来
る
事

十
一
月廿

三
日

真
田
伊
豆
守
殿

菊
貫
子

か
ち
よ
り
そ
ゆ
く
播
磨
路
に
趣
き
給
ふ
そ
の
国
の
守
の
首
途
を
寿
き
ま
ゐ
ら
セ
て

松
の
春
む
か
へ
に
君
か
旅
出
か
な

十
二
月十

九
日

今
日
年
籠
百
韻
催
之

彦
三
・
一
蔵
・
丈
次
郎
・
才
六
・

又
兵
衛
・
市
之
進
・
昌
益
・
寿
仙

二
十
評

米
翁
子
・
菊
貫
子
・
甘
棠
子
・
祇
井
子
・
白
鳧
子
・
存
義
・
鶏
口
・
在
播
・
祇
徳
・

田
女
・
可
固
・
常
仙
・
宗
梅
・
葵
足
・
菊
堂
・
白
頭
・
保
牛
・
連
馬
・
米
叔
・
□
建

安
永
七
年

二
月

十
四
日

返
事
二
通

此
華
宮
、
寂
照
院
様
・
寿
・
菊
貫
・
白
鳬
・
甲
長
・
仙
台
よ
り
手
紙
両
通
来
る
事

十
五
日

并
手
紙
白
鳬
・
菊
貫
・
大
塚
・
縫
殿
・
仙
台
へ
の
返
事
、
才
六
へ
渡
ス

事

六
月

（
枝
）

十
九
日

柏
支
・
菊
貫
・
太
素
江

手
紙
遣
ス

、
何
も
返
事
来
る

廿
三
日

珠
成
・
米
翁
・
三
花
・
延
麿
・
華
程
・
雨
甘
枕
・
菊
貫
・
兔
万
呂
へ
手
紙
遣
、
返
事

来
る
事

廿
六
日

菊
貫
へ

手
紙
、
返
事
来
る
事
、
内
蔵
へ
手
紙
遣
ス

事

廿
八
日

為
暑
中
見
廻
左
之
通
手
紙
遣
、
返
事
来
る
事

祇
井
・
米
翁
・
菊
貫
・
秀
井

七
月

朔
日

内
蔵
・
菊
貫
へ
手
紙
遣
ス

事
、
内
蔵
は
返
事
来
る
事

五
日

菊
貫
よ
り
返
事
来
る
事

十
一
日

菊
貫
へ
手
紙
遣
、
返
事
来
る
事
、
あ
の
方
よ
り
も
暑
気
見
舞
肴
・
手
紙
来
る
、
返
事

遣
ス
事

十
四
日

菊
貫
・
三
花
よ
り
手
紙
、
代
酬
遣
ス
事

十
八
日

菊
貫
・
兎
万
呂
よ
り
手
紙
来
る
事

八
月

十
日

菊
貫
よ
り
手
紙
、
即
酬
遣
ス

事

十
二
日

菊
貫
よ
り
返
事
来
る
事

安
永
八
年

二
月

朔
日

五
時
半
出
宅
、
左
之
通
勤
、
本
伊
予
・
山
修
理
・
松
日
向
・
真
伊
豆
・
水
日
向
・
水
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但
馬

十
四
日

産
褥
ニ

付
明
日
登

城
不
致
旨
、
月
番
は
し
め
例
之
通
届
ゐ
た
す
、
同
席
ニ
而

松
平
隠

岐
守
・
松
平
和
泉
守
・
松
平
甲
斐
守
・
真
田
伊
豆
守
へ
切
紙
遣
之
事
、
何
も
承
知
之

旨
返
事
来
る

天
明
三
年

八
月

廿
九
日

大
乗
院
様
御
霊
前
へ
代
拝
、
於
崇
福
寺
武
兵
衛
勤
之
、
明
日
登

城
断
之
旨
月
番
老

中
へ
相
達
、
来
月
々
番
へ
と
の
指
図
ニ

付
、
来
月
々
番
へ
相
達
、
同
席
小
左
京
松
甲

斐
・
真
伊
豆
へ
申
遣
、
大
目
付
・
大
目
付
へ
も
申
遣
ス

天
明
四
年

正
月

三
日

七
時
過
登

城
、
着
用
の
し
目

麻
長
上
下

、
御
玄
関
上
り
四
之
間
へ
相
越
、
大
目
付
河
野
信
濃
守

召
出
し
の
名
ま
へ
書
付
之
後
暫
有
之
、
御
目
付
末
吉
善
左
衛
門

柳
生
主
膳
正

参
り
、
御
礼
之
順
書
見
セ

直
ニ

坐
付
候
様
申
聞
る
、
前
側
、
井
掃
部
・
松
讃
岐
・
立
左
近
・
酒
雅
楽
・
松
甲

（
列
）

斐
・
阿
の
と
・
松
越
中
・
真
伊
豆
、
右
九
人
壱
例
に
並
フ
、
暫
有
之
而

出
御
、
御

嘉
例
御
盃
事
相
済
、
御
流
頂
戴
は
し
ま
る
、
立
花
左
近
将
監
頂
戴
相
済
、
雅
楽
守
罷

出
る
掃
部
と
の
内
達
、
御
盃
と
り
つ
か
セ
て

い
た
ゝ
き
候
而
よ
ろ
し
く
被
申
置
候

、
御
酌
中
奥
内
藤
加
賀
守

、
但
此
節
扇
ハ
四
之
間
着
坐
之
処
に
抜

置
候
事
、
暫
有
之
、
月
番
主
殿
と
の
ヱ
シ
ヤ
ク
に
而

御
前
へ
出
る
、
御
酌
御
小
姓
組
晩
頭

白
須
甲
斐
守

、

御
盃
ハ
御
長
柄
に
の
り
有
之
、
御
盃
と
り
い
た
ゝ
き
お
酒
う
け
の
ミ
、
は
し
め
の
処

に
さ
し
置
候
事
、
又
も
と
の
セ
き
へ
帰
坐
、
何
レ

も
肩
衣
ヲ

と
有
之
、
か
た
衣
と
り
う

し
ろ
に

置
候
事
、

入
御
後
御
三
家
謁
し
あ
い
済
、
溜
詰
大
広
間
衆
謁
相
済
而
、
同

席
侍
従
・
四
品
一
同
、
跡
同
席
諸
太
夫
一
同
に
而
謁
、
退
出
、
五
時
過
也
、

廿
八
日

四
品
以
下
小
笠
原
左
京
大
夫
・
酒
井
雅
楽
頭
・
松
平
甲
斐
守
・
真
田
伊
豆
守
、
右
五

人
也
、
所
太
夫
筆
頭
戸
沢
主
計
頭

二
月

十
五
日

今
日
四
品
以
上
同
席
左
之
通
也
、

小
笠
原
左
京
大
夫
・
酒
井
雅
楽
頭
・
松
平
甲
斐
守
・
松
平
越
中
守
・
真
田
い
豆
守

四
月

朔
日

五
時
前
着
坐
、
月
並
之
礼
受
之
、
五
之
御
太
鼓
ニ
而

登

城
、
御
玄
関
上
り
席
ヘ

相

越
、
暫
有
之
、
御
目
付
池
田
修
理
参
り
、
席
を
ひ
ら
き
候
様
申
聞
る
、
雅
楽
頭
・
甲

斐
守
・
伊
豆
守
・
越
中
守
席
を
ひ
ら
く
、
四
品
以
下
一
同
之
被

仰
渡
有
之
、
月
番

主
殿
頭
達
之
、
右
済
而
覆
坐
、
又
候
池
田
修
理
参

御
錠
口
ヲ
達
ス
、
松
之
御
廊
下
ヘ

相

廻
る
、
順
々
御
礼
は
し
ま
る
、
松
平
相
模
守
御
礼
申
上
、
次
ニ

雅
楽
頭
罷
出
る
、
披

露
板
倉
伊
勢
守
、
直
ニ

退
出
、
西
丸
へ
登

城
、
於
二
之
間
謁
阿
部
能
登
守
、
添
土

井
大
炊
守
也
、
退
出
四
時
過

七
日

五
時
出
宅
、
着
用
ふ
く
さ

麻
半

、
稲
葉
越
中
守
亭
ヘ

登

城
前
、
夫
よ
り
真
田
伊
豆
守
亭
へ

時
候
見
舞
、
森
元
町
雛
見
物
、
帰
宅
九
時
過
な
り

五
月

朔
日

五
時
前
着
坐
、
月
並
之
礼
受
之
、
御
太
鼓
前
登

城
、
着
用
ふ
く
さ
袷

麻

半

、
御
玄
関
よ
り
席

へ
相
越
、
無
程
御
目
付
柳
生
主
膳
正

参
り
御
錠
口
を
達
、
何
れ
も
桜
之
間
へ
相
廻
る
、
雅
楽

頭
・
甲
斐
守
・
越
中
守
・
伊
豆
守
以
下
同
席
、
諸
太
夫
大
廊
下
ニ

着
坐
、
無
程
御
白
書

院
出

御
、
順
々
御
礼
は
し
ま
る
、
大
広
間
侍
従
有
馬
中
務
大
輔
次
ニ

御
礼
申
上
ル
、

披
露
御
奏
者
堀
田
相
模
守
、
畢
而
退
出
、
西
丸
ヘ

登

城
、
於
大
広
間
二
之
間
、
謁
阿

部
能
登
守
、
添
松
平
和
泉
守
、
大
目
付
大
谷
遠
江
守
・
御
目
付
両
人
侍
坐
、
同
席
侍

従
・
四
品
一
同
以
下
諸
太
夫
五
人
つ
ゝ
、
謁
奏
者
番
、
退
出
也
、
九
時
前

六
月

朔
日

氷
餅
祝
之
、
来
年
よ
り
着
坐
之
節
可
祝
事

六
半
時
過
居
間
着
坐
、
月
並
之
礼
受
之
、
五
時
登

城
、
着
用
染
帷
子

麻

半

、
御
玄
関
よ
り
席
ヘ

相
越
、
暫
有
之
、
御
目
付
池
田
修
理
参
御
錠
口
を
達
、
今
日
よ
り
四
品
以
下
一
同
也
、

席
へ
鉄
棒
出
る
、
如
図
、

大
廊
下
御
障
子
ひ
ら
き
、
大
廊
下
・
大
広
間
・
四
品
之
次
ニ

間
三
尺
斗
あ
け
同
席
、

侍
従
・
四
品
着
坐
也
、

小
笠
原
左
京
太
夫

酒
井
雅
楽
頭

松
平
甲
斐
守
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松
平
越
中
守

真
田
伊
豆
守

右
之
通
着
坐
、
酒
井
左
衛
門
尉
は
不
快
ニ
而

不
罷
出
、
暫
有
之
、
御
白
書
院

出
御
、

順
々
御
礼
は
し
ま
る
、
表
方
侍
従
御
礼
相
済
、
小
笠
原
左
京
太
夫
次
ニ

御
礼
申
上
る
。
披
露

御
奏
者
番
松
平
和
泉
守
但
今
日
扇
ハ
大
目
付
並
居
候
処

ニ
而
と
る
、
左
京
ニ
順
候
事

、
畢
而
退
出
、
直
ニ

西
丸
へ
登
城
、
大
広
間
二
之

間
ニ
而
御
奏
者
番
板
倉
伊
勢
守
ニ

謁
、
そ
へ
土
井
大
炊
頭
、
退
而
退
出
、
西
丸
之
節
は
侍

従
・

四
品
一
同
御

礼
也

天
明
六
年

正
月

三
日

通
御
之
節
一
同
御
目
見
申
上
ル

、
直
ニ

帝
鑑
之
間
御
縁
通
、
柳
之
御
廊
下
・
柳
之
間
・
大

広
間
四
之
間
例
之
席
相
廻
る
、
前
例
如
左

松
肥
後

溜
間
中
将

井
玄
蕃

溜
間
少
将

松
讃
岐

同

酒
雅
楽

同
侍
従

小
左
京

帝
鑑
侍
従

丹
加
賀

大
広
間
四
品

酒
左
衛
門

帝
鑑
四
品

松
甲
斐

同

松
越
中

此
度
別
席
御
礼
被
、
仰
付
、
於
溜
間
御
通
か
け
御
目
見
へ
相
済
、
同

席
之
跡
へ
付
、
坐
順
ハ
此
通
可
並
居
候

真
伊
豆

帝
鑑
四
品

天
明
七
年

六
月

十
六
日

今
日
頂
戴

御
の
し
、

一
、
頂
戴
の
順
如
左
、

井
伊
掃
部
・
井
伊
玄
蕃
・
酒
井
雅
楽
・
松
平
周
防
・
牧
野
越
中
・
水
野
出
羽
・
鳥

居
丹
波
・
榊
原
式
部
・
有
馬
兵
部
・
中
条
山
城
・
戸
田
土
佐
・
横
瀬
駿
河
・
六
角
伊

予
・
有
馬
修
理
・
中
条
河
内
・
松
平
大
和
・
土
佐
嫡
子

松
平
筑
後
・
阿
部
伊
勢
・
酒
井
左
衛

門
・
真
田
伊
豆
・
堀
田
相
模
、

右
済
而
入
御
恐
悦
申
述
、
大
広
間
杉
戸
よ
り
退
出
九
時
前

天
明
八
年

正
月

三
日

夕
方
七
時
供
揃
ニ
而

着
用
の
し
目

長
袴

、
七
半
時
登

城
、
御
目
付
牧
野
織
部

多
門
平
次
郎

申
上
を
達
、
御
礼
書

見
す
る
、
括
を
解
、
御
錠
口
承
り
、
鯉
之
御
杉
戸
前
御
上
段
之
方
ヲ

上
ミ

に
居
並
フ
、
大

広
間
へ

通
御
か
け
御
目
見
仕
、
夫
よ
り
帝
鑑
間
御
通
、
柳
之
御
廊
下
、
大
広
間
へ
相

越
、
前
側
左
之
通
居
並
フ
、

松
平
讃
岐
守

溜
中
将

立
花
左
近
将
監

大
広
侍
従

酒
井
雅
楽
頭

溜
侍
従

井
伊
玄
蕃
頭

同
断

小
笠
原
左
京
大
夫

帝
鑑
侍
従

立
花
出
雲
守

大
広
間
四
品

松
平
甲
斐
守

帝
鑑
四
品

真
田
伊
豆
守

同
断

右
八
人

寛
政
二
年

正
月

三
日

六
半
へ
三
寸
之
目
覚
、
若
水
以
下
二
日
之
通
り
の
し
目

麻
半

、
居
間
書
院
ニ
而

三
献
之
祝
有
之
、

如
例
年
初
茶
逾
好
庵
讃
岐

小
佐
渡
是
三

、
七
時
供
揃
ニ
而

月
番
供
揃
承
、
登

城
、
着
用
の
し
目

長
袴

、

先
年
は
七
半
時
登

城
、
当
年
七
半
前
也

、
御
目
付
曲
淵
庄
次
郎

井
上
図
書

申
上
を
達
、
各
く
ゝ
り
を
解
、
御
錠
口
承
り

鯉
の
御
杉
戸

前
御
上
段
の
方
を
上
ミ

に
居
並
ラ

フ
、
大
広
間
へ

通
御
か
け
御
目
見
ヘ

申
上
ル

、
夫
よ

り
帝
鑑
の
間
御
縁
通
、
柳
之
御
廊
下
通
り
大
広
間
へ
相
越
候
、
前
側
左
之
通
居
並
フ

、
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松
平
讃
岐
守

溜
中
将

松
平
隠
岐
守

溜
侍
従

酒
井
雅
楽
頭

同
断

井
伊
掃
部
頭

同
断

小
笠
原
左
京
大
夫

帝
鑑
間
侍
従

藤
堂
大
学
頭

大
広
間
四
品

松
平
甲
斐
守

帝
鑑
間
四
品

真
田
弾
正
大
弼

同
断

右
八
人

＊
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
研
究
番
号22520252

「
真
田
文
書
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
主
真
田
幸
弘
の
点
取
俳
諧
の
研
究
」（
二
〇
一
〇
〜
二

〇
一
二
年
度
）
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
に
際
し
て
、
長

野
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
（
真
田
宝
物
館
）
の
ご
高
配
を

得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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別表１ 幸弘文芸資料

備考

寛保の大洪水、横田騒動
（足軽出仕拒否・領民一
揆）

倹約令（以後在任中９７回）

富士山噴火

恩田木工勝手方御用兼帯、
千曲川大洪水

稽古所設置、菊池南陽・岡
野石城招聘、以後在任中文
武奨励令１３回

恩田木工没

千曲川大洪水

真淵没

柳沢信鴻致仕

定信白河藩主松平定邦婿養
子

天明の大飢饉（～天明８）

定信第３代白河藩主、従四
位下、浅間山噴火

定信老中

定信老中首座

日野資枝おゆか宛返書この
頃か

信鴻没、定信老中致仕

幸弘年譜

松代にて誕生、幼
名豊松

家督相続、幸豊に
改名

従五位下伊豆守

松代初入封

松平定賢娘定子
（真松院）と結婚

朝鮮使節接待役

日光東照宮に将軍
の代参

松代居館花の丸御
殿建造

幸豊を幸弘に改名

従四位下

井伊順介と養子縁
組（真田幸専）

海津城に双鶴飛来

弾正大弼

江戸城大手門番
（～寛政９迄４回）

従四位下右京大夫

日野資枝入門、竹
千代生誕の御箆刀
役

賀集

『むら竹』、『にひ
杖』

『ともづる』上下

『わかみとり』、
『御年賀御祝儀一
許』

『むらたけ』

『はしだて』

俳諧関係

『旅つゞら』（俳諧紀行）

『菊の分根』（含明和元年）１冊

『菊の分根』２冊（含明和９年）

『菊の分根』２冊

『菊の分根』４冊、『総評一万
句』１０冊（欠本２冊）

良夜一枚摺

高点句集『詭遇駟』４冊（安永
４～８）（第二編欠本）

『引墨到来覚』（～天明元）

名月一枚摺

春興一枚摺（個人蔵）

夏興一枚摺（個人蔵）

『引墨到来覚』（～寛政５）

後月一枚摺、半秋一枚摺、春興
一枚摺（個人蔵）

『引墨到来覚』（～寛政元）、春
興一枚摺（雲英文庫）

「後月」一枚摺

歳旦一枚摺（雲英文庫）

春興一枚摺（個人蔵）

『みずかゞみ』＊＊（宝暦１３よ
り３０年間の発句集、乾坤２冊の
内坤なし）、「追悼米翁子追悼卒
後へ送る」短冊、『引墨到来
覚』（～享和元）

和歌関係

幸弘公御自詠岡部
衛士加茂真淵点＊

『和歌詠草』２冊

『和歌詠草』５冊

『和 歌 詠 草』２
冊、和歌入門誓詞
条＊

『和 歌 詠 草』３
冊、御和歌詠草折
紙７冊、

年齢

１

３

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２１

２３

２４

２５

２６

２８

３０

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

西暦

１７４０

１７４２

１７５２

１７５３

１７５４

１７５５

１７５６

１７５７

１７５８

１７６０

１７６２

１７６３

１７６４

１７６５

１７６７

１７６９

１７７１

１７７２

１７７３

１７７４

１７７５

１７７６

１７７７

１７７８

１７７９

１７８０

１７８１

１７８２

１７８３

１７８４

１７８５

１７８６

１７８７

１７８８

１７８９

１７９０

１７９１

１７９２

１７９３

和暦

元文５年

寛保２年

宝暦２年

宝暦３年

宝暦４年

宝暦５年

宝暦６年

宝暦７年

宝暦８年

宝暦１０年

宝暦１２年

宝暦１３年

明和元年

明和２年

明和４年

明和６年

明和８年

安永元年

安永２年

安永３年

安永４年

安永５年

安永６年

安永７年

安永８年

安永９年

天明元年

天明２年

天明３年

天明４年

天明５年

天明６年

天明７年

天明８年

寛政元年

寛政２年

寛政３年

寛政４年

寛政５年
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備考

幸専第７代松代藩主

日野資枝没

定信白河藩主致仕

学問所設置、林単山招聘

井上正甫娘雅姫（幸弘孫
娘）・松平定信次男幸善が
幸専と養子縁組

幸善改め幸貫・雅姫婚儀

＊資料館寄託 ＊＊東京大学付属図書館 ＊＊＊広島大学付属図書館

幸弘年譜

８月２１日致仕

８月３日没

賀集

『千とせの寿詞』、
『御こ と ほ き の
記』、『耳順御賀日
記』、短冊帖４冊

『千とせの寿詞』、
『御こ と ほ き の
記』、『佳苑篇』

自他の年賀集等贈
答短冊２，０００点弱

俳諧関係

歳旦一枚摺（雲英文庫）

歳旦一枚摺（雲英文庫）

歳旦一枚摺（雲英文庫）

『菊の筵』＊歳旦一枚摺（雲英
文庫）

『菊畠』（含享和２年）、『引墨到
来覚』（～文化元）

『菊畠』３冊、『連月定会百韻』
３冊

『菊畠』４冊、『年 籠 百 韻』３
冊、歳旦一枚摺（雲英文庫）

『菊畠』１５冊

『菊畠』１７冊、『連月定会百韻』
８冊、『年 籠 百 韻』、『百 八 拾
韻』、『鶉合』、点取帖８冊、歳
旦一枚摺（雲英文庫）

『菊畠』１８冊、『連月定会百韻』
６冊、『菊合年籠』、『引墨到来
覚』（～文化５）、『俳諧引墨高
点留』、『年籠ヨリ到来巻覚』

『菊畠』２２冊

『菊畠』１８冊、『定会百韻』、

『菊畠』９冊、『定 会 百 韻３冊
（含文化７年）、『俳諧引墨高点
留』

『菊畠』１５冊、『俳諧引墨高点
留』、『評物定会入句』、『手前定
会入句点附』、『菊貫公句稿』
（文化７～１１）＊＊

『菊畠』５冊

『他連百員側連』、『年籠御高点
書留』、『青葉蔭』（俳諧紀行）、
『青葉蔭』・『湘南絵巻』旅 絵
巻）、歳旦一枚摺（雲英文庫）

『春季発句合』、『御高点書留』

『菊畠』４冊、『万句入句控』、
『句集』

歳旦一枚摺（雲英文庫）、追善
集『ちかのうら』

『高点御書留落葉庵御筆』（信
安）２冊、『御 句 集』（信 安）
＊、点取帖３冊、良夜一枚摺、
後月一枚摺、一枚摺４枚（霜天
／歳旦／后月／紅葉、雲英文
庫）

和歌関係

『和 歌 詠 草』２
冊、和歌入門誓詞
条＊

『和 歌 詠 草』３
冊、御和歌詠草折
紙７枚

『和歌詠草』３冊

『和歌詠草』

『和歌詠草』、二条
家より来題２通

岩下清酒編遺稿集
２（寛政七年～文
化１２年）

『花洛の草結』（自
筆詠草）、『天真院
様御歌古都日野家
より御点引』

年齢

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６２

６３

６４

６５

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

没１

西暦

１７９４

１７９５

１７９６

１７９７

１７９８

１７９９

１８００

１８０１

１８０１

１８０２

１８０３

１８０４

１８０４

１８０５

１８０６

１８０７

１８０８

１８０９

１８１０

１８１１

１８１２

１８１３

１８１４

１８１５

１８１６

年代
不明

和暦

寛政６年

寛政７年

寛政８年

寛政９年

寛政１０年

寛政１１年

寛政１２年

寛政１３年

享和元年

享和２年

享和３年

享和４年

文化元年

文化２年

文化３年

文化４年

文化５年

文化６年

文化７年

文化８年

文化９年

文化１０年

文化１１年

文化１２年

文化１３年

年代不明
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B 亥閏正月二月四日満尾「百行稿」催主白日庵（享和３年〈１８０３〉）

李岱

為大

牛如

月花折二点増し

人

集計値

素飛２２

菊貫３８

梅足４０

素文３６

牛如４１

菊貫２６

梅足４９

升来３８

素文４０

牛如３８

＊高点者上位三名を天・地・人として記載した。
＊表中の「公」は菊貫を指す。
＊表中の網掛けは順位が入れ替っているもの。

得器

陸馬

雲牙

執筆

句上記載

素飛３２

菊貫４２

梅足４０

升来４８

梅足４５

菊貫２６

梅足５４

鶴媛３２

鶴媛４０

菊貫３４

素外

�堂

菊貫

鶴媛

地

集計値

鶴媛４０

太路４８

升来４８

牛如３３

升来４６

升来４８

菊貫５１

鶴媛４２

雲牙４４

鶴媛３９

涼山子

甲長子

升来

太路

句上記載

鶴媛３５

太路４３

升来４１

太路３８

升来４６

升来５０

菊貫５７

升来４０

菊貫４８

鶴媛３５

�水子

甘棠子

素飛

馬隠

天

集計値

太路４４

牛如５５

菊貫７０

梅足４４

梅足４７

鶴媛５４

鶴媛７７

太路４８

升来６１

升来６３

升来子持

此方持

素文

梅足

句上記載

太路４６

牛如５０

菊貫７２

梅足３９

菊貫６６

鶴媛５２

鶴媛７４

太路４１

升来５８

升来５８

点者

連衆

点者

甘棠子

甲長子

�堂

陸馬

為大

升来子
�水子

涼山子

素外

得器

古梁
李岱

別表２ 『菊畠』より

A 壬正月二十五日「俳諧連歌百行」催主青山（享和２年〈１８０２〉）

執筆

梅足

三楽

双鳬

為大

人

集計値

三楽２９

公３４

午睡３０

如圭子３０

梅足３４

雲牙３６

芦風３４

午睡３８

公２９

雲牙３３

菊貫

完路

得器

吾山

句上記載

三楽２９

雲牙３０

午睡３０

如圭子３０

梅足３４

雲牙３７

芦風３４

午睡３８

公３４

雲牙３８

芦風

午睡

冬映

崑山

地

集計値

公２３

雲牙３７

公３６

三楽３０

午睡３９

午睡４０

雲牙４２

三楽３９

完路３８

三楽４０

如圭子

牛如

陸馬

石鯨

句上記載

公３０

公３７

公４３

公３２

午睡３９

午睡４０

雲牙３８

三楽３９

完路３８

三楽４０

有斐

雲牙

子鷹

仏外

天

集計値

如圭子５４

三楽５４

如圭子５３

子絃３６

完路４４

子絃４５

子絃６１

子絃

午睡４６

馬隠４０

子絃

馬隠

青山持

南部坂持

句上記載

如圭子６８

三楽５４

如圭子５２

子絃３６

完路４４

子絃４３

子絃５１

子絃４１

午睡４３

馬隠４５

連衆

点者

点者

子鷹

�堂

陸馬

双鳧

得器

石鯨

仏外

崑山

吾山

為大

�
�
�
�
�
�
�

表紙記載
事項

�
�
�
�
�
�
�
�
�

表紙記載
事項
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別表３ 菊貫と関係する俳諧大名

没年
文化１０
天保７
天保６
文政１３

文化９

文政７
文政４
天明４
文政７
天保４
嘉永４
天保８
天保８
寛政１２
享和３
寛政１１
文久２
文化２
安永９
天保５
享和１
明和４
文化１
文化６
天明５
天明６
文化２
文政１２
文化７
天保１０
文化１３
寛政４
文化１４
文政１３
天保１２
天明６
寛政２
嘉永１
天保８
文化１０
天保４
天明３
天明２
嘉永３
天保７
文政３
寛政４
文政２
天明５
文化２
文化５
文政５
天保１１

別号
湖東（凍）

花咲亭 五梅庵

一秀 風琴 三千春
春歌亭 連樹観
星々庵 祇川

葵蘂堂

一滴庵 星羅

一桜井
一桜井

７代俊峯も同号
月邨所 蘇明山人

八百庵

林下庵

独楽庵
梅月館
三夕堂

四時庵 諱堯山

梄桐舎

太乙楼

官職
山城守
播磨守
伊勢守
大学頭

左衛門尉

大学頭／石見守
大学頭
播磨守
右京大夫
播磨守
佐渡守
大隈守
山城守
左兵衛督
大蔵大輔
采女正
宮内少輔
相模守
豊後守

大和守／出羽守
丹後守
和泉守
信濃守
伊予守
能登守

出羽守／甲斐守
遠江守
遠江守
大学頭
信濃守
但馬守
美濃守
美濃守

大外記／下総守
加賀守
左兵衛佐
雅楽頭
河内守

美濃守／兵衛佐
主税介
縫殿頭
相模守
出羽守
宮内大輔
大膳大夫
河内守
大和守
主計頭
越中守
能登守
右近将監
主計頭
長門守

よしすえ
まさあきら
のぶふさ
よりよし

ただあり

ただたか
ただのり
よりすみ
よりさき
よりひさ
ただしげ
ただたか
よりのぶ
のぶなり
のぶみつ
ただよし
ただしげ
まさなり
まさちか
ただあきら
のぶよし
のりすけ
さとゆき
しげとみ
あきたか
かずつら
ただつぐ
ただとみ
はるつな
ながつぐ
としのり
のぶとき
やすみつ
ただかつ
たかあり
なおゆき
ただざね
ただざね
ただすけ
よしのり
さだつね
しげのぶ
むねのぶ
なおひろ
なりひろ
さだやす
ただゆき
ただより
しげかた
としつね
ただみつ
としまさ
ちかとも

氏名
秋田倩季
内藤政環
南部信房
松平頼慎

酒井忠徳

酒井忠崇
酒井忠禮
松平頼済
松平頼前
松平頼説
大久保忠成
戸田忠喬
土岐頼布
松平信成
松平信充
松平忠福
松平忠恵
堀田政順
阿部正充
水野忠成
松平信義
松平乗祐
柳沢里之
松平重富
加藤明堯
青木一貫
松平忠告
松平忠宝
渡辺春綱
稲垣長続
柳生俊則
柳沢信鴻
柳沢保光
松平忠功
京極高有
松平直之
酒井忠以
酒井忠実
森忠賛
山崎義徳
池田定常
池田重寛
松平宗衍
松平直寛
毛利斉�
松平定休
松平忠恕
松平忠馮
細川重賢
細川利庸
小笠原忠苗
木下俊懋
松平近儔

代数
７代
９代
７代
４代

７代

４代
５代
６代
７代
８代
５代
５代
７代
５代
６代
２代
３代
２代
５代
９代
５代
３代
４代
１２代
４代
９代
３代
４代
６代
４代
８代
２代
３代
４代
７代
５代
２代
４代
７代
７代
５代
５代
６代
８代
１０代
６代
初代
２代
８代
６代
５代
１１代
６代

藩名
三春藩
湯長屋藩
八戸藩
盛山藩

庄内藩

松山藩
松山藩
府中藩
府中藩
府中藩
烏山藩
足利藩
沼田藩
吉井藩
吉井藩
小幡藩
小幡藩
佐倉藩
忍藩
沼津藩
小島藩
西尾藩
三日市藩
福井藩
水口藩
麻田藩
尼崎藩
尼崎藩
伯太藩
鳥羽藩
柳生藩
郡山藩
郡山藩
桑名藩
豊岡藩
明石藩
姫路藩
姫路藩
赤穂藩
成羽藩
若桜藩
鳥取藩
松江藩
広瀬藩
長州藩
今治藩
島原藩
島原藩
熊本藩
熊本新田藩
小倉藩
日出藩
府内藩

国名
陸奥
陸奥
陸奥
陸奥

出羽

出羽
出羽
常陸
常陸
常陸
下野
下野
上野
上野
上野
上野
上野
安房
武蔵
駿河
駿河
三河
越後
越前
近江
摂津
摂津
摂津
和泉
志摩
大和
大和
大和
伊勢
但馬
播磨
播磨
播磨
播磨
備中
因幡
因幡
出雲
出雲
長門
伊予
肥前
肥前
肥後
肥後
豊前
豊後
豊後

俳号
吐芳
亀齢
畔李
揚志

凡兆

祇井
松花
僊峨
僊峨
吉水

素麿（丸）
蓬洲
素秧
鶴乗
鶴林
北平
籮道
月扇
畦社
和橋
文車
秀井
珠成
錦車

花明（花眠）
三花
亀文
亀幸
驪龍
清遠
李井
米翁
米徳
冬央
壺泉
孔阜
銀鵞
玉助

沾花（華）
蘭兮

冠山（去留）
玉馬

雪堤（淀）
沾嶺
露朝
甘棠
升来
斗来
花裡雨
如柳
五鳳
絮水
不騫
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『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
の
基
礎
的
考
察

―

永
井
家
本
、
真
田
家
本
の
比
較
検
討

―

降

幡

浩

樹

は
じ
め
に

二
〇
十
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
、
同
年
三
月
十
二
日
の
長
野
県
北
部
地

震
か
ら
二
年
。
過
去
の
災
害
か
ら
教
訓
を
導
き
、
い
か
に
そ
の
記
憶
を
伝
え
る
か
、
各

地
で
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
な
わ
れ
て
い
る
（
１
）
。

今
か
ら
一
六
六
年
前
の
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
三
月
二
十
四
日
（
現
在
の
暦
で
は

五
月
八
日
）、
夜
一
〇
時
頃
、
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
四
と
さ
れ
る
大
地
震
が
長
野

県
北
部
を
襲
っ
た
。
今
日
、
善
光
寺
地
震
と
呼
び
な
ら
わ
さ
れ
る
こ
の
地
震
は
、
大
地

に
刻
ま
れ
た
災
害
の
傷
跡
と
、
古
文
書
な
ど
に
よ
る
記
録
が
大
量
に
残
り
、
今
日
ま
で

自
然
科
学
、
人
文
科
学
双
方
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
（
２
）

。

そ
の
な
か
で
、
善
光
寺
の
お
膝
元
、
水
内
郡
権
堂
村
の
名
主
、
永
井
善
左
衛
門
幸
一

じ
し
ん
こ
う
せ
い
ぞ
く
ご

の
た
ね

が
書
い
た
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
は
、
著
者
の
被
災
体
験
や
伝
聞
を
、
自
身
で
挿
絵

も
描
き
、
子
孫
に
伝
え
よ
う
と
執
筆
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
長
野
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
３
）
。
ま
た
、『
弘
化
四
年
善
光
寺
大
地
震
図
会
（
４
）
』
と
し
て
も
刊
行
さ

れ
て
い
る
著
名
な
資
料
で
あ
る
。

今
回
、
所
蔵
者
で
あ
る
永
井
氏
の
ご
許
可
を
い
た
だ
き
、
資
料
の
調
査
と
展
示
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
（
５
）
。
本
稿
で
は
永
井
家
に
伝
わ
る
『
地
震
後
世
俗
語
之

種
』（
以
後
永
井
家
本
と
記
す
）
と
、
真
田
宝
物
館
に
伝
わ
る
『
地
震
後
世
俗
語
之

種
』（
以
下
真
田
家
本
と
記
す
）
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
両
書
の
基
礎
的
な
性
格
付

け
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一

永
井
家
本
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』

永
井
家
本
は
本
編
一
一
冊
と
挿
画
下
案
綴
一
冊
の
合
計
一
二
冊
か
ら
な
る
（
写

１
）。
冊
子
構
成
は
、
初
編
之
一
〜
五
（
五
冊
）、
後
編
之
一
〜
二
（
二
冊
）、
後
編
三

巻
（
上
・
下
二
冊
）、
後
編
六
巻
（
上
・
下
二
冊
）
と
、
挿
画
下
案
綴
一
冊
で
あ
る
。

書
誌
は
、
初
編
五
冊
が
薄
蘇
芳
色
の
表
紙
、
美
濃
版
（
縦
二
六
・
六
×
横
十
九
㎝
）、
袋

綴
じ
（
麻
糸
）、
一
丁
一
〇
行
、
一
行
約
一
六
〜
一
八
字
。
後
編
二
冊
は
縹
色
の
表

紙
、
美
濃
版
（
縦
二
十
六
・
七
×
横
十
八
・
九
㎝
）、
袋
綴
じ
（
木
綿
糸
）、
一
丁
一
〇

行
、
一
行
約
一
七
字
。
後
編
三
巻
、
六
巻
は
表
紙
が
茶
色
、
美
濃
版
（
縦
二
六
・
六
×

横
十
九
・
四
㎝
）、
袋
綴
じ
（
木
綿
糸
）、
一
丁
八
行
、
一
行
約
一
八
字
。
挿
画
下
案
綴

は
、
半
紙
版
で
（
縦
二
十
六
・
七
×
横
十
八
・
九
㎝
）、
袋
綴
じ
、
一
六
頁
、
一
丁
一
〇

行
、
一
行
約
一
三
字
〜
一
六
字
。
題
箋
は
「
地
震

後
世

俗
語
之
種
」
と
あ
り
、
初
編
か
ら
後

編
之
一
、
二
は
、
縦
一
四
・
三
×
横
四
・
二
㎝
、
後
編
三
巻
、
六
巻
は
縦
一
四
・
九
×
横

四
・
二
㎝
。
紙
は
い
ず
れ
も
楮
紙
で
あ
る
。

著
者
で
あ
る
永
井
善
左
衛
門
幸
一
に
つ
い
て
、『
弘
化
四
年
善
光
寺
大
地
震
図
会
』

の
解
題
に
よ
っ
て
確
認
し
た
い
。
善
左
衛
門
は
幼
名
を
愛
之
助
。
文
化
九
年
（
一
八
一

二
）
一
月
七
日
、
善
光
寺
大
勧
進
家
老
・
久
保
田
内
記
貞
固
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
に
権
堂
村
名
主
永
井
善
左
衛
門
幸
隆
の
養
子
と
な
り
、
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勘
作
と
改
め
、
同
家
十
五
代
目
と
な
っ
た
。
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
に
名
主
と
な

る
。
永
井
家
は
酒
屋
を
営
ん
で
お
り
、
自
ら

し
た
た
み（
酒
を
醸
す
こ
と
）
喜
源
と
号
し
た
。

永
井
家
は
貸
家
を
一
一
軒
持
っ
て
い
た
（
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
）。
弘
化
四
年
当
時

の
家
族
構
成
は
、
善
左
衛
門
・
三
四
歳
、
妻
イ
ト
・
二
九
歳
、
長
女
・
ジ
ュ
ン
一
六

歳
、
長
男
乾
三
・
九
歳
の
四
人
家
族
で
あ
っ
た
。

善
左
衛
門
は
若
い
こ
ろ
、
義
父
の
死
後
（
養
父
幸
隆
は
天
保
三
年
没
）、
妻
子
を
つ

れ
て
江
戸
へ
出
て
い
て
実
父
の
死
目
に
会
え
ず
、
さ
ら
に
志
を
得
な
い
で
帰
郷
。
義
母

の
怒
り
に
あ
っ
て
し
ば
ら
く
家
の
敷
居
を
ま
た
げ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
義
母
も
亡
く

な
っ
た
の
で
、
善
左
衛
門
は
実
父
母
、
養
父
母
に
不
幸
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
省
し
、
名

を
幸
一
（
以
下
永
井
幸
一
、
幸
一
と
記
す
）
に
改
め
た
と
い
う
。
帰
郷
後
は
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
五
五
歳
で
没
す
る
ま
で
名
主
の
職
に
あ
っ
た
。

初
編
之
一
か
ら
二
、
三
の
一
部
に
は
、
匡
郭
に
、「
俗
語
日
記

巻
之
□

泰
川
堂

蔵
書
」
と
手
書
き
さ
れ
て
お
り
、
当
初
は
俗
語
日
記
と
い
う
認
識
で
書
き
始
め
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
（
写
３
）。
泰
川
堂
は
幸
一
の
号
と
さ
れ
る
（
６
）
。
幸
一
が
日
々
日
記
を
つ
け

て
い
た
こ
は
本
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
後
編
之
二
、
如
来
遷
座
の
箇
所
に
「
右
同
日

日
の
出
結
構
ニ
テ
快
晴
、
四
ツ
時
頂
ヨ
リ
少
々
曇
ル
ト
可
知

○
日
記
よ
り
出
之
」
と

あ
る
。
永
井
家
文
書
目
録
に
よ
る
と
、
弘
化
四
年
三
月
「
御
用
日
記
帳
」、
複
数
年
に

わ
た
る
「
役
日
記
」
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
た
（
７
）

。

永
井
家
本
に
見
え
る
幸
一
の
号
や
印
記
、
署
名
、
俳
号
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

皆
真
館
主
・
真
気
長
・
赫
陽
斎
・

野
喜
源
・

の
喜
源
・
井
蛙
・
幸
一
（
８
）
。

本
書
執
筆
の
動
機
は
、
序
文
な
ど
に
、
自
分
の
今
ま
で
の
不
行
跡
の
罪
滅
ぼ
し
に
、

地
震
の
体
験
と
聞
書
を
ま
と
め
、
子
孫
に
残
そ
う
と
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
初

編
之
一
冊
に
、
（
９
）

（
前
略
）
今
天
よ
り
大
災
を
受
て
暫
時
に
繁
花
を
昔
に
か
へ
ら
し
む
、
か
ゝ
る
盛
衰

を
眼
前
に
見
る
事
を
思
ひ
、
徒
に
筆
を
採
て
気
欝
を
紙
上
に
さ
ら
し
て
累
代
の
な
く

さ
み
に
残
す
の
み
な
り
（
後
略
）

と
あ
り
、
被
害
の
風
化
を
恐
れ
る
趣
旨
も
含
ま
れ
て
い
た
。

幸
一
は
、「
此
書
を
記
す
事
の
大
慨
は
、
二
十
四
日
大
災
を
発
す
る
よ
り
四
月
十
三

日
犀
川
洪
水
ま
て
の
手
続
を
順
に
せ
ん
か
為
な
り
」
と
し
、
地
震
発
生
か
ら
犀
川
決
壊

の
洪
水
ま
で
を
一
区
切
り
に
自
身
の
経
験
な
ど
を
時
系
列
に
記
す
と
し
て
い
る
。
そ
の

構
成
は
、
初
編
一
か
ら
三
ま
で
が
、
三
月
二
十
四
日
地
震
当
日
の
様
子
を
。
初
編
四
、

五
は
地
震
翌
日
か
ら
、
権
堂
の
畑
で
の
避
難
生
活
の
様
子
を
記
し
、
地
震
後
五
、
六
日

し
て
栄
屋
か
ら
の
銭
百
疋
の
見
舞
金
を
も
と
に
、
霊
魂
菩
提
の
施
餓
鬼
供
養
を
行
う
場

面
を
初
編
の
区
切
り
と
し
て
い
る
。
後
編
之
一
は
、
水
内
橋
、
浅
川
沿
い
の
ガ
ス
噴
出

な
ど
、
地
震
に
ま
つ
わ
る
奇
談
、
松
代
藩
の
炊
き
出
し
な
ど
、
各
領
主
の
仁
政
に
つ
い

て
。
後
編
之
二
は
善
光
寺
山
内
の
被
害
、
犀
川
の
湛
水
、
押
し
出
し
洪
水
に
つ
い
て
記

す
（
１０
）

。
後
編
三
之
巻
上
は
松
代
藩
か
ら
幕
府
へ
の
被
害
報
告
。
三
巻
下
は
中
野
代
官
・
中

之
条
代
官
・
須
坂
藩
・
飯
山
藩
・
松
本
藩
・
上
田
藩
・
高
田
藩
の
幕
府
へ
の
被
害
報

告
。
次
に
唐
突
に
「
弘
化
四
丁
未
二
月
九
日
、
異
国
船
到
着
、
薩
州
よ
り
御
届
書
之

写
」
が
挿
入
さ
れ
、
お
わ
り
に
大
勧
進
役
人
今
井
磯
右
衛
門
、
善
光
寺
山
内
、
善
光
寺

町
の
被
害
の
最
終
報
告
が
記
さ
れ
る
。
後
編
六
之
巻
上
は
、
善
光
寺
縁
起
及
び
善
光
寺

造
営
記
録
。
六
之
巻
下
も
同
様
に
善
光
寺
造
営
記
録
が
記
さ
れ
、
最
後
は
嘉
永
元
年
夏

の
日
付
で
、「
半
目
眼
鏡
の
力
を
借
り
て
永
井
幸
一
写
」
で
終
わ
る
。

未
完
に
終
わ
る
後
編
の
構
想
は
以
下
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

○
後
編
三
の
巻
に
は
、

地
・
水
・
火
三
災
の
町
在
・
山
里
・
村
名
・
人
民
・
牛
馬
死
亡
の
数
・
耕
地
荒

等
、
都
て
の
変
災
、
諸
方
御
領
分
御
取
調
有
之
事
と
も
を
巨
細
に
し
る
す
、
諸

方
御
領
主
様
方
御
仁
徳
、
御
救
の
あ
り
が
た
き
事
と
も
を
記
ス
、

○
後
編
の
四
の
巻
雑
記
の
部

大
地
震
よ
り
此
か
た
洪
水
に
お
よ
ひ
猶
聞
伝
ふ
る
所
の
変
災
珍
事
等
追
々
に
書

加
へ
て
紙
数
を
増
や
す
、

○
後
編
五
の
巻
に
は
、
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お
の
れ
不
肖
た
り
と
い
へ
と
も
、
時
に
あ
た
り
て
勤
役
し
て
あ
れ
は
、
御
用
に

か
ゝ
ハ
所
の
書
類
・
御
訴
・
御
届
け
等
の
事
と
も
、
叉
は
奇
特
の
事
と
も
を
し

る
し
て
子
孫
に
の
こ
す
、

○
後
編
六
の
巻
に
は

善
光
寺
御
山
内
の
故
事
・
市
町
の
旧
例
・
御
堂
御
普
請
の
巨
細
、
近
隣
、
在
々

の
珍
事
を
集
め
て
写
す
、

○
後
編
第
七
巻
に
は
、

信
濃
の
国
絵
図
を
も
っ
て
町
々
・
在
々
・
山
里
・
村
名
・
分
郷
・
高
附
・
家

数
・
人
別
等
を
記
す
。
是
大
望
広
太
に
し
て
己
か
愚
味
の
集
る
所
に
あ
ら
す
と

い
へ
と
も
、
少
し
く
其
種
を
も
と
め
て
あ
れ
は
、
集
て
成
就
な
さ
し
め
ん
、
子

孫
に
譲
る
事
を
欲
す

○
尚
残
る
所
は
地
震
書
類
入
の
袋
、
○
丁
未
よ
り
戌
申
に
至
る
前
の
記
録
帳
、
○

地
震
大
絵
、
洪
水
絵
図
（
１１
）

、
是
等
の
品
々
子
孫
に
至
り
て
ち
ら
す
事
な
か
れ
、

と
あ
る
。

幸
一
が
本
書
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
た
の
は
い
つ
頃
だ
ろ
う
か
。
幸
一
は
地
震
発
生

の
翌
三
月
二
十
五
日
に
は
自
宅
を
焼
失
し
、
権
堂
村
の
畑
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
。
初

編
一
の
序
に
は
、

于
時
弘
化
四
丁
未
の
夏
、
麦
園
に
仮
居
の
折
節
、
徒
然
の
あ
ま
り
閑
窓
の
元
に
塵

を
払
ひ
、
十
六
夜
の
月
の
照
り
を
行
燈
の
影
に
写
し
、
た
は
む
れ
書
し
て
子
孫
の

な
く
さ
み
に
遺
す
事
し
か
り
、

と
仮
小
屋
で
筆
を
起
こ
す
。
初
編
四
編
封
面
題
に
、
弘
化
五
年
卯
月
、
と
書
か
れ
地
震

発
生
の
翌
年
二
月
に
初
編
を
あ
る
程
度
形
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
後
編
二
編
の

序
に
、
干
時
嘉
永
元
年
戌
申
夏
日
、
と
あ
り
、
嘉
永
元
年
夏
に
は
四
、
五
、
七
の
各
巻

は
未
定
の
ま
ま
、
一
応
の
執
筆
を
終
え
て
い
る
。

全
体
の
構
成
は
、
真
田
家
本
と
の
比
較
も
踏
ま
え
て
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

写１ 永井家本 全１２冊

写２ 真田家本 全７冊

写
３

永
井
家
本

初
編
之
一

匡
郭

俗
語
日
記

巻
之
拾
二

泰
川
堂
蔵
書
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二

真
田
家
本
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』

真
田
宝
物
館
本
は
、
全
七
冊
本
で
あ
る
（
１２
）

（
写
２
）。
表
紙
の
見
返
し
に
、
真
田
家
所

蔵

和
�
五
二
・
共
七
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
、
各
冊
子
の
一
頁
目
右
肩
に
、「
真
田
文

庫
印
」
の
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
（
１３
）
。

真
田
家
本
の
構
成
は
、
初
編
一
〜
五
（
五
冊
）、
後
編
一
〜
二
（
二
冊
）
で
あ
る
。

書
誌
は
、
初
編
五
冊
は
朽
葉
色
の
表
紙
、
後
編
二
冊
は
薄
朽
葉
色
と
白
の
横
縞
で
、
初

編
、
後
編
い
ず
れ
も
美
濃
版
（
縦
二
六
・
七
×
横
十
八
・
八
㎝
）、
袋
綴
じ
（
絹
糸
）、
一

丁
一
〇
行
、
一
行
約
一
八
字
。
題
箋
は
う
ぐ
い
す
色
の
染
紙
の
上
に
、
縦
一
三
・
三
×

横
三
・
九
㎝
の
楮
紙
が
貼
ら
れ
、「
地
震

後
世

俗
語
之
種
」
と
あ
る
。

構
成
は
、
永
井
家
本
の
乱
丁
が
解
消
さ
れ
、
初
編
一
か
ら
五
ま
で
が
、
地
震
当
日
と

翌
日
、
後
編
一
、
二
は
四
月
十
三
日
の
洪
水
被
害
、
善
光
寺
本
尊
の
本
堂
遷
座
な
ど
が

記
さ
れ
る
。
編
ま
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
後
編
三
、
四
、
五
、
六
、
七
に
つ
い
て
は
追
加

さ
れ
ず
、
初
編
五
冊
、
後
編
二
冊
の
全
七
冊
と
す
る
。

永
井
家
本
の
挿
画
下
案
綴
の
表
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
書
き
込
み
が
あ
る
。

亡
永
井
幸
一
老
君
松
代
藩
之
命
ニ
従
奉
君
公
下
画

弘
化
年
間
震
災
挿
画
下
按
綴

付
善
光
寺
如
来
当
航
図

永
井
氏
蔵
書

こ
れ
に
よ
る
と
、
老
君
・
松
代
藩
の
命
に
よ
り
、
真
田
家
に
献
上
さ
れ
た
と
読
め

る
。
こ
の
書
き
込
み
が
、
い
つ
、
誰
に
よ
る
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
幸
一
が
亡
く

な
っ
た
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
の
真
田
家
の
藩
主
は
真
田
幸
教
で
、
歳
は
三
一
歳
。

幸
教
の
隠
居
は
翌
慶
応
二
年
三
月
で
あ
る
。
幸
一
が
永
井
家
本
を
書
い
た
時
の
歳
は
三

四
。
そ
の
時
の
藩
主
は
真
田
幸
貫
で
五
八
歳
と
な
る
。

本
書
が
真
田
家
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
納
め
ら
れ
た
の
か
、
現
在
真
田
家
側
に
は
そ

の
記
録
は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
。
真
田
家
に
伝
わ
る
蔵
書
目
録
で
は
（
１４
）

、
明
治
三
年
（
一

八
七
〇
）
三
月
、
井
上
五
郎
左
衛
門
他
三
名
の
連
印
で
、
師
岡
源
兵
衛
他
二
人
に
宛
て

た
イ
ロ
ハ
順
の
書
籍
目
録
に
、「
チ
ノ
部

三
十
三
番

地
震
後
世
俗
語
之
種

七
冊

一
箱
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
明
治
三
年
三
月
の
御
書
目
は
、
明
治
二
年
に
亡

く
な
っ
た
九
代
藩
主
幸
教
の
御
側
御
納
戸
役
で
あ
っ
た
井
上
ら
か
ら
、
真
田
家
の
家

扶
・
家
従
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
ま
た
、「
御
目
録

乾
・
坤
」
の
チ
ノ

部
に
は
、
チ
ノ
二
番
と
し
て
地
震
後
世
俗
語
之
種
が
七
冊
一
箱
と
書
か
れ
て
い
る
（
１５
）

。
こ

の
他
「
御
書
目
乾
・
坤

学
校
」
に
も
「
東
京
行

チ
ノ
二
番
（
以
上
朱
書
き
）
地

震
後
世
俗
語
之
種
○
（
朱
）
七
冊
」
と
記
載
が
あ
る
（
１６
）
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
三
年
に
は
、
遅
く
と
も
真
田
家
の
所
蔵
と
な
り
、
当
初
は
箱

に
納
め
ら
れ
、
一
度
は
東
京
に
運
ば
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
箱
は
現
在
伝
わ
っ
て
い

な
い
。

真
田
家
本
に
見
え
る
幸
一
の
号
、
印
記
、
署
名
、
俳
号
な
ど
は
、
粟
生
菴
・
幸
一
・

粟
生
菴
主
・
清
陰
・

の
喜
源
・
井
蛙
な
ど
が
見
え
、
永
井
家
本
と
異
な
る
も
の
も
あ

り
、
両
書
の
間
に
時
間
の
差
が
あ
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。

永
井
家
本
と
の
比
較
は
次
章
で
触
れ
る
が
、
両
者
の
挿
画
を
比
較
す
る
と
、
火
事
で

焼
け
焦
げ
た
死
体
を
省
略
す
る
な
ど
（
永
２１
・
真
２７
）、
一
部
で
凄
惨
な
場
面
を
遠
慮

す
る
傾
向
が
あ
る
一
方
で
、
地
震
や
火
事
の
中
、
着
の
身
着
の
ま
ま
逃
げ
ま
ど
い
、
倒

壊
し
た
建
物
か
ら
人
び
と
を
救
お
う
と
す
る
挿
画
は
増
や
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
松
代

藩
の
犀
口
堤
防
普
請
、
八
幡
原
で
の
御
救
い
と
し
て
の
炊
き
出
し
の
図
で
は
、
六
文
銭

や
洲
浜
な
ど
、
真
田
家
の
家
紋
が
憚
り
か
ら
か
多
少
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
な
が
ら
も
大
き

く
強
調
さ
れ
て
い
る
（
永
２３
・
真
２９
、
永
３７
・
真
４２
）。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
真
田
家
本
は
、
永
井
家
本
の
下
案
綴
に
書
か
れ
る
よ
う
に
、
松

代
藩
の
命
に
よ
っ
て
、
永
井
家
本
の
体
裁
を
整
え
、
浄
書
さ
れ
、
真
田
家
に
献
上
さ
れ

た
本
と
考
え
て
よ
い
と
考
え
る
。

三

永
井
家
本
、
真
田
家
本
の
比
較

こ
れ
ま
で
の
記
述
の
と
お
り
、
永
井
家
本
は
永
井
幸
一
自
筆
の
稿
本
で
あ
り
、
真
田

家
本
は
、
新
た
に
挿
画
を
追
加
し
た
り
、
書
き
換
え
た
り
し
て
、
初
編
五
冊
、
後
編
二
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冊
の
七
冊
本
と
し
て
、
真
田
家
に
献
上
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
両
者
の
挿
画
を
比
較
し
た
も
の
が
図
一
で
あ
る
。
左
側
が
真
田
家
本
、
右
側

が
永
井
家
本
で
あ
る
。
永
井
家
本
は
後
か
ら
挿
入
さ
れ
た
挿
画
下
案
を
除
く
と
挿
画
は

五
三
図
。
挿
画
追
加
分
が
八
図
。
真
田
家
本
は
五
六
図
。
永
井
家
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
図

は
三
、
真
田
家
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
図
も
三
で
あ
る
。
絵
は
真
田
家
本
が
群
青
を
多
く
使

い
、
永
井
家
本
と
印
象
を
や
や
異
に
す
る
。
ま
た
、
真
田
家
本
は
藩
主
に
献
上
さ
れ
る

こ
と
を
予
め
想
定
し
て
描
か
れ
た
め
、
真
２７
の
よ
う
に
焼
死
し
た
遺
骸
を
意
図
的
に
削

除
し
た
り
、
真
５１
の
よ
う
に
洪
水
で
流
さ
れ
る
人
を
削
る
な
ど
、
一
部
で
は
被
害
の
悲

惨
さ
を
抑
え
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
善
光
寺
で
の
被
災
場
面
は
、
真
２５
・
２６

が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
真
１９
で
は
、
幸
一
は
黒
の
紋
付
羽
織
を
着
た
正
装
で
登

場
し
、
大
提
灯
に
も
権
堂
村
を
加
え
る
な
ど
、
自
身
を
強
調
す
る
と
同
時
に
、
真
２９
・

真
４２
の
よ
う
に
真
田
家
の
家
紋
を
大
き
く
描
き
、
領
主
の
仁
政
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
描

か
れ
て
い
る
。

両
本
の
文
章
や
字
句
を
比
較
し
た
も
の
が
表
二
で
あ
る
。
永
井
家
本
の
一
、
二
編
で

見
ら
れ
た
綴
り
間
違
い
は
真
田
家
本
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
家
本
は
、

幸
一
執
筆
後
、
永
井
家
の
親
戚
に
あ
た
る
岩
下
貞
融
に
校
閲
さ
れ
、
か
な
づ
か
い
や
言

葉
づ
か
い
な
ど
、
細
か
く
朱
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
１７
）

。
真
田
家
本
は
そ
の
校
閲
が
す
べ
て

反
映
さ
れ
た
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
家
本
は
女
、
子
ど
も
に
も
読
め
る
よ

う
に
、
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
真
田
家
本
に
は
そ
れ
が
な
い
。
永
井
家
本
と
、

『
弘
化
四
年
善
光
寺
大
地
震
図
会
』
の
文
字
の
異
同
は
、
表
三
に
示
し
た
。

次
に
書
か
れ
た
筆
跡
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
両
書
の
挿
絵
は
恐
ら
く
永
井
幸
一

が
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
字
は
永
井
家
本
と
真
田
家
本
で
は
そ
の
趣
が
だ
い
ぶ

異
な
る
。

図
二
は
永
井
家
本
、
永
井
家
本
の
下
案
綴
、
真
田
家
本
の
文
字
部
分
の
筆
跡
を
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
永
井
家
本
の
下
案
綴
に
は
、
永
井
健
三
奉
と
書
か
れ
、
善
光
寺
前

立
本
尊
の
本
堂
遷
座
の
場
面
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
。
文
字
の
雰
囲
気
は
真
田
家
本

図
二

文
字
の
比
較

永井家本挿画下案綴

（永井健三奉）
真田家本 永井家本
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と
同
じ
で
、
仮
名
釘
流
の
永
井
家
本
（
幸
一
自
筆
）
と
は
異
な
る
。
こ
の
永
井
健
三
な

る
人
物
に
つ
い
て
は
、
永
井
家
へ
の
聞
き
取
り
や
、
そ
の
系
図
な
ど
で
も
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
幸
一
は
真
田
家
本
初
編
一
、
三
〇
頁
で
、

幸
一
折
節
し
眼
病
に
痛
く
悩
め
る
ま
ま
に
、
忰
貞
助
に
筆
を
譲
り
ぬ
、
文
字
、
假

名
違
も
多
か
る
へ
け
れ
と
、
い
ま
た
若
輩
な
れ
ハ
な
り
と
赦
尊
覽
を
伝
奉
願
の
み

と
、
忰
貞
助
が
文
字
を
書
い
た
と
断
っ
て
い
る
。
健
三
は
貞
助
と
同
一
人
物
と
も
考
え

ら
れ
る
が
（
１８
）
、
こ
の
点
は
新
た
な
資
料
の
発
見
を
待
ち
た
い
。

で
は
、
幸
一
は
こ
う
し
た
豊
富
な
挿
画
を
ど
こ
か
ら
発
想
し
て
描
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
幸
一
の
素
人
ば
な
れ
し
た
絵
の
技
量
か
ら
、
小
林
計
一
郎
は
、
妻
と
江
戸
に
出
て

い
た
間
に
絵
を
習
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、
根
拠
は
示
さ
れ
て
い

な
い
（
１９
）

。
挿
絵
の
発
想
の
参
考
に
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
本
の
一
つ
が
『
善
光
寺
道
名
所
図

会
』
で
あ
る
（
２０
）
。
こ
の
本
は
、
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
に
、
美
濃
・
今
尾
藩
士
、
豊

田
利
忠
の
著
し
た
も
の
で
、
天
保
初
年
の
『
木
曽
名
所
図
会
』
に
な
ら
っ
て
、
善
光
寺

道
の
宿
駅
を
中
心
に
、
自
ら
遊
歴
し
て
図
画
し
た
も
の
を
編
輯
し
た
も
の
で
あ
る
。
天

保
十
四
年
に
脱
稿
し
、
下
絵
は
小
田
切
忠
近
に
依
頼
し
て
精
画
と
し
、
嘉
永
元
年
（
一

八
四
八
）、
富
永
南
陵
の
校
閲
を
得
て
、
嘉
永
二
年
九
月
に
名
古
屋
の
美
濃
屋
伊
七
に

よ
っ
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
初
版
は
嘉
永
二
年
と
、
幸
一
が
本
書
を
書
く
の
と

前
後
し
て
し
ま
う
が
、
次
の
二
点
か
ら
幸
一
が
豊
田
の
『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』
の
草

稿
を
見
る
機
会
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
�
豊
田
の
善
光
寺
の
取
材
は
、
弘
化
四
年

の
地
震
前
の
天
保
年
間
（
一
八
三
〇
〜
四
三
）
に
は
す
で
に
終
了
し
、
天
保
十
四
年
に

は
脱
稿
し
て
い
た
こ
と
（
２１
）
。
�
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
の
善
光
寺
縁
起
や
山
内
の
諸
記

録
が
、『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』
と
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
豊
田
の
善
光
寺
で
の
取
材

先
の
一
つ
に
、『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
の
校
閲
者
で
も
あ
り
、「
善
光
寺
別
当
伝
略
」

な
ど
を
著
し
た
岩
下
貞
融
や
（
２２
）

、
幸
一
の
生
家
、
善
光
寺
大
勧
進
久
保
田
家
が
想
定
さ
れ

る
こ
と
、
で
あ
る
。
挿
画
の
比
較
と
し
て
、
善
光
寺
の
開
帳
が
行
わ
れ
て
い
る
堂
庭
の

俯
瞰
図
と
、
ブ
ラ
ン
ド
薬
師
の
図
の
比
較
を
図
四
、
五
に
示
し
た
。
ブ
ラ
ン
ド
薬
師
は

絵
が
左
右
反
転
し
て
い
る
が
、
下
の
長
原
道
と
書
か
れ
た
道
を
通
る
人
物
が
薪
を
背

負
っ
て
い
る
の
は
両
者
に
共
通
し
、
こ
の
ロ
ー
カ
ル
な
道
の
名
前
を
わ
ざ
わ
ざ
長
原
道

と
断
っ
た
も
の
は
、
こ
の
二
書
以
外
見
当
た
ら
な
い
。
久
米
路
橋
の
図
も
酷
似
し
て
い

る
。
幸
一
が
参
考
に
し
た
図
は
他
に
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
『
善
光
寺
道
名

所
図
会
』
も
そ
の
一
つ
と
思
わ
れ
る
。

四

地
震
と
権
堂
村
名
主
永
井
幸
一

こ
こ
で
は
被
災
者
と
し
て
の
幸
一
と
、
権
堂
村
名
主
と
し
て
の
幸
一
と
地
震
の
関
係

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

本
書
は
、
幸
一
の
私
的
な
被
災
体
験
と
い
う
性
格
か
ら
、
子
ど
も
や
妻
と
い
っ
た
家

族
の
記
述
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
初
編
五
に
は
、
地
震
の
翌
日
、
九
歳
の

忰
・
乾
三
が
「（
前
略
）
今
日
も
終
日
荷
物
を
背
負
、
風
呂
鋪
包
を
抱
ひ
て
は
、
逃
去

た
べ

る
事
都
合
六
度
、
喰
事
は
素
よ
り
平
日
の
菓
子
こ
の
み
も
給
す
し
て
（
後
略
）」
や
、

「（
前
略
）
見
知
り
も
せ
さ
る
わ
ら
し
こ
と
、
女
童
も
打
ち
交
り
て
笘
を
編
み
、
縄
を
な

ふ
事
も
自
然
と
お
ほ
え
（
後
略
）」
な
ど
の
記
述
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
小
屋
で
の
避
難

生
活
に
つ
い
て
、
疲
れ
か
ら
食
事
や
水
が
の
ど
を
と
お
ら
な
い
様
子
や
、
水
・
食
料
、

煮
炊
き
の
苦
労
、
排
せ
つ
や
歯
黒
が
で
き
な
い
な
ど
身
な
り
の
こ
と
な
ど
、
現
在
残
さ

れ
て
い
る
史
料
が
、
と
か
く
男
性
目
線
に
偏
り
が
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
記
述
は
本
書

の
資
料
的
価
値
を
い
っ
そ
う
高
め
て
い
る
。

後
編
之
一
の
「
新
地
獄
草
の
戯
言
」
で
は
、
地
震
で
噴
出
し
た
天
然
ガ
ス
で
湯
を
わ

か
し
、
据
風
呂
を
置
く
場
所
が
「
新
地
獄
」
と
呼
ば
れ
、
人
び
と
が
群
集
し
て
い
る
場

所
を
家
内
（
イ
ト
）、
小
児
と
で
見
物
に
出
か
け
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
、
家
族
に
も
日
常
が
も
ど
り
つ
つ
あ
る
様
子
を
加
え
て
い
る
。

幸
一
は
、
こ
の
地
震
と
復
旧
を
目
指
す
中
で
、
改
め
て
家
族
の
絆
を
再
確
認
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
初
編
之
二
に
は
、
乾
三
と
の
絆
に
か
か
わ
る
次
の
よ
う
な
場
面
が
挿
入
さ

れ
て
い
る
。
図
永
８
〜
１２
に
は
、
善
光
寺
回
向
の
行
列
の
様
子
が
五
頁
に
わ
た
っ
て
描
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永井家本 「御回向盛ニシテ

御山内繁昌之畧図」（永６）

『善光寺道名所図会』

善光寺中之図

永
井
家
本

ブ
ラ
ン
ド
薬
師
の
図
（
永
３４
）

図５ ブランド薬師の比較

図４ 善光寺境内図の比較

真田家本「御開帳盛んにして御山内繁昌の図」（真９）

『善光寺道名所図会』

ブランド薬師の図

○は柴を背負う人

真
田
家
本

ブ
ラ
ン
ド
薬
師
の
図
（
真
３９
）
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か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
乾
三
に
十
日
御
ね
り
行
列
の
次
第
を
噺
し
て
く
れ
と
せ
が
ま

れ
、
絵
に
し
て
噺
を
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
双
紙
の
中
に
綴
じ
入
れ
よ
と
い
わ
れ
、「
あ

ま
り
に
厚
き
顔
の
皮
と
被
仰
方
も
あ
る
へ
け
れ
と
、
是
皆
子
孫
の
愛
情
に
お
ほ
る
ゝ
と

こ
ろ
の
厚
皮
と
賢
人
笑
ひ
を
と
め
給
へ
」
と
あ
る
。
震
災
に
よ
り
改
め
て
家
族
の
絆
を

認
識
し
た
幸
一
が
、
厚
き
顔
の
皮
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
承
知
で
、
息
子
の
願
い
を
聞
き

入
れ
、
挿
入
し
た
場
面
で
あ
っ
た
。

次
に
、
名
主
と
し
て
の
幸
一
に
つ
い
て
み
よ
う
。
幸
一
が
名
主
を
勤
め
る
権
堂
村
は

幕
府
領
で
、
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
以
降
松
代
藩
預
か
り
所
と
さ
れ
た
（
２３
）
。
地
震
に
よ

る
焼
失
家
屋
は
二
七
四
軒
、
村
全
体
の
約
九
割
が
被
害
に
あ
っ
た
。
権
堂
村
に
は
水
茶

屋
が
あ
り
、
茶
屋
と
い
う
名
目
で
給
仕
女
を
置
き
、
遊
女
屋
を
営
ん
で
い
た
。
善
光
寺

町
で
は
、
大
門
町
が
正
式
に
伝
馬
役
を
担
い
、
宿
場
渡
世
を
行
っ
て
い
た
が
、
大
門
町

に
宿
泊
し
き
れ
な
い
旅
人
が
権
堂
村
に
流
れ
、
花
街
と
し
て
大
き
く
発
達
し
て
い
た
。

こ
の
権
堂
村
と
大
門
町
と
の
間
で
は
、
地
震
以
前
か
ら
旅
人
の
止
宿
、
水
茶
屋
の
営
業

を
め
ぐ
り
争
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
こ
の
大
地
震
が
お
こ
っ
た
。
善
光
寺
周
辺
に
は
、
全

国
か
ら
開
帳
に
集
ま
り
被
災
し
た
近
親
者
や
村
人
の
捜
索
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
。

ま
た
、
復
旧
、
再
建
を
目
指
し
、
職
人
・
商
人
な
ど
が
復
興
需
要
を
当
て
込
ん
で
同
様

に
集
中
し
た
。
こ
う
し
た
人
び
と
の
宿
泊
場
所
と
し
て
、
権
堂
村
は
い
ち
早
く
復
旧

し
、
従
来
の
権
堂
村
の
通
り
の
さ
ら
に
東
側
に
裏
権
堂
と
い
う
水
茶
屋
ば
か
り
の
新
し

い
通
り
が
で
き
、
以
前
に
も
ま
し
て
繁
盛
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
２４
）
。

こ
れ
に
対
し
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
、
大
門
町
か
ら
水

茶
屋
営
業
が
伝
馬
宿
の
営
業
の
妨
げ
に
な
る
、
と
水
茶
屋
廃
業
の
訴
え
が
起
こ
さ
れ

た
（
２５
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
地
震
後
の
権
堂
村
は
、
か
え
っ
て
繁
盛
し
、
家
作
な
ど
は
地
震

の
前
よ
り
美
し
く
作
り
た
て
、
料
理
人
・
芸
人
な
ど
ま
で
抱
え
、
以
前
に
も
ま
し
て
大

き
く
売
女
屋
・
揚
茶
屋
渡
世
を
し
て
い
る
。
な
か
に
は
、
最
近
他
所
か
ら
移
っ
て
き

て
、
新
規
に
開
業
し
た
も
の
も
あ
り
、
商
売
を
広
げ
る
計
画
で
諸
方
へ
売
女
募
集
に
出

か
け
て
い
る
よ
う
で
あ
る
と
（
２６
）
。
松
代
藩
預
か
り
の
権
堂
村
は
、
善
光
寺
の
出
府
許
可
を

阻
止
し
よ
う
と
、
松
代
藩
を
動
か
し
、
藩
の
役
人
が
善
光
寺
領
に
踏
み
こ
ん
で
各
町
惣

代
を
召
し
捕
る
事
件
へ
と
発
展
し
た
。
善
光
寺
は
こ
れ
に
猛
反
発
し
、
町
人
惣
代
の
江

戸
出
訴
を
許
可
し
た
。
幕
府
に
訴
え
ら
れ
た
権
堂
村
は
、
結
局
嘉
永
三
年
十
二
月
に
善

光
寺
町
に
宿
駅
助
成
と
し
て
年
々
三
〇
両
ず
つ
支
払
う
こ
と
な
ど
で
和
解
し
て
い
る
（
２７
）

。

こ
の
争
い
は
幕
末
ま
で
決
着
す
る
こ
と
な
く
、
水
茶
屋
営
業
は
つ
づ
い
た
。

地
震
を
き
っ
か
け
に
、
以
前
に
も
ま
し
て
繁
盛
す
る
権
堂
村
。
こ
の
村
の
名
主
が
幸

一
で
あ
り
、
名
主
善
左
衛
門
の
名
は
、
先
の
訴
訟
書
類
に
も
顔
を
出
し
て
い
る
。『
地

震
後
世
俗
語
之
種
』
は
、
幸
一
自
身
の
凄
惨
な
ま
で
の
被
災
体
験
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
す
る
被
災
者
と
し
て
の
幸
一
と
、
復
興
バ
ブ
ル
の
よ
う
な
形
で
急
速
に
復
旧
し
て
い

く
権
堂
村
と
、
そ
の
復
旧
を
め
ぐ
り
善
光
寺
町
と
訴
訟
を
続
け
る
名
主
・
幸
一
の
二
つ

の
側
面
を
考
え
な
が
ら
読
む
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。

『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
後
編
二
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
、
善
光
寺
の
本
尊
が
無

事
本
堂
に
戻
る
場
面
が
荘
厳
に
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
善
光
寺
大
勧
進
の
家
老

の
家
に
生
ま
れ
た
幸
一
と
善
光
寺
の
絆
、
永
井
家
に
養
子
に
入
り
、
権
堂
村
の
名
主
と

な
っ
た
幸
一
と
権
堂
村
の
絆
、
被
災
し
た
家
族
の
絆
、
供
養
や
復
旧
を
目
指
す
地
域
の

絆
、
復
旧
支
援
の
炊
き
出
し
な
ど
、
領
主
と
領
民
と
の
絆
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
が

凝
縮
さ
れ
て
編
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

永
井
家
本
、
真
田
家
本
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
て
き
た
。
両
者
の
比
較
か
ら
わ
か
っ

た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
。

�
永
井
家
本
は
、
幸
一
が
弘
化
四
年
夏
、
麦
園
に
仮
居
し
な
が
ら
書
き
始
め
、
嘉
永

元
年
夏
に
は
後
に
記
事
を
追
加
す
る
こ
と
を
期
し
て
、
一
応
の
完
成
を
見
た
。
完
成
し

た
本
は
、
初
編
五
冊
、
後
編
四
巻
六
冊
で
あ
っ
た
。
後
編
は
四
、
五
、
七
巻
が
未
完
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
自
身
で
挿
絵
の
追
加
、
差
し
替
え
を
意
図
し
、
数
頁
の
下
案
綴
り
を

作
製
し
て
い
た
。
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�
真
田
家
本
は
、
永
井
家
本
成
立
後
、
真
田
家
か
ら
同
書
を
献
上
す
る
よ
う
下
命
さ

れ
、
改
め
て
七
冊
仕
立
の
献
上
本
が
書
か
れ
た
。
真
田
家
に
は
箱
入
で
献
上
さ
れ
た
。

真
田
家
に
そ
れ
が
い
つ
献
上
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
三
年
に
は
真
田
家
の

所
蔵
と
な
っ
て
い
た
。

�
永
井
家
本
は
、
文
章
と
挿
画
の
双
方
を
永
井
幸
一
が
書
い
た
が
、
真
田
家
本
の
文

章
は
忰
貞
助
、
あ
る
い
は
永
井
健
三
が
文
字
を
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。

�
真
田
家
へ
の
献
上
本
は
、
一
部
陰
惨
な
場
面
を
削
除
す
る
一
方
、
仁
政
を
表
す
御

救
い
の
炊
き
出
し
や
、
犀
川
普
請
、
領
内
へ
の
犀
川
湛
水
決
壊
を
知
ら
せ
る
場
面
な
ど

は
大
き
く
描
き
直
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
真
田
家
本
に
は
、
幸
一
自
身
も
黒
の
紋
付
羽

織
を
着
て
登
場
す
る
な
ど
、
永
井
本
に
比
べ
て
自
身
も
強
調
さ
れ
て
登
場
し
、
献
上
す

る
側
、
さ
れ
る
側
の
意
図
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る
。

�
本
書
は
、
永
井
幸
一
の
個
人
的
な
被
災
体
験
に
基
づ
い
て
書
か
れ
、
持
病
を
持
つ

幸
一
の
心
性
や
、
被
災
し
た
家
族
な
ど
、
災
害
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
び
と
に
つ
い
て
も

記
述
が
お
よ
び
、
資
料
の
重
要
性
を
一
層
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
地
震
に
よ
り
家
族
の

絆
、
地
域
の
絆
な
ど
を
確
認
し
、
そ
れ
を
織
り
込
ん
で
描
か
れ
て
い
る
。

�
幸
一
は
善
光
寺
に
関
す
る
情
報
を
実
家
で
あ
る
久
保
田
家
や
、
親
戚
に
あ
た
る
岩

下
貞
融
な
ど
か
ら
入
手
し
、
開
帳
の
様
子
や
過
去
の
善
光
寺
本
堂
の
再
建
に
ま
つ
わ
る

貴
重
な
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
。
一
方
、
地
震
の
被
害
状
況
な
ど
に
つ
い
て

は
、
権
堂
村
が
松
代
藩
預
か
り
所
と
い
う
こ
と
か
ら
、
松
代
藩
士
か
ら
多
く
の
情
報
を

得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
２８
）
。
ま
た
、
本
文
の
挿
画
は
、
一
部
に
『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』

も
参
考
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
は
、
永
井
幸
一
が
自
身
や
家
族
の
悲
惨
な
被
災
体
験
を
、

後
の
噺
の
種
と
し
て
後
世
に
伝
え
る
べ
く
執
筆
さ
れ
た
記
録
集
と
い
え
る
。
自
ら
も
自

宅
を
失
っ
た
被
災
者
と
し
て
、
一
方
で
は
村
の
大
半
が
焼
失
し
た
権
堂
村
の
名
主
と
し

て
、
復
旧
へ
と
努
力
す
る
な
か
、
震
災
に
よ
っ
て
血
縁
的
、
地
縁
的
な
絆
が
強
く
意
識

さ
れ
、
自
ら
を
執
筆
へ
と
向
か
わ
せ
た
。
そ
こ
に
は
文
字
だ
け
で
な
く
、
本
来
で
あ
れ

ば
眼
を
背
け
た
く
な
る
よ
う
な
惨
状
を
、
敢
て
絵
に
描
い
て
残
そ
う
と
し
た
も
の
は
何

か
、
改
め
て
考
え
必
要
が
あ
る
。

『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
は
も
う
一
組
、
真
田
家
本
と
同
様
の
七
冊
本
が
国
立
国
会

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
２９
）

。
同
館
の
解
題
に
よ
る
と
、

（
前
略
）
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
十
二
月
二
十
六
日
に
浅
倉
屋
（
吉
田
久
兵

衛
）
よ
り
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
帙
七
冊
（
初
篇
之
一
〜
五
、
後
篇
一
〜

二
）、
大
き
さ
二
七
・
六
×
一
九
・
六
㎝
、
表
紙
は
桑
染
の
絹
表
紙
を
用
い
、
同
色

の
絹
糸
で
綴
じ
、
朱
色
地
に
銀
箔
散
ら
し
の
題
簽
を
貼
る
。
桜
園
に
よ
る
校
閲
の

原
本
を
、
幸
一
が
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）、
五
五
歳
で
没
す
る
ま
で
の
間
に
、

忰
の
貞
助
の
助
け
を
か
り
て
浄
書
し
た
稿
本
と
思
わ
れ
る
。
出
版
を
意
図
し
て
、

原
本
に
収
録
さ
れ
て
い
る
代
官
や
各
藩
の
報
告
類
、
挿
絵
の
一
部
を
削
除
し
、
新

た
な
挿
絵
な
ど
を
挿
入
し
て
い
る
。（
中
略
）
眼
病
の
幸
一
を
助
け
て
忰
の
貞
助

が
当
館
本
（
国
会
図
書
館
本
）、
献
納
本
（
真
田
家
本
）
の
筆
写
に
携
わ
っ
た
様

子
も
う
か
が
え
る
。

と
あ
る
。

文
章
は
真
田
家
本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
筆
跡
は
忰
貞
助
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
挿
絵

は
、
地
震
で
落
ち
た
釣
鐘
の
場
面
に
貼
ら
れ
た
御
札
な
ど
、
部
分
的
に
省
略
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
真
田
家
本
の
写
し
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
の
機
会
を
得
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
、
後
考
を
期
し
た
い
。

最
後
に
課
題
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
�
真
田
家
本
を
献
上
す
る
こ
と
を
勧
め
た
人
物

は
誰
で
、
何
の
目
的
で
、
い
つ
頃
献
上
さ
れ
た
の
か
。
�
幸
一
が
本
書
作
成
に
あ
た
っ

て
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
挿
画
や
文
章
の
特
定
。
�
幸
一
の
本
書
以
外
の
絵
画
作
品
の

調
査
な
ど
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

は
な
し
つ
た
へ

幸
一
は
、
自
ら
を
謙
遜
し
な
が
ら
、�
さ
り
と
て
、
後
世
に
お
よ
び
な
ば
噺
伝
も
さ

や
う
や

だ
か
な
ら
じ
と
徐
く
思
案
一
決
し
て
�
本
書
を
書
い
た
。
拙
い
文
章
や
絵
を
残
す
こ
と

は
、
笑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
親
族
が
集
ま
っ
た
時
、
こ
の
地
震
の
事
を
噺
の
種
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に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
る
。
噺
の
種
と
は
、
ま
さ
に
災
害
教
訓
の
伝
承

を
意
味
し
、
と
か
く
復
旧
後
の
繁
栄
か
ら
、
過
去
を
見
失
い
が
ち
に
な
る
こ
と
を
危
惧

し
て
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幸
一
の
残
し
た
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
と
い
う
種
か

ら
花
を
咲
か
せ
、
よ
り
大
き
な
実
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
幸
一
か
ら
私
た
ち
に

託
さ
れ
た
資
料
の
貴
重
さ
、
重
さ
を
改
め
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

註（
１
）
例
え
ば
、
東
北
大
学
「
み
ち
の
く
震
録
伝
」。
筑
波
大
学
知
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
盤
研
究
セ
ン

タ
ー
主
催
「
大
災
害
に
お
け
る
文
化
遺
産
の
救
出
と
記
憶
・
記
録
の
継
承
―
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
生
の
た
め
に
―
」。
福
島
県
歴
史
資
料
館
の
「
東
日
本
大
震
災
等
の
体
験
、
記
録
、

記
憶
、
教
訓
等
の
募
集
」
事
業
。
国
で
は
国
土
交
通
省
都
市
局
が
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
祈

念
公
園
検
討
会
議
」
で
各
自
治
体
が
復
興
計
画
等
に
位
置
付
け
て
い
る
震
災
復
興
祈
念
施
設

等
の
設
置
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

（
２
）
自
然
科
学
、
人
文
科
学
共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
赤
羽
貞
幸
・
北
原
糸
子
編
著
『
善
光
寺

地
震
に
学
ぶ
』
信
濃
毎
日
新
聞
社

二
〇
〇
三
年
七
月
。
中
央
防
災
会
議
・
災
害
教
訓
の
継

承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
『
一
八
四
七

善
光
寺
地
震

報
告
』
二
〇
〇
七
年
三
月
。
松

代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
震
災
後
一
五
〇
年

善
光
寺
地
震
―
松
代
藩
の
被
害
と
対
応

―
』
二
〇
〇
一
年
五
月
増
刷
な
ど
が
あ
る
。

（
３
）
長
野
市
教
育
委
員
会
『
新
訂
長
野
市
の
文
化
財
』
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

一
九
九
一

年
三
月

（
４
）
小
林
計
一
郎
監
修
『
弘
化
四
年
善
光
寺
大
地
震
図
会
』
銀
河
書
房

一
九
八
六
年
十
二
月

（
５
）
真
田
宝
物
館
企
画
展
「
震
災
と
復
興
―
善
光
寺
地
震
と
松
代
藩
―
」
二
〇
一
三
年
三
月
六

日
〜
六
月
三
日
ま
で
開
催

松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所

（
６
）
註
４

（
７
）
小
林
計
一
郎
他
調
査
「
永
井
家
文
書
目
録
」
一
九
七
一
年
七
月
。
現
在
目
録
の
古
文
書
は

残
念
な
が
ら
失
わ
れ
て
い
る
。

（
８
）
す
べ
て
が
永
井
幸
一
の
号
や
印
記
で
あ
る
か
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
は
改

め
て
検
討
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
初
編
之
一
、
二
七
〜
二
八
頁

（
１０
）
註
４
の
『
弘
化
四
年
善
光
寺
大
地
震
図
会
』
の
解
読
で
は
、
後
編
一
、
二
の
順
序
が
逆
で
あ

り
、
注
意
を
要
す
る
。

（
１１
）
上
田
藩
上
塩
尻
村
の
名
主
・
原
昌
言
の
「
信
州
大
地
震
山
頽
川
塞
湛
水
之
図
」、「
信
州
犀
川

崩
激
六
郡
漂
着
蕩
之
図
」
の
こ
と
。
詳
し
く
は
、
北
原
糸
子
「
善
光
寺
地
震
の
災
害
情
報
―

出
版
物
を
中
心
に
―
」
『
震
災
後
一
五
〇
年

善
光
寺
地
震
―
松
代
藩
の
被
害
と
対
応
―
』

松
代
藩
文
化
施
設
管
理
事
務
所

二
〇
〇
一
年
五
月
増
刷
。
北
原
糸
子
『
近
世
災
害
情
報

論
』
塙
書
房

二
〇
〇
三
年
五
月

（
１２
）
現
在
の
収
蔵
番
号

古
文
書
二
三
―
一
一
―
一

（
１３
）
印
の
大
き
さ
は
、
縦
五
・
八

×
横
五
・
八
㎝

（
１４
）
国
文
学
研
究
資
料
館

真
田
家
文
書

二
六
Ａ
う
九
七
二
（
御
書
目
録
）
明
治
三
年
三

月
。
山
中
さ
ゆ
り
「
真
田
家
の
典
籍
目
録
に
つ
い
て
―
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
書
目
を
題

材
に
―
」
『
松
代
』
第
二
五
号

松
代
文
化
施
設
管
理
事
務
所

二
〇
一
一
年
三
月
。
原
田

和
彦
「
真
田
家
に
お
け
る
典
籍
の
集
積
と
流
出
」
『
松
代
』
第
二
三
号

二
〇
一
〇
年
三
月

（
１５
）
国
文
学
研
究
資
料
館

真
田
家
文
書

二
六
Ａ
う
九
七
七
「
書
目

乾
・
坤
」

（
１６
）
国
文
学
研
究
資
料
館

真
田
家
文
書

二
六
Ａ
う
九
六
四
「
御
書
目

乾
・
坤

学
校
」

明
治
三
年
八
月

（
１７
）
註
４

（
１８
）
註
４
で
は
、
幸
一
の
息
子
は
乾
三
、
善
哉
、
幸
哉
な
ど
複
数
の
名
前
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
１９
）
註
４

（
２０
）
豊
田
利
忠
『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
二
一
巻

信
濃
史
料
刊
行

会

一
九
七
八
年
十
一
月

（
２１
）
金
井
圓
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
五
「
復
刻
善
光
寺
道
名
所
図
会
解
説
」
角
川
書
店

一

九
八
三
年
三
月
。
青
木
隆
幸
「『
善
光
寺
道
名
所
図
会
』
成
立
考
」
『
信
濃
』
第
五
一
巻
第

七
号

一
九
九
九
年
七
月

（
２２
）
岩
下
貞
融
は
、
幼
よ
り
学
を
好
み
、
十
九
歳
の
時
窃
か
に
名
古
屋
に
赴
き
、
尾
張
藩
の
督
学

塚
田
大
峯
に
寄
っ
た
。
大
峯
は
善
光
寺
出
身
の
儒
者
で
あ
る
。
大
峯
の
許
に
居
る
こ
と
数
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年
、
刻
苦
精
励
し
て
和
漢
の
書
を
渉
猟
し
、
学
成
る
に
及
ん
で
江
戸
に
遊
び
、
伴
信
友
・
寺

門
静
軒
等
と
交
わ
っ
た
。「
善
光
寺
別
当
伝
略
」
解
題
『
新
編
信
濃
史
料
叢
書
』
第
一
巻

信
濃
史
料
刊
行
会

一
九
七
〇
年
十
二
月

（
２３
）
権
堂
村
、
村
高
六
七
〇
石
余
。
田
が
五
八
九
石
余
と
水
田
の
多
い
村
。
人
口
は
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
一
・
一
三
二
人
。
高
持
ち
一
二
六
人
に
対
し
て
無
高
二
三
七
人
。
地
震
の
被
害

は
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
に
よ
る
と
、
焼
失
二
七
四
軒
、
半
潰
家
三
三
軒
。
死
失
人
八
九

人
（
内
男
三
八
人
、
女
五
一
人
）。
他
に
他
所
入
込
居
候
者
に
死
骸
見
極
め
か
た
き
者
も
こ
れ

有
り
。
水
茶
屋
は
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）
に
三
四
軒
、
抱
女
二
三
八
人
（
天
保
二
年
）

で
あ
っ
た
。
小
林
計
一
郎
『
長
野
市
史
考
』
吉
川
弘
文
館

一
九
六
九
年
四
月

（
２４
）、
権
堂
村
は
、
比
較
的
地
震
被
害
が
少
な
か
っ
た
須
坂
藩
の
城
下
、
商
人
・
牧
新
七
か
ら
復
旧

資
金
を
借
用
し
、
い
ち
早
く
復
旧
し
た
。『
日
本
都
市
生
活
史
料
集
成
』
九

門
前
町
編

「
永
井
可
保
日
記
」
校
註

小
林
計
一
郎
。
鬼
頭
康
之
「
水
内
郡
権
堂
村
組
頭
永
井
可
保
日

記
」（
一
）
〜
（
七
）、『
須
高
』
�
一
七
〜
二
一
、
二
三
、
二
四

一
九
八
三
年
八
月
〜
八
七

年
四
月

（
２５
）
註
２３
『
長
野
市
史
考
』。
長
野
市
誌
編
さ
ん
委
員
会
『
長
野
市
誌
』
第
四
巻

近
世
二
「
商

家
経
営
と
権
堂
水
茶
屋
」

（
２６
）
権
堂
町
史
編
集
委
員
会
『
権
堂
町
史
』
権
堂
町
公
民
館

一
九
九
三
年
四
月
。
註
２３
に
は

大
門
町
の
宿
問
屋
・「
小
野
家
日
記
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
２７
）
長
野
県
史
刊
行
会
『
長
野
県
史
』
近
世
史
料
編
北
信
七
巻
（
二
）
�
一
二
五
五

一
九
八

一
年
九
月

（
２８
）
永
井
家
本
、
真
田
家
本
と
も
後
編
二
の
松
代
藩
に
よ
る
炊
き
出
し
の
頁
に
は
、
松
代
藩
役
人

の
居
住
地
ま
で
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
永
井
家
本
後
編
巻
三
の
松
代
藩
か
ら
幕
府
へ
の
被

害
報
告
か
ら
も
、
松
代
藩
と
の
緊
密
な
情
報
共
有
が
考
え
ら
れ
る
。

（
２９
）
国
立
国
会
図
書
館
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
�
四
八
九

二
〇
〇
一
年
十
二
月
「
稀
本

あ
れ
こ
れ
―
四
〇
八
―
『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
川
本

勉
執
筆

末
筆
な
が
ら
、『
地
震
後
世
俗
語
之
種
』
の
借
用
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
永
井
氏

に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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図
１

永
井
家
本
、
真
田
家
本
の
挿
画
の
比
較

永下２

永１

永下３

永下１真１

真２

真３
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永下４

永下５

永３

永２

真４

真５

真６
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永６

永７

永下７

永４真７

真９

真１０

真１１
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永９

永１０

永１１

永８真１２

真１３

真１４

真１５
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永１４

永１３

永１５

永１２真１６

真１７

真１８

真１９
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永１７

永１８

永１９

永１６真２０

真２１

真２２

真２３
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永２１

永２２

永２３

永２０真２４

真２７

真２８

真２９
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永２５

永２６

永２７

永２４真３０

真３１

真３２

真３３

― 40―



永２９

永３０

永３１

永２８真３４

真３５

真３６
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永３３

永３４

永３５

永３２真３７

真３８

真３９

真４０

― 42―



永３７

永３８

永下６

永３６真４１

真４２

真４３

― 43―



永４０

永４１

永４２

永３９真４４

真４５

真４６

真４７

― 44―



永４５

永４６

永４７

永４３

永４４

真４８

真４９

真５０

真５１

真５２

― 45―



永４８

永４９

永５１

永下７

永下８

永５２

真５３

真５４

真５５

真５６
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永５３

真８

真２５

永５

永井家本にのみ描かれた挿画

真田家本にのみに描かれた挿画

※永は永井家本、永下は永井家挿画下案綴、真は真田家本の挿画を指し、それぞれの番号は冊子に挿入され

た順番を示す。

永５０

真２６
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表１ 真田家本、永井家本の構成比較表

挿絵

３

９

６

８

５

６

１４

丁数

２５

２１

２０

２２

１９

３３

２６

永 井 家 本
序－ 小人閑居して不善を成す、幸一幼少にし
て・・・嘉永元年戊申夏
・傳聞地震は陰陽の昇降浮沈の・・・皆真館主永井幸
一
・爰に善光寺如来の傳書に似寄・・・

・是今の御堂にして諸国より参詣夥しく・・・

・弘化三年午の十月朔日終日快晴・・・

・徐く目出度年を越若水汲る音だには・・・

・旧例として三月九日申の上刻・・・

・爰に舌代していわく、かかる不思議なる・・・
・幸一爰にまた子孫に語る事あり・・・御許容も（中
絶）
〉四季絶景假寝ヶ岡之風流 喜源述懐を挿入〈
・爰にまた子孫に語る、予常に閑居の下間あり・・・

四季絶景假寝ヶ岡之図 佛都住 野喜源画

〉（初編中絶からの続き）－あるべきなれとも・・・
〉（假寝ヶ岡之風流の続き）－牡丹の薫り齅染
て・・・
・（本文）去程に出店梅笑堂にありて・・・

見返し－爰本末ヲ白地に而唯恣後世之傳・・・于時弘
化第五卯月下旬綴之 永井姓蔵書

・幸一此書を成すといへとも・・・

・かかる天変不思議なる災害なれば・・・

・爰に善光寺市町焼跡之図を・・・

・御本堂ヨリ戌亥ニ廿四ヨリ廿八日迄ノ毎夜天燈ヲ拝
ス図

・爰に善右衛門家内かり寝の有さまを記して・・・

・○是等の事とも後に見聞する時は他の誹謗も尤多か
るべし・・・

・芝苅童薪背負山賤あるは・・・ の喜源書

・水内の曲橋の事
・新地獄の戯言
・地の大に震ふ事を考ふるの傳
・幸一此書をなす事前にもしるせるが如く・・・
・爰にまた、川中島の噺しを聞に何れも田舎の村ゝな
れば・・・

・下賤のわれわれは唯おのれが身の成行を案事・・・

・爰にまた山中新町にては二十四日の夜の大災に
て・・・
・爰に二十四日の夜大災発し、御城郭・御殿向を始
め・・・（松代藩被害）
・山中岩倉山抜崩れし場所へ郡御奉行礒田音門・・・
・犀川筋小市渡船場の少しく上にて・・・
・前にも話せし如く川中島をはじめ、川辺に連な
る・・・（御救い）
・爰にまた善光寺は別して大災のよし・・・
・山抜犀川の大河を止むるの前代未聞の大災・・・
・斯の如くの大河一滴の水をもらさず・・・
・四月十三日昼八ツ時頃、既に湛場はからずも急
破・・・
・爰に賢く勇と仁慈を兼たるは高井郡六川より
の・・・
・中之条、中野、御支配所、松本、上田、同御分家、
椎谷、飯山、善光寺、右御領分・・・

見返し－おのれが身を 落葉して袖に時雨るゝ なみ
だかな 井蛙

・ある明友の集りて後雑風景の噺に・・・

・左に出す図は、去る天保十四年辛卯孟春九日よ
り・・・
・弘化丁未卯月乃二十八日暁天晴渡り・・・
・爰に不思議とするは此信濃国の所謂・・・（洪水被
害）

初編之一

初編之二

初編之三

初編之四

初編之五

後編之一

後篇之二

挿絵

７

１０

６

１０

４

６

１３

丁数

２８

２０

１９

２４

１８

３３

２６

真 田 家 本

序－傳聞地震は陰陽の昇降浮沈の・・・粟生菴清陰

・善光寺如来自百済渡来之図

・犀川渡船の畧図
・小人閑居して不善を成す、幸一幼少にして・・・栗
生庵主善左衛門幸一（花押）
・幸一折節之眼病に痛く悩めるままに、忰貞助に筆を
譲りぬ、文字假名違も多かるへけれと、いまた若輩な
れハなりと赦尊覽を仰奉願のみ
・爰に善光寺如来の傳書に似寄・・・
・裏表紙－最明寺殿教訓の章のうちに、富貴・貧賤も
過去のやくそくとて、さとりて見れは、世に願ふへき
富貴もあらす、いとふへき貧賤もあらす、秋の夜のは
やけき月そ富か家も、わか草の戸もかわらさりけり
幸一

見返し－立春 天の恵、地の恵のめぐみかも、しつか
ふせやに春の来るは－幸一并画
・徐く者目出度年を越若水汲る音だには・・・（開
帳、笑梅堂の出店について）

一名本城 四季絶景假寝ヶ岡之図 会席の揃を信中第
一という
・四季絶景假寝ヶ岡之風流 喜源述
・去程に出店梅笑堂にありて・・・（地震の勃発と被
害）

・幸一此書を成すといへとも・・・（大地震火災危
難）
・三月廿四日の夜地震火災の危難萬の人々群死苦痛之
全図并善光寺市町之焼跡廿六、七日頃見ル図
・かかる天変不思議なる災害なれば・・・（善光寺市
町焼跡之図）

・廿四日大災之夜ヨリ廿八日迄本堂ヨリ戌亥ノ方ニ當
リ毎夜天ヲ拝ス図
・爰に善右衛門家内かり寝の有さまを記して・・・
（仮小屋避難、供養大施餓鬼）

見返し－弘化四年丁未奇談 地震後世俗語之種 粟生
菴 清陰
・芝苅童蒔背負山賤あるは・・・ の喜源書
・水内の曲橋の事
・新地獄の戯言
・地の大に震ふ事を考ふるの傳

・幸一此書をなす事前にもしるせるが如く・・・

・爰に賢く勇と仁慈を兼たるは高井郡六川より
の・・・
・中之条、中野、御支配所、松本、上田、同御分家、
椎谷、飯山、善光寺、右御領分御救御手充の・・・

見返し－おのれが身を 落葉して袖に時雨の おもひ
かな 粟生庵
・ある明友の集りて後雑風景の噺に・・・（善光寺山
内被害）
・左に出す図は、去る天保十四年辛卯孟春九日よ
り・・・
・弘化丁未卯月ノ二十八日暁天晴渡り・・・
・爰に不思議とするは此信濃国の所謂・・・（洪水被
害）

初編之一

初編之二

初編之三

初編之四

初編之五

後編之一

後篇之二
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０

１

０

０

８

６１

４５

３２

３７

３０

９

３１９

・爰にまた川中島をはじめとし川辺に連なる・・・
（洪水被害）
・五月十六日暁六ツ時御供揃正五ツ時御行列・・・
（如来御遷座）
・如来御遷座参詣群衆之図（萬善堂、本堂への遷座）
・犀川の平水と村山村の高低を見競図畧
・大地震発するより此方、今洪水の大難に至るまで
の・・・（後篇の趣、後編三の巻、後編四の巻雑記の
部、後編五の巻、後編六の巻、後編七の巻）

・古書に曰、仁和三丁未七月三十日、當国信濃大地
震・・・嘉永元申夏 幸一
（前略）今此大災の有様をも泰平の御代なれば社、其
透をねらうて子孫に書残事有も、是皆泰平安居の御代
なればなり。おのれ前生の縁によりてか眼病に痛く悩
て半目も猶眼鏡の力をかりてぞ此書を写す。只是子孫
に残し後世までも噺伝へよと心に願ふのみなり。書損
誤り多しといへども、其情愛を推量りて必此書を他家
に譲る事を可悋。古今未曽有の変災、その大なるは此
書を見て可知。恐るしべし。 嘉永元申夏 幸一㊞
（後略）
・私在所信州松代一昨日廿四日夜・・・（松代領被害
報告）
・御預所両郡村々地震焼失水災覚

・焼失并死人等之覚（善光寺領）

・御朱印地荒安村飯縄神領

・御朱印地八幡村八幡神領

・私御代官所當分御預所信濃国高井郡、水内郡・・・
（中野代官所）
・當月廿四日昼夜快晴暖気ニ而至極穏に有之・・・
（中之条代官所）
・私領分信濃国高井郡之内一昨廿四日亥刻頃よ
り・・・（須坂領）
・私在所信州飯山去月廿四日亥刻頃より大地震・・・
（飯山領）
・松平伊賀守領分信濃国去月廿四日亥刻頃より地震二
而・・・（松本領）
・私在所越後国高田去月廿四日亥刻頃より大地
震・・・（越後高田領）
・弘化四年丁未二月九日異国船到着、薩州より御届書
之写
・追日外より借用本之内ニ有之抜書（善光寺領被害）
・妙香（高）山之麓柏原駅夏日旅行之畧図（挿画）

・抑々信州水内郡柳原庄妹居郷河中島・・・
・弘化四年丁未三月廿四日夜亥の初刻大地・・・
・二天門前左右の石垣悉崩れて其形少しもなし・・・
・善光寺四門之勅願（善光寺山内諸院坊および四十九
名所など）・・・
・御棟札の表には・・・（善光寺普請）
・當山御材木 朝日山 大峯山 配当・・・
・大峯山を引平げ此方御普請之次第
・御普請小屋請取印覚

・信州善光寺如来堂図
・善光寺御堂差図之覚
・小割請取大工小頭之覚
・石方請取覚
・御普請小屋数之覚
・御材木請取出し方之覚
・本堂御造立役人附
・松城御役人居候小屋数之覚
・奉納慶竿
・信州善光寺如来本堂指図
右此書は幸一無ニの懇志たる朋友の許より借求て一覧
するに、尤巨細に是をしるせり。子孫に伝へたき事を
乞求むるといへども、世に数多弘る事を患て、無ニの
親友といへども長々借置事を痛く迷惑にぞいわれけれ
ども、また是を不顧懇望する事を徐く承引ありて、日
を限りてぞかし給へける、折しも眼病にいたく脳
（悩）る儘に、あらあら敷只其大旨を写して子孫に残
すなれば、書損を猶後ゝにぞ改べし。其情愛を深さつ
して、此書を他にちらすべからず。干時嘉永元年戊申
夏日 半目眼鏡の力をかりて永井幸一写
亡永井幸一老君松代藩之命ニ従奉君公下画 弘化年間
震災挿画下按綴付善光寺如来渡航図 永井氏蔵書

後篇三之巻二冊之内上

後篇三之巻二冊之内下

後篇六之巻二冊之内上

後篇六之巻二冊之内下

挿画下按綴（永井家蔵）

５６１６８

・爰に又川中島をはじめとし川辺に連なる・・・（洪
水被害）

・五月十六日暁六ツ時御供揃・・・（如来御遷座）

・如来御遷座参詣群衆之図（萬善堂、本堂への遷座）
・犀川の平水と村山村の高低を見競図畧

・大地震発するより此方、今洪水の大難に至るま
で・・・

（地・火・水三災の被害取調、領主仁徳、御救いのあ
りがたき）
雑記之部（地震より洪水に至るまでの変災珍事）
（権堂村名主としての御用、勤務、御訴、御届、奇特
の事など）
（善光寺山内の故事、市町の旧例、御堂普請の巨細、
近隣の珍事）
（信濃国絵図をもって村名、石高、家数、人数などを
記す）

（後篇の構想）

（後篇三之巻）

（後篇四之巻）

（後篇五之巻）

（後篇六之巻）

（後篇七之巻）
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表２ 真田家本、永井家本の字句比較表

永 井 家 本
暖気にして地震事、其例
不順なる故自然と不正の
今爰に弘化四年歳次丁未清明の
尚所益有をなしとかや
皆真館主永井幸一

従犀川渡舟善光寺遠見之畧図 真気長画
従石堂田甫善光寺市街見上ル之畧図 赫陽斎画
養父病ひに臥し
終に遠行の旅におもむき
狂気の如くにして
晴雨雷光止みぬ
己れ不幸にして
若気もありなは
骨髄に染込みて
療養を加ふるといへとも
病に臥して終に遠きに赴給ふ
名を幸一とす、亦此うへの未熟を世の人口にひろめ
左に記るす大災の書も
此書之内ニ善光寺来由ニ似寄、亦今之御堂建立有シ手続記セ
シ所ニ有人来リテ其詳ナル事ヲ語ル、此書者最ハヤ書綴リテ
殊ニ亦大変之大旨ヲ素トスル所ナレハ、改テ善光寺之来由ヲ
改ムルニモ非ス併其子細詳ニ聞事是モ亦幸ヒナレハ別録ニ書
写シテ子孫ニ残
病苦に逼れは其足る事全からすや
紙数の散失なはん事嘆くか儘に
その拙き事を必誹謗ある事なかれ
嘉永元年戊申夏

愚案におもうふ、満れは
天鵞絨の二重緒も昔の事に、
鳥獣だにも小声一言をも慎ずんハ
小魚の軽きを好とす、就中毛織物
挿画立札の文字－信州善光寺如来 六萬五千日回向 丁未年
三月十日より四月晦日迄本堂において前立本尊開帳、御印文
頂戴毎日四ツ時法事、修行有之もの也
（本文）町々の奉納かざりつけの次第繁花の家並に至り
いつれかなかめあハれならさらん、
説況（いわんや）前にも記せる如く、善光寺如来御回向とて

小市往還ヨリ善光寺ヲ見図
御回向盛ニシテ御山内繁昌の畧図
よし簾の茶店は流行のこげ茶深川鼠
あるいは念佛・御花講、女人講中中奉物
常とす、よっておもうに六万五千日
旅人も群集する（と）いへとも
あるへきなれとも御役中の所存も如何哉

内職出店梅笑堂之畧図○地所駒帰橋西側之際、間口三間半、
奥行九尺。○此橋ヨリ上ノ方ヘハ屋根有ル店者難出来今般梅
笑堂而已御許容ナリ、御本堂裏ハ亦別義也
新製御免菓子之図、地白ふち字共に紅、

如図厚サ五分包紙色紫ヲ以翁之句、
以て可知價銭百文ニ附四包也

頁数
１４

１５
１６
１９

挿画２０
挿画２２
１

４

５

７
８

９

１０

２５
２６
２９
３６

３８

４２
４４
４６

挿画５
挿画１２
８
９
２７
２９
初編
３－３
挿画
初編
３－４
初編
３－６

真 田 宝 物 館 本
暖気にして地震ふ事、其例
不順なる自然と不正の
今爰に弘化四年丁未歳次清明の
尚所益有ことなしとかや
粟生菴清陰
人王三十代欽明十三年壬申十月十三日自百済国聖明王貢献佛
経云云 善光寺如来自百済渡来之図
人王三十一代敏達二年如来自難波之堀江出現同十四年守屋大
臣再如来ヲ難波之堀江ニ沈メ及佛閣経巻破却ス自欽明十三年
五十四年ヲ過如来難波之堀江より出現 和漢三才図會巻之第
六十八 信濃国善光寺 在水内郡芋井郷寺領
千石 欽明天皇十三年本尊如来自百済渡来而末倍推古天皇十
年草創建寺於伊奈郡麻績之里宇沼村而後皇極天皇元年依勅移
水内郡建立本願主名本多善光因以為寺号慶長二年七月秀吉公
以本尊奉入於洛之大佛殿然佛不悦而有奇崇故同八月復奉還焉
幸一謹写

犀川渡船の畧図 自丹波駅河原長し所謂吹上・荒木・中御
所・石堂・善光寺まで一里の間家続なり、三船をもって旅行
を渡すといへとも、紙中挟けれは縮て其畧図を出すのみなり

従石堂田甫善光寺市街見上ル之畧図
養父病に臥し
終に遠行の旅路におもむき
狂気の如くして
晴雨雷光止ぬ
己が不幸にして
若気もあらは
骨髄に染込て
療養を加ふといへとも
病に臥して終に遠に赴給ふ
名を幸一とす、此うへの未熟を世の人にひろめ
左に記す大災の書も

病苦に逼れは其足事全からすや
紙数の散失なはん事を嘆か儘に
その拙事を必誹謗ある事なかれ
粟生菴主善左衛門幸一（花押）
幸一折節し眼病に痛く悩めるままに、忰貞助に筆を譲りぬ、
文字、假名違も多かるへけれと、いまた若輩なれハなりと赦
尊覽を仰奉願のみ
愚おもうふに、満れは
天鵞絨の二重紐も昔の事に、
鳥獣だにも小声一言を慎ずんハ
小魚の軽を好とす、就中毛織物
挿画立札の文字－信州善光寺如来 常念佛六萬五千日回向
来未年三月十日より四月晦日迄本堂において前立本尊開帳、
御印文頂戴毎朝四ツ時法事、修行有之もの也
町々の奉納かざりつけの次第繁花の家並に至り
いつれかあハれならざらん、
況前にも記せる如く、善光寺如来御回向とて
最明寺殿教訓の章のうちに、富貴・貧賤も過去の如くやくそ
くとて、さとりて見れは、世に願ふへき富気もあらす、いと
ふへき貧賤もあらす、秋の夜のはやけき月そ富か家も、わか
草の戸もかわらさりけり 幸一
立春 天の恵、地の恵のめくみかも、しつかふせやに春の来
るは 幸一并画

御開帳盛んにして御山内繁昌の図
よし簾の茶店は流行のごけ茶深川鼠
あるいは念佛・御花講中奉納物
常とす、おもうに六萬五千日
旅人も群集すといへとも
あるへきなれとも御役人方の御存意も如何哉

善光寺みやげ

新製御免菓子之図、白ふち字共に紅、

如図厚サ五分包紙色紫以翁之句、
以て可知價百文ニ附四包也

頁数
２

３
４
７

９

１３

１４

１５

挿画１７
挿画１８
２１

２４

２５

２６
２７
２８

２９

３０

３１
３２
３５
４２

４４

４８
５０
５２

５５

見返し

挿画４
１０
１１
２７
２９

３１

挿画３３

３４

初編之一

初編之二
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弘化四年午年二月

形の如く願書差し出し
東都へ注文の品々
一名本城 四季絶景借寝ケ岡之図 佛都住 野喜源画

山にはあらねと假寝か岡その雁行還
称名を唱へあだかも
上品上生の心を発さらんや
戌亥のかたとおぼしおそろしき
一心決定して下走りに
諸人称名を唱へ、
見返し－地震後世俗語之種 ○爰本末ヲ白地ニ而唯恣ス後世
之傳ヲ訛言誤頗雖多ト他見之嘲ヲ不患而子孫之憍ル情愛ニ兼
可恥我拙ヲ歟、因後世俗語之種ト表ス 干時弘化第五如月下
旬綴之 永井姓蔵書�
濁れる涙に雪ぎ
身内もしぶるる斗なり、
斯くばかりとハ思うべき
群死苦痛の畧図并善光寺市町焼跡廿六、七日頃見る図
善光寺市町焼跡図
山中虚空蔵山亦岩倉山抜崩犀川之大河ヲ止メ、湛水ニ民家浮
沈之大略下巻ニ委鋪ス
犀川筋小市渡船場之辺、急災除土堤御普請之図 真気長筆

諸人の騒働厭ひもなく、
御本堂ヨリ戌亥ニ廿四日ヨリ廿八日迄毎夜天燈ヲ拝ス図

おりしも風のはげしくなり、ざっと降り来る
水災ヲ恐レ偽言ヲ信シテ群人高堤ニ迯去ル図
手水たらひに水を入れ
市町は一図焼き失ひ、徐く残る新田・石堂
前代未聞の大変なり、そもそも
ざうりに紐つけ、わらじをはきて臥し
その苦痛はこそとおし量りて
市町の焼失ひたる有様
見舞の懇志黙しかたく請置たりし金子
あさましき考へ
佛事執行せばやと思ふほどに
導師の跡に随ふと見えたり
山野に徹し鳴音ある事
取り囲みたる中の里々を
文苑玉露と云書にミエタリトソ
取らるへしなといひあひけり
長原道より此所へ登る
子を思ふ事縁組ばかりのゆかり
○松代大守様御仁徳御救として御用御焚出會所三ケ所ニ成ル
所謂小松原・川田・八幡ケ原等なり、数日の間民百姓とも御
救を戴急迫の飢を凌ぎおのれが仮小屋ニ歓ひ帰る図。○今爰
ニ図を出す所は是則川中嶋古戦場に名たゝる八幡ケ原の社地
なり、十分の一を現す、遠見残筆の村ゝ多しといへとも省畧
すと知へし

おのれが身を 落葉して袖の時雨るる なみだかな 井蛙
御輿渡船の邊りに至りて
湯の花の祈念如何の利益ありやと
光明を放つなるへしなど物知り顔の
播磨須磨之浦海中ヨリ石像ノ薬師如来出現之大畧図 ○此国
ニ未タ行テ見ズ唯其趣ヲ画ニ出スナレハ其違ヘル事ヲ不可咎
（善光寺）一山 正信坊
斯水災の大難を受け
書加フル事ヲ思所ニ煩ニ悩ミテ
犀川と煤花川と是皆合して一面の
堤を押破りて此二タ村流損夥敷
犀川嵩水一時ニ押出シ三災之苦難ニ遭リ爰ニ命ヲ失フ図 真
気長画
御印文御輿 白着用
夥敷かかりてあり
信濃の国絵図をもって
こころあらで何かは折らむ姫百合の花のしつくに袖ぬらしつ
つ 幸一（花押）

初編
３－３５

１

７
１１

１６
２４

１
５

７
挿画１１

挿画１２

挿画１４

３２

挿画１

１６
挿画１８
２０
１９
２０
２４
２８
２９
３０

３２
３１
５
７
１３
１９
挿画２１
３５

挿画４９

挿画５６
見返し
２
３
６

挿画１４

１６
２２

２５
２６

３０

４３
４７
５３

５５

弘化四年未年二月

形の如く願書を差出し
東都注文の品々
一名本城 四季絶景借寝か岡の図 会席の桜を信中第一楼と
いう
山にはあらねと假寝ケ岡その雁行還
称名を唱へあたかも
上品生の心を発さらんや
戌亥のかたとおほしおそろしき
一心決定して一と走りに
諸人称名を唱ひ、

濁れる涙に雪き
身内もしふるる斗なり、
斯くばかりとハ思うへき
群死苦痛乃全図并善光寺市町之焼廿六、七日頃見ル図

山中虚空蔵山抜崩犀川之大河ヲ止メ、湛水ニ民家浮沈流失之
大畧下ノ巻ニ委鋪ス
犀川筋小市渡船場之辺、急災除土提御普請之図、松代御出張
下巻ニ委鋪ス
諸人の騒動厭ひもなく、
廿四日大災之夜ヨリ廿八日迄御本堂ヨリ戌亥ノ方ニ當リ毎夜
天燈ヲ拝ス図
おりしも風のばけしくなり、ざっと降り来る
偽言ヲ信シ水災ヲ恐テ群人高堤ニ迯去ル図
手水たらへに水を入れ
市町は一図焼失ひ、徐ゝ残る新田・石堂
前代未聞の大変あり、そもそも
ざうりに紐つけ、わらしをはきて臥し
其苦痛はこそとおし量りて
市町の焼失ひける有様
見舞の懇志黙しかたく請取たりし金子
あさましき考ひ
佛事執行はらやと思ふほどに
導師の跡に随ふと見へたり
山野に徹へ鳴音ある事
取り囲みたる中の里を
文苑玉露と云書にミイタリトソ
取らるへしなといへあひけり
長原道通
子孫思ふ事縁組斗のゆかり
松代大守様御仁徳御救として御用御焚出會所三ケ所ニ成所謂
小松原・川田・八幡ケ原等なり、数日の間民百姓とも御救を
戴急迫の飢を凌ぎおのれが仮小屋ニ歓帰図。今爰ニ図を出す
所は是則川中嶌古戦場に名高八幡ケ原の社地なり、村ゝ多し
といへとも十分の一を顕す、見る人残筆をそしる事なかれ

湛場急損之見分両士注進之畧図
おのれが身を 落葉して袖に時雨の おもひかな 粟生庵
御輿は渡船の邊りに至りて
湯の花の祈念如斯の利益ありやと
光明を放つたるへしと物知り顔の
播磨須磨之浦海中ヨリ石像之薬師如来出現之大畧図 ○此国
ニ未タ行ヲ見ス唯其趣ヲ画ニ出スナレハ其違ハル事ヲ不可咎
（善光寺）一山 信行坊（正信坊の誤りカ）
斯水災の人（大）難を受け
書加フル事ヲ思所ニ悩ミテ
犀川と煤花川と是皆合せて一面の
堤を押破りて此二タ村流失夥敷
犀川水一時ニ押出シ三災之苦難ニ爰ニ命ヲ失フ図 真気長画

御印文御輿 白鳥着用
夥敷かりてあり
信濃国絵図をもって
こころあらで何かは折らむ姫百合の花のしつくに袖ぬらしつ
つ 幸一并題

３５

１

５
９

１４
２２

１
５

７
１５

１６

１８

３２

挿画１

挿画１４
挿画１６
挿画１８
１９
２０
２２
２６
２７
２８

３０
３１
５
７
１３
１９
挿画２１
３５

挿画４９

挿画５６
見返し
２
３
６

挿画１４

１６
２２

２５
２６

３０

挿画４３
４５
５１

５３

初編之三

初編之四

挿画

挿画

挿画

初編之五

後編之一

後篇之二

― 51―



表３ 永井家本と『弘化四年善光寺地震図会』の比較表

永井家本『地震後世俗語之種』
旅立し給ふ
耻辱を抱て
事なし
身を恨むるなり
（初）て終に詫をぞ免し給ふる
今之御堂建立有し
後世俗語之種表者也
ども、預め春寒
水内・高井・埴科・更科・筑摩の五郡、地・火・水の三災をもって
人民牛馬
其予愚毫（ぐもう）を止めて
長文句と誹謗
しかず、可悋（おしむべし）後悔なるは
ニ拾有余の年間の
来由遍（らいゆはあまね）く世の
村入のかたわらに
日の本に渡らせ
名だかき千曲・犀の
料理を味ひて
形の大きなる
京に鄙ありといひつべし
世に仏都と唱ふる
立る事常例たりとかや
建事常例たり、然るを
御許容なし、
○弘化三年午の十月
三船をもつて縄をたぐ
旅の労（つか）れをわすれはやく
建連ね諸商人おもひゝに見世店をもうけて家業怠る事なし、都て
町ゝの有増を図画の大畧をもつてす、去程に近来とりわけて繁花賑
ふにしたかひ、一より十、百、千に至るまて一ツとして不足する事
をきかず、説哉（いわんや）前にも記せる如く、善光寺如来御回向
とて来年の事をいへは鬼の笑ふ今年より、我人におそしと精を磨
き、魂をくだいて利潤の大なる事を工風し新製妙案なる事を催す、
其外旅屋・茶店に至り煤をはらひ、行燈を張りかへて年のあくるを
まつ、或は芝居或は軽業・曲馬をはしめ、遠近にあるとあらゆる評
判記を尋もとめ給金・雑費の多少を論ぜす、工風をこらす事尋常
（よのつね）なり
人のなけれは
是もまた一ようにして秋はまた祢と紅葉の錦
左右に見世店幾数十軒
彩色に筆を労し
新奇妙案を工夫し、
本堂に遷し奉る
○爰に舌代していはく
我子孫におきて、此有様
た物入も多し、平日質素を守るといふも、斯たまさかの賑ひ
是ぞもつたいなくなも御当山
古仏檀より移し上、拝礼をぞ
忰乾三、九歳
大工大吉、庄五郎、女房
留守居もなくして気を急、出店梅笑堂に至りて火難に出逢、
そ到りける
菓子之図、地白ふち字共に紅
（本文）去程に出店
時こそ至れるならめ
急災を受とも
夫婦死後に及びて
所為にて
守護八幡大武神
て中程、此三ケ所を先とす。
奉納物、宝塔
申述がたし、
おさへらるといへども
助け救ひ給へとて
何鹿御仏の御宝龕を掻奉らんとて
警固前後を打守護
しらねど紫垣
山吹衣更て、卯の花
雪かと疑へば
往つ戻つ蝶
遠音に聞ゆる鄙歌

『弘化四年善光寺地震図会』
旅立し給ひ
耻辱を抱いて
事なく
身を恨むなり
（初）て詫をぞ免し給ふる
今之御堂立有し
後世俗語之種表也
ども、予め春寒
水内・高井・埴科・更科人民牛馬

其予愚毫（ぐがう）を止めて
長文句誹謗
しかず、後悔なるは
ニ拾有余の
来由遍（らいゆあまね）く世の
村のかたわらに
日の本へ渡らせ
名にしおふ千曲・犀の
料理を味ふて
形の大いなる
京に鄙ありといゝつべし
此に仏都と唱ふる
立る事従例たりとかや
建事従例たり、然るを
御許容なく、
弘化三年午の十月
三船をも川で縄をたぐ
旅の労（つか）れもはやく
建連ね（○以下欠）

人のなげきは
また一ようにして秋はまた旅と紅葉の錦
左右に見世屋幾数十軒
彩色の筆を労し
新寄妙案を工夫し、
本堂に安置を遷し奉る
爰に舌代していはく
我子孫におきてをや、此有様
た出入も多し、平日質素を守るといふも、各たまさかの賑ひ
是ぞもつたいなくも御当山
古仏檀だんより移し、上拝礼をぞ
忰乾三十九歳
大工庄五郎、女房
留守居もなくして出逢、
こそ到りける
菓子之図、ふち字共に紅
去程に出店
時こそ至るならめ
急災を受るとも
夫妻死後に及びて
所為にして
守護八幡大武人
て、此三ケ所を先とす。
奉納物、宝経
申述がたく、
おさへらるゝといへども
助け救ひ給んとて
何鹿御仏掻奉らんとて
警護前後を打守護
しらねど紫
山吹も衣更、卯の花
雪かと疑ふを
往つ戻つ園の蝶
細音に聞ゆる鄙歌

行数
５
７
８
１５
３
１２
２１
２

８

９
１６
１７
１３
１
１２
１６
２２
１
２
３
７
１
５
８
１３
２１
３

８

４
８
１５
９
１７
６
９
８
１７
２５
５
８
８
１０
１８
１
９
１１
１７
２０
２１
５
７
１１
１６
１７
１２
２２
２
１５
１６
１６
１７
１９

頁数
１３８

１３９

１４０

１４１
１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１
１５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７

１５８
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なるべきかな
恐あり也有明の、月もくまなく初霜を
雪見にころぶまで
繁花にあるらめと、
心配格外薄し、
斯ばかりとは
思ふべき、
誰ありてか夜中の
所せましと市町に
正銘正法、
輿を三礼し、
尚更に所謂る薄
煙りうづを巻て
細道づたひに、はせ越
家財取出し囲となし、
潰れ家の下あり気力を痛め
見聞する事を後篇までに
記せしは他
おそろしな
とて、かたは
らに重ね
包を抱ひ、
変起逃去
いかなる事になるらめと、
小児を抱ひ、
喰事をしまへ、
かたしと一身の
生滅のあちきなく
待ちわびて、
苦痛せざるものなし、その苦痛さこそと
爰におなじさとに住める
雲起る事一ツ一ツ身にこたふる事常に変れり、
命を失ひし幾群の亡霊
海より深き
がいたす所ならん、其迷ふもまた
これによりてかの
事もやと思ふも
早く行ふ
功徳格外なり
思ふほどに、
小屋は素よりせまければ、
香花を備ひ、
出迎ひけ
粗菓子を進め参
品を携ひ来
乞ける、○是等の
中ばに至る頃まで
時にして
快晴となりたるにもあらん
圧死のかばねを
後雑風景の噺に
仏法衰ひたりという
悉取揃ひてぞ
可察、
鎌を携ひたるは、
がふころほも、庭を
多からんかし、
善光寺を中はに取らば
発せざるか、
悩むを既に半月、
比類なき洪流にして、凄次幾害をなす事言舌に絶たり、その渡し船
恐ろしげたとへん
爰に於きていかなる
文苑玉露と云書に
笑は地獄に
水の止まる事
水のたゝひたる所に

なるべきかなや
恐あり由有明の、月も何鹿初霜を
雪見にころぶ今日までも
繁花もしたりなんと、
心配格別薄し、
斯と
社思ふべし、
誰ありて此夜中の
所せましと市中に
正明正法、
輿安置を三礼し、
尚更に謂る薄
煙りうずを巻て
細道づたひ、はせ越
家財取出し囲をなし、
潰れ家の下なり気力を痛め
見聞するする事を後篇までに
記せしは亦他
おそろし
とて、かたほ
うに重ね
包を抱え、
変起 逃去
いかなる事になるらんと、
小児を抱へ、
喰事をしまひ、
かたしといへども、一身の
生滅のあじきなく
待ちわびても、
苦痛せざるものなきこと、無常さこそと
爰におなじむらに住める
雲起る事一トツとして覚ゆる事常に変れり、
命を失ひし□群の亡霊
海より深□
□□□□□□□迷ふもまた
幸ひなるかな、
事もやと思ひしも
をや、早く行ふ
功徳極外なり
思ふほどにぞ、
小屋は勿論せまければ、
香花を備へ、
出迎へけ
粗菓子を進参
品を携へ来
乞ける、是等の
中ばに至りし頃まで
時候にして
快晴となりたる事もあらん
圧死の数を
後の噺に
仏法衰へたりという
悉取揃へてぞ
可察、若また灰ともなるにおいてをや、
鎌を携へたるは、
がふころほひ、庭を
多からんよし、
善光寺を中に取らば
発せざるもあるべし、
悩むこと既に半月、
比類なき流にして、その渡し船
恐ろしさたとへん
爰に於いていかなる
文苑玉露とゆう書に
笑けるは地獄に
水の止むる事
水のたゝへたる所に

１
３
１０
１１
７
１３
１４
８
１０
８
２０
２２
５
７
９
１０
２０
２１
３
１１
１２
１８
２４
１３
１７
１
１２
４
８
１１
１３
１８
１９
１９
２０
２０
２２
３
３
６
８
９
９
１１
１２
１４
１６
２１
２１
１
５
６
２２
２３
２
４
７
１３
１７
１８
３
７
１３
７
１９
３
２０

１５９

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５
１６６

１６９

１７０

１７１

１７２

１７３

１７４
１７５
１７６

１８８

１８９

１９０

１９４
１９５
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松
代
藩
の
品
川
第
六
台
場
警
衛

―

概
要
と
御
留
守
居
役
の
役
割

―

溝

辺

い

ず

み

は
じ
め
に

国
文
学
研
究
資
料
館
と
真
田
宝
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
真
田
家
文
書
に
は
、
品
川

台
場
警
衛
の
関
連
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
（
以
下
、「
真
田
家
台
場
警
衛
関
連
史
料
」

と
表
記
）。

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
三
日
、
浦
賀
沖
に
ア
メ
リ
カ
東
イ
ン
ド
艦
隊
司
令
長

官
ペ
リ
ー
が
率
い
る
黒
船
四
隻
が
来
航
し
た
。
蒸
気
船
軍
艦
二
隻
を
含
む
黒
船
の
来
航

は
、
兼
ね
て
よ
り
論
議
さ
れ
て
き
た
日
本
の
海
防
政
策
の
軟
弱
さ
を
露
呈
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ペ
リ
ー
の
目
的
は
日
本
の
開
国
で
あ
り
、
久
里
浜
に
て
幕
府
役
人
へ
ア
メ
リ

カ
大
統
領
の
親
書
を
渡
す
と
、
幕
府
の
返
答
を
求
め
て
翌
嘉
永
七
年
春
に
再
来
航
す
る

こ
と
を
約
束
し
退
帆
し
た
。
そ
の
後
幕
府
は
江
戸
湾
の
防
備
を
強
化
す
る
た
め
、
伊
豆

韮
山
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
（
英
龍
と
も
、
以
下
英
龍
と
す
る
）
の
指
揮
の
下
、
品
川

沖
に
台
場
（
以
下
、
品
川
台
場
と
表
記
）
を
築
造
し
、
諸
藩
に
警
衛
に
当
た
ら
せ
た
。

五
基
作
ら
れ
た
台
場
の
う
ち
、
第
六
台
場
の
警
衛
が
松
代
藩
へ
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
真

田
家
台
場
警
衛
関
連
史
料
は
そ
の
と
き
の
記
録
が
残
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

品
川
台
場
に
関
し
て
は
、
軍
事
史
的
な
観
点
か
ら
は
原
剛
氏
が
『
幕
末
海
防
史
の
研

究
（
１
）
』
に
て
、
建
築
史
的
な
観
点
か
ら
は
佐
藤
正
夫
氏
が
『
品
川
台
場
史
考
（
２
）
』
に
て
取
り

上
げ
て
い
る
。
ま
た
、
警
衛
大
名
の
観
点
か
ら
各
台
場
に
絞
っ
た
研
究
と
し
て
、
庄
内

藩
に
よ
る
警
衛
を
阿
部
正
巳
氏
が
（
３
）

、
鳥
取
藩
に
よ
る
警
衛
を
冨
川
武
史
氏
（
４
）

が
取
り
上
げ

て
い
る
。
松
代
藩
に
よ
る
第
六
台
場
警
衛
の
一
端
に
つ
い
て
は
、
針
谷
武
志
氏
が
品
川

歴
史
館
所
蔵
史
料
「
異
国
船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
」
を
も
と
に
し
た
研
究
が
あ
る

が
（
５
）
、
真
田
家
台
場
警
衛
関
連
史
料
の
検
証
は
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
一

章
で
松
代
藩
の
第
六
台
場
警
衛
の
概
要
を
述
べ
、
二
章
で
松
代
藩
御
留
守
居
役
が
記
し

た
真
田
家
台
場
警
衛
関
連
史
料
を
も
と
に
、
台
場
警
衛
の
際
に
松
代
藩
の
御
留
守
居
役

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
見
て
い
き
た
い
。

一

台
場
警
衛
の
概
要

（
一
）
品
川
台
場
と
は

ペ
リ
ー
来
航
に
あ
た
り
、
松
代
藩
が
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
た
勤
役
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
て
お
き
た
い
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
三
日
に
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
現
れ
た

後
、
松
代
藩
で
は
藩
士
佐
久
間
象
山
（
一
八
一
一
‐
一
八
六
四
）
の
建
議
に
よ
り
、
内

海
要
衝
の
地
で
あ
る
御
殿
山
の
警
衛
を
速
や
か
に
願
い
出
て
い
る
が
、
十
二
日
に
は
黒

船
が
退
帆
し
た
た
め
、
実
現
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
。
翌
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
正

月
十
四
日
に
ペ
リ
ー
が
幕
府
の
返
答
を
求
め
て
再
来
航
す
る
。
幕
府
は
応
接
場
を
横
浜

に
設
け
、
二
月
十
日
に
ペ
リ
ー
一
行
を
招
い
て
饗
応
し
た
。
こ
の
時
に
幕
府
は
小
倉
藩

と
松
代
藩
へ
応
接
場
の
警
備
を
命
じ
、
松
代
藩
は
藩
兵
約
百
五
十
人
と
新
式
武
具
を
用

い
て
警
備
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
月
か
ら
元
治
元
年
（
一
八

六
四
）
に
か
け
て
本
牧
（
現
・
横
浜
市
）
の
警
衛
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
中
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で
、
嘉
永
七
年
十
一
月
か
ら
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
三
月
ま
で
の
間
に
品
川
第
六
台

場
の
警
衛
が
松
代
藩
へ
度
々
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

品
川
台
場
は
、
嘉
永
六
年
三
月
の
ペ
リ
ー
来
航
後
、
江
戸
湾
防
備
の
強
化
の
た
め
、

伊
豆
韮
山
代
官
江
川
英
龍
（
一
八
〇
一
‐
一
八
五
五
）
の
指
揮
の
下
築
造
す
る
こ
と
が

決
め
ら
れ
た
。
品
川
台
場
は
当
初
十
一
基
を
予
定
し
て
お
り
、
第
一
か
ら
第
三
台
場
は

嘉
永
六
年
八
月
に
着
工
し
、
翌
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）
四
月
に
は
竣
工
し
た
。
工
事

は
昼
夜
兼
業
で
行
わ
れ
、
嘉
永
六
年
十
一
月
十
四
日
に
は
担
当
藩
へ
警
衛
命
令
が
出
さ

れ
て
い
る
（
６
）
。
第
一
台
場
は
川
越
藩
が
、
第
二
台
場
に
は
会
津
藩
が
、
第
三
台
場
に
は
忍

藩
が
警
衛
に
あ
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
様
子
は
浮
世
絵
や
御
固
図
な
ど
に
も
描
か

れ
て
い
る
（
図
１
参
照
）。
嘉
永
七
年
一
月
に
は
第
五
台
場
と
第
六
台
場
に
着
工
し
、

同
年
十
一
月
十
六
日
に
は
第
五
台
場
は
庄
内
藩
、
第
六
台
場
は
松
代
藩
に
警
衛
命
令
が

出
さ
れ
た
（
７
）
。
第
四
台
場
と
第
七
台
場
は
経
費
不
足
の
た
め
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に

築
造
が
中
止
さ
れ
、
第
八
台
場
以
下
に
お
い
て
は
未
着
工
に
終
わ
っ
た
。
現
在
は
、
東

京
湾
開
発
の
埋
め
立
て
な
ど
に
よ
り
第
三
台
場
と
第
六
台
場
が
そ
の
姿
を
残
し
て
い
る

の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
台
場
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
、
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
保
存
法
に
よ
り
正
式
に
史
跡
指
定
を
受
け
た
。
第
三
台
場
は
国
営
公
園
と

し
て
開
放
さ
れ
内
部
の
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
第
六
台
場
に
至
っ
て
は
立
ち

入
る
こ
と
は
出
来
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
写
真
１
参
照
）

品
川
台
場
に
は
江
川
英
龍
の
指
導
の
下
、
西
洋
砲
術
で
あ
る
高
嶋
流
を
も
と
に
西
洋

流
の
大
砲
や
船
が
配
備
さ
れ
た
。
松
代
藩
で
は
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
に
佐
久
間

象
山
を
は
じ
め
と
す
る
松
代
藩
士
数
人
が
江
川
英
龍
の
も
と
へ
入
門
し
、
す
で
に
高
嶋

流
砲
術
を
学
ん
で
い
た
。
こ
れ
は
八
代
藩
主
真
田
幸
貫
が
西
洋
砲
術
へ
の
造
詣
が
深

く
、
松
代
藩
へ
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
と
考
え
ら
え
る
。

実
際
、
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
真
田
家
文
書
に
高
嶋
流
砲
術
関
係
の
も
の
が
い
く
つ
か
伝

来
し
て
い
る
。

（
二
）
松
代
藩
が
担
当
し
た
期
間

品
川
台
場
警
衛
藩
の
変
遷
は
多
く
な
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
原
剛
氏
に

よ
っ
て
表
が
作
成
さ
れ
て
い
る
（
８
）
。
原
氏
作
成
の
表
は
『
幕
末
御
触
書
集
成
』
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
発
令
日
が
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
実
際
の
引
渡
し
の
期
日
と
は
違
い
が
あ

る
。
今
回
の
調
査
で
わ
か
り
得
た
、
松
代
藩
が
勤
め
た
第
六
台
場
警
衛
の
変
遷
の
詳
細

を
原
氏
の
表
に
交
え
て
作
成
し
た
も
の
が
表
一
で
あ
る
。
松
代
藩
は
幕
府
よ
り
、
第
六

台
場
竣
工
後
、
嘉
永
七
年
十
一
月
十
六
日
に
第
六
台
場
警
衛
を
命
じ
ら
れ
る
（
９
）
。
こ
の
時

の
様
子
に
つ
い
て
、
品
川
歴
史
館
所
蔵
史
料
「
異
国
船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
」
に

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
嘉
永
七
年
）

同
年
十
二
月
五
日
安
政
与
改
元
被

仰
出
候

同
月
廿
三
日
兼
而
御
預
被
蒙

仰
候
六
之
御
台
場
御
引
渡
ニ
付

無
滞
御
請
取
相
渡
申
候

私
ニ
日

右
御
場
所
御
普
請
も
有
之
御
鉄
炮
不
揃
ニ
付
仮
御
渡
と

図１ 海陸御固御場所附

（図左側に３基の台場が描かれている）

写真１ 現在の品川第六台場
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品川台場警衛の変遷

御殿山下台場

１１／１６
鳥取藩
警衛拝命

６／２１
幕府へ引渡

４／３
徳島藩
警衛拝命

８／２７
水戸藩
警衛拝命
１２／４
中津藩
警衛拝命

８／２８
山形藩
警衛拝命

「松代藩警備第六台場関連史料『異国船渡来・第六台場一件留』について」針谷武志（『品川歴史館紀要』第１６号 ２００１年）
原剛『幕末海防史の研究―全国的に見た日本の海防体勢―』名著出版 １９８８年
「異国船為防御内海御警衛被蒙仰候一件 附六之御台場御預一件」真田宝物館所蔵真田家文書２４－１－３７
「万延二年 内海御警衛一件」真田宝物館所蔵真田家文書２４－１－３８
「慶応四年 内海御警衛一件」国文学研究資料館所蔵真田家文書あ７９３をもとに作成

第７台場

４／１３
工事見送り

着工

築造中止

第６台場

１０／１０～
松代藩
真田幸教
横浜本牧警
衛拝命

７月～９月
松代藩
真田幸教京
都・大坂警
衛

４月～９月
松代藩
真田幸民
京都警衛

３月～
松代藩
戊辰戦争に
新政府軍と
して参戦

１１／１６
松代藩
真田幸教警
衛拝命
１２／２３
現場引渡

１０／１０
福井藩
警衛拝命

１／６
現場引渡

５／１６
松代藩
真田幸教
警衛拝命

２／１６
高崎藩
警衛拝命

８／５
白河藩
警衛拝命
１１／２２
松代藩
真田幸民
警衛拝命

１／６
津山藩
警衛拝命
３／１
現場引渡

第５台場

１１／１６
鶴岡藩

（庄内藩）
警衛拝命

９／２７
小倉藩
警衛拝命

８／１５
松江藩
警衛拝命

８／１７
川越藩
警衛拝命

３／１３
佐倉藩
警衛拝命

第４台場

４／１３
工事見送り

着工

築造中止

第３台場
１１／１４
忍藩
警衛拝命

８／２８
高崎藩
警衛拝命

６／１１
宇和島藩
警衛拝命

１／６
高崎藩
警衛拝命

第２台場
１１／１４
会津藩
警衛拝命

９／２７
姫路藩
警衛拝命

１０／１０
福井藩
警衛拝命

８／１７
川越藩
警衛拝命

３／１３
二本松藩
警衛拝命
５／２４
姫路藩
警衛拝命

第１台場
１１／１４
川越藩
警衛拝命

１０／２１
広島藩
警衛拝命

３／１５
忍藩
警衛拝命

嘉永６年

安政元年

安政２年
安政３年
安政４年

安政５年

安政６年

万延元年

文久元年

文久２年

文久３年

元冶元年

慶應元年

慶應２年

慶應３年

明治元年
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申
も
の
ニ
御
座
候

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
嘉
永
七
年
十
一
月
十
六
日
に
第
六
台
場
の
引
渡
し
は
申
し
渡
さ

れ
て
い
た
が
、
実
際
に
現
場
を
引
き
渡
さ
れ
た
の
は
嘉
永
七
年
十
二
月
二
十
三
日
で
あ

り
、
さ
ら
に
普
請
の
や
り
残
し
が
あ
っ
た
た
め
「
仮
渡
し
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
（
１０
）
。
文
久
元
年
十
月
十
日
に
は
、
幕
府
海
防
御
掛
よ
り
松
代
藩
に
神
奈
川
・
横
浜

の
警
衛
が
発
令
さ
れ
、
同
時
に
第
六
台
場
警
衛
が
御
免
と
な
る
。
第
六
台
場
は
福
井
藩

へ
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
附
属
陣
屋
の
引
き
渡
し
手
続
き
が
長
引
き
、
実
際

に
引
渡
し
が
済
む
の
は
翌
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
六
日
で
あ
っ
た
（
１１
）
。

元
治
元
年
五
月
十
六
日
に
二
度
目
の
第
六
台
場
警
衛
が
命
じ
ら
れ
る
（
１２
）
。
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
二
月
十
六
日
に
は
御
免
と
な
り
、
高
崎
藩
に
警
衛
が
命
じ
ら
れ
る
（
１３
）

。
真

田
家
に
は
こ
の
期
間
の
詳
細
を
示
す
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
実
際
の
引
渡
し

時
期
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
後
、
第
六
台
場
警
衛
は
慶
応
二
年
八
月
五
日
に
高
崎
藩
か
ら
白
川
藩
へ
警
衛
藩

が
変
更
さ
れ
、
翌
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
一
月
二
十
二
日
に
は
松
代
藩
へ
三
度
目

の
第
六
台
場
警
衛
が
命
じ
ら
れ
た
。
実
際
に
白
川
藩
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
時
期
に
つ
い

て
は
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
慶
応
四
年
正
月
二
十
日
に

は
御
免
と
な
り
、
代
わ
り
に
警
衛
を
命
じ
ら
れ
た
津
山
藩
へ
第
六
台
場
を
引
き
渡
す
こ

と
と
な
る
（
１４
）
。
し
か
し
、
津
山
藩
は
台
場
詰
め
藩
士
の
人
員
確
保
が
間
に
合
っ
て
お
ら

ず
、
国
元
で
人
員
を
募
る
こ
と
と
な
っ
た
。
幕
府
は
そ
の
間
松
代
藩
へ
第
六
台
場
警
衛

の
延
期
を
申
し
付
け
て
お
り
、
実
際
に
津
山
藩
へ
引
き
渡
し
た
の
は
三
月
一
日
で
あ
っ

た
（
１５
）
。以

上
見
て
き
た
よ
う
に
、
第
六
台
場
は
松
代
藩
に
よ
っ
て
継
続
的
に
警
衛
が
行
わ
れ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
藩
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
り
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は

表
一
を
見
て
わ
か
る
よ
う
に
、
他
の
台
場
で
も
同
様
で
あ
る
（
１６
）
。
松
代
藩
は
三
度
に
渡
っ

て
第
六
台
場
の
警
衛
を
勤
め
て
お
り
、
川
越
藩
・
忍
藩
に
次
い
で
長
い
期
間
品
川
台
場

の
警
衛
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
三
）
第
六
台
場
の
設
備
と
警
衛
人
数

先
に
述
べ
た
と
お
り
、
軍
事
史
的
な
観
点
か
ら
は
原
剛
氏
が
、
建
築
史
的
な
観
点
か

ら
は
佐
藤
正
夫
氏
が
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
第
六
台
場
の
設
備
に
つ
い
て

は
参
考
ま
で
に
紹
介
す
る
。
第
六
台
場
に
は
番
士
の
休
息
所
一
か
所
・
火
薬
蔵
二
か

図２ 松代藩依田家文書「六番御台場

見取図」国文学研究資料館所蔵

図３ 「異国船渡来・第六台場一件留」

品川歴史館所蔵
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所
・
玉
薬
置
所
十
二
か
所
・
雪
隠
二
か
所
・
井
戸
・
柵
門
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

松
代
藩
依
田
家
文
書
「
六
番
御
台
場
見
取
図
（
１７
）

」
は
第
六
台
場
の
見
取
り
図
で
あ
り
、
年

代
が
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、
設
備
の
位
置
が
明
確
に
わ
か
る
（
図
２
参
照
）。
ま

た
、
年
代
が
判
明
す
る
第
六
台
場
の
見
取
り
図
と
し
て
品
川
歴
史
館
所
蔵
史
料
「
異
国

船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
」
に
付
随
す
る
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
第
六
台
場

見
取
り
図
が
あ
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
見
取
図
だ
け
で
は
な
く
第
六
台
場
を
立
体
的
に

描
い
た
鳥
瞰
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
休
息
所
・
火
薬
蔵
の
絵
図
も
色
彩
図
で

詳
細
に
描
か
れ
て
お
り
、
休
息
所
や
火
薬
蔵
の
屋
根
に
ま
で
芝
生
が
敷
か
れ
て
い
た
こ

と
、
休
息
所
に
は
真
田
家
の
家
紋
で
あ
る
六
連
銭
が
配
さ
れ
た
陣
幕
が
掛
け
ら
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
な
ど
、
第
六
台
場
内
部
の
詳
細
が
う
か
が
え
る
（
図
３
参
照
）。

第
六
台
場
に
詰
め
て
い
た
藩
士
の
人
数
に
つ
い
て
次
に
見
て
い
き
た
い
。
表
二
は
、

第
六
台
場
に
詰
め
た
松
代
藩
士
の
人
数
と
役
職
を
三
つ
の
年
代
別
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。
安
政
元
年
十
二
月
二
十
三
日
の
仮
渡
し
の
時
点
で
第
六
台
場
に
詰
め
た
人
数
は

二
十
三
名
で
あ
っ
た
（
１８
）
。
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
浜
御
殿
の
警
衛
を
勤
め
て
い
た
高

松
藩
御
留
守
居
役
か
ら
、「
浜
御
殿
警
衛
の
交
代
勤
番
人
数
を
幕
府
へ
差
出
さ
な
く
て

は
い
け
な
い
の
で
、
第
六
台
場
に
詰
め
て
い
る
勤
番
人
数
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
問
合

せ
が
来
て
い
る
。
こ
の
問
合
せ
に
松
代
藩
が
答
え
た
史
料
（
１９
）
に
は
、「
一
・
二
・
三
番
台

場
警
衛
藩
と
、
同
規
模
の
台
場
で
あ
る
五
番
台
場
に
問
合
せ
、
六
番
台
場
詰
め
人
数
を

定
め
て
報
告
す
る
よ
う
幕
府
か
ら
命
じ
ら
れ
、
松
代
藩
が
幕
府
に
報
告
し
た
人
数
は
二

十
九
人
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
高
松
藩
御
留
守
居
役
か
ら
問
合
せ
が

来
た
安
政
四
年
頃
に
、
第
六
台
場
に
詰
め
て
い
た
松
代
藩
士
の
人
数
は
二
十
九
人
で

あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
後
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
六
月
に
松
代
藩
内
で
新

た
に
命
じ
ら
れ
た
台
場
詰
め
人
数
も
二
十
九
名
で
あ
っ
た
（
２０
）
こ
と
か
ら
、
安
政
四
年
以
降

の
第
六
台
場
に
詰
め
た
人
数
は
、
お
お
よ
そ
二
十
九
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

台
場
の
警
衛
は
、
一
昼
夜
交
代
制
で
行
わ
れ
て
い
た
（
２１
）

。
非
番
の
藩
士
た
ち
は
第
六
台

場
の
附
属
陣
屋
に
て
待
機
し
て
お
り
、
松
代
藩
に
あ
っ
て
は
、
安
政
二
年
の
時
点
で
付

属
陣
屋
に
待
機
し
て
い
た
人
数
は
一
五
〇
人
で
あ
っ
た
（
２２
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
台
場
に
附
属
の

陣
屋
が
設
け
ら
れ
、
松
代
藩
は
安
政
三
年
三
月
か
ら
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
頃
ま

で
、
本
芝
一
丁
目
間
部
下
総
守
（
鯖
江
藩
七
代
藩
主
間
部
詮
勝

一
八
〇
四
―
一
八
八

四
）
の
下
屋
敷
を
、
ま
た
元
冶
元
年
五
月
に
は
、
本
芝
一
丁
目
丹
羽
左
京
大
夫
（
二
本

松
藩
十
一
代
藩
主
丹
羽
長
裕

一
八
五
九
―
一
八
八
六
）
の
屋
敷
を
御
台
場
付
陣
屋
と

し
て
下
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
２３
）
。
慶
應
三
年
（
一
八
六
七
）
か
ら
の
第
六
台
場
警

衛
の
際
に
は
、
十
一
月
に
本
芝
一
丁
目
間
部
下
総
守
の
下
屋
敷
を
再
び
御
台
場
付
陣
屋

と
し
て
下
さ
れ
て
い
る
（
２４
）

。

表２ 第六台場警衛人数

万延元年

２

１

８

１

１

２

１

１

１２

２９

真田宝物館所蔵真田家

文書２４－１－３７「異国

船為防御内海御警衛被

蒙仰候一件 附六之御

台場御預一件」

安政４年

２

１

８

１

１

２

１

１

１２

２９

真田宝物館所蔵真田家

文書３０－２２－９「内海

御警衛被仰付候砌」

安政元年

２

１

３

１

２

２

１

５

６

２３

品川歴史資料館所蔵史

料「異国船渡来・第六

台場一件留」

物頭

目付

番士

医師

徒士目付

徒士

船方

賄役

下目付

足軽

中間

合計

参考資料
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二

第
六
台
場
警
衛
に
お
け
る
御
留
守
居
役
の
役
割

（
一
）
御
留
守
居
役
の
記
録

松
代
藩
真
田
家
伝
来
の
真
田
家
文
書
は
、
現
在
国
文
学
研
究
資
料
館
と
真
田
宝
物
館

の
二
か
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
双
方
の
真
田
家
文
書
に
は
、
真
田
家
の
海
防
に
関
す

る
史
料
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
に
品
川
台
場
警
衛
に
関
す
る
史
料
が
あ
る
。

国
文
学
研
究
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
台
場
警
衛
関
連
史
料
は
、
人
件
費
や
入
料

に
関
し
て
な
ど
、
松
代
藩
の
御
勘
定
吟
味
役
の
も
と
で
作
成
さ
れ
た
史
料
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、
真
田
宝
物
館
の
台
場
警
衛
関
連
史
料
は
、
御
留
守
居
役
に
よ
り

作
成
さ
れ
た
史
料
が
中
心
に
残
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
台
場
警
衛

史
料
を
も
と
に
松
代
藩
の
第
六
台
場
警
衛
に
つ
い
て
調
査
す
る
場
合
、
御
留
守
居
役
の

目
線
で
調
査
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
二
章
で
は
、
松
代
藩
が
第
六
台
場
警
衛
を

勤
め
る
上
で
御
留
守
居
役
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
見
て
い
き
た

い
。こ

こ
で
、
御
留
守
居
役
に
つ
い
て
概
略
を
少
し
述
べ
た
い
。
一
般
的
に
大
名
家
の
御

留
守
居
役
は
、
藩
に
お
い
て
中
堅
ク
ラ
ス
を
構
成
し
、
知
行
高
に
し
て
二
百
〜
三
百
石

あ
た
り
の
物
頭
・
平
士
と
い
っ
た
階
層
の
藩
士
か
ら
選
任
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ

た
（
２５
）

。
で
は
、
松
代
藩
に
あ
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
階
層
の
藩
士
が
選
任
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
松
代
藩
御
留
守
居
役
の
一
例
を
ま
と
め
た
も
の
が
表
三
で
あ
る
。
御
留
守
居
役

を
勤
め
た
石
川
新
八
（
良
久
）
や
そ
の
息
子
は
二
百
四
十
石
高
、
北
沢
幟
之
助
は
三
百

石
高
で
い
ず
れ
も
物
頭
格
で
あ
り
、
身
分
相
当
の
役
職
で
あ
る
。
そ
れ
比
べ
小
松
文
治

（
百
石
高
）・
座
間
百
人
（
百
四
十
石
高
）・
津
田
転
（
百
四
十
石
高
）・
玉
川
一
学
（
百

四
十
五
石
高
）
ら
は
い
ず
れ
も
二
百
石
に
満
た
な
い
知
行
高
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
御

留
守
居
役
に
拝
命
さ
れ
る
際
に
「
御
役
料
」
と
し
て
知
行
高
が
お
お
よ
そ
二
百
石
に
な

る
よ
う
に
加
増
さ
れ
、
知
行
高
の
上
で
は
物
頭
格
の
身
分
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
松
代
藩
で
は
、
御
留
守
居
役
は
知
行
高
二
百
石
以
上
の
藩
士

が
選
任
さ
れ
、
二
百
石
に
満
た
な
い
知
行
高
の
藩
士
が
選
任
さ
れ
る
場
合
に
は
お
お
よ

そ
二
百
石
に
な
る
よ
う
御
役
料
が
与
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
笠
谷
氏

は
「
こ
の
役
職
（
大
名
家
の
御
留
守
居
役
）
の
相
当
身
分
が
物
頭
で
あ
る
よ
う
な
大
名

家
の
場
合
、
一
般
の
平
士
身
分
の
家
臣
が
勤
務
良
好
の
ゆ
え
を
も
っ
て
江
戸
御
留
守
居

役
に
抜
擢
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
彼
の
身
分
を
平
士
か
ら
物
頭
へ
昇
格
さ
せ
、

そ
の
う
え
で
江
戸
留
守
居
役
に
任
命
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
２６
）

。
今
回
明
ら
か
に
し
た
松
代
藩
の
事
例
も
笠
谷
氏
の
論
述
と

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
御
留
守
居
役
の
職
掌
は
、
幕
命
・
幕
府
法
令
の
受
容

と
伝
達
、
各
種
上
申
文
書
の
管
掌
や
そ
れ
に
あ
た
る
先
例
の
調
査
、
藩
主
登
城
の
随

表３ 松代藩の御留守居役（部分）

御留守居役御役料

不明

なし

御役料９０石

御役料８３石

なし

不明

御役料８８石

御役料６０石

御役料７４石

なし

※国立史料館編『史料館所蔵史料目録 第３７集』「真田家役人略譜」／『真田
家家中明細書』より作成

石高

不明

２４０石

１００石

１４０石

２４０石

１４０石

１１０石

１４０石

１４５石

３００石

名前

鈴木弥左衛門

石川新八（良久）

小松文治

座間百人

石川新八（良久の子）

津田転（成隣）

藤田繁之丞

津田転（成隣）

玉川一学

北沢幟之助

拝命年月日

享和元年６月６日拝命

文化１０年１２月２１日拝命

文政元年１０月６日拝命

文政３年１１月１日拝命

天保５年７月９日拝命

天保８年３月１８日拝命

天保１５年５月１３日拝命

弘化元年５月１３日拝命

安政３年８月２日拝命

慶応元年２月１０日拝命
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行
、
殿
中
で
の
留
守
居
役
、
幕
府
奉
行
所
と
の
折
衝
、
諸
問
題
の
折
衝
役
、
そ
し
て
藩

主
待
臣
と
し
て
他
家
と
の
交
際
と
情
報
収
集
な
ど
、
多
伎
に
わ
た
る
役
割
を
担
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
な
か
で
も
、
藩
主
待
臣
と
し
て
他
家
と
の
交
際
と
情
報
収
集

が
そ
の
役
割
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
近
世
の
外
交
官
と
も
比
喩
さ
れ
、
い
わ
ば

藩
の
顔
的
存
在
で
あ
っ
た
（
２７
）
。
真
田
宝
物
館
に
は
「
御
両
敬
御
留
守
居
名
前
帳
（
２８
）
」「
諸
家

御
留
守
居
名
前
帳
（
２９
）
」
な
ど
、
真
田
家
が
両
敬
（
武
家
の
交
際
で
相
互
の
訪
問
や
書
状
の

書
法
な
ど
に
双
方
同
等
の
敬
称
を
用
い
る
こ
と
（
３０
）
）
を
結
ぶ
大
名
家
の
御
留
守
居
役
や
、

諸
大
名
の
御
留
守
居
役
の
名
が
記
さ
れ
た
帳
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
諸
家
の
御
留
守
居

役
が
替
わ
る
度
に
名
前
の
札
を
張
り
替
え
て
い
る
こ
と
が
伺
え
、
真
田
家
に
と
っ
て
も

御
留
守
居
役
同
士
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

本
題
に
戻
り
、
今
回
使
用
し
た
史
料
の
考
察
を
述
べ
た
い
。
使
用
し
た
史
料
は
真
田

宝
物
館
所
蔵
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
（
３１
）
」
で
あ
る
。
形
態
は
、
半
紙
二
つ
折
り

の
袋
綴
り
で
百
十
六
頁
か
ら
な
っ
て
お
り
、
筆
跡
は
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
表
紙
に
は

「
万
延
二
酉
年

内
海
御
警
衛
一
件

正
月
ヨ
リ

御
留
守
居
方
」
と
あ
り
、
万
延
二

年
正
月
か
ら
十
二
月
ま
で
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
第
六
台
場
警
衛
に
際
し
て
、
廻
状

形
式
で
布
達
さ
れ
た
幕
令
の
記
録
や
他
台
場
警
衛
藩
御
留
守
居
役
か
ら
の
廻
状
が
書
き

写
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
御
留
守
居
役
の
職
掌
の
一
つ
で
あ
る
、「
幕
命
・
幕
府
法
令

の
受
容
と
伝
達
、
各
種
上
申
文
書
の
管
掌
や
そ
れ
に
あ
た
る
先
例
の
調
査
」
の
一
環
と

し
て
、
品
川
台
場
警
衛
と
い
う
特
異
な
事
例
を
記
録
と
し
て
残
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
真
田
宝
物
館
に
は
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
の
他
に
同
様
の
史
料
は
残

さ
れ
て
い
な
い
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
に
慶
応
四
年
に
作
成
さ
れ
た
同
史
料
「
慶
応

四
年

内
海
御
警
衛
一
件
（
３２
）
」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
第
六
台
場
警
衛
を
勤
め
て

い
る
期
間
は
年
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
表
三
の
通
り
、
弘

化
元
年
五
月
十
三
日
よ
り
津
田
転
が
、
安
政
三
年
八
月
二
日
よ
り
玉
川
一
学
が
御
留
守

居
役
を
勤
め
て
い
る
た
め
、「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
は
こ
の
二
人
の
御
留

守
居
役
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
二
）
品
川
台
場
警
衛
藩
の
留
守
居
組
合

品
川
台
場
警
衛
諸
藩
の
間
で
は
連
携
が
取
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
諸
藩
の
御
留
守
居

役
同
士
で
廻
状
を
も
っ
て
や
り
取
り
さ
れ
て
い
た
。「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一

件
」
か
ら
、
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
の
御
留
守
居
役
同
士
で
や
り
と
り
さ
れ
た
廻
状
記
録

の
例
を
あ
げ
る
。

正
月
廿
七
日

一
御
年
番
川
越
様
衆
よ
り
左
之
通
打
合
廻
状
到
来

…
Ａ

以
廻
状
致
啓
上
候
各
々
様
弥
御
安
泰
被
成

御
勤
仕
珍
重
奉
存
然
者
御
預
内
海

御
台
場
御
据
附
御
筒
実
玉
空
砲
打
掛

…
…
…
…
…
…
�

之
儀
当
二
月
定
月
ニ
御
座
候
間
御
差
支
も

無
御
座
候
ハ
々
打
掛
仕
度
奉
存
候
是
又
右

打
掛
之
儀
是
迄
一
日
ニ
打
掛
申
候
処
此
度
其

肥
前
回
り
御
筒
を
茂
打
掛
仕
度
依
而
者
両
日

稽
古
仕
度
旨
其
筋
よ
り
申
出
候

御
一
統
様
ニ
者
如
何
可
有
御
座
候
右
御
相
請

…
�

申
上
候
別
段
御
存
異
も
無
御
座
候
ハ
々
来
月

七
日
八
日
右
両
日
打
掛
申
度
若
雨
天

風
烈
等
之
節
者
替
日
十
日
十
一
日
ニ
仕
度

奉
存
候
間
無
御
腹
臓
被
仰
合
可
被
下
候

此
段
御
打
合
為
心
得
尊
意
如
何
御
座
候

以
上

正
月
廿
七
日

原
弥
五
八

…
�

小
笠
原
源
次
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片
山
造
酒
様

廣
岡
多
門
様

木
戸

環
様

牧
野
縞
之
丞
様

伊
藤
作
之
左
衛
門
様

神
戸
四
方
之
助
様

庄
野
慈
又
左
衛
門

…
…
�

福
嶋
杢
左
衛
門

勝
野
兵
馬
様

二
木
兼
助
様

津
田

転
様

玉
川
一
学
様

猶
以
本
文
御
届
日
限
之
義
御
腹
臓
も

無
御
座
候
ハ
バ
来
ル
二
日
三
日
両
日
之
内
御
掛
り
江

御
届
書
差
出
可
申
旨
奉
存
候
是
又
御
打
合

い
た
し
候

（
※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

「
以
廻
状
致
啓
上
候
」
か
ら
、「
以
上
」
ま
で
が
廻
状
に
書
か
れ
て
い
た
内
容
で
あ
る
。

�
は
本
題
の
部
分
で
あ
り
、
品
川
台
場
据
附
の
大
砲
の
試
し
打
ち
に
つ
い
て
、「
当
二

月
が
定
月
で
あ
り
、
差
し
支
え
も
な
い
の
で
七
日
八
日
に
実
行
し
た
い
」「
七
日
八
日

が
雨
天
風
烈
な
ど
の
際
に
は
替
日
と
し
て
十
日
十
一
日
に
行
う
」
と
い
う
打
合
せ
内
容

で
あ
る
。
�
の
「
御
一
統
様
」
と
は
品
川
警
衛
諸
藩
の
御
留
守
居
役
に
あ
た
り
、
年
番

川
越
藩
御
留
守
居
役
か
ら
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
御
留
守
居
役
へ
、
大
砲
試
し
打
ち
期
日

と
実
行
の
有
無
の
打
合
せ
廻
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
�
の
差
出
人
の
原
弥
五
八
・

小
笠
原
源
次
は
川
越
藩
御
留
守
居
役
、
�
に
連
名
で
記
さ
れ
た
片
山
造
酒
・
廣
岡
多
門

は
御
殿
山
台
場
警
衛
の
徳
島
藩
御
留
守
居
役
、
木
戸

環
・
牧
野
縞
之
丞
・
伊
藤
作
之

左
衛
門
は
三
番
台
場
警
衛
の
忍
藩
御
留
守
居
役
、
神
戸
四
方
之
助
・
庄
野
慈
又
左
衛

門
・
福
嶋
杢
左
衛
門
は
二
番
台
場
警
衛
の
姫
路
藩
御
留
守
居
役
、
勝
野
兵
馬
・
二
木
兼

助
は
五
番
台
場
警
衛
の
小
倉
藩
御
留
守
居
役
、
そ
し
て
津
田

転
・
玉
川
一
学
は
六
番

台
場
警
衛
の
松
代
藩
御
留
守
居
役
で
あ
る
。

こ
の
廻
状
は
、
留
守
居
組
合
内
で
出
さ
れ
る
留
守
居
廻
状
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
留
守
居
組
合
と
は
、
各
大
名
家
の
御
留
守
居
役
が
幕
府
公
認
の
も
と
構
成
し
た
組

合
で
あ
る
。
組
合
で
御
留
守
居
役
は
諸
藩
と
情
報
交
換
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
。
組
合

は
い
く
つ
か
の
種
類
に
笠
谷
氏
が
分
類
を
し
て
い
る
（
３３
）
。
藩
主
の
殿
席
の
中
で
構
成
さ
れ

る
同
席
組
合
、
国
持
大
名
一
家
と
中
小
大
名
数
家
か
ら
構
成
さ
れ
る
小
組
、
親
類
関
係

か
ら
構
成
さ
れ
る
近
親
組
合
、
江
戸
藩
邸
の
近
隣
同
士
か
ら
構
成
さ
れ
る
近
所
組
合
な

ど
に
分
類
さ
れ
る
。
組
合
で
は
月
ご
と
に
寄
合
い
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
情
報
交
換

が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
に
、
組
合
内
で
は
廻
状
と
い
う
形
で
情
報
が
組
合
内
の
諸
藩

御
留
守
居
役
へ
伝
達
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
の
留
守
居
組
合
と
は
品
川
台
場
警
衛
諸
藩

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
組
合
で
あ
る
。
笠
谷
氏
が
分
類
を
し
た
同
席
組
合
・
小

組
・
近
親
組
合
・
近
所
組
合
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
が
、
留
守
居
廻
状
を
も
っ
て
幕

令
の
伝
達
や
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
の
勤
役
を
担
う
諸
藩
の
御
留

守
居
役
で
形
成
さ
れ
た
一
つ
の
留
守
居
組
合
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

Ａ
の
、
御
年
番
川
越
衆
様
と
は
、
一
番
台
場
を
警
衛
し
て
い
る
川
越
藩
御
留
守
居
役

の
こ
と
で
あ
る
「
御
年
番
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
品
川
台
場
留
守
居
組
合
の
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年
番
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
と
同
種
類
の
史
料

で
あ
る
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
「
慶
応
四
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
に
は
次
の
よ

う
に
御
年
番
の
分
担
に
つ
い
て
、
年
末
に
到
来
し
た
廻
状
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）

（
慶
応
四
年
）

御
年
番
之
儀
当
卯
年
追
々
御
繰
合

当
時
私
方
ニ
而
年
番
相
心
得
候
間
別
紙

之
通
御
年
番
御
割
及
御
相
積
候
御
存

意
茂
御
座
候
ハ
々
無
御
腹
臓
よ
り
仰
聞

可
被
下
候
此
段
相
積
為
心
得
候
者

如
何
御
座
候
以
上

十
二
月
廿
八
日

関
口

釣
（
山
形
藩
御
留
守
居
役
）

﹇
中
略
﹈

（
別
紙
）

御
預
御
台
場

御
年
番
割

当
卯
年

手
前
方
（
山
形
藩
）

来
辰
年

佐
倉
様

巳

年

姫
路
様

午

年

松
代
様

未

年

忍

様

申

年

宇
和
島
様

酉

年

手
前
方
（
山
形
藩
）

（
※
「
慶
応
四
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

こ
れ
は
慶
応
四
年
に
年
番
を
勤
め
た
山
形
藩
御
留
守
居
役
関
口
釣
よ
り
到
来
し
た
、
次

の
年
以
降
の
年
番
割
に
つ
い
て
伺
っ
た
廻
状
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
品
川
台

場
警
衛
組
合
で
は
一
年
ご
と
に
年
番
を
勤
め
る
藩
御
留
守
居
役
が
事
前
に
定
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
年
末
に
は
確
認
の
廻
状
が
出
さ
れ
、
何
ら
か
の
や
り
取
り
の

上
、
次
の
年
番
の
藩
御
留
守
居
役
へ
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
三
）
松
代
藩
へ
の
幕
令
の
伝
達
の
流
れ
と
他
藩
と
の
連
携

品
川
台
場
警
衛
に
お
い
て
も
、
幕
府
か
ら
の
命
令
や
連
絡
の
伝
達
は
諸
藩
の
御
留
守

居
役
を
介
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。

「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
か
ら
、
幕
府
か
ら
松
代
藩
ま
で
の
命
令
伝
達
の

流
れ
を
見
て
い
き
た
い
。
表
四
は
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
に
記
さ
れ
て
い

る
、
幕
府
か
ら
の
命
令
の
伝
達
系
統
を
項
目
別
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
四
の
と

お
り
、
幕
府
役
人
か
ら
の
命
令
伝
達
は
ま
ず
年
番
の
御
留
守
居
役
へ
も
た
ら
さ
れ
、
年

番
の
御
留
守
居
役
が
留
守
居
廻
状
を
以
っ
て
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
の
御
留
守
居
役
へ
伝

達
す
る
と
い
う
流
れ
が
作
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
伺
え
る
。
次
に
そ
の
一
例
と
し

て
、
万
延
二
年
正
月
三
日
に
神
奈
川
奉
行
か
ら
発
給
さ
れ
た
廻
状
の
記
録
を
見
て
い
き

た
い
。

正
月
廿
五
日

一
神
奈
川
御
奉
行
様
よ
り
御
廻
状
左
之
通
川
越
様
衆

…
�

よ
り
到
来
阿
州
様
衆
江
順
達
致
候

去
ル
廿
一
日
品
川
碇
泊
之
英
国
蒸
気
軍
艦

弐
艇
昨
廿
三
日
申
上
刻
中
当
港
江
再
入
津

致
し
候
間
為
心
得
相
達
候
右
之
趣
其
筋

役
人
中
江
通
達
有
之
候
様
此
廻
状

早
々
順
達
留
り
よ
り
可
被
相
返
候
以
上

…
�
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正
月
廿
四
日

瀧
川
播
磨
守

…
�

松
平
石
見
守

松
平
阿
波
守
殿

…
�

松
平
下
総
守
殿

酒
井
仁
之
助
殿

松
平
大
和
守
殿

小
笠
原
信
濃
守
殿

真
田
信
濃
守
殿

御
留
守
居
中

（
※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

こ
の
廻
状
は
、
�
の
と
お
り
、
正
月
廿
一
日
に
神
奈
川
港
へ
碇
泊
し
た
イ
ギ
リ
ス
船
二

艇
が
廿
三
日
に
再
入
津
し
た
こ
と
を
、
�
の
神
奈
川
奉
行
で
あ
る
瀧
川
播
磨
守
と
松
平

石
見
守
が
関
係
者
へ
通
達
し
た
も
の
で
あ
る
。
�
に
見
る
と
お
り
、
こ
の
廻
状
は
ま
ず

神
奈
川
奉
行
か
ら
発
給
さ
れ
、
年
番
川
越
藩
御
留
守
居
役
に
渡
さ
れ
、
川
越
藩
御
留
守

居
役
が
発
給
さ
れ
た
触
れ
を
廻
状
に
作
成
し
、
�
の
連
名
の
と
お
り
品
川
台
場
警
衛
諸

藩
の
御
留
守
居
役
へ
宛
所
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
御
留
守
居
役
同
士
の
連
絡
の
や
り
取
り
を
み
て
い
き
た

い
。「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、
品
川
台
場
諸
藩
の
御
留

守
居
役
同
士
で
や
り
と
り
さ
れ
た
連
絡
の
一
例
と
し
て
、
品
川
台
場
大
砲
の
打
掛
訓
練

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
品
川
台
場
で
は
、
年
間
に
月
を
定
め
て
、
台
場
に
据
え
付

け
ら
れ
て
い
る
大
砲
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
た
。「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」

に
は
い
く
つ
か
打
掛
訓
練
を
行
っ
た
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
外
国
船
が
神
奈
川
港

や
品
川
港
へ
入
津
・
碇
泊
し
た
場
合
は
中
止
や
延
期
と
な
り
、
年
間
に
行
わ
れ
る
回
数

は
不
明
で
あ
る
。
打
掛
訓
練
を
行
う
際
に
は
ま
ず
、
年
番
川
越
藩
か
ら
品
川
台
場
警
衛

表４ 「慶応４年 内海御警衛一件」にみる幕府役人から松代藩までの連絡伝達系統

伝達の流れ

松代藩
御用番家老 玉川左門

松代藩
御用番家老 玉川左門

松代藩
御用番家老 玉川左門

松代藩
御用番家老 玉川左門

松代藩
御用番家老 小山田采女

※真田宝物館所蔵真田家文書２４－１－３８「万延二年 内海御警衛一件」より作成

※（ ）は伝達の方法

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

松代藩 御留守居役
（留守居廻状の写し）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

年番 川越藩留守居役
（留守居廻状）

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

神奈川奉行（廻状）

幕府御徒目付 大久
保弥助
（書付）

勘定所組頭（書付）

幕府御目付 神保伯
耆守・□□勘兵衛
（城中へ呼び出し）

幕府御目付 神保伯
耆守・京極□□守
（廻状）

神奈川奉行 竹本図書
（廻状）

老中 松平出雲守・
松平備後守・設楽八
三郎（城中へ呼び出
し）

事項
神奈川港または品川
沖へ異国船入津・碇
泊・出帆の報告
軍艦奉行による品川
台場近辺測量実施の
知らせ
模様替えをした品川
第３台場休息所屋根
と各台場の風雨によ
る損害箇所の見分実
施の知らせ
品川沖碇泊のイギリ
ス軍艦が毎月決めら
れた日に大砲打掛訓
練を行う旨、心得の
こと
品川沖碇泊のイギリ
ス軍艦が大砲打掛訓
練を行うので心得の
こと
竹本図書、神奈川奉
行へ新規着任の知ら
せ
佐賀藩主松平信濃守
が各台場の大砲見分
実施の知らせ

１

２

３

４

５

６

７
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諸
藩
の
御
留
守
居
役
へ
打
合
せ
内
容
の
廻
状
が
出
さ
れ
る
。
次
に
、
万
延
二
年
四
月
に

行
わ
れ
た
打
掛
訓
練
の
打
ち
合
わ
せ
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

四
月
十
三
日

一
川
越
様
衆
よ
り
左
之
通
廻
状
到
来
ニ
付
写
を
以
御
差
支

有
無
之
筋
御
尋
早
速
御
差
図
可
被
下
候
仕
度
御
用
番

左
門
殿
江
申
上
候

以
廻
状
致
啓
上
候
薄
暑
之
節
御
座
候
得
共

各
様
弥
御
安
泰
被
成
御
勤
仕
珍
重
奉
存
候

然
者
内
海
御
台
場
御
据
筒
当
月
玉
込

打
掛
定
月
ニ
付
御
一
統
様
御
差
支
も
無
御
座
候

候
ハ
ヽ
来
ル
廿
一
日
打
掛
申
度
若
同
日
風
雨
降

候
ハ
ヽ
廿
三
日
打
掛
申
度
奉
存
候
此
段
御
打
合

心
得
申
立
如
此
御
座
候
以
上

四
月
十
三
日

原

弥
五
八

小
笠
原
源
次

片
山
造
酒
様

廣
岡
多
門
様

木
戸

環
様

牧
野
縞
之
丞
様

伊
藤
作
之
左
衛
門
様

神
戸
四
方
之
助
様

庄
野
慈
又
左
衛
門

福
嶋
杢
左
衛
門

勝
野
兵
馬
様

二
木
兼
助
様

津
田

転
様

玉
川
一
学
様

（
※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

廻
状
に
は
、
台
場
据
付
の
大
砲
の
打
掛
訓
練
の
定
月
で
あ
る
の
で
差
支
え
が
無
け
れ
ば

四
月
二
十
一
日
に
行
う
、
ま
た
風
雨
の
場
合
は
二
十
三
日
に
延
期
す
る
の
で
心
得
て
お

く
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
松
代
藩
御
留
守
居
役
玉
川
一
学
は
、
次
の
通

り
御
用
番
家
老
玉
川
左
門
へ
上
申
し
て
い
る
。

四
月
十
四
日

一
御
用
番
左
門
殿
江
右
川
越
様
よ
り
打
合
之
儀
を
以

来
ル
廿
一
日
玉
込
打
掛
御
差
支
有
無
申
立
置
候
処

其
向
御
尋
之
上
御
差
支
無
之
旨
川
越
様
衆
江

挨
拶
取
計
可
申
旨
被
仰
渡
候
旨
御
同
様
打
掛

致
し
度
就
而
者
来
ル
十
七
日
御
届
被
致
万
端

仰
合
被
下
候
様
挨
拶
次
第
川
越
様
衆
江
手
紙

差
出
候
事

（
※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

先
述
の
通
り
、
川
越
藩
か
ら
来
た
大
砲
の
打
掛
訓
練
の
打
合
せ
に
つ
い
て
、
松
代
藩
は
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差
支
え
な
い
旨
返
事
を
十
七
日
に
出
し
た
い
と
上
申
し
て
い
る
。
ま
た
、
十
七
日
に
は

外
国
御
用
番
の
老
中
安
藤
対
馬
守
へ
御
留
守
居
役
玉
川
一
学
が
届
出
を
し
て
い
る
。

四
月
十
七
日

一
外
国
御
用
番
安
藤
対
馬
守
様
江
今
朝
左
之
通

御
届
書
持
参
御
取
次
若
松
吉
之
助
を
以
差
出
候
処

被
成
御
落
手
候
旨
被
仰
出
候
付
罷
帰
其
段
御
用
番
江
申
上
候

信
濃
守
御
預
御
台
場
御
据
筒
来
ル

廿
一
日
玉
込
打
掛
仕
度
若
同
日
雨
天
大
風

等
ニ
候
者
同
廿
三
日
打
掛
仕
候
此
段

御
届
申
上
候
以
上

御
名
家
来

四
月
十
七
日

玉
川
一
学

右
之
通
御
届
相
済
以
上
御
相
備
様
衆
江
例
之
通

案
内
廻
状
持
廻
ニ
而
差
出
候（

※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

川
越
藩
か
ら
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
へ
廻
状
で
打
合
せ
さ
れ
た
内
容
ど
お
り
に
外
国
御
用

番
の
老
中
へ
届
け
ら
れ
て
お
り
、
同
様
に
他
藩
も
そ
れ
ぞ
れ
外
国
御
用
番
の
老
中
へ
届

け
出
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
御
相
備
様
衆
江
例
之
通
案
内
廻
状
持
廻
ニ
而
差
出
候
と

あ
る
よ
う
に
、
外
国
御
用
番
の
老
中
へ
打
合
せ
ど
お
り
の
内
容
で
届
出
を
し
た
こ
と

を
、
改
め
て
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
へ
連
絡
し
て
い
る
。
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
録
さ
れ

て
い
る
。

一
小
倉
様
衆
よ
り
持
廻
り
ニ
而
左
之
通

以
廻
状
致
啓
上
候
各
様
弥
御
安
泰
被
成

御
勤
仕
致
珍
重
奉
存
候
然
者
信
濃
守
御
預

御
台
場
御
据
筒
玉
込
打
掛
之
儀
兼
而
打
合

相
済
之
通
来
ル
廿
一
日
打
掛
仕
度
若
同
日
雨
天

大
風
等
ニ
候
者
同
廿
三
日
打
掛
仕
候
此
段
外
国

御
月
番
安
藤
対
馬
守
様
江
今
朝
御
番
士
罷
出

申
候
右
為
御
案
内
為
心
得
申
立
御
座
候
以
上

四
月
十
七
日

二
木
栄
輔

勝
野
兵
馬

一
忍
様
川
越
様
姫
路
様
衆
よ
り
も
御
同
様
来
ル
廿
一
日

打
掛
替
日
廿
三
日
と
今
朝
安
藤
対
馬
守
様
江
御
届
致
候
旨

持
廻
り
廻
状
到
来
致
し
候（

※
「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」
よ
り
抜
粋
）

こ
の
よ
う
に
、
五
番
台
場
担
当
の
小
倉
藩
・
三
番
台
場
担
当
の
忍
藩
・
一
番
台
場
担
当

の
川
越
藩
・
二
番
台
場
担
当
の
姫
路
藩
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
外
国
御
用
番
の
老
中
へ
同

様
に
届
出
を
し
た
こ
と
が
連
絡
さ
れ
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
大
砲
打
掛
訓
練
に
例
を
見
る
と
お
り
、
幕
府
へ
の
届
出
に

際
し
て
は
、
そ
の
内
容
が
食
い
違
う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
御
留
守

居
役
の
間
で
綿
密
に
連
携
が
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
笠
谷
和
比
古

氏
が
定
義
付
け
る
留
守
居
組
合
で
の
規
式
通
達
の
留
守
廻
状
に
分
類
で
き
る
と
考
え
ら

れ
る
。
笠
谷
氏
は
「
こ
の
規
式
通
達
事
を
扱
う
留
守
居
廻
状
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容

が
わ
れ
わ
れ
の
目
に
は
い
か
に
も
些
末
な
こ
と
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
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あ
く
ま
で
も
当
時
の
人
間
の
価
値
観
に
則
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
様

の
事
柄
も
、
落
度
を
防
ぎ
面
目
を
失
す
る
事
態
を
回
避
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
大
名
諸

家
の
要
請
の
中
で
は
、
充
分
な
重
み
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
３４
）
。」
と
す
る
も
の
と
一

致
す
る
。

ま
と
め

今
回
は
松
代
藩
が
警
衛
を
勤
め
た
品
川
第
六
台
場
に
つ
い
て
、
真
田
家
伝
来
の
史
料

か
ら
判
明
し
た
こ
と
、
ま
た
松
代
藩
御
留
守
居
役
が
第
六
台
場
警
衛
に
お
い
て
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

・
第
六
台
場
は
松
代
藩
に
よ
っ
て
継
続
的
に
警
衛
が
行
わ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

様
々
な
藩
に
よ
っ
て
入
れ
替
わ
り
行
わ
れ
て
い
た
。

・
大
砲
の
配
備
が
整
う
安
政
四
年
以
降
の
第
六
台
場
に
詰
め
た
人
数
は
、
お
お
よ
そ
二

十
九
名
で
あ
っ
た
。

・
品
川
台
場
警
衛
諸
藩
の
御
留
守
居
役
で
留
守
居
組
合
が
形
成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
留
守
居
組
合
に
は
年
番
制
度
が
あ
っ
た
。

・
幕
府
へ
の
届
出
に
際
し
て
は
、
そ
の
内
容
が
食
い
違
う
こ
と
が
無
い
よ
う
、
品
川
台

場
警
衛
諸
藩
御
留
守
居
役
の
間
で
規
式
通
達
の
留
守
廻
状
に
よ
っ
て
綿
密
に
連
携
が

取
ら
れ
て
い
た
。

以
上
が
今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
結
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
六
台
場
警
衛
に
際
し

て
松
代
藩
へ
も
た
ら
さ
れ
た
幕
令
が
松
代
藩
内
で
は
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
の
か
、

ま
た
第
六
台
場
で
の
警
備
体
制
や
設
備
の
実
態
な
ど
、
課
題
は
多
く
残
る
。
今
後
調
査

を
続
け
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

註（
１
）
原

剛
『
幕
末
海
防
史
の
研
究
―
全
国
的
に
見
た
日
本
の
海
防
体
勢
―
』
名
著
出
版

１
９
８
８
年

（
２
）
佐
藤
正
夫
氏
『
品
川
台
場
史
考
―
幕
末
か
ら
現
代
ま
で
―
』
理
工
学
社

１
９
９
７
年

（
３
）
阿
部
正
巳
「
荘
内
藩
の
品
川
五
番
台
場
警
衛
」（『
軍
事
史
研
究
』
第
二
巻
第
二
号
・
三
号

１
９
３
７
年
）

（
４
）
冨
川
武
史
「
品
川
御
殿
山
下
台
場
の
築
造
と
鳥
取
藩
池
田
家
に
よ
る
警
衛
」（『
品
川
歴
史
館

紀
要
』
第
２１
号

品
川
区
立
品
川
歴
史
館

２
０
０
６
年
）

（
５
）
針
谷
武
志
「
松
代
藩
警
備
第
六
台
場
関
係
資
料
『
異
国
船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
』
に
つ

い
て
」（『
品
川
歴
史
館
紀
要
』
第
１６
号

品
川
区
立
品
川
歴
史
館

２
０
０
１
年
）

（
６
）『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

５
３
６
７
号
文
書

岩
波
書
店

１
９
９
５
年

（
７
）『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

５
３
５
１
号
文
書

岩
波
書
店

１
９
９
５
年

（
８
）
前
掲
１
参
照

（
９
）
前
掲
７
参
照

（
１０
）
前
掲
５
参
照

品
川
歴
史
館
所
蔵
史
料
「
異
国
船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
」
は
、
嘉
永
七
年
ペ
リ
ー
再
来

航
や
品
川
第
六
台
場
警
衛
の
様
子
を
松
代
藩
士
が
描
き
留
め
た
手
記
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に

第
六
台
場
の
初
期
の
警
衛
状
況
を
具
体
的
・
視
覚
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。

（
１１
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書24-1-37

「
異
国
船
為
防
御
内
海
御
警
衛
被
蒙
仰
候
一
件

附

六
之
御
台
場
御
預
一
件
」

（
１２
）『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

５
４
０
７
号
文
書

岩
波
書
店

１
９
９
５
年

（
１３
）『
維
新
史
料
綱
要
』
巻
六

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
１
９
６
６
年

（
１４
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
真
田
家
文
書
あ
７
９
３
「
慶
応
四
年

内
海
御
警
衛
一
件
」

（
１５
）
前
掲
１４
参
照

（
１６
）
短
期
間
に
交
代
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
ま
た
台
場
に
配
備
さ
れ
た
大
砲
の
質
量
の
レ
ベ
ル
の
低

さ
か
ら
軍
事
的
な
重
要
性
は
見
ら
れ
な
い
と
し
て
、
勤
役
や
御
手
伝
普
請
と
い
っ
た
、
藩
の

奉
公
を
示
す
場
と
し
て
の
正
確
が
濃
厚
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
佐
藤
隆
一

「
江
戸
湾
備
場
に
お
け
る
火
砲
類
配
備
の
状
況
」『
三
浦
古
文
化
』
４６
号

１
９
８
９
年
）。

（
１７
）
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
松
代
藩
依
田
家
文
書
６
９
９
「
六
番
御
台
場
見
取
図
」

（
１８
）
品
川
歴
史
資
料
館
所
蔵
「
異
国
船
渡
来
・
第
六
台
場
一
件
留
」

（
１９
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書30-22-9

「
内
海
御
警
衛
被
仰
付
候
砌
」
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（
２０
）
前
掲
１１
参
照

（
２１
）
前
掲
１８
参
照

（
２２
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書30-22-15

「
庄
内
様
宛

芝
御
陣
屋
住
居
人
員
調
」

（
２３
）『
幕
末
御
触
書
集
成
』
第
六
巻

５
４
０
７
号
文
書

岩
波
書
店

１
９
９
５
年

（
２４
）
前
掲
１４
参
照

（
２５
）
笠
谷
和
比
古
『
江
戸
御
留
守
居
役

近
世
の
外
交
官
』
吉
川
弘
文
館

２
０
０
０
年

（
２６
）
前
掲
２５
参
照

（
２７
）
前
掲
２５
参
照

（
２８
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書13-26-1

「
御
両
敬
御
留
守
居
名
前
帳
」

（
２９
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書13-26-2
「
諸
家
御
留
守
居
名
前
帳
」

（
３０
）
松
方
冬
子
「
両
敬
の
研
究
」（『
論
集
き
ん
せ
い
』
１５
号

１
９
９
３
年
）

（
３１
）
真
田
宝
物
館
所
蔵
真
田
家
文
書24-1-38

「
万
延
二
年

内
海
御
警
衛
一
件
」

（
３２
）
前
掲
１４
参
照

（
３３
）
前
掲
２５
参
照

（
３４
）
前
掲
２５
参
照
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資
料
紹
介

松
代
藩
諸
役
職
に
つ
い
て
の
職
掌
・
沿
革
関
連
文
書

宮
澤
崇
士

は
じ
め
に

昨
今
、
松
代
藩
に
関
わ
る
歴
史
研
究
は
諸
方
面
か
ら
進
展
し

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
勘
定
役
や
代
官
な
ど
と
い
っ
た
藩
の

役
職
に
関
す
る
職
掌
や
起
源
、
具
体
的
な
担
当
者
名
な
ど
の
基

本
的
事
実
の
確
認
は
い
さ
さ
か
等
閑
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。『
更
級
埴
科
地
方
誌
（
１
）

』
や
『
長
野
市
誌
（
２
）

』
な
ど
の

自
治
体
史
や
、『
真
田
家
家
中
明
細
書
（
３
）

』
な
ど
に
お
い
て
、
松

代
藩
の
職
制
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
職
に
関
し
て
、
職
務
の
内
容
な
ど
の
各
論
は
あ
ま
り
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。
代
官
や
郡
奉
行
な
ど
一
部
の
役
職
の
勤
方
に
関

す
る
資
料
は
紹
介
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
国
文
学
研
究
資

料
館
所
蔵
真
田
家
文
書
（
以
下
「
真
田
家
」）
を
は
じ
め
、
未

だ
に
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
勤
方
関
連
の
資
料
が
多
く
あ
る
。

本
稿
で
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
松
代
藩
関
連
資
料

の
う
ち
諸
役
所
の
職
掌
や
沿
革
な
ど
に
関
わ
る
資
料
を
筆
耕
掲

載
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
松
代
藩
研
究
の
進
展
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

資
料
概
略

�
神
文
前
書
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵

依
田
家
寄
託
資

料
）代

官
就
任
の
際
に
神
前
に
奉
納
さ
れ
た
誓
詞
を
写
し
た
も

の
。
代
官
は
村
か
ら
の
年
貢
収
納
や
村
役
人
の
出
入
り
な
ど
を

司
っ
た
。
既
に
『
更
級
埴
科
地
方
誌
』
で
誓
詞
の
本
文
箇
所
が

紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
か
ら
天
保

十
一
年
（
一
八
四
〇
）
ま
で
の
歴
代
担
当
者
の
名
が
略
さ
れ
て

い
た
た
め
、
改
め
て
全
文
を
紹
介
す
る
。

�
（
臨
時
取
調
掛
沿
革
）（
真
田
家
あ
六
四
三
）

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
に
御
勘
定
所
に
新
設
さ
れ
た
臨
時

御
用
取
調
掛
に
関
わ
る
資
料
。

�
御
勘
定
役
諸
掛
り
名
面
（
真
田
家
あ
八
六
〇
）

御
勘
定
役
内
で
の
諸
掛
り
の
分
担
を
記
し
た
も
の
。
人
名
か

ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
前
後
の
作
成
と
推
定
で
き
る
。

�
年
中
行
司
（
真
田
家
あ
三
四
〇
一
）

御
勘
定
所
元
〆
役
が
一
年
間
に
行
う
職
務
を
一
ヶ
月
ご
と
に

記
し
た
も
の
。
作
成
者
と
月
日
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

作
成
と
わ
か
る
。

�
御
余
慶
上
納
取
計
方
并
掛
名
面
等
申
上
控
（
真
田
家
あ
三
四

〇
三
）

御
勘
定
役
内
に
お
け
る
御
余
慶
上
納
取
計
方
に
関
わ
る
も

の
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
の
歴
代
担
当
者
と
、
職
掌

が
記
さ
れ
て
い
る
。

�
越
石
御
代
官
沿
革
之
次
第
申
上
・
先
輩
姓
名
書
并
申
伝
申
上

（
真
田
家
あ
三
四
〇
七
）

知
行
取
家
臣
か
ら
の
越
石
籾
の
収
納
な
ど
を
職
掌
と
す
る
越

石
代
官
に
関
わ
る
も
の
。
こ
れ
も
既
に
『
更
級
埴
科
地
方
誌
』

に
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
歴
代
担
当
者
の
氏
や
前
後
の

役
職
名
が
略
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
改
め
て
全
文
を
紹
介

す
る
。
嘉
永
五
年
の
作
成
。

�
御
役
年
中
勤
方
并
御
役
先
輩
よ
り
之
姓
名
申
上
（
真
田
家
あ

三
四
〇
九
）

御
勘
定
所
御
物
書
に
関
わ
る
も
の
。
明
和
元
年
（
一
七
六

四
）
か
ら
の
歴
代
担
当
者
の
名
と
前
後
の
役
職
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
嘉
永
五
年
の
作
成
。

�
御
内
借
掛
起
元
并
掛
り
名
面
共
申
上
（
真
田
家
あ
三
四
一

二
）御

勘
定
役
内
に
お
け
る
御
内
借
掛
に
関
わ
る
も
の
。
文
化
十

二
年
（
一
八
一
五
）
か
ら
の
歴
代
担
当
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い

る
。

	
社
倉
掛
之
儀
申
上
（
真
田
家
う
七
七
四
）

社
倉
掛
の
歴
代
担
当
者
の
名
と
、
社
倉
に
関
わ
り
藩
上
層
部

か
ら
出
さ
れ
た
書
面
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。



御
口
留
御
番
所
勤
方
御
書
上
（
真
田
家
う
一
四
四
〇
）

藩
領
内
に
お
か
れ
た
監
視
所
で
あ
る
口
留
番
所
の
職
掌
が
記

さ
れ
て
い
る
。
五
ヶ
村
の
口
留
番
所
の
連
名
で
提
出
さ
れ
て
い

る
。
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本
稿
で
は
十
点
の
資
料
を
紹
介
す
る
が
、
各
役
職
か
ら
藩
に

提
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
資
料
の
作
成
年
代
は
、
嘉
永
な
ど
幕
末
期

に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
に
か
け
て
は
、
九
代
幸
教
の
治

世
で
あ
り
、
真
田
宝
物
館
に
幸
教
の
手
に
よ
る
「
職
掌
階
級

調
」
が
伝
来
し
て
い
る
（
４
）

。
本
稿
の
資
料
が
「
職
掌
階
級
調
」
作

成
に
利
用
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
定

か
で
は
な
く
、
今
後
の
研
究
を
俟
ち
た
い
。

１
『
更
級
埴
科
地
方
誌
第
三
巻

近
世
編
上
』
更
級
埴
科
地

方
誌
刊
行
会
、
一
九
八
〇
年

２
『
長
野
市
誌
第
三
巻

歴
史
編

近
世
一
』
長
野
市
誌
編

さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
一
年

３

国
立
史
料
館
、
一
九
八
六
年

４

山
中
さ
ゆ
り
「
史
料
紹
介
「
職
掌
階
級
調
」
に
つ
い
て
」

（
松
代
文
化
施
設
等
管
理
事
務
所
『
松
代
』
第
二
三
号
、

二
〇
〇
九
年

凡
例

・
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に
改
め
た

・
翻
刻
文
の
掲
載
に
あ
た
り
、
原
文
書
の
体
裁
に
近
い
形
で
の

掲
載
を
試
み
た
も
の
の
、
本
巻
の
体
裁
上
や
む
を
得
ず
改

行
等
を
施
し
た
箇
所
が
あ
る
が
ご
了
承
い
た
だ
き
た
い

�
神
文
前
書

神
文
前
書

一

私
共
代
官
役
被

仰
付
候
条
御
為
第
一
与
奉
存

御
後
闇
儀
仕
間
敷
候
御
役
目
無
懈
怠
相
勤
可
申
事

一

御
収
納
之
時
分
者
支
配
村
江
罷
出
御
足
軽
共
猥

無
之
様
正
路
可
申
付
候
第
一
御
積
立
不
申
候
様

可
仕
候
自
然
御
百
姓
困
窮
之
郷
村
茂
候
ハ
ハ

其
子
細
御
郡
奉
行
所
江
有
様
可
申
達
候
若
又

困
窮
之
村
ニ
親
子
兄
弟
親
類
縁
者
知
音
之
好

有
之
候
共
依
怙
贔
屓
を
以
其
沙
汰
仕
間
敷
事

但
御
収
納
時
分
支
配
江
罷
出
候
節
厳
重

正
路
可
申
付
候
尤
時
分
菜
大
根
薪
等

之
外
一
切
賄
受
申
間
敷
事

一

村
々
諸
役
義
申
付
候
節
依
怙
贔
屓
成
儀
仕
間
敷

候
并
手
代
之
者
郷
中
御
用
之
儀
ニ
付
依
怙

贔
屓
私
欲
我
侭
成
義
不
仕
其
上
百
姓
方
よ
り

音
物
一
切
受
納
不
申
候
様
急
度
申
付
候
事

一

郷
中
諸
公
事
申
来
候
節
依
怙
贔
屓
成
儀

仕
間
敷
候
尤
手
前
ニ
而
難
計
義
者
御
郡
奉
行
所

其
子
細
可
申
達
候

一

年
貢
金
御
小
役
金
迄
無
油
断
入
精
取
立
候
上

御
用
番
御
家
老
中
迄
申
上
御
帳
ニ
付
其
上

御
金
奉
行
所
迄
上
納
可
仕
事

但
支
配
江
金
銀
穀
物
等
惣
而
利
倍
付
之

借
物
一
切
仕
間
敷
事

一

金
銀
銭
籾
御
百
姓
手
前
取
立
自
分
之
用
事
ニ

一
切
遣
申
間
敷
候
勿
論
御
郡
中
本
田
新
田

川
欠
山
抜
入
下
其
様
改
参
り
候
之
節
親
子

兄
弟
親
類
縁
者
知
音
た
り
共
依
怙
贔
屓

仕
間
鋪
候

一

郷
中
人
足
伝
馬
私
用
之
儀
者
不
及
申
猥

遣
ひ
申
間
敷
候
并
御
足
軽
御
用
召
仕
埒

明
不
申
候
ハ
ハ
吟
味
仕
早
々
返
シ
可
申
候
御
郡
中

親
類
縁
者
由
緒
手
寄
有
之
候
共
町
人
手
代

組
頭
足
軽
百
姓
方
よ
り
音
物
不
及
申
妻
子
下
人

等
迄
一
切
受
用
仕
間
敷
候
事

享
保
十
三
申
年

御
代
官
誓
詞
神
文
之
年
号
月
日

享
保
十
三
申
年

石
井
小
大
夫

萩
原
太
五
右
衛
門

石
倉
金
右
衛
門

石
倉
伊
右
衛
門

近
藤
喜
右
衛
門

森
彦
助

同
年
九
月
七
日

千
喜
良
平
右
衛
門

享
保
十
七
子
十
月
十
九
日

大
日
方
荘
右
衛
門

大
日
方
七
右
衛
門

高
田
造
酒
丞
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享
保
十
九
寅
四
月
十
六
日

牧
野
権
右
衛
門

享
保
十
九
寅
八
月
二
日

石
倉
兵
蔵

元
文
二
巳
五
月
廿
三
日

星
野
幸
左
衛
門

同
年
七
月
二
日

上
村
何
右
衛
門

同
五
申
十
月
三
日

原
四
郎
兵
衛

寛
保
二
戌
十
一
月
廿
三
日

岡
嶋
荘
蔵

同
三
亥
四
月
十
八
日

春
原
平
右
衛
門

延
享
二
丑
二
月
廿
三
日

大
日
方
荘
右
衛
門

同
年
七
月
十
一
日

小
林
茂
助

同
四
丑
三
月
二
日

高
野
荘
兵
衛

寛
延
元
辰
九
月
十
一
日

加
藤
喜
右
衛
門

森
山
千
右
衛
門

関
根
数
之
進

千
喜
良
清
大
夫

寛
延
二
巳
二
月
十
九
日

近
藤
与
四
郎

同
年
十
一
月
十
六
日

与
良
甚
五
右
衛
門

宝
暦
二
申
七
月
十
二
日

井
上
伝
右
衛
門

同
三
酉
十
月
廿
八
日

師
田
荘
五
郎

同
年
十
二
月
二
日

関
山
治
兵
衛

同
五
亥
八
月
廿
八
日

森
新
助

同
年
九
月
六
日

千
喜
良
清
大
夫

同
年
十
二
月
十
五
日

柳
八
右
衛
門

斉
藤
四
郎
右
衛
門

同
七
丑
正
月
十
九
日

石
倉
団
蔵

関
根
数
之
進

宝
暦
九
卯
五
月
十
九
日

坂
口
条
左
衛
門

同
十
辰
十
二
月
廿
八
日

宮
澤
丹
下

同
十
二
午
十
二
月
廿
八
日

下
木
治
郎
右
衛
門

明
和
二
酉
八
月
廿
八
日

長
谷
川
藤
五
郎

同
三
戌
八
月
六
日

篠
崎
屯

同
四
亥
八
月
二
日

佐
野
友
左
衛
門

同
七
寅
二
月
廿
五
日

成
沢
源
吾

安
永
五
申
七
月
二
日

佐
藤
軍
治

同
七
戌
四
月
二
日

野
村
善
大
夫

天
明
二
寅
十
二
月
廿
九
日

東
條
与
一
郎

同
六
午
四
月
廿
一
日

成
沢
文
治

同
年
九
月
二
日

森
山
嘉
藤
太

寛
政
十
一
未
二
月
廿
八
日

入
藤
九
郎

同
十
二
申
五
月
十
八
日

大
嶋
多
吉

享
和
元
酉
十
二
月
十
六
日

吉
村
左
平

享
和
三
亥
十
月
六
日

関
山
藤
三
郎

近
藤
最
角

文
化
九
申
十
月
二
日

小
林
円
四
郎

同
十
酉
八
月
十
一
日

上
原
友
左
衛
門

同
十
二
亥
十
月
十
六
日

成
沢
小
右
衛
門

同
十
三
子
十
二
月
六
日

師
田
幾
五
郎

同
十
四
丑
十
二
月
廿
五
日

保
崎
荘
助

文
政
二
卯
閏
四
月
十
六
日

徳
嵩
恒
吉

同
年
六
月
九
日

宮
下
治
部
蔵

文
政
三
辰
八
月
二
日

小
林
奥
左
衛
門

同
五
午
九
月
二
日

師
田
幾
五
郎

同
八
酉
十
一
月
十
九
日

野
村
雄
蔵

同
十
亥
十
二
月
十
一
日

岡
部
八
十
喜

同
年
十
二
月
十
四
日

中
山
有
之
助

同
十
一
子
二
月
廿
五
日

山
田
兵
次

同
年
十
一
月

宮
下
善
左
衛
門

右
之
内
綿
貫
五
兵
衛
神
文
不
相
見

天
保
五
午

西
沢
軍
治

同
年
七
月
廿
五
日

依
田
甚
兵
衛

同
十
一
子
三
月
十
三
日

南
沢
甚
之
介

�
（
臨
時
取
調
掛
沿
革
）

天
保
十
亥
六
月
十
日

春
日

籾
方
掛
御
免

臨
時
御
用
取
調
掛

（

損

）
川
方
懸
り
被
仰
渡

弘
化
二
巳
年
十
月
廿
九
日
新
臨
時
取
調
掛
り

被
仰
渡
候

弘
化
三
午
年
御
役
所
新
規
被
成
下
御
普
請
候

一

向
々
臨
時
申
立
等
御
書
□
御
下
□
□
等
取
調
仕
候

但
弘
化
元
辰
□
□
迄
籾

方
掛
ニ
而
取
調
仕
候

弘
化
二
巳
年
十
月
廿
九
日
掛
被
仰
渡
候

春
日
儀
左
衛
門

高
野
覚
之
進

水
井
忠
治
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同
三
午
年

春
日
儀
左
衛
門

七
月
廿
日
御
免

高
野
覚
之
進

同
日
被
仰
渡

関
田
慶
左
衛
門

水
井
忠
治

同
四
未
年

春
日
儀
左
衛
門

関
田
慶
左
衛
門

水
井
忠
治

十
月
廿
二
日
助
被
仰
渡

酒
井
市
治

嘉
永
元
申
年

春
日
儀
左
衛
門

十
一
月
十
三
日
御
免

関
田
慶
左
衛
門

十
二
月
廿
八
日
御
役
御
免

水
井
忠
治

十
一
月
十
三
日
□
□
渡

酒
井
市
治

同
月
十
六
日
助
被
仰
渡

丸
山
源
次

同
二
酉
年

春
日
儀
左
衛
門

酒
井
市
治
助

丸
山
源
次

同
三
戌
年

右
三
人

同
四
亥
年

右
三
人

十
月

時
助
被
仰
渡

高
橋
義
角

同
五
子
年

右
三
人

�
御
勘
定
役
諸
掛
り
名
面

御
勘
定
役
諸
掛
り
名
面

一

別
段
内
借
掛

堀
内
荘
治

一

固
金
拝
借
掛

助
野
中
真
之
助

一

餌
屋
野
仁
左
衛
門

宮
本
慎
助

清
七
よ
り
御
趣
意

堀
内
荘
治

有
之
御
貸
下
金

取
扱
掛

一

樋
口
与
兵
衛
拝
借

水
野
清
右
衛
門

金
上
納
掛

鈴
木
富
治

一

無
役
金
病
気

小
野
左
金
太

金
調
掛

竹
内
多
吉

堀
内
荘
治

一

拝
借
掛

半
田
亀
作

一

伊
東
伐
右
衛
門
取
計

高
橋
清
蔵

御
貸
お
く
ら
取
立
掛

助
窪
田
半
弥

一

金
御
切
米
掛

堀
内
荘
治

柿
崎
良
作

一

舞
鶴
山
御
神

竹
内
多
吉

領
取
計
掛

倉
田
三
之
丞

一

内
借
掛

半
田
亀
作

一

御
家
中
御
趣
意

助
鈴
木
富
治

拝
借
元
方
掛

竹
内
多
吉

一

献
上
金
掛

倉
田
三
之
丞

半
田
亀
作

北
嶋
元
之
助

一

新
町
手
入
懸

半
田
亀
作

助
田
澤
廉
助

一

給
所
知
元
帳
掛

褒
美
以
来
御
貸

竹
内
多
吉

金
内
借
御
請
取
立
掛

一

預
置
元
帳
掛

半
田
亀
作

岡
澤
廉
助

一

人
別
諸
役
郡
役

関
田
荘
助

代
金
渡
方
掛

助
田
澤
廉
助

一

陶
器
方
掛

春
山
喜
平
次

関
田
慶
左
衛
門

一

川
方
掛

宮
本
慎
之
助

渡
辺
承
之
助

北
嶋
元
之
助
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関
田
慶
左
衛
門

一

廣
土
地
調
掛

宮
本
慎
之
助

竹
内
多
吉

倉
田
三
之
丞

一

長
国
寺
勝
手
向

関
田
慶
左
衛
門

調
掛

一

銅
山
掛

堀
内
荘
治

関
田
慶
左
衛
門

一

別
段
御
趣
意

草
川
吉
右
衛
門

拝
借
掛

田
中
理
右
衛
門

関
田
慶
左
衛
門

一

御
馬
飼
料
掛

草
川
吉
右
衛
門

北
嶋
元
之
助

柿
崎
良
作

一

明
樹
合
掛

関
田
慶
蔵

倉
田
三
之
丞

一

駅
馬
貸
銭

割
増
上
納
掛

鈴
木
富
治

一

犀
川
大
廣
土

酒
井
市
治

地
調
掛

倉
田
三
之
丞

一

文
武
学
校

御
用
取
扱
掛

竹
内
多
吉

一

大
坂
御
借
入
金

酒
井
市
治

取
調
掛

関
田
荘
助

一

社
倉
掛

倉
田
三
之
丞

半
田
亀
作

一

籾
方
掛

宮
本
慎
助

一

御
切
米
取
立
掛

春
山
喜
平
次

一

同
拝
借
取
立
掛

助
堀
内
荘
治

一

高
崎
銀
并

馬
銀
臨
時
賄
掛

入
弥
左
衛
門

一

御
家
中
御
宛
行

返
上
之
向
御
下
金
諸
所
調
掛

一

御
日
記
諸
帳
面

宮
本
慎
助

御
土
蔵
取
締
掛

竹
内
多
吉

一

御
金
掛

酒
井
市
治

一

上
納
金
減

水
野
清
右
衛
門

調
掛

助
関
田
荘
助

酒
井
市
治

一

草
木
掛

竹
内
多
吉

水
野
清
右
衛
門

助
鈴
木
富
治

一

荒
地
掛

渡
辺
承
之
助

一

御
前
栽
掛

倉
田
三
之
丞

関
田
慶
左
衛
門

一

御
趣
意
拝
借
掛

田
澤
廉
助

倉
田
三
之
丞

一

御
高
帳
并

御
高
増
減

渡
辺
承
之
助

調
掛

一

村
切
給
所
帳

調
掛

竹
内
多
吉

一

御
余
慶
上
納
取
立
掛

北
嶋
元
之
助

一

献
上
金
類
所
計
掛

萩
原
八
左
衛
門

一

御
布
施
村
籾
石

御
小
役
一
紙
掛

玉
井
浅
之
進

一

通
船
掛

北
嶋
元
之
助

一

添
方
拝
借

取
立
掛

倉
田
三
之
丞

一

御
分
限
帳
掛

柿
崎
良
作

一

高
互
帳
掛

萩
原
八
左
衛
門

一

増
減
帳
掛

鈴
木
藤
太

一

免
相
田
畑
訳
元
帳
掛

一

秋
中
諸
方
相
場
問
合
掛

一

御
城
附
御
城
番
揚
人
上
納
取
計
掛

一

才
領
組
上
納
籾
取
計
掛

一

村
々
夫
限
帳

柿
崎
良
作
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調
掛

田
澤
廉
助

一

御
献
銅
掛

堀
内
荘
治

一

下
三
ヶ
村
裏
道
取

扱
并
小
鍋
村
下
祖

山
村
新
道
取
扱
掛

鈴
木
藤
太

一

駅
逓
司
方
取
扱
掛

倉
田
三
之
丞

堀
内
荘
治

半
田
亀
作

倉
田
三
之
助

萩
原
八
左
衛
門

一

御
日
記
諸
帳
面

高
橋
清
蔵

御
土
蔵
掛

堀
内
荘
治

入
弥
左
衛
門

窪
田
半
弥

�
年
中
行
司

年
中
行
司正

月

一

金
銭
御
納
戸
江
上
納
預
ケ
辻
書
上
御
代
官
御
蔵
奉
行
等
よ

り
之
御
廻
状

一

御
支
配
向
々
御
益
申
立
之
分
取
調
申
上

但
月
々
右
同
断

一

山
里
村
之
月
割
上
納
金
割
付
御
伺
取
調

一

右
上
納
金
村
切
割
付
帳
仕
立
ニ
付
掛
り
手
代
御
勘
定
所
江

出
役
之
義
御
代
官
江
御
廻
状

一

町
方
残
相
場
書
取
之
両
替
御
立
替
毎
月
向
々
江
御
達
取
調

一

御
勘
定
役
取
計
御
用
向
手
訳
名
面
取
調

御
勘
定
役

一

右
同
断
御
用
在
出
之
向
取
調

但
月
々
右
同
断

一

四
日
帯
刀

御
免
上
下

御
免

上
下

御
免
御
用
達
之

者

御
礼
申
上
候
付
登

城
仕
万
端
取
計

但
帯
刀

御
免

上
下

御
免
之
者
共

御
在

城
年
計

一

九
日
御
出
入
小
布
施
町
市
村
清
之
助

御
礼
罷
出
候
付
登

城
仕
献
上
物
万
端
取
計

但
御
在

城
年
計
前
日
着
之
旨
相
届
候
付

九
日
朝
脇
宿
江
附
人
御
足
軽
差
遣

御
城
迄
召
連
罷
越
候

一

紙
屋
町
役
銀
差
出
証
文
改
仕
御
末
書
取
調

御
印
鑑
添
之
上
町
役
人
召
呼
相
渡
申
候

一

前
年
上
納
金
銭
取
計
之
分
向
々
よ
り
書
上
取
調

一

御
蔵
内
月
限
御
勘
定
之
内
向
諸
帳
面
改
御
末
書
等
月
々
調

一

御
勘
定
役
手
訳
懸
り
并
御
蔵
番
木
渡
江
日
記
其
外
請
払
元

帳
御
入
料
之
分
不
用
之
反
古
見
調
相
渡

一

御
勘
定
役
日
記
帳
正
月
十
五
日
よ
り
出
来
条
日
々
調

一

向
々
御
益
申
立
月
々
取
調

一

品
々
御
伺
下
其
時
々
取
調

二
月

一

廿
五
日
月
割
合
被
仰
渡
候
付
一
紙
帳
面
其
外
向
々
御
渡
帳

見
調
并
山
里
村
々
御
呼
出
村
触
取
調

一

日
（

）

一

前
年
御
収
納
向
中
御
勘
定
帳
御
代
官
書
上
帳
を
以
一
紙
取

調

一

月
割
金
十
ヶ
年
之
年
限
を
以
被
仰
渡
御
年
限
明
之
節
出
精

上
納
仕
候
由
を
以
御
酒
代
被
下
候
付
御
伺
下
取
調

一

二
月
廿
五
日
杭
瀬
下
村
宮
部
儀
大
夫
其
外
他
所
御
出
入
者

よ
り
年
始

御
□
罷
出
候
付
登

城
献
上
物
等
万
端
取
計

但
御
□
□
年
計
罷
出
候
付
小
布
施
町
市
村
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清
之
助
被
下
□
金
ニ
准
取
計
申
上

三
月

一

御
用
紙
直
段
御
立
替
御
伺
取
調

一

年
中
御
勘
定
之
向
諸
帳
面
并
証
文
相
改
御
末
書
取
調

四
月

一

小
市
村
御
馬
市
俵
村
方
願
御
見
合
ニ
付
庭
市
市
中
馬
杭

口
銭
取
付
等
之
内
半
減
上
納
取
調
申
上

一

節
木
代
之
内
品
々
御
入
料
金
指
引
分
金
御
納
戸
御
余
計

之
方
江
御
預
ケ
金
本
上
納
取
計

一

御
代
官
前
御
小
役
御
勘
定
帳
改

五
月

一

蕨
御
漬
込
之
節
品
々
持
送
人
足
触
等
取
調

六
月

一

御
代
官
前
御
年
貢
御
勘
定
帳
改

七
月

一

大
検
見
廻
村
御
勘
定
役
名
面
取
調
申
上

一

小
検
見
御
勘
定
役
右
同
断

一

極
窮
之
者
共
詮
議
調
掛
右
同
断

一

山
里
村
々
年
高
改
書
上
帳
を
以
一
紙
仕
立
御
勘
定
役
差
出

候
分
相
改

一

村
々
居
宅
焼
失
之
者
高
掛
御
手
充
被
下
金
并

御
類
焼
之
節
分
量
御
用
達
御
下
ヶ
金
御
伺
調

八
月

一

船
銀
割
付
取
立
人
別
調
申
上

一

詰
柿
納
御
差
紙
調

但
年
柄
ニ
寄
九
月
江
相
廻
候
儀
も
可
有
御
座
奉
存

候

九
月

一

国
役
金
割
付
取
立
人
別
調
申
上

一

御
蔵
入
籾
表
数
御
伺
調
尤
年
ニ
寄
十
月
江

相
廻
候
儀
茂
御
座
候

十
月

一

御
年
貢
并
御
飯
米
御
未
進
相
場
調

一

御
領
所
帳
給
所
帳
仕
立
人
別
調

一

立
冬
相
場
御
城
下
町
穀
問
屋
善
光
寺
同
断
書
上

相
改
御
末
書
等
調

一

小
河
原
村
御
林
栗
代
銭
上
納
願
ニ
付
取
調
申
上

一

御
領
所
帳
江
相
立
候
御
引
方
并
上
納
籾
等
御
勘
定
役
見
分

候
次
第
申
上
書
面
を
以
御
伺
調

十
一
月

一

御
近
領
并
御
領
内
村
方
之
内
籾
米
相
場
書
上
触
差
出

一

御
立
相
場
御
伺
取
調

一

越
後
椎
谷
御
役
人
よ
り
御
相
場
問
合
ニ
付
取
計

一

籠
沢
村
坂
口
与
左
衛
門
よ
り
利
安
金
御
借
入
右
御
利
息
附

人
御
足
軽
為
持
差
遣

一

干
損
不
作
等
之
年
柄
畑
作
免
不
作
御
手
充
被
下
方
御
伺
調

一

江
戸
表
御
台
所
御
入
料
米
石
高
御
届
下
調

但
御
囲
米
御
遣
払
御
座
候
得
共
御
詰

戻
時
々
御
届
下
調
仕
候

田
畑
永
干
不
作
御
届
右
同
断

十
二
月

一

諸
向
残
物
逼
方
人
別
調
申
上
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一

小
布
施
町
市
村
清
之
助
籠
沢
村
坂
口
与
左
衛
門
江

□
□
被
下
之
御
品
取
計
候
上
書
面
を
以
申
上

一

御
蔵
内
諸
向
残
物
書
上
一
紙
ニ
取
調
申
上

一

同
断
并
御
高
調
御
勘
定
吟
味
江
書
上
差
出

一

御
勘
定
役
病
気
差
合
等
日
勤
帳
を
以
人
別
切
日
数
相
調
晦

日
申
上

一

村
々
居
宅
焼
失
之
物
高
掛
御
手
充
被
下
金
并

御
類
焼
之
節
分
量
御
用
達
御
下
ヶ
金
御
伺
調

一

籾
米
納
ニ
付
御
蔵
奉
行
并
手
附
之
者
立
合
御
徒
目
付
川
方

掛
御
勘
定
役
其
外
合
議
多
取
扱
候
向
御
手
充
被
下
方
御

伺
調

一

草
箒
古
祢
等
明
俵
等
村
方
相
納
候
分
代
銭

被
下
候
付
呼
出
調

臨
時

一

口
留
番
所
破
損
所
御
修
復
願

一

口
留
番
人
相
続
願

一

同
断
改
名
改
印
願

右
者
都
而
御
役
方
ニ
而
御
取
次
差
上
来
候

郡
方
物
書

御
勘
定
所
物
書

一

御
蔵
番

諸
願
届
等

木
渡

郡
方
御
仲
間

右
同
断

一

出
火
之
節
病
気
差
合
等
不
参
之
者
御
書
上

調

一

善
光
寺
両
寺
江
之
御
使
者
其
時
々
村
賄

申
渡
取
計

一

御
領
内
田
畑
永
干
不
作
等
御
座
候
得
共
其
段

公
辺
江
先
御
届
下
取
調

一

右
同
断
御
収
納
之
上
御
損
毛
高
御
届
下
調

申
上

一

諸
穀
物
口
留
番
所
通
手
形
御
裏
書
願

諸

一

宿
役
相
勤
候
村
方
難
渋
願
付
年
限
を
以

御
高
引
被
成
下
年
限
明
願
継
之
節
詮
義
之
上

御
伺
調

一

真
綿
荏
漆
実
焚
炭
榧
実
五
ヶ
年
季
ニ
而

直
段
御
極
之
分
年
限
明
之
節
諸
方
相
場
金
茂

御
立
替
御
伺
調

一

川
中
島
穀
商
売
之
者
共
穀
物
相
場
書
上

候
之
節
調
申
上

一

新
地
渡
御
加
増
知
渡
之
節
村
附
等
御
伺
調

一

川
中
嶋
御
高
拾
万
石
部
切
御
勘
定
五
ヶ
年
目
毎

右
仕
立
之
儀
取
調
申
上

右
之
通
御
座
候
此
段
申
上
候
以
上

子
閏
二
月

菊
池
孝
助

水
井
忠
蔵

�
御
余
慶
上
納
取
計
方
并
掛
名
面
等
申
上
控

嘉
永
五
子
年

弐

小
布
施
村
籾
石
御
計
量

壱

小
役
一
紙
内

御
余
慶
上
納
取
計
方
并
職
名
面
等
申
上

旧
記
并
諸
帳
面
等
無
御
座
付

寛
政
五
丑
年
以
前
之
義

相
訳
兼
申
候
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寛
政
五
丑
年
分

矢
野
倉
直
八

片
桐
惣
十
郎

同
六
寅
年

右
両
人

同
七
卯
年

右
両
人

同
八
辰
年

右
両
人

同
九
卯
年

右
両
人

同
十
午
年

右
両
人

同
十
一
未
年

右
両
人

同
十
二
申
年

右
両
人

享
和
元
酉
年
分

矢
野
倉
直
八

小
野
唯
右
衛
門

同
二
戌
年

右
両
人

同
三
亥
年

右
両
人

文
化
元
子
年
分

矢
野
倉
直
八

斎
藤
三
五
郎

同
二
丑
年

右
両
人

同
三
寅
年

矢
野
倉
直
八

片
岡
嘉
兵
衛

同
四
卯
年

右
両
人

同
五
辰
年

右
両
人

同
六
巳
年

右
両
人

同
七
午
年

右
両
人

同
八
未
年

右
両
人

同
九
申
年

右
両
人

同
十
酉
年

直
八
事

矢
野
倉
惣
助

片
岡
嘉
兵
衛

同
十
一
戌
年

片
岡
嘉
兵
衛

同
十
二
亥
年

右
同
人

同
十
三
子
年
分

片
岡
嘉
兵
衛

柿
崎
喜
作

同
十
四
丑
年

右
両
人

文
政
元
寅
年
分

右
両
人

同
二
卯
年

右
両
人

同
三
辰
年

右
両
人

同
四
巳
年

片
桐
惣
右
衛
門

柿
崎
喜
作

同
五
午
年

片
桐
惣
右
衛
門

柿
崎
喜
作

関
田
庄
助

同
六
未
年

片
桐
惣
右
衛
門

関
田
庄
助

文
政
七
申
年
分

片
桐
惣
右
衛
門

町
田
源
左
衛
門

同
八
酉
年

右
両
人

同
九
戌
年
分

片
桐
惣
右
衛
門

野
中
八
兵
衛

同
十
亥
年

右
両
人

同
十
一
子
年
分

片
桐
惣
右
衛
門

中
嶋
宇
吉

同
十
二
丑
年

右
両
人

天
保
元
寅
年
分

片
桐
惣
右
衛
門

宮
原
繁
之
助
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同
二
卯
年

右
両
人

同
三
辰
年

片
桐
惣
右
衛
門

宮
原
繁
之
助

右
両
人

同
四
巳
年

右
両
人

同
五
午
年

右
両
人

同
六
未
年

右
両
人

同
七
申
年
分

宮
原
庄
右
衛
門

堀
内
太
一
郎

同
八
酉
年

右
両
人

同
九
戌
年
分

青
柳
忠
太

堀
内
太
一
郎

同
十
亥
年

右
両
人

同
十
一
子
年

右
両
人

天
保
十
二
丑
年
分

青
柳
忠
太

堀
内
太
一
郎

同
十
三
寅
年
分

堀
内
太
一
郎

野
中
喜
左
衛
門

同
十
四
卯
年

右
両
人

弘
化
元
辰
年
分

右
両
人

同
二
巳
年

右
両
人

同
三
午
年

右
両
人

同
四
未
年
分

渡
辺
承
之
助

野
中
喜
左
衛
門

嘉
永
元
申
年

右
両
人

同
二
酉
年
分

渡
辺
承
之
助

野
中
喜
左
衛
門

助

高
坂
民
左
衛
門

同
三
戌
年

右
三
人

同
四
亥
年

右
三
人

同
五
子
年

右
三
人

年
中
行
事

三

御
収
納
郡
方
掛

一

他
所
職
人
腰
札
冥
加
金

一

蚕
種
売
冥
加
金

一

在
之
桶
工
冥
加
金

一

同
髪
結

并
按
摩
針
医
宿
冥
加
金

一

振
売
酒
目
売
酒
冥
加
金

一

小
布
施
村
栗
御
林
之
内

枯
木
伐
栽
冥
加
金

但
天
保
二
卯
年
よ
り
増
上
納

一

右
同
断
宮
場
所
家
作
冥
加
金

但

一

漆
撹
冥
加
金

（
一

焚
酒
冥
加
金

一

御
無
尽
割
返
差
上
金

一

諸
種
物
売
払
冥
加
金

但
前
々
田
明
常
左
衛
門
取
集
上
納
之
処
御
操

罷
成
候
付
天
保
七
申
年
十
月
廣
田
村
嘉
右
衛
門

西
寺
尾
村
市
郎
右
衛
門
願
出

附
札
上
田
御
領
上
田
原
村

孫
太
郎
引
請

一

中
牧
村
山
御
年
貢
増
上
納
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天
保
十
一
子
年
よ
り

一

田
方
へ
蓮
根
仕
村
冥
加
金

一

海
老
嶋
冥
加
籾
御
立
相
場

代
金
上
納

一

御
裏
畑
方
并
御
田
地
其
外

御
蔵
屋
敷
空
地
之
場
所
冥
加

籾
右
同
断

一

品
々
冥
加
金

二一

小
布
施
村
籾
石
御
年
貢

御
立
相
場
を
以
代
金

一

小
布
施
村
籾
石
之
場
所
開
度

冥
加
籾

郡
方
公
事
方
掛

一

揚
酒
冥
加
金

一

質
屋
冥
加
金

一

品
々
荷
宿
冥
加
金

一

酒
造
冥
加
金

一

評
定
所
御
貸
鉄
砲
冥
加

小
以

天
保
二
卯
年
よ
り

一

郡
方
道
橋
方
掛
温
泉
冥
加
金

町
方
送

一

他
所
職
人
腰
札
冥
加
金

一

酒
造
在
地
之
出
造
冥
加

金

一

揚
酒
冥
加
金

一

振
売
酒
目
売
酒
冥
加

金

一

蚕
種
売
之
者
冥
加
金

一

桶
工
并
髪
結
之
者
冥
加

金

一

町
外
酒
造
并
質
屋

冥
加
金

一

同
桶
工
并
髪
結
之
者
冥
加
金

嘉
永
四
亥
年
よ
り

一

焚
酒
冥
加
金

文
政
三
辰
よ
り

小
以

一

産
物
方
品
々
冥
加
金

〆

御
勘
定
吟
味
方
送

文
政
十
三
亥
年
よ
り

一

油
絞
冥
加
金

右
同
断

一

紺
屋
冥
加
金

御
作
事
方
送

一

諸
職
人
水
役
金

但
口
留
番
所
新
規
御
普
請
之
節

御
入
料
水
役
金
之
内
相
渡

申

一

右
同
断
見
習
年
限
中

御
用
手
間
不
相
勤
者
冥
加
金

道
橋
方
送

一

御
高
外
薪
此
役
銭

一

諸
御
通
行
之
節
人
馬
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賃
銭
払
之
分

一

冬
踏
土
普
請
入
料
物
代
金

但
舟
場
江
御
手
充
金
之
分

上
納
之
内
を
以
道
橋
方

元
〆
小
頭
よ
り
相
渡
申
候

一

筏
乗
御
抱
金

一

道
橋
方
元
〆
小
頭
手
附
江

御
手
充
賄
役
取
立
之
分
其
外

役
金
上
納
共

一

所
々
御
林
之
内
名
所
限
山
稼
冥
加
金

御
立
相
場
を
以
代
金

一

同
材
木
切
出
シ
簾
当
并

草
狩
竹
筆
冥
加

一

地
付
山
よ
り
石
切
出
冥
加
金

一

水
車
運
上
金

一

馬
喰
腰
札
冥
加
金

一

川
漁
腰
札
冥
加
金

一

売
木
筏
乗
冥
加
金

一

品
々
冥
加
金
銭

郡
役

一

山
中
方
人
足
弐
百
人

金
壱
両
之
割
合

一

里
郷
分
人
足
弐
百
人

籾
五
表
之
割
合
御
立
相
場
を
以

代
金

但
郡
役
出
人
足
勤
過
之
分
継
戻

金
并
品
々
御
手
充
金
共
道
橋
柄

元
〆
小
頭
請
取
証
文
を
以
相
渡

申
候

御
厩
送

一

毛
附
牛
馬
馬
杭
口
銭

〆

一

向
々
差
上
金

〆

右
者
御
余
慶
上
納
取
計
之
分

向
々
送
帳
を
以
取
調

夫
々
上
納
日
別
触
出
し
取
立
日
々
御
内
方
へ
預
ケ
置

追
而
差
出
証
文
を
以
本
上
納
仕

御
勘
定
帳
相
認
申
候

御
小
役
帳
仕
立

壱一

御
小
役
諸
運
上
銀
品
々
一
紙

御
勘
定
所
御
元
帳

右
仕
立
方
之
義
者
御
家
中

新
知
渡
御
加
増
知
渡
候
引
上
地
并

御
除
高
等
年
々
増
減
前
年
与

差
引
一
紙
帳
面
相
仕
立
御
勘
定

所
元
〆
役
印
判
郡
方
末
書
印
形
御
座
候

但
御
代
官
前
御
小
役
帳
逼
方
相
済

候
之
上
郡
方
割
取
御
元
ニ
相
成
申
候

右
之
通
御
座
候

此
段
申
上
候
以
上

子
二
月

渡
辺
承
之
助

出
ル

野
中
喜
左
衛
門

助

高
坂
民
左
衛
門

御
余
計
上
納

御
小
役
仕
立
掛

御
余
計
上
納

寛
政
五
年
中
よ
り

附
札

一

奥
水
油
取
冥
加
銀
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但
弘
化
四
未
年
大
破
ニ
付
御
免

一

追
鳥
出
人
足
越
候
付
冥
加
金
并

雉
子
壱
羽
分
代
銭
上
納
共

但
文
化
十
五
寅
年
よ
り
御
免

一

御
蔵
入
籾

御
家
中
渡
俵
之
内
を
以

村
納
居
俵
願
冥
加
銭

但
文
化
三
寅
年
迄

一

御
飯
米
納
御
家
中
渡
米
之
内
右
同
断
冥
加

但
文
化
五
辰
年
迄

一

郡
役
買
改
籾
之
内
を
以
役
料
籾

并
人
別
御
手
充
共
相
渡

但
天
保
八
酉
年
迄

一

村
々
詰
役
御
受
御
手
充
之
分

人
別
帳

但
天
保
六
未
年
よ
り
同
八
酉
年

ま
て
相
渡
申
候

右
者
当
時
取
計
無
御
座
候

○

郡
役
御
手
充
籾
継
合
成
候
分

天
保
五
午
年
よ
り
都
而
代
金
渡
被
仰
渡

�
越
石
御
代
官
沿
革
之
次
第
申
上
・
先
輩
姓
名
書
并
申
伝
申
上

先
輩
姓
名
書
并
申
伝
申
上

菊
地
孝
助

先
輩
名
面

享
保
十
三
申
年
誓
紙
初

千
喜
良
平
右
衛
門

春
原
平
兵
衛

小
林
茂
助

与
良
甚
五
左
衛
門

森
新
助

師
田
荘
五
郎

下
木
治
郎
右
衛
門

右
者
被

仰
付
年
暦
御
役
転
遷
其
外
被

仰
付
候
仁
茂
可
有
御
座
候
得
共
相
分
兼
申
候

長
谷
川
藤
五
郎

宝
暦
十
二
午
年
十
二
月
廿
五
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

明
和
二
酉
年
八
月
十
五
日
御
役
替
御
代
官
越
石
御
代
官
兼
帯
被

仰
付

安
永
二
巳
年
八
月
十
五
日
兼
帯
御
役

御
免

篠
崎
屯

明
和
元
申
年
十
二
月
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

明
和
三
戌
年
八
月
二
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付佐

野
友
左
衛
門

明
和
三
戌
年
八
月
二
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

同
四
亥
年
七
月
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

成
沢
源
吾

明
和
四
戌
年
七
月
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

安
永
七
戌
年
二
月
悴
召
連
出
奔

野
村
善
大
夫

明
和
七
寅
年
二
月
廿
一
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

安
永
七
戌
年
三
月
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

佐
藤
軍
治

安
永
二
巳
年
八
月
十
五
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

同
五
申
年
六
月
廿
八
日
御
役
替
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯

被

仰
付

東
條
与
一
郎

安
永
五
申
年
九
月
十
一
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

天
明
二
寅
年
十
二
月
廿
五
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付
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成
沢
文
治

安
永
七
戌
年
三
月
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

天
明
六
午
年
四
月
十
八
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付森

山
嘉
藤
太

天
明
二
寅
年
十
二
月
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

同
六
午
年
八
月
廿
一
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

入
藤
九
郎

天
明
六
午
年
四
月
十
八
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

同
年
八
月
廿
一
日
御
蔵
奉
行
兼
帯
被

仰
付

寛
政
十
一
未
年
二
月
九
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

師
田
丈
右
衛
門

天
明
六
午
年
八
月
廿
一
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

寛
政
六
寅
年
六
月
六
日
御
役

御
免
御
番
入
被

仰
付大

嶋
多
吉

寛
政
三
亥
年
五
月
廿
五
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

同
十
二
申
年
五
月
十
五
日
御
役
替
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼

帯
被

仰
付

小
山
武
兵
衛

寛
政
十
二
申
年
五
月
十
五
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

文
化
元
子
年
二
月
廿
一
日
御
役

御
免

小
林
門
右
衛
門

後
円
四
郎

享
和
元
酉
年
二
月
十
三
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

文
化
九
申
年
十
月
朔
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

吉
村
左
平

寛
政
十
一
申
年
二
月
廿
五
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付
御
蔵
奉
行
兼
帯
相
勤
候
様

享
和
元
申
年
十
二
月
十
三
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

上
原
友
左
衛
門

文
化
元
子
年
二
月
廿
七
日
越
石
御
代
官
被

仰
付

文
化
十
酉
年
八
月
九
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

徳
嵩
甚
蔵

文
化
三
寅
年
十
二
月
廿
八
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

同
十
二
亥
年
三
月
十
八
日

思
召
有
之
付
両
御
役

御
免

小
林
隼
太

後
奥
左
衛
門

文
化
十
酉
年
八
月
九
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

文
政
三
辰
年
七
月
廿
五
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

野
村
雄
蔵

文
政
二
卯
年
七
月
廿
五
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
御
蔵
奉
行
兼
帯
被

仰
付

同
五
午
年
九
月
廿
八
日
兼
帯
御
役

御
免

同
八
酉
年
十
一
月
十
六
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付

宮
下
善
左
衛
門

文
政
三
辰
年
七
月
廿
五
日
御
蔵
奉
行
よ
り

越
石
御
代
官
被

仰
付

同
八
酉
年
十
一
月
十
八
日
御
役
替
御
目
付
役
被

仰
付

矢
野
倉
惣
之
進

文
政
五
午
年
十
二
月
九
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
勤
方
是
迄
之
通
被

仰
付

同
年
十
二
月
十
一
日
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

天
保
十
四
卯
年
二
月
朔
日
御
役
替
御
代
官
被

仰
付斉

藤
善
九
郎

文
政
五
午
年
十
二
月
九
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
勤
方
是
迄
之
通
被

仰
付

同
年
十
二
月
十
一
日
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

同
八
酉
年
十
一
月
十
二
日
死
去

菊
池
孝
助

天
保
十
四
卯
年
二
月
朔
日
御
勘
定
所
元
〆
役
よ
り

越
石
御
代
官
御
勘
定
所
元
〆
役
兼
帯
被

仰
付

越
石
御
代
官
取
計
方
申
伝

一

御
家
中
御
切
米
籾
并
御
足
軽
御
切
米
籾
を
以

御
蔵
納
継
合
取
計
候
由
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但
明
和
元
申
年
享
和
三
亥
年
御
日
記
ニ
茂
相
見
申
候

一

宝
暦
年
中
よ
り
寛
政
年
中
迄
者
御
蔵
奉
行
ニ
而

相
収
候
籾
者
御
役
替
越
石
御
代
官
罷
成
候
而
茂

御
払
切
相
成
候
迄
者
取
扱
候
由

一

籾
納
之
内
村
々
金
納
願
候
分
取
立
上
納
仕
候
由

一

籾
納
之
節
手
附
村
方
江
罷
越
相
改
候
由

宝
暦
頃
よ
り
右
出
役
之
儀
村
方
為
御
手
充

御
免
村
納
罷
成
候
由
尤
村
役
人
立
合
相
改

納
連
名
印
并
改
候
役
人
者
名
印
口
札
中
札
入
候
而

村
役
人
納
直
ニ
差
添
御
蔵
納
仕
候
由

但
右
等
茂
御
日
記
ニ
茂
相
見
申
候

一

御
未
進
等
茂
取
立
上
納
仕
候
由

一

村
々
節
木
代
之
内
を
以
壱
人
ニ
付
金
三
両
ツ
ツ

御
手
充
明
和
二
酉
年
頃
よ
り
被
下
候
由

一

右
同
断
之
内
を
以
手
代
よ
り
茂
壱
人
ニ
付
金
弐
分
ツ
ツ

被
下
候
由

但
右
者
明
和
之
御
日
記
ニ
茂
相
見
申
候

一

安
永
之
頃
よ
り
御
用
紙
代
弐
両
八
分
六
厘
并
筆

墨
共
請
取
候
由
右
之
内
文
政
四
巳
年
よ
り
減
弐
両
ツ
ツ

文
政
八
酉
年
迄
請
取
来
候
由

但
御
用
紙
方
御
勘
定
帳
ニ
茂
相
見
申
候

右
之
通
先
輩
名
面
并
承
伝
候
儀
如
斯
御
座
候

其
外
御
尋
之
ヶ
条
程
々
詮
議
仕
候
得
共

相
分
兼
申
候
此
段
申
上
候
以
上

子
二
月

菊
池
孝
助

�
御
役
年
中
勤
方
并
御
役
先
輩
よ
り
之
姓
名
申
上

二
番御

役
年
中
勤
方
并
御
役

先
輩
よ
り
之
姓
名
申
上

御
勘
定
所
御
物
書

一

私
共
儀
日
々
御
元
〆
よ
り
御
差
図
之
通

相
勤
罷
在
候

一

出
火
出
水
之
節
ハ
御
元
〆
御
役
所
江
相
詰
罷
在
候

御
役
先
輩
よ
り
之
姓
名
覚

小
頭

永
井
善
蔵

明
和
元
申
年
八
月
廿
六
日
御
普
請

方
よ
り
御
借
人
御
元
〆
御
役
所
諸
帳
面

取
始
末
仕

安
永
四
未
年
死
去

小
頭

赤
塚
幸
三
郎

同
米
山
久
左
衛
門

安
永
四
未
年
九
月
十
二
日
御
普
請
方
よ
り

御
借
人
永
井
善
蔵
御
役
相
勤

松
本
勝
五
郎

安
永
五
申
年
二
月
廿
八
日
金
右
衛
門
御
勘
定
所

御
物
書
御
立
被
成
下

同
七
戌
年
五
月
十
一
日
願
之
通
隠
居
被
仰
付

（
付
札
）

安
永
□
年
―
御
勘
定
役

松
本
金
右
衛
門
格
式
御
取
□
（
揚
カ
）
隠
居

跡
式
御
勘
定
所
御
物
書
被
仰
付

松
本
清
右
衛
門

安
永
七
戌
年
五
月
十
一
日
養
父
勝
五
郎

跡
式
御
勘
定
所
御
物
書
被
仰
付

同
八
亥
年
正
月
廿
五
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

御
手
代

善
五
右
衛
門
悴

町
田
祐
右
衛
門

天
明
七
未
年
八
月
十
一
日
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

寛
政
十
午
年
十
一
月
廿
九
日
御
郡
方

御
物
書
江
御
役
替
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御
手
代

新
左
衛
門
悴

徳
間
庄
左
衛
門

天
明
七
未
年
八
月
十
一
日
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

寛
政
九
巳
年
閏
七
月
十
五
日
新
左
衛
門
跡
式
御
本
納
御
手
代
江

御
役
替

御
蔵
番

孝
右
衛
門
悴

春
原
重
左
衛
門

天
明
七
未
年
八
月
十
一
日
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

寛
政
八
辰
年
八
月
十
五
日
孝
右
衛
門
跡
式
御
蔵
番
被
仰
付

御
手
代

彦
弥
悴

水
野
孫
右
衛
門

寛
政
六
寅
年
十
一
月
十
五
日
御
勘
定
所
物
書

被
仰
付

同
十
三
酉
年
四
月
三
日
彦
弥
跡
式
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

青
柳
十
郎
治

寛
政
九
巳
年
十
二
月
御
蔵
番
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

享
和
二
戌
年
十
二
月
廿
八
日
御
郡
方
御
物
書
江
御
役
替

伊
東
千
右
衛
門

寛
政
十
午
年
十
二
月
廿
九
日
南
部
坂
御
台
所
元
〆
よ
り
御
勘
定

所
御
物
書
被
仰
付

文
化
二
丑
年
二
月
廿
八
日
御
郡
方
御
物
書
江
御
役
替

青
山
初
右
衛
門

寛
政
十
午
年
十
二
月
廿
九
日
御
吟
味
方
御
物
書
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

文
化
七
午
年
正
月
死
去

御
蔵
番

孫
左
衛
門
悴

宮
入
作
兵
衛

文
政
元
寅
年
十
二
月
十
九
日
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

文
政
七
申
年
十
二
月
十
八
日
孫
左
衛
門
跡
式
勤
方
是
迄
之
通

同
十
二
丑
年
十
二
月
廿
五
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

水
野
孫
左
衛
門

文
政
二
卯
年
十
二
月
御
賄
役
よ
り
御
勘
定
格
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

同
六
未
年
十
二
月
九
日
御
徒
士
江
御
番
入

春
原
藤
太

文
政
三
辰
年
二
月
六
日
御
蔵
番
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

同
四
巳
年
六
月
十
六
日
郡
方
御
物
書
江
御
役
替田

沢
喜
兵
衛

文
政
四
巳
年
六
月
十
六
日
御
台
所
御
帳
付
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

同
七
申
年
五
月
十
一
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

平
出
与
左
衛
門

文
政
四
巳
年
八
月
六
日
小
頭
格
よ
り
被
召
出
御
勘

定
所
御
物
書
被
仰
付

同
六
未
年
五
月
十
三
日
御
勘
定
役
見
習
被
仰
付五

明
富
之
助

文
政
八
酉
年
正
月
廿
九
日
御
蔵
番
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

同
十
亥
年
九
月
廿
六
日
御
郡
方
御
物
書
被
仰
付

同
十
一
子
年
九
月
廿
四
日
御
勘
定
所
御
物
書
江
帰
役

天
保
五
午
年
四
月
八
日
御
飯
米
御
手
代
江
御
役
替

池
田
三
七

文
政
九
戌
年
十
二
月
廿
七
日
御
宮
番
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
被
仰
付

天
保
二
卯
年
十
二
月
廿
五
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

月
岡
伝
左
衛
門

文
政
十
一
子
年
十
二
月
十
二
日
南
部
坂
御
台
所
元
〆
よ
り
御
勘

定
所
御
物
書
被
仰
付

天
保
七
申
年
九
月
廿
五
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

春
原
仲
太

天
保
四
巳
年
四
月
四
日
一
代
御
目
見
席
御
郡
方
御
物
書
藤
太
跡

式
御
勘
定
所
御
物
書
被
仰
付

郷
原
民
右
衛
門

天
保
五
午
年
四
月
御
宮
番
よ
り
御
勘
定
所
御
物
書

被
仰
付
同
六
未
年
四
月
十
五
日
願
之
通

隠
居
被
仰
付

岸
田
三
千
次

天
保
六
未
年
四
月
十
五
日
民
右
衛
門
跡
式
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御
勘
定
所
御
物
書
被
仰
付

同
十
二
丑
年
十
二
月
廿
二
日
御
郡
方
御
物
書
江
御
役
替

平
川
鵜
市

天
保
七
申
年
九
月
廿
五
日
御
蔵
番
御
餌
刺
兼
よ
り
御
勘
定
所
御

物
書
被
仰
付

渡
辺
甚
右
衛
門

天
保
十
一
子
年
正
月
十
一
日
御
足
軽
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
ニ
御
立
被
成
下

弘
化
元
辰
年
十
二
月
廿
五
日
御
本
納
御
手
代
江
御
役
替

喜
兵
衛
悴

御
手
代
見
習

田
沢
民
作

天
保
十
二
丑
年
十
二
月
廿
二
日
御
勘
定
所

御
物
書
兼
被
仰
付

嘉
永
元
申
年
十
二
月
廿
二
日
父
喜
兵
衛
御
賄
役
被
仰
付
候
付
兼

役
御
免

茂
平
悴

御
手
代
見
習

土
屋
勘
之
進

天
保
十
二
丑
年
十
二
月
廿
二
日
御
勘
定
所

御
物
書
兼
被
仰
付

嘉
永
三
戌
年
十
二
月
死
去

直
左
衛
門
悴

手
代
見
習

倉
田
惣
左
衛
門

弘
化
元
辰
年
十
二
月
廿
三
日

御
勘
定
所
御
物
書
兼
被
仰
付

同
四
未
年
三
月
兼
役
御
免

伝
左
衛
門
悴

手
代
見
習

月
岡
九
左
衛
門

弘
化
四
未
年
三
月
御
勘
定
所
御
物
書

兼
被
仰
付

同
五
申
年
三
月
五
日
兼
役
御
免

高
橋
繋
三
郎

嘉
永
元
申
年
三
月
五
日
御
雇
御
足
軽
よ
り
御
勘
定
所

御
物
書
御
雇
被
仰
付

同
二
酉
年
二
月
廿
二
日
郡
方
御
物
書
御
雇
被
仰
付

町
田
仙
之
助

嘉
永
元
申
年
十
二
月
廿
七
日
御
足
軽
番
代
よ
り

被
召
出
御
勘
定
所
御
物
書
被

仰
付

右
之
通
御
座
候
此
段
申
上
候

御
勘
定
所
御
物
書三

人

�
御
内
借
掛
起
元
并
掛
り
名
面
共
申
上

御
内
借
掛
起
元
并
掛
り
名
面
共
申
上

御
内
借
掛
扣

○

文
化
十
二
亥
年
六
月
二
日

大
嶋
武
左
衛
門

上
々
様
御
繰
廻
金
掛
并
是
迄

斎
藤
善
九
郎

関
田
庄
助
取
計
御
繰
廻
之
分
者

掛
り
被
仰
渡

○

同
年
同
月
廿
二
日
右
掛
り
名
目
以
後
御
内
借
掛
与

相
唱
候
様
被
仰
渡

○

同
年
十
二
月
十
四
日
よ
り
御
内
借
掛
物
書
壱
人
拝
借
仕
度

之
旨
伺
之
通
御
聞
済

○

文
化
十
三
子
年
八
月
廿
一
日

是
迄
掛
之
外
ニ
御
金
掛
被
仰
渡

右
両
人

○

右
者
付
是
迄
之
御
金
掛
高
野
数
右
衛
門
西
村
源
蔵

懸
り

御
免
之
処
両
人
共
御
免
相
成
候
間
者

差
支
之
儀
御
座
候
間
右
之
内
壱
人
御
差
添

被
成
下
組
合
三
人
ニ
而
御
金
掛
之
方
取
計
仕
度

之
旨
奉
願
候
処
西
村
源
蔵
暫
之
内
是
迄
之
通

相
勤
候
様
被
仰
渡

○

同
年
十
月
御
内
借
掛
附
人
拝
借
之
義
伺
候
処

同
月
廿
一
日
御
聞
済
被
成
下
候

○

文
政
二
卯
年
十
二
月
六
日
御
役
替

大
嶋
磯
右
衛
門

御
蔵
奉
行
被

仰
付
勤
方

是
迄
之
通
被
仰
渡
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△

文
政
三
年
六
月
十
八
日
御
役
替

斎
藤
善
九
郎

御
勘
定
所
元
〆
被

仰
付

○

文
政
三
辰
八
月
廿
六
日

菊
池
孝
助

御
内
借
掛
被
仰
渡

△

文
政
七
申
年
十
月
廿
一
日
御
役
替

右
両
人

役
夫
調
役
被

仰
付

○

文
政
七
申
年
十
一
月
廿
一
日

入
安
兵
衛

御
内
借
掛

御
金
掛

御
家
中
御
趣
意
拝
借
之
分
御
借
入
金
掛

被
仰
渡

但
御
借
入
金
掛
之
儀
者

御
内
借
掛
一
同
取
計
仕
候

△
����

文
政
十
三
寅
年
十
二
月
十
二
日

右
同
人

御
内
借
掛
御
免

右
御
趣
意
拝
借
御
元
方
掛
者
其
侭
之
処

△

天
保
九
戌
年
十
月
廿
日
御
免

○

文
政
十
三
寅
年
十
二
月
十
二
日

西
村
源
蔵

御
内
借
掛
被
仰
渡

○

天
保
十
亥
年
六
月
十
二
日

池
田
良
右
衛
門

御
内
借
掛
被
仰
渡

嘉
永
二
酉
年
十
一
月
廿
五
日
役
夫
調
役

被
仰
付
勤
方
是
迄
之
通

△
天
保
十
一
子
年
五
月
十
日
死
去

西
村
源
蔵

○

天
保
十
一
子
年
五
月
十
八
日

吉
澤
十
助

御
内
借
掛
被
仰
渡

弘
化
三
午
年
十
一
月
十
五
日
役
夫
調
役

被
仰
付
勤
方
是
迄
之
通

△
天
保
十
五
辰
四
月
二
日
死
去

大
嶋
磯
右
衛
門

○

天
保
十
五
辰
年
十
一
月
十
一
日

入
久
左
衛
門

御
内
借
掛
被
仰
渡

宮
澤
善
治

○

弘
化
五
申
年
正
月
十
七
日

半
田
藤
作

御
内
借
掛
被
仰
渡

△

嘉
永
二
酉
年
七
月
廿
七
日

吉
澤
十
助

御
内
借
掛
御
免

嘉
永
二
酉
年
七
月
廿
七
日

春
日
栄
作

御
内
借
掛
被
仰
渡

当
時
掛
り

池
田
良
右
衛
門

半
田
藤
作

入
久
左
衛
門

宮
澤
善
治

春
日
栄
作

右
之
通
御
座
候
此
段
申
上
候
以
上

御
内
借
掛

�
社
倉
掛
之
儀
申
上

社
倉
掛
之
儀
申
上

二
月

野
中
喜
左
衛
門

北
嶋
理
兵
衛

初
発祢

津
左
盛

文
政
七
申
年
社
倉
取
建
掛

被
仰
渡
候

野
中
量
左
衛
門

同
年
山
野
方
留
役
被

仰
付
社
倉
掛
被
仰
渡
候小

頭
北
嶋
理
兵
衛

同海
沼
惣
兵
衛

同
年
山
野
方
留
役
助
社
倉
掛

被

仰
付
候

（
付
札
）

御
郡
方
之
方

文
政
九
戌
年

竹
内
六
郎
兵
衛

社
倉
掛

高
橋
牧
右
衛
門

同
十
亥
年

興
津
権
右
衛
門

社
倉
取
建
掛

片
岡
此
面
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同
十
亥
年
社
倉
取
建
掛

被
仰
渡
候

北
沢
大
蔵

同
十
二
丑
年
山
野
方
留
役
被

仰
付
社
倉
掛
被
仰
渡
候野

中
量
左
衛
門

同
十
三
寅
年
御
武
具
方
調
役

被

仰
付
候

北
沢
大
蔵

同
十
三
寅
年
御
徒
士
江
御
番
入

被

仰
付
候

一

同
十
三
寅
年
社
倉
方
一
式

郡
方
江
御
引
渡
罷
成
申
候

野
中
量
左
衛
門

天
保
二
卯
年
役
夫
調
役
被

仰
付
社
倉
掛
被
仰
渡
候北

嶋
理
兵
衛

同
年
社
倉
方
元
〆
一
代

御
目
見
席
被

仰
付
候

右
同
人

天
保
九
戌
年
御
勘
定
役
被

仰
付
社
倉
掛
被
仰
渡
候

野
中
喜
左
衛
門

天
保
十
三
寅
年
社
倉
掛

被
仰
渡
候

文
政
七
申
年

国
家
凶
荒
之
備
可
有
之

事
ニ
候
処
故
障
有
之

是
迄
其
事
ニ
不
被
及
候
内

御
勝
手
迎
年
御
不
如
意
相
成

拝
受
当
節
御
暮
方
甚

御
難
渋
候
得
共
此
備
ハ
御
家
中

御
領
内
為
肝
要
之

御
急
務
与

思
召
候
ニ
付

社
倉
御
取
建
有
之
候
依
之

有
志
之
面
々
不
依
籾
子
之

多
少
社
倉
江
積
入
候
様
被

仰
出
候
各
誠
志
申
談

御
仁
意
相
達
候
者
可
為

御
備
□
候
可
被
得
其
旨
候
以
上

十
一
月

小
山
田
采
女

恩
田
靭
負

真
田
図
書

鎌
原
伯
耆

前
条
之
趣
被
仰
出
御
座
候
付

御
家
中
積
入
御
座
候
尤

御
郡
中
村
々
之
儀
ハ
野
中

量
左
衛
門
北
嶋
理
兵
衛
海
沼

惣
兵
衛
右
三
人
ニ
而
廻
村
申
含

仕
積
入
籾
代
金
ニ
而
初
発

上
納
仕
候
尤
村
方
ニ
寄
籾
子

ニ
而
囲
置
度
旨
相
願
候
村
々
ハ

任
其
意
候

文
政
十
亥
年

一

非
常
之
備
社
倉
被

仰
付
置
候
得
共
積
入
未
多

御
安
心
無
之
候
依
之
向
後
ハ

銘
々
家
内
人
数
ニ
応
し

穀
類
ニ
不
限
凡
粮
ニ
可
相
成

品
々
廻
り
次
第
貯
置
可
申
候

右
者
社
倉
積
入
候
共
可
任

其
意
候
且
又
先
般
御
勝
手

向
御
逼
迫
ニ
付
申
立
候

差
上
物
面
々
江
御
預
ケ

被
置
候
分
社
倉
方
江
相
廻
り

候
様
被

仰
出
候
年
々
冬
迄

之
内
上
納
可
致
候

右
之
趣
致
演
説
候
様

御
用
番
小
山
田
采
女
殿

被
仰
渡
候
付
如
斯
御
座
候

以
上

八
月
六
日

綿
貫
新
兵
衛

凡
治
世
之
備
者
米
穀
ニ
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在
之
冠
越
之
備
□

兵
馬
ニ
有
之
候
凶
作
之
年

御
領
内
之
御
手
充
行
届

騒
擾
之
刻

公
義
之
御
軍
役
相
務
候

時
ハ
仮
令
期
冬
御
暮
方

御
逼
迫
ニ
候
而
茂

御
安
心
有
之
候
御
手
充

届
兼
御
務
兼
候

時
者
仮
令
御
蔵
方
御
有

余
有
之
候
而
茂

御
安
心
無
之
候
此
段
面
々

心
得
可
被
在
旨
被

仰
出
候
先
般
御
勝
手

御
逼
迫
ニ
付
御
家
中

御
宛
行
之
内
御
用
立
度

旨
申
立
候
品
迄
社
倉
江

相
廻
候
様
被

仰
出
候
茂

右
之

御
趣
意
ニ
候
間

可
被
得
其
旨
候
以
上

小
山
田
采
女

八
月
六
日

恩
田
靭
負

真
田
図
書

鎌
原
伯
耆

文
政
十
亥
年

村
方
社
倉
自
普
請
去

年
中
納
置
候
籾
代
金

相
下
ケ
普
請
入
料
ニ
致
度

段
願
出
候
者
願
之
通
申
付

請
負
候
籾
子
年
々
社
倉
江

積
入
候
様
可
申
渡
候

但
年
々
積
籾
改
手
附

差
出
可
被
申
候

一

近
々
村
々
社
倉
相
建
候
之
様

可
申
含
候
尤
出
来
迄
ハ

受
通
之
籾
子
年
々
代
金

ニ
而
受
取
置
可
被
申
候

一

社
倉
籾
貸
出
し
候
事

追
而
可
及
差
図
候

一

積
金
受
致
置
候
分
ハ

此
上
申
含
ニ
ハ
不
及
候
銘
々

貯
之
事
者
銀
分
致
出
積

村
社
倉
相
建
候
村
方
者

成
丈
右
江
入
置
候
様
可
被

申
渡
候

五
月
十
九
日

社
倉
掛
り
中

追
々
社
倉
相
建
候
村
方
江

元
籾
被
下
候
間
郡
奉
行
江

問
合
可
被
申
候

五
月
十
九
日

前
条
之
趣
被
仰
出
御
座
候

一

金
弐
百
五
拾
両
三
分

一

籾
子
五
百
五
拾
弐
表
余

右
者
天
保
四
巳
年

違
作
付
村
々
社
倉
積
入

籾
代
金
上
納
仕
置
候
分

御
下
金
御
下
穀
之
分

一

金
百
九
拾
六
両
六
匁
六
分

右
者
巳
年
違
作
ニ
付

御
買
上
穀
内
為
御
救

向
々
江
御
下
穀
相
場

間
御
足
金
之
分
社
倉
金

御
繰
廻
御
出
方
金
之
内

を
以
御
払
罷
成
申
候

一

金
百
四
拾
四
両
三
分
七
匁
五
分

一

籾
弐
千
八
百
五
拾
壱
表
余

右
者
天
保
七
申
年

違
作
付
村
々
社
倉

積
入
籾
代
金
上
納

仕
置
候
分
御
下
ケ
金

村
囲
穀
之
内
御
下
穀

罷
成
申
候
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一

金
六
百
七
両
壱
分
拾
四
匁
七
分
七
厘

一

籾
八
千
六
百
七
拾
表
余

右
者
同
断
ニ
付
翌

酉
年
御
下
金
御
下
穀

罷
成
申
候

一

金
百
三
拾
四
両
三
分

拾
四
匁
壱
分
八
厘

右
同
断
ニ
付
御
町
方

積
入
金
御
下
ケ
金
并

村
方
御
貸
下
ケ
共

一

金
千
三
百
九
拾
壱
両
拾
弐
匁

三
分
六
厘

右
者
巳
年
申
年

違
作
付
村
々
并
御
町

町
外
共
極
窮
之
者
江

御
救
方
被
下
候
御
入
料

社
倉
御
繰
廻
御
出
方

金
之
内
を
以
御
払
ニ

罷
成
申
候

〆

金
弐
千
六
百
七
拾
五
両
壱
分

拾
匁
四
分
壱
厘

〆

籾
壱
万
四
千
八
百
八
拾
弐
表

右
者
御
救
方
罷
成
候

穀
金
高

一

金
弐
千
五
百
壱
両
壱
分

五
匁
八
分
三
厘

右
者
社
倉
金
亥
御
元

御
繰
廻
罷
成
居
年
々

御
礼
金
御
元
相
場
申
候

尤
右
之
内
御
繰
廻
残

金
之
分
御
納
戸
御
余
計

之
方
江
内
願
仕
置
候

一

籾
四
千
三
百
五
拾
九
表
弐
斗

七
升
壱
合

右
者
社
倉
御
囲
穀

亥
御
元
御
城
内
御
土

蔵
江
御
積
置
之
分

俵
辻

籾
麦
其
外
共

一

壱
万
七
千
三
百
六
拾
七
表

四
斗
七
升
五
合

右
者
御
郡
中
村
々

社
倉
囲
穀
之
分
其
外

人
別
囲
穀
桑
畑
間
々

加
穀
麦
共
表
穀

但
此
分
褒
美
以
来

見
分
無
御
座
候
間

虚
実
之
儀
ハ
聢
与

申
上
兼
候
者
追
々
見
分

之
上
申
上
度
奉
存
候

〆外
ニ

一

金
九
百
六
拾
三
両
壱
分

六
匁
三
分
五
厘

右
者

御
勝
手
向
江

御
家
中
之
外
差
上
方

申
立
分
社
倉
方
江
上
納
ニ

罷
成
候
金
高

内
訳

四
百
六
拾
三
両
拾
四
匁
九
分
四
厘

御
囲
穀
御
買
上
代
金

御
入
料
罷
成
申
候

五
百
両
六
匁
四
分
壱
厘

此
分
御
納
戸
御
余
計

之
方
江
本
上
納
罷
成

申
候

小
以

右
之
通
御
座
候
此
段

申
上
候
以
上

社
倉
掛

二
月

野
中
喜
左
衛
門

北
嶋
理
兵
衛

�
御
口
留
御
番
所
勤
方
御
書
上
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御
口
留

御
番
所
勤
方
御
書
上

御
口
留
御
番
所
勤
方
奉
申
上
候

一

御
番
所
先
規
よ
り
御
定
之
通
急
度
相
守
可
申
事

附
自
他
御
領
共
別
儀
及
承
候
ハ
ハ
早
速
可
申
出
候

此
段
御
領
内
近
村
并
自
他
御
領
ニ
而
茂
異

変
之
儀
御
座
候
節
者
其
時
々
奉
申
上
候

一

万
穀
物
改
之
事

此
段
御
領
内
之
義
者

御
奉
行
所

御
裏
書
ヲ
以
相
通
申
候
猶
又
御
他
領
よ
り
入

穀
出
穀
有
之
候
節
者
買
主
御
裏
書
奉

願
右
ヲ
以
相
通
申
候
并
中
馬
稼
之
者
御
料
所

御
私
領
ニ
不
拘
御
印
鑑
ヲ
以
相
通
申
候

御
領
分
手
馬
稼
之
者
茂
右
同
様
ニ
而
相
通
申
候

一

馬
喰
馬
改
之
事

此
段
御
領
内
馬
喰

道
橋
御
役
所

御
印
鑑
并

御
厩
御
役
所
御
裏
印
以
載

之
者
相
改
相
通
申
候
且
御
他
領
馬
喰
之
義
者

何
郡
何
村
馬
喰
誰
方
江
達
通
候
様
手
形
差
出
候
ニ

付
相
改
相
通
申
候

一

酒
荷
物
改
之
事

此
段
御
他
領
よ
り
附
入
候
酒
荷
物
之
義
ハ
買
主
よ
り

御
裏
書
奉
願
右
ヲ
以
相
通
申
候

一

漆
之
木
之
実
改
之
事

此
段
近
年
御
領
分
御
他
領
共
附
通
候

節
ハ
何
村
誰
方
よ
り
何
村
誰
方
江
附
送
候
由
承

届
相
通
申
候

一

女
改
之
事

此
段
御
番
所
江
通
掛
り
候
女
風
俗
異
相
之

者
ハ
格
別
念
入
相
改
実
否
相
糺
相
通
申
候
并

引
越
縁
女
之
義
ハ
承
糺
格
別
過
異
之
者

相
改
申
候

右
者
今
般
御
口
留
御
番
所
勤
方
之
儀

御
尋
御
座
候
付
御
書
上
仕
候
通
相
違
無

御
座
候
且
又
勤
方

御
条
目
等
者
別
紙

御
書
上
仕
候
外
旧
記
等
無
御
座
相
分
り
兼
申
候

御
尋
ニ
付
此
段
奉
申
上
候
以
上

関
屋
村

御
口
留

孫
宗

仁
礼
村

同
断

喜
兵
衛

同
村

同
断

名
右
衛
門

小
市
村

同
断

六
兵
衛

中
牧
村

同
断

嘉
右
衛
門

桑
原
村

同
断

勇
蔵

山
穂
刈
村

同
断

伝
兵
衛

瀬
戸
川
村

同
断

弥
五
右
衛
門

大
田
原
村

同
断

伝
吉

覆
盆
子
沢
村

同
断

弥
藤
治

田
野
口
村

同
断

庄
吉
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水
内
村

同
断

茂
十
郎

上
ヶ
屋
村

同
断

庄
右
衛
門

椿
峯
村

御
口
留

八
右
衛
門

小
根
山
村

同
断

金
右
衛
門

有
旅
村

同
断

案
右
衛
門

日
名
村

同
断

藤
助

鼠
宿
村

同
断

忠
兵
衛

腰
村

同
断

利
右
衛
門

□
田
村

同
断

加
茂
駒
吉

町
川
田
（

損

）

□
□
肝
�祐

吉

御
勘
定
所

御
元
〆

御
役
所
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玉
城

司

平
林

香
織

小
幡

伍

荻
原

幸
子

大
日
方
裕
美

柿
崎

孝
子

佐
藤
さ
わ
子

島
田

和

竹
中

塁

竹
村

昌
男

田
中

良
彦

寺
田

寿
子

常
盤
あ
か
ね

丸
山

聖
子

宮
澤

惠
夫

矢
野

清
登

林

美
里

翻
刻
『
喜
久
の
分
根
』（
３
）

真
田
連
句
を
読
む
会

前
号
（『
松
代
』
２５
号
）
に
続
い
て
真
田
宝
物
館
蔵
『
喜
久

の
分
根
』（31-3-21-1

）
の
残
り
四
巻
を
翻
刻
す
る
。

『
喜
久
の
分
根
』
は
、
前
号
の
解
題
で
記
し
た
通
り
菊
貫
（
真

田
幸
弘
）
が
一
座
し
て
巻
い
た
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
中
の

百
韻
を
十
五
巻
収
載
し
て
い
る
。
本
誌
２
４
号
で
は
、
最
初
の

百
韻
六
巻
を
、
前
号
で
は
百
韻
五
巻
（
第
七
巻
か
ら
十
一
巻
ま

で
）
を
翻
刻
し
た
。
今
回
は
そ
の
残
り
四
巻
を
翻
刻
す
る
。
便

宜
上
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
の
前
に
（
十
二
）
か
ら
（
十
五
）
の
漢

数
字
を
記
し
て
区
別
し
た
（
原
本
に
は
な
い
）。
そ
れ
ぞ
れ
の

巻
の
発
句
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
十
二
）
さ
れ
ハ
こ
そ
荒
た
き
ま
ゝ
の
霜
の
庵

元
禄
翁

（
十
三
）
磯
く
さ
き
煙
や
蜑
の
冬
篭

（
十
四
）
し
み
�
�
と
水
に
力
や
今
朝
の
冬

（
十
五
）
横
乗
の
馬
士
の
行
衛
や
片
時
雨

（
十
二
）「
さ
れ
ば
こ
そ
」
は
、
芭
蕉
句
「
さ
れ
ば
こ
そ
あ
れ

た
き
ま
ゝ
の
霜
の
宿
」
で
『
あ
ら
野
』・『
如
行
子
』・『
泊
船
集

書
入
』・『
蕉
翁
句
集
草
稿
』
に
収
載
す
る
が
、
下
五
「
霜
の

庵
」
の
句
形
で
は
他
に
知
ら
れ
て
い
な
い
。『
あ
ら
野
』
の
前

書
に
「
人
の
い
ほ
り
を
た
づ
ね
て
」
と
あ
る
の
で
、「
宿
」
を

「
い
ほ
り
（
庵
）」
と
読
み
替
え
た
も
の
だ
ろ
う
か
。（
十
三
）

の
「
磯
く
さ
き
」
は
、
未
詳
。
た
だ
通
常
で
は
発
句
を
含
め
た

表
八
句
に
点
を
つ
け
な
い
が
、
湖
十
が
、
発
句
に
五
点
、
第
六

に
も
拾
（
十
）
点
、
第
七
に
も
五
点
を
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
作
者
は
菊
貫
（
幸
弘
）
で
あ
り
、
特
に
命
じ
て
加
点
さ
せ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。（
十
四
）「
し
み
じ
み
と
」「（
十
五
）
横
乗

の
」
は
未
詳
。

巻
末
に
句
上
は
な
い
が
、
連
衆
名
・
点
者
・
高
点
を
得
た
勝

者
、
興
行
年
等
奥
書
が
あ
る
の
で
、
一
覧
し
て
み
た
い
。

連
衆
と
点
者
（
宗
匠
）・
高
点
勝
者
は
、
次
の
通
り
で
あ

る
。
な
お
、
高
点
勝
者
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
な
く
、
単
に

「
勝
」
と
の
み
記
載
す
る
の
は
、
菊
貫
が
高
得
点
を
得
た
勝
者

と
推
察
さ
れ
る
の
で
、（
勝
〈
菊
貫
〉）
と
記
述
し
た
。

（
十
二
）
連
衆＝

菊
貫
・
祇
東
・
魚
輔
・
波
翠
・
絮
雪
・
里

生
・
斗
涼

点
者
・
勝
者＝

深
月
庵
祇
丞
（
勝
〈
菊
貫
〉）・
独

庵
買
明
（
勝
〈
菊
貫
〉）・
自
在
庵
祇
徳
〈
祇
東
〉

（
十
三
）
連
衆＝
菊
貫
・
絮
雪
・
雅
水
・
魚
輔
・
祇
東
・
斗

涼
・
里
生
・
波
翠

点
者
・
勝
者＝
皐
月
平
砂
〈
魚
輔
〉、
深
川
湖
十

〈
波
翠
〉

（
十
四
）
連
衆＝

菊
貫
・
波
翠
・
嵐
牙
・
祇
東
・
魚
輔
（
前

五
十
句
）
―
―
御
（
菊
貫
）
持

斗
来
・
暁
雨
・
芦
舟
・
西
波
・
社
時
雨

（
後
五
十
句
）
―
―
斗
来
持

点
者
・
勝
者＝

桂
窓
冬
英
（
勝
〈
菊
貫
〉）・
万
葉

庵
秀
国
〈
嵐
牙
〉・
星
霜
庵
白
頭
（
勝
〈
菊
貫
〉）

＝

存
義
〈
西
破
（
波
）〉・
可
因
〈
西

破
（
波
）〉・
牛
呑
〈
祇
東
〉

（
十
五
）
連
衆＝

菊
貫
・
嵐
牙
・
祇
東

点
者
・
勝
者＝

楽
成
庵
温
克
（
勝
〈
菊
貫
〉）・
連
茎

庵
常
仙
（
勝
〈
菊
貫
〉）・
戎
王
子
葵
足
（
勝
〈
菊

貫
〉）

興
行
・
加
点
の
月
日
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
十
二
）
右
辰
神
無
月
十
二
烏
於
信
陽
御
席
始
東
都
宗
匠
三
評

同
廿
九
日
武
江
ヨ
リ
至
来
艮
日
開

（
十
三
）
右
御
席
相
撲
十
一
月
十
六
日
開

（
十
四
）
右
六
評

辰
十
二
月
十
四
日

開
点

（
十
五
）
辰
十
月
廿
二
日
満
備
十
一
月
十
六
日
江
府
ヨ
リ
開
点

也

こ
れ
ら
か
ら
、
こ
れ
ら
の
四
巻
の
成
立
は
、（
十
五
）、（
十

二
）、（
十
三
）、（
十
四
）
の
順
で
あ
り
、
十
月
か
ら
十
二
月
に

か
け
て
、
信
州
松
代
で
菊
貫
が
家
臣
た
ち
と
百
韻
を
巻
い
て
、

江
戸
の
宗
匠
た
ち
に
加
点
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、（
十
四
）
は
百
韻
の
前
半
五
十
韻
の
み
信
州
で
巻
い
て
、

後
半
五
十
韻
は
江
戸
へ
送
っ
て
、
斗
来
（
島
原
藩
二
代
松
平
忠

馮
）
が
、
家
臣
団
と
巻
い
て
満
尾
し
て
、
江
戸
の
点
者
に
加
点

さ
せ
た
も
の
だ
ろ
う
。

前
号
で
も
記
し
た
が
、
本
書
全
体
の
書
誌
的
事
項
と
翻
刻
凡

例
を
掲
げ
て
お
く
。
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【
書
誌
】

真
田
宝
物
館
書
名
／
『
喜
久
の
分
根
』

真
田
宝
物
館
整
理
番
号
／
典
籍31-3-21-1

書
型

綴

料
紙
／
大
本

27.5

×19.4

袋
綴

楮
紙

表
紙

色

模
様
／
紺
色
無
地

題
簽
／
「
喜
久
の
分
根

辰
初
秋
末
秋
迄
」
菜
種
色
染
紙

（18.1
cm

×3.5
cm

）

見
返
し
／
共
紙

目
次
／
な
し

全
丁
数

墨
付
丁
数

行
数
／
全
一
二
六
丁

墨
付
一
二
三
丁

７
〜
８
行

【
凡
例
】

１

旧
漢
字
・
異
体
字
は
現
在
通
行
の
漢
字
に
改
め
た
。

２

仮
名
づ
か
い
、
仮
名
の
清
濁
は
原
本
の
と
お
り
と
し
た
。

３

収
載
句
に
は
人
権
に
か
か
わ
る
用
語
が
あ
る
。
資
料
的
性

格
を
考
え
て
原
本
通
り
に
翻
刻
し
た
が
、
読
者
は
、
人

権
問
題
の
正
し
い
理
解
の
う
え
に
た
っ
て
、
判
断
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

○
当
翻
刻
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
〈
基
盤
研
究
Ｃ
〉「
真

田
文
書
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
及
び
松
代
藩
第
六
代
藩
主

真
田

幸
弘
の
点
取
俳
諧
に
関
す
る
研
究
」（
課
題
研
究
番
号

22520205

）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
玉
城

司
）

（
十
二
）

さ
れ
ハ
こ
そ
荒
た
き
ま
ゝ
の
霜
の
庵

元
禄
翁

追
々
に
蒔
里
の
麦
蒔

飛
脚
か
と
思
へ
ハ
叔
父
の
笠
脱
て

腰
を
懸
る
に
調
度
能
イ

石

秋
風
の
軒
端
�
�
を
渡
る
也

所
々
に
百
舌
鳥
の
囀

名
月
に
又
遣
わ
る
ゝ
涼
台

さ
ら
り
�
�
と
流
行
水

」
９３
オ

ウ

買
明
七
点
祇
徳
五
点

口
上
の
内
も
滴
る
か
き
つ
は
た

菊
貫

祇
徳
十
点

対
に
禿
の
通
る
鼻
筋

祇
東

挑
灯
の
心
ン

を
取
ル

間
の
届
文

魚
輔

祇
徳
七
点

持
碁
に
機
嫌
の
直
る
碁
敵

波
翠

看
板
は
ま
た
新
し
い
古
格
子

絮
雪

祇
亟
五
点
祇
徳
五
点

相
輿
に
乗
る
若
殿
の
狆

里
生

祇
亟
七
点
祇
徳
七
点

は
つ
雪
に
客
も
降
り
来
る
峯
の
坊

斗
涼

」
９３
ウ

祇
亟
五
点

落
る
木
の
葉
に
交
る
土
器

雪

休
む
時
手
を
焼
た
か
る
茶
弁
当

輔

買
明
十
八
点

買
明
五
点

田
町
て
鑓
も
馬
に
離
レ
る

翠

買
明
七
点

囁
の
耳
を
ハ
せ
め
て
喰
残
し

東

長
閑
に
暮
る
ゝ
内
に
月
影

フ

塀
普
請
見
越
入
道
華
盛

フ

さ
て
も
�
�
と
菫
鼓
草

フ

」
９４
オ

二

祇
徳
五
点

鋤
の
柄
を
灰
吹
に
す
る
里
の
長
サ

生

祇
亟
五
点

買
明
五
点

丸
太
の
橋
を
廻
る
触
状

涼

買
明
十
点

祇
徳
十
点

来
ル

と
最
フ

鼾
の
響
く
薬
取

東

玉
子
か
あ
れ
ハ
巣
て
作
る
鶏

輔

祇
亟
十
点

祇
徳
七
点

門
徒
寺
肴
の
世
話
は
御
新
造

翠

祇
徳
十
五
点

祇
亟
七
点

若
衆
の
供
も
流
石
九
重

生

買
明
十
五
点

祇
亟
七
点
祇
徳
五
点

木
枯
に
骨
迄
見
ゆ
る
嵯
峨
の
冬

貫

」
９４
ウ

追
剥
の
火
は
消
て
狐
火

輔

横
雲
に
食
を
ハ
き
の
ふ
喰
た
侭

雪

祭
の
日
傘
ず
ら
�
�
と
さ
す

貫

祇
亟
十
八
点

祇
亟
五
点
祇
徳
七
点

競
馬
に
も
ひ
ゐ
き
の
出
来
ル

女
中
方

東
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つ
ま
る
煙
管
に
ぬ
け
る
笄

輔

月
影
に
よ
ろ
り
�
�
と
酔
て
行

フ

秋
の
景
色
も
面
白
頃

フ

」
９５
オ

ウ

祇
徳
五
点

千
種
野
に
牽
煩
ふ
て
牛
遣
ひ

涼

吹
合
す
め
る
風
に
笛
の
音

雪

祇
徳
七
点

御
代
も
久
サ

家
も
栄
へ
て
一
世
能

翠

祇
徳
十
点

大
工
請
乞
桟
敷
の
番

生

祇
亟
十
点

買
明
十
五
点

祇
徳
十
八
点

祇
徳
五
点

近
付
に
逢
ふ
た
気
に
成
る
初
鰹

貫

船
て
思
わ
す
聞
く
郭
公

雪

祇
亟
七
点

新
造
の
客
は
手
前
の
女
房
ニ

て

翠

」
９５
ウ

埋
火
掘
て
兀
る
爪
紅
粉

涼

買
明
十
点

い
や
か
る
を
つ
か
ま
へ
て
居
て
葱
の
息
キ雪

明
野
か
原
へ
投
る
鐚
銭

翠

祇
亟
十
点

祇
徳
十
点

な
く
な
り
し
猫
の
為
と
て
梓
弓

東

隣
は
唄
フ

路
次
の
賑

生

見
所
は
と
ち
ら
も
�
�
月
と
華

フ

日
も
永
�
�
と
暮
か
ゝ
る
也

フ

」
９６
オ

三祇
徳
十
点

祇
亟
五
点

或
る
時
は

巾
も
召
サ
る
ゝ
御
姫
さ
ま
輔

兀
た
天
窓
て
恋
に
交
る

雪

買
明
十
点

祇
徳
五
点

蚊
の
声
を
漕
離
て
や
蓮
見
船

貫

乾
か
ぬ
庭
に
さ
り
け
な
き
空

生

詣
ミ

そ
ふ
な
駒
の
歩
ミ

も
近
つ
き
ぬ

雪

祇
亟
五
点

乳
呑
さ
し
て
桃
太
郎
聞

輔

買
明
七
点

祇
徳
七
点

押
合
ふ
て
巨
燵
の
上
座
分
り
兼

涼

」
９６
ウ

祇
徳
十
点

祇
亟
十
点

買
明
五
点

水
仙
迄
は
雪
に
つ
く
道

貫

祇
徳
十
五
点

居
続
の
伽
に
や
り
手
を
嬲
ば
や

東

口
舌
か
済
て
銚
子
せ
わ
し
き

涼

祇
亟
七
点

祇
徳
五
点

蒸
菓
子
を
庭
へ
投
れ
ハ
蟻
の
市

輔

祇
徳
十
点

日
本
晴
に
響
く
棟
上

東

誰
か
筆
と
知
れ
ぬ
屏
風
に
月
の
隈

フ

ぼ
た
り
�
�
と
落
ル

桐
の
葉

フ

」
９７
オ

ウ祇
亟
十
五
点

祇
徳
五
点

左
遷
の
せ
め
て
は
鳫
を
見
送
り
て

生

天
狗
に
似
た
と
い
ふ
て
惚
ら
れ

輔

祇
亟
七
点

買
明
五
点

祇
徳
七
点

出
女
の
白
粉
は
げ
る
朝
ほ
ら
け

涼

華
柚
の
薫
る
簀
囲
の
茶
や

生

買
明
十
点

祇
徳
十
点

祇
亟
七
点

し
た
ゝ
か
な
虵
を
見
て
来
ル

草
津
の
温
泉東

飯
綱
と
聞
て
凄
く
成
ル
供

翠

軽
業
も
塔
の
普
請
に
雇
れ
て

涼

」
９７
ウ

祇
徳
七
点

隅
田
の
柳
も
一
葉
つ
ゝ
散
ル

翠

祇
亟
十
五
点

祇
徳
七
点

買
明
七
点

手
か
ら
手
へ
踊
子
移
ス

通
ひ
船

貫

月
こ
そ
出
て
光
る
さ
ゝ
浪

フ

買
明
七
点

長
枕
ど
ふ
縫
わ
り
や
う
そ
恥
か
し
き

雪

買
明
五
点

さ
つ
と
書
て
も
読
る
十
の
字

フ
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大
谷
か
�
�
と
て
華
々
師

フ

ふ
り
ふ
く
か
た
は
燃
る
陽
炎

フ

」
９８
オ

ナ祇
亟
十
点

祇
徳
十
点

買
明
七
点

神
馬
曳
浅
草
寺
の
春
霞

生

買
明
十
点

祇
徳
五
点

箸
投
て
立
商
人
の
妻

輔

祇
徳
七
点

行
燈
を
相
手
に
仕
た
る
物
思
ひ

涼

買
明
五
点

袖
か
ら
袖
へ
借
る
温
石

貫

祇
徳
十
点

夷
講
ミ
ヽ
つ
く
さ
ま
も
五
百
両

翠

買
明
五
点

指
ヒ

か
ゝ
な
へ
て
待
る
子
の
留
守

雪

祇
亟
五
点

買
明
五
点

祇
徳
五
点

初
而
は
声
も
震
へ
る
道
成
寺

東

」
９８
ウ

買
明
七
点

祇
徳
七
点

奈
良
中
動
く
鹿
の
落
角

貫

祇
亟
七
点

買
明
七
点

も
き
と
ふ
に
結
付
ら
れ
し
梅
の
垣

生

祇
亟
十
点

祇
徳
七
点

六
日
の
薺
鼻
紙
に
載

翠

買
明
十
点

祇
亟
五
点

祇
徳
五
点

饗
の
為
に
時
計
を
寝
て
置

雪

階
子
の
下
て
上
艸
履
ぬ
く

フ

月
の
顔
迎
ハ
遅
ふ
呼
に
遣
り

フ

先
弁
当
に
仕
込
む
初
鮭

フ

」
９９
オ

祇
亟
七
点

買
明
七
点

祇
徳
七
点

う
か
�
�
と
近
道
へ
出
ル
野
の
錦

貫

祇
徳
十
五
点

買
明
七
点

貰
ふ
た
湯
女
を
送
る
松
明

東

奇
南
の
香
の
駕
か
ら
け
ふ
る
歌
枕

涼

業
平
殿
も
朝
は
雑
水

フ

絵
か
化
て
小
僧
を
寝
せ
ぬ
五
月
雨

翠

鼠
か
風
か
障
子
か
ら
つ
く

フ

華
塗
の
鞘
を
つ
ゝ
は
る
春
の
色

フ

皆
太
平
を
謡
フ

初
午

フ

」
９９
ウ

深
月
庵

祇
丞
勝

独
庵買

明
勝

批
判

自
在
庵

祇
徳
祇
東

右
辰
神
無
月
十
二
烏
於
信
陽
御
席
始

東
都
宗
匠
三
評
同
廿
九
日
武
江
ヨ
リ

至
来
艮
日
開

（
十
三
）

湖
十
五
点

磯
く
さ
き
煙
や
蜑
の
冬
篭

見
事
に
氷
る
宵
の
干
網

此
松
は
お
ら
か
先
祖
の
植
ら
れ
て

羽
織
の
上
に
帯
を
し
て
行

橋
朽
て
廻
り
道
す
る
国
境

湖
十
拾
点

町
賑
や
か
に
夏
の
月
陰

湖
十
五
点

物
侘
た
市
の
戻
り
の
油
筒

さ
て
面
白
く
通
ふ
山
道

」
１００
オ

ウ

湖
十
五
点

平
砂
七
点

荒
れ
猪
を
遣
過
し
た
る
野
雪
隠

菊
貫

平
砂
七
点

杉
の
葉
し
の
き
通
ル

流
矢

絮
雪

平
砂
五
点

夢
て
来
て
身
の
痛
成
る
四
ツ

手
駕

雅
水

湖
十
七
点

平
砂
五
点

夜
半
に
和
ら
く
女
夫
い
さ
か
ひ

魚
輔

爪
の
な
い
指
を
合
点
て
請
出
さ
れ

祇
東

平
砂
七
点

海
に
此
頃
あ
き
る
隠
居
所

斗
涼

― 94―



遠
眼
鏡
隣
の
松
か
邪
魔
を
し
て

里
生

」
１００
ウ

平
砂
十
点

烏
帽
子
を
振
て
ふ
け
は
た
く
禰
宜

貫

湖
十
五
点

平
砂
七
点

鰯
売
来
る
と
落
付
狐
付

輔

平
砂
七
点

泣
止
ン
た
子
の
小
判
放
さ
ぬ

雪

湖
十
拾
点

丸
二
日
降
ら
れ
て
富
士
は
跡
に
な
り

東

湖
十
五
点

平
砂
五
点

鍋
を
釣
瓶
に
遣
ふ
元
船

翠

湖
十
七
点

前
に
華
後
ハ
月
の
朝
ほ
ら
け

フ

春
の
気
色
の
閑
か
也
け
り

フ
」
１０１
オ

平
砂
七
点

母
よ
と
は
鳴
か
ぬ
も
の
か
ハ
麦
鶉

翠

湖
十
七
点

平
砂
七
点

心
お
ほ
へ
て
読
る
紀
行

生

湖
十
拾
点

平
砂
五
点

蓮
の
主
尼
と
は
い
へ
と
御
歴
々

東

奈
良
の
土
産
て
風
を
薫
ら
セ

絮

大
声
の
鐘
か
朝
寝
を
呵
り
付

水

湖
十
五
点

材
木
河
岸
の
あ
ら
れ
も
き
と
ふ

フ

湖
十
七
点

平
砂
五
点

鶏
の
巣
へ
階
子
を
掛
る
寒
の
入

輔

」
１０１
ウ

湖
十
五
点

平
砂
七
点

雲
か
煙
か
関
の
飯
時

東

碁
敵
と
言
も
近
江
の
壁
ひ
と
へ

翠

夜
々
さ
か
す
遺
言
の
金

貫

平
砂
五
点

兄
弟
の
や
ふ
に
む
つ
ま
し
酒
と
恋

水

娘
か
弾
と
門
に
立
ツ
人

生

月
見
か
ら
煩
ふ
て
居
る
物
思
ひ

フ

け
に
美
敷
鳳
仙
華
咲

フ

」
１０２
オ

ウ平
砂
十
点

湖
十
五
点

寺
の
秋
眼
の
な
い
馬
も
遣
わ
れ
て

貫

平
砂
七
点

庄
屋
殿
て
も
二
歩
ハ
ゆ
る
さ
ぬ

絮

御
扶
持
代
革
の
文
箱
に
畳
込
ミ

東

平
砂
七
点

掃
き
出
し
て
又
置
く
畳
算

絮

土
器
に
油
の
干
付
捨
小
船

水

湖
十
七
点

団
扇
た
ゝ
よ
ふ
橋
に
蛍
火

生

平
砂
五
点

脇
さ
し
を
杖
に
武
士
の
子
立
習
い

輔

」
１０２
ウ

丈
イ

よ
り
高
く
出
来
る
大
文
字

絮

湖
十
五
点

月
の
宵
最
フ

暫
く
と
た
は
こ
の
火

フ

平
砂
五
点

躍
る
趣
向
て
借
る
庵
室

水

抱
き
揚
て
禿
に
見
せ
る
秋
筑
波

貫

猪
牙
て
噺
し
を
送
る
深
川

涼

湖

�
に
猪
牙
の
附
合
心
よ
か
ら
す

湖
十
拾
点

神
風
は
花
に
さ
わ
ら
ぬ
日
和
に
て

翠

二
階
の
屋
根
も
踏
荒
ス

巾

フ

」
１０３
オ

湖
十
五
点
平
砂
七
点

鼻
先
は
欠
て
居
な
か
ら
譲
り
雛

涼

平
砂
五
点

膝
か
ら
膝
へ
狆
の
宿
替

生

湖
十
五
点

釣
夜
着
の
裾
迄
余
る
孔
雀
尾

翠

平
砂
五
点

立
て
時
計
を
直
ス

腰
元

水

初
鰹
辛
子
か
利
て
泣
か
せ
け
り

輔

平
砂
五
点

桶
に
菖
蒲
の
匂
ふ
雨
滴

貫

温
泉
の
隙
に
昨
日
の
将
棋
又
出
し
て

涼

」
１０３
ウ

鳥
な
き
里
へ
時
行
藪
医
者

生

宿
下
り
の
終
見
ぬ
機
を
織
習
ひ

翠
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長
き
日
に
た
に
書
足
ら
ぬ
文

絮

湖
十
七
点

憎
く
か
り
し
や
り
手
か
墓
に
桃
の
花

東

熊
谷
迄
も
続
く
長
土
手

フ

半
輪
の
ち
ら
り
と
覗
く
数
寄
屋
窓

フ

そ
よ
と
吹
て
も
身
に
入
る
風

フ

」
１０４
オ

ウ

湖
十
五
点

平
砂
五
点

関
守
の
後
あ
か
る
き
夕
紅
葉

翠

平
砂
七
点

人
か
ら
人
て
包
む
気
違

生

平
砂
十
点

湖
十
拾
点

碇
鍛
冶
此
寒
空
に
丸
は
た
か

水

湖
十
十
五
点

仙
気
覚
て
雪
を
占
ふ

涼

平
砂
十
点

湖
十
五
点

胸
に
手
を
置
て
寝
た
の
か
塔
大
工

輔

逃
た
鼠
の
荒
ス

お
持
仏

水

平
砂
五
点

細
見
の
名
を
繰
出
し
て
菊
の
銘

東

」
１０４
ウ

能
く
さ
し
て
来
ル

月
に
囁

フ

立
田
姫
生
所
も
知
ら
す
宿
も
な
し

涼

平
砂
十
点

湖
十
廿
点

湖
十
七
点

道
の
地
蔵
も
公
事
の
方
人

翠

湖
十
七
点

蝉
時
雨
休
む
六
部
の
笈
の
上

貫

見
へ
す
見
へ
す
み
左
遷
の
船

絮

湖
十
十
七
点

燃
さ
し
の
火
縄
尋
る
華
の
山

フ

し
き
り
に
ふ
え
る
此
頃
の
蝶

フ

」
１０５
オ

ナ

春
日
野
に
ほ
ろ
り
と
角
か
落
て
有

絮

平
砂
七
点

女
筆
か
ち
な
り
検
校
の
状

輔

御
内
儀
の
口
舌
ハ
棚
へ
揚
て
置

涼

平
砂
十
五
点

湖
十
五
点

憎
気
な
く
な
る
雪
の
柊

水

湖
十
七
点

平
砂
七
点

あ
な
尊
と
臼
に
ま
し
ま
す
煤
の
弥
陀

生

湖
十
七
点

ミ
よ
し
を
登
る
さ
し
汐
の
蟹

生

湖
十
七
点

褌
を
飃
の
さ
ろ
ふ
猟
師
町

貫

」
１０５
ウ

平
砂
五
点

磁
石
に
道
を
習
ふ
廻
国

涼

平
砂
十
五
点

湖
十
七
点

霊
棚
の
果
は
烏
か
乗
て
居
る

輔

一
葉
か
落
て
一
は
い
な
月

フ

湖
十
五
点

遠
碪
と
は
知
り
な
が
ら
淋
し
く
て

生

奢
り
尽
し
て
伽
羅
嗅
ひ
猫

翠

湖
十
五
点

或
時
は
妾
の
手
に
も
居
る
鷹

貫

く
わ
へ
煙
管
て
結
ひ
直
ス
垣

フ

」
１０６
オ

ウ再
考
廿
点

平
砂
七
点

瓜
番
の
一
夜
逃
た
る
物
狂

東

平
砂
七
点

喰
わ
れ
次
第
に
も
ゝ
引
の
蚤

輔

湖
十
五
点

平
砂
五
点

乗
合
の
泥
坊
く
る
ミ
十
三
里

東

笈
摺
と
れ
ハ
元
の
お
袋

涼

請
ら
れ
た
先
へ
も
追
て
来
ル

師
走

翠

寝
し
な
�
�
に
く
け
直
ス

帯

フ

湖
十
七
点

誂
の
幕
新
し
き
華
盛

フ

日
本
晴
に
�
も
舞
春

フ

」
１０６
ウ

皐
月平

砂
魚
輔

批
判

深
川湖
十
波
翠

右
御
席
相
撲
十
一
月
十
六
日
開
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（
十
四
）

し
み
�
�
と
水
に
力
や
今
朝
の
冬

お
き
渡
し
た
る
飛
石
の
霜

塀
こ
し
に

可

と
し
て
は
懐
旧
の
こ
ゝ
ろ
か

数

い
か
ゝ
侍
ら
ん
や

代
の
松
の
枝
た
れ
て

仕
か
た
咄
し
に
こ
け
る
灰
吹

来
る
と
は
や
打
向

可

下
の
五
も
し
い
さ
ゝ
か

ひ
た
る
碁
の
敵

長
脇
差
も
よ
ふ
似
合
け
り

う
か
�
�
と
廻
り
道
す
る
宵
の
月

秋
ま
た
若
く
遣
ふ
片
と
り

」
１０７
オ

ウ秀
国
十
点

白
頭
七
点
可
因
七
点

踊
り
帯
呵
た
姉
も
〆
て
見
る

菊
貫

牛
呑
七
点

鏡
も
笑
ふ
鉄
漿
付
る
顔

波
翠

冬
英
十
五
点

秀
国
五
点

牛
呑
五
点

植
木
あ
り
真
木
あ
り
か
ゝ
る
二
階
有

嵐
牙

冬
英
拾
点

秀
国
七
点

郭
公
聞
よ
み
も
夜
す
か
ら

祇
東

白
頭
十
五
点

可
因
七
点

牛
呑
五
点

粘
の
干
ぬ
手
紙
も
そ
へ
て
初
鰹

貫

存
義
七
点

可
因
五
点

牛
呑
七
点

女
客
と
て
台
所
よ
り

魚
輔

仲
人
の
来
る
日
は
唄
の
さ
ら
い
し
て

翠

」
１０７
ウ

明
か
た
近
く
月
そ
片
向
く

フ

冬
英
五
点

白
頭
五
点

秀
国
七
点

牛
呑
七
点

両
国
を
下
る
楼
船
の
屋
根
に
露

貫

虫
鳴
く
上
を

可

乗
も
の
二
句
続
く
べ
か
ら
ず

寝
て
通
る
駕

翠

白
頭
七
点

牛
呑
七
点

凄
い
ほ
と
ふ
と
ひ
榎
に
さ
る
を
が
せ

東

手
水
鉢
た
け
陽
炎
に
穴

牙

春
風
に
ミ
せ
も
賑
ふ
華
か
つ
を

フ

蝶
も
折
々
覗
く
四
阿

フ

」
１０８
オ

二白
頭
十
八
点

冬
英
七
点

白
頭
五
点

秀
国
七
点

存
義
五
点

牛
呑
七
点

あ
る
時
ハ
鐘
も
撞
セ
る
懸
り
人

貫

秀
国
十
七
点

冬
英
五
点

秀
国
五
点

先
ツ
上
戸
か
ら
雪
の
足
跡

輔

牛
呑
十
五
点

白
頭
十
五
点

土
蔵
に
も
飪
の
匂
ふ
煤
払
ひ

翠

秀
国
十
点

牛
呑
五
点

冨
士
に
大
工
を
遣
ふ
別
荘

牙

牛
呑
十
点

女
房
に
す
る
ま
て
い
か
い
金
を
入
レ

東

冬
英
七
点

白
頭
七
点

秀
国
七
点

牛
呑
七
点

振
袖
着
せ
て
嬲
る
虫
干

貫

冬
英
七
点

存
義
七
点

埃
ミ

払
ふ
哀
れ
無
筆
の
硯
箱

輔

」
１０８
ウ

白
頭
七
点

秀
国
五
点

牛
呑
七
点

行
徳
舟
へ
運
ふ
宿
か
へ

翠

牛
呑
十
点

白
頭
七
点

鮒
釣
の
竿
を
な
ら
へ
て
世
を
観
し

東

二
十
余
年
は
毛
見
の
大
イ

葉

輔

追
懸
て
参
る
使
も
月
の
事

フ

秀
国
十
点

白
頭
十
点

冬
英
十
点

牛
呑
十
五
点

存
義
五
点

よ
可

打
こ
し
の
毛
見
ハ
何
を
見
る
と
お
ほ
す
そ
。
殊
に

二
十
余
年
と
あ
れ
ハ
平
家
の
事
成
へ
し
。
爰
に

地
名
あ
れ
ハ
い
か
ゝ
か
是
も
お
か
し
か
ら
す

し
原
は
か
り
苅
残
ス

秋

貫

牛
呑
七
点

蔵
前
の
腰
か
け

存

不
附

可

よ
し
原
に
蔵
前
、
地
名
ハ

並
ひ
た
れ
と
句
の
附
か
さ
る

事
は
万
里
の
論
の
こ
と
し

茶
屋
に
文
も
来
て

東

松
を
相
手
に
紅
の
水
張

フ

」
１０９
オ

ウ

秀
国
五
点

逃
ケ
込

可

付
を
よ
し
と
ハ
申
か
た
し

メ
は
鳴
り
出
れ
ハ
又
電

輔

冬
英
五
点

佃
の
波
を
受
け
て
打
つ
幮

東

白
頭
十
点

牛
呑
五
点

隣
か
ら
借
る
娘
の
切
り
艾

翠

囁
く
側

可

ぬ
い
の
詞
い
か
ゝ

へ
ぬ
い
と
お
袋

輔

冬
英
七
点

存
義
五
点

牛
呑
七
点

舞
衣
裳
我
も
お
か
し
き
祭
過

東
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指
ヒ

を
さ
ゝ
れ
る
月
の
罔
両

フ

秀
国
十
点

白
頭
十
点

冬
英
十
点

可
因
七
点

牛
呑
七
点

稲
可

ハ

る

苅
に
解
（
蟹
の
誤
記
）
の
這
出
ニス

汐
入
田

翠

」
１０９
ウ

冬
英
十
五
点

可
因
五
点

辛
子
か
泣
セ

新
酒
笑
わ
せ

輔

秀
国
十
点

冬
英
十
点

牛
呑
十
点

白
頭
七
点

そ
こ
に
あ
る
針
を
尋
る
持
佛
の
火

貫

秀
国
十
五
点

白
頭
十
五
点

存
義
十
八
点

存
義
五
点

可
因
五
点

牛
呑
五
点

日
記
の
向
ふ
へ
顔
を
出
ス

妻

牙

白
頭
五
点

秀
国
七
点

牛
呑
七
点

淡
雪
を
蒲
団
に
畳
む
柳
橋

牙

華
に
岸
行
舟
か

可

花
の
頃

淡
雪
あ
ら
ハ

か
し
変
な
る
へ
し

た
く
也

フ

存
義
五
点

可
因
七
点

春
の
野
に
遊
ぶ
子
共
の
裸
足
に
て

牙

夕
日
に
牛

春
あ
る
へ
し

可

春
は
い
か
ゝ
淡
雪
ハ
春
に
あ
ら
す

存

春
も
一
句

淡
雪
ハ
や
は
り
冬
也

春
の
淡
雪
と
な
く
て
ハ

し
つ
む
村
の
静
さ

フ
」
１１０
オ

可
因
十
五
点

秀
国
十
五
点

冬
英
五
点

牛
呑
五
点

や
か
て

〇
存

人
倫
打
越
し

剃
る
尼
は
衣
を
ほ
め
た
か
り

牙

冬
英
七
点

無
理
に
懺
悔
を
さ
せ
る
差
向
キ

斗
来

冬
英
七
点

難
波
へ
も
深
き
縁
な
る
浮
寝
鳥

暁
雨

御
可

い
つ
く
の
滝
と
い
ふ
歟

滝
存

附
い
か
ゝ

に
筆
を
ひ
た
す
記
行

芦
舟

可
因
十
点

秀
国
五
点

能
イ

連
の
温
泉
た
に
母
の
あ
や
ふ
み
て

西
波

白
頭
五
点

秀
国
五
点

夢
見
わ
る
さ
に
事
触
を
待

社
時
雨

牛
呑
七
点

打
水
の

存

正
花
た
り

い
か
ゝ

花
に
ほ
く
れ
し
牡
丹
畑

芦
」
１１０
ウ

牛
呑
七
点

夕
虹
に
明
く
紅
閨
の
窓

暁

冬
英
五
点

看
病
の
気
に

牛

恋
あ
り
た
し

か
け
て
居
る
烏
鳴

斗

存
義
十
点

可
因
五
点

翌
が
日
知
ら
す
唯
孫
の
事

西

白
頭
五
点
可
因
五
点
牛
呑
七
点

信
心
も
余
り
過
れ
ハ
愚
痴
に
な
り

芦

手
を
付
さ
せ
ぬ
程
に
霊
膳

社

つ
く
�
�
と
露
見
て
立
し
朝
の
月

フ

ウ

障
子
淋
し
き
秋
風
の
声

フ

」
１１１
オ

冬
英
十
点

白
頭
十
点

秀
国
七
点

存
義
五
点

可
因
五
点

庵
の
留
守
柚
そ
は
か
な
く
燃
て
居

斗

秀
国
十
八
点

冬
英
十
八
点

秀
国
五
点

存
義
七
点

可
因
七
点

嵯
峨
の
奥
て
も
御
内
儀
の
癪

西

白
頭
十
点

冬
英
五
点

牛
呑
七
点

片
裄
に
褄
も
揃
わ
ぬ

牛

ほ
と

恨
ヒ草

暁

秀
国
五
点

雪
言
立
に
た
ま
の
逗
留

芦

牛
呑
十
点

冬
英
七
点

秀
国
五
点

可
因
五
点

馳
走
に
と
鴨
打
ツ

て
来
る
罪
の
程

西

秀
国
十
点

存
義
五
点

可
因
七
点

牛
呑
七
点

次
男
の
気
性
親
に
其
侭

暁

牛
呑
五
点

席
書
の
重
キ
上
意
を
土
産
に

社

」
１１１
ウ

〇

可

人
倫
打
こ
し

誰
よ
り
は
や
く
狆
は
出
向
ふ

仝
（
社
）

可
因
十
点

秀
国
五
点

棕
櫚
植
た
斗
て
月
の
影
涼
し

フ

白
頭
七
点

秀
国
七
点

寺
を
譲
り
て
嚝
に
呑
む
酒

斗

白
頭
五
点

存
義
七
点

可
因
七
点

牛
呑
七
点

草
臥
て
嫁
は
お
く
れ
し
小
原
道

暁

可
因
十
八
点

可
因
五
点

申
分
な
き
顔
て
鰐
足

西

可
因
十
点

は
つ
華
に
最
フ

蝶
々
も
二
ツ

三
ツ

フ

白

湟
槃
か

涅
盤
の
鐘
の
耳
に
セ
話
敷

フ

」
１１２
オ

ナ白
頭
十
点

冬
英
十
点

可
因
十
五
点

秀
国
五
点

江
を
汲
て
能
茶
仕
懸
る
春
の
雨

斗

牛
呑
十
点

欲
目
に
け
ふ
も
占
の
評
判

芦

部
屋
親
へ
御
髪
シ

の
出
来
に
御
意
下
り
て仝

光
陰
既
に
摺
減
ス

墨

社
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存
義
十
五
点

秀
国
十
五
点

白
頭
七
点

可
因
七
点

牛
呑
七
点

左
遷
の
所
な
ま
り
も
い
つ
し
か
に

仝

冬
英
七
点

凡
夫
の
哀
身
に
積
ン

て
知
る

暁

白
頭
十
点

可
因
十
点

冬
英
七
点

牛
呑
七
点

乳
貰
ひ
の
セ
め
て
と
火
な
と
焚
付
て

仝
」
１１２
ウ

存
義
十
点

白
頭
七
点

可
因
五
点

牛
呑
五
点

麦
も

可

此
て
も
�
�
打
合
也

当
て
菊
に
入
し
聟

西

牛
呑
十
点

秀
国
五
点

相
応
に

可

て
留
り
も
打
越
し
也

殊
に
ふ
し
つ
け
て
と
斗
ニ
て
ハ
御
一
句
正
し
か
ら
す

在
も
浮
名
に
節
シ
可

う
た
ふ
也

附
て

仝

冬
英
再
考

二
十
点

冬
英
七
点

牛
呑
七
点

打
て
詠
る
本
腹
の
絵
馬

社

冬
英
五
点

存
義
七
点

吸
筒
に
菊
屋
か
と
ふ
ニ

も
借
り
ら
れ
て

芦

寝
入
た
狗
に
頬
す
り
を
す
る

フ

月
影
に

〇
可

す
る
に
し
も
お
な
し
文
字
也

付
へ
か
ら
す

仕
残
す
萩
の
垣
を
結
ふ

フ

最
フ

つ
る
物
も
埒
明
ぬ
秋

フ

」
１１３
オ

ウ

冬
英
拾
点

秀
国
七
点

奉
公
の
袷
重
て
露
寒
く

フ

糠
袋
さ
へ
当
ら
れ
ぬ
は
だ

斗

秀
国
十
点

白
頭
五
点

牛
呑
七
点

愛
染
を
恨
尽
し
て
病
ほ
う
け

仝

枕
の
重
き
暁
の
鐘

フ

冬
英
五
点

秀
国
七
点

凩
に
僕
は
い
ろ
り
に
し
や
に
か
ま
へ

フ

秀
国
十
点

可
因
五
点

聞
か
へ
し
た
る
改
元
の
ヒ可

文
字

触

フ

性
は
善
心
は
華
に
あ
る
そ
か
し

フ

蛙
の
声
に
日
和
気
遣
ふ

フ

」
１１３
ウ

前
五
十
句

菊
貫

嵐
牙

魚
輔

祇
東

波
翠

後
五
十
句

斗
来
君

暁
雨

西
波

芦
舟

社
時
雨

桂
窓冬

英
勝

斗
来
子
御
持

存
義
西
破

御
持

万
葉
庵秀

国
嵐
牙

同

可
因
西
破

星
霜
庵白

頭
勝

同

牛
呑
祇
東

右
六
評

辰
十
二
月
十
四
日

開
点

（
十
五
）

横
乗
の
馬
士
の
行
衛
や
片
時
雨

土
橋
の
へ
り
も
枯
々
の
草

見
る
内
に
門
木
の
松
の
景
ふ
へ
て

塗
る
側
か
ら
も
穴
の
明
く
壁

（
マ
マ
）

い
つ
と
な
く
鼻
尾
の
ゆ
る
む
古
草
履

扨
久
し
く
て
め
く
り
逢
フ

人

夏
痩
を
後
ロ

て
笑
ふ
月
の
影

よ
ふ
も
袖
か
ら
落
る
片
取

」
１１４
オ

ウ

常
仙
五
点

愛
相
に
来
る
と
子
を
抱
く
女
客

菊
貫

茶
屋
手
ぬ
る
し
や
餅
の
塩
梅

嵐
牙

温
克
五
点

破
船
せ
し
連
レ

の
菩
提
に
法
の
道

祇
東

温
克
五
点

葵
足
七
点

常
仙
七
点

送
り
の
人
に
返
ス

温
石

貫

温
克
七
点

常
仙
五
点

年
わ
つ
か
塵
に
交
る
梅
の
華

牙

葵
足
七
点

引
窓
明
ケ

て
小
豆
撰
ル

盆

東

常
仙
十
五
点

温
克
十
点

葵
足
五
点

棚
経
に
宵
の
蚊
や
り
を
又
出
し
て

貫

」
１１４
ウ

雲
の
は
つ
れ
に
一
寸
と
三
ケ

月

フ

名
も
知
れ
ぬ
真
木
割
台
に
菌
哉

東

羽
に
綻
の
見
へ
る
軍
鶏

牙

常
仙
十
五
点

温
克
七
点

門
前
の
猫
借
り
て
来
る
寺
の
留
守

菊
貫

葵
足
十
点

剃
ラ
れ
て
児
の
息
才
に
成
ル

東
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と
ろ
�
�
と
朝
か
ら
華
の
人
通

フ

む
つ
か
し
く
行
苗
代
の
水

フ

」
１１５
オ

ニ
ヲ

温
克
五
点

葵
足
五
点

経
を
よ
む
鳥
も
神
代
の
む
か
し
よ
り

牙

温
克

再
考
十
八
点

温
克
五
点

も
や
い
に
庭
を
借
る
張
物

貫

温
克
七
点

常
仙
五
点

白
歯
に
て
向
ふ
鏡
も
け
ふ
斗
り

東

お
も
ひ
余
り
て
瀬
々
の
網
木

牙

葵
足
七
点

常
仙
七
点

夕
涼
廻
り
道
し
て
渡
る
橋

貫

御
冥
加
金
の
こ
ま
る
程
寄
ル

東

こ
ら
い
情
有
て
年
ふ
る
作
り
松

牙

」
１１５
ウ

葵
足
五
点

隣
へ
逃
る
煤
の
一
日

貫

温
克
七
点

木
曽
の
茶
に
く
へ
る
真
木
迄
泡
か
立

東

温
克
五
点

葵
足
七
点

常
仙
七
点

閼
伽

葵

袖
か

常

僧
か

汲
む
ヒ庵

の
滝
に
び
つ
し
よ
り

牙

温
克
七
点

誘

ヒ
葵
ハ
わ
れ
て
珠
数
に
繁
（
繋
）
る
手
習
ひ
子貫

裏
屋
の
菊
の
ご
た

葵
い
つ
ゐ
て
咲

東

今
出
た
と
思
ふ
月
あ
り
雰
の
海

フ

最
フ
宵
�
�
ハ
肌
寒
ひ
風

フ

」
１１６
オ

ウ常
仙
十
五
点

温
克
七
点

葵
足
五
点

四
五
枚
ハ
母
も
手
伝
フ

元
結
ひ
紙

貫

温
克
七
点

芸
者
の
宿
も
藪
に
山
茶
華

牙

温
克
十
点

常
仙
七
点

樽
に
腰
か
け
て
暮
待
ツ

隠
し
町

東

綾
瀬
へ
帰
る
船
に
伝
言

貫

迷
ひ
子
を
撫
れ
ハ
哀
れ
灸
の
跡

牙

夕
立
雲
に
太
神
楽
散
ル

東

葵
足
十
点

祭
リ

見
の
序
に
覗
く
暑
気
見
廻

貫

」
１１６
ウ

温
克
五
点

あ
る
時
冨
士
へ
向
ふ
指
南
車

牙

常
仙
十
点

葵
足
五
点

宵
の
碁
に
毛
見
の
朝
寝
の
ふ
か
ひ
な
し

東

気
か
付
ハ
こ
そ
残
る
月
影

フ

温
克
五
点

手
の
内
へ
因
果
ふ
く
め
る
放
し
鳥

貫

い
つ
か
火
熨
斗
の
起
る
立
聞

東

移
り
香
も
華
見
の
跡
の
五
六
日

フ

蝶
ひ
ら
�
�
と
遊
ふ
野
の
色

フ

」
１１７
オ

三
ヲ

温
克
七
点

葵
足
七
点

常
仙
七
点

御
代
の
春
戸
さ
ゝ
ぬ
寺
の
通
リ

抜

牙

常
仙
五
点

猟
の
肴
を
隠
ス

菅
笠

東

温
克
五
点

葵
足
七
点

常
仙
七
点

水
な
か
ら
使
へ
渡
す
杜
若

貫

常
仙
七
点

山
か
き
消
し
て
郭
公
飛

牙

常
仙
十
点

温
克
十
五
点

都
遠
く

葵

打
こ
し

水
辺
か

入
院
し
た
れ
と
温
泉
に
近
し

東

常
仙
五
点

袈
裟
迄
も
縫
フ

豆
腐
屋
の
妻

貫

常
仙
十
点

温
克
十
点

水
仙
と
背
中
あ
わ
せ
の
洗
ひ
髪

牙

」
１１７
ウ

面
白
く
剥
く
御
師
と
古
市

東

葵
足
七
点

初
旅
に
ミ
な
遣
ひ
切
る
切
艾

貫

濡
れ
て
も
見
た
し
糟
に
来
ル

雨

牙

常
仙
七
点

幽
霊
を
気
違
也
と
気
も
つ
か
す

東

常
仙
十
八
点

葵
足
十
八
点

温
克
十
点

葵
足
五
点

鼠
に
起
て
二
夜
聞
雁

貫
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宵
の
月
力
を
た
め
す
米
た
わ
ら

フ

垣
も
間
ば
ら
に
薄
乱
る
ゝ

フ

」
１１８
オ

ウ

温
克
七
点

葵
足
七
点

常
仙
七
点

親
の
と
し
案
し
て
大
和
見
残
し
て

東

温
克
七
点

紫
衣
の
ね
か
ひ
ハ
悟
り
足
ら
ぬ
か

牙

温
克
五
点

ぱ
ら
�
�
と
寝
鳥
の
逃
る
桔
槹

貫

男
を
離
別
て
遣
り
手
又
出
ル

東

温
克
七
点

思
ひ
草
ひ
よ
ん
な
所
へ
ね
か
は
り
て

牙

温
克
五
点

巣
鴨
の
廓
に
并
フ

干
瓜

貫

常
仙
五
点

鶴
か
鴻
か
賭
に
仕
様
と
遠
眼
鏡

東

」
１１８
ウ

常
仙
十
点

合
羽
も
秋
の
色
に
染
る
野

牙

植
込
を
ま
た
切
す
か
す
月
の
宵

フ

温
克
五
点

常
仙
五
点

世
を
逃
て
か
ら
初
に
聞
鹿

貫

葵
足
十
五
点

常
仙
七
点

淋
敷
さ
に
出
来
る
思
案
も
喰
気
に
て

牙

常

請
か

起
情
か
き
ゐ
て
は
れ
な
元
日

祇

揚
屋
町
小
判
の
華
も
咲
て
居
ル

フ

と
ち
ら
向
ひ
て
も
麗
な
頃

フ

」

ナ
ヲ

開
帳
の
麁
を
見
付
る
朶
菓
子
売

貫

温
克
十
点

わ
ん
ぱ
く
者
の
手
か
絵
馬
に
載
ル

牙

温
克
五
点

痛
ひ
程
乳
も

常

前
も
子
の
句
也

張
て
来
ル

田
植
唄

東

温
克
七
点

穢
多
と
乞
食
の
中
に
吉
原

貫

温
克
五
点
常
仙
七
点

傘
を
畳
め
は
雪
の
折
る
ゝ
音

牙

温
克
七
点

鐘
つ
く
役
も
請
状
の
内

東

常
仙
七
点

碁
敵
と
い
ふ
も
向
ふ
の
八
百
屋
に
て
貫

」
１１９
ウ

温
克
十
点

藻
に
住
む
人
と
謡
わ
せ
て
木
場

牙

温
克
五
点

切
ツ
た
と
は
見
せ
ぬ
小
指
の
取
り
廻
し

東

隙
な
禿
の
さ
か
す
印
籠

貫

温
克
七
点

葵
足
五
点

酔
さ
め
も
狐
の
落
た
風
情
也

牙

常
仙
七
点

柿
の
木
す
ゑ
を
縛
て
見
る

東

月
斗
り
淋
し
く
残
る
潦

フ

後
の
袷
に
思
入
の
紋

フ

」
１２０
オ

ウ温
克
十
点

あ
て
ら
れ
て
内
義
の
明
る
持
仏
の
戸
貫

温
克
七
点

常
仙
七
点

上
総
教
へ
る
三
味
線
の
撥

牙

蛤
の
息
か
と
も
見
め
雲
の
峯

東

葵
足
七
点

芥
子
を
坊
主
に
し
た
る
米
舂

貫

我
か
物
の
医
者
は
鳥
に
も
匕
加
減

牙

愛
宕
の
春
の
か
つ
か
れ
て
来
ル

仝

貴
賎
都
鄙
一
度
に
華
の
咲
揃
ひ

フ

汀
長
閑
に
亀
遊
フ

也

フ

」
１２０
ウ

楽
成
庵温

克
勝

連
茎
庵常

仙
勝

戎
王
子葵

足
勝

辰
十
月
廿
二
日
満
備
十
一
月
十
六
日
江
府
ヨ
リ
開
点
也
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史
料
紹
介

監
察
日
記

明
和
七
年
〜
明
和
九
年

真
田
古
文
書
ク
ラ
ブ

○
明
和
七
年
庚
寅

○

正
月
朔
日

年
頭
御
祝
儀
花
御
丸
於
大
書
院
五
半
時
揃
ニ

而
御
礼
相
済

一

同
四
日

寺
院
年
頭
之
御
礼
四
時
揃
、
御
用
番
宅
ニ
而

申
上
、
白
鳥
神
主
堀
内
大
隈
・
寺
院
相
続
罷

出
申
上
ル
、
御
町
年
寄
幷
御
徳
居
共
一
同
罷

出
申
上
ル

一

同
六
日

其
方
医
術
執
行
相
残
候
義

高
松
養
碩

有
之
候
ニ
付
、
尚
又
五
六

年
滞
府
執
行
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
十
二
月
廾
八
日
江
府
ニ
而
被
仰
付
候
趣
、
津
田

源
五
郎
申
遣
候
付
相
記

一

同
九
日

寺
院
年
頭
之
御
礼
四
時
揃
ニ
而
四
日
之
通
り

相
済

亡
父
万
之
丞
願
置
候
通
御

鹿
野
喜
代
三
郎

知
行
百
石
被
下
置
、
家
督

名
代
東
条
与
一
郎

無
相
違
被
仰
付
之

同
道
宮
沢
兵
大
夫

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
名
代
堂
目
代
同
所
松
田
大
内
蔵

名
代
宮
沢
権
大
夫
、
皆
神
山
和
合
院
名
代
□

□
寺
、
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
年
頭
之
御
礼
申

上
ル

一

同
十
八
日

昨
夜
四
時
鏡
屋
町
八
田
孫
左
衛
門
借
家
庄
助

後
家
所
出
火
、
即
刻
鎮
申
候

一

同
廾
八
日

昨
夜
九
時
過
寺
尾
村
穢
多
孫
六
出
火
、
即
刻

鎮
り
申
候

○

二
月
十
一
日

亡
父
友
左
衛
門
願
置
候
通

佐
野
虎
五
郎

家
督
無
相
違
被
仰
付
之

同
道
佐
久
間
彦
兵
衛

亡
父
左
助
願
置
候
通
家
督

御
徒
士竹

花
市
左
衛
門

無
相
違
被
仰
付
之

同
道
竹
花
和
仲
治

一

同
十
九
日

当
年
始
御
礼
銭
今
日
迄
献
上
不
仕
候
者
拾
七

人
、
名
前
取
調
御
金
奉
行
昨
日
申
立
候
付
、

早
々
差
出
候
様
可
申
遣
旨
、
御
用
番
被
仰
渡

候
、
御
番
士
へ
ハ
御
番
頭
へ
演
説
可
仕
旨
申

上
候
処
、
直
ニ
御
番
士
へ
申
遣
候
様
被
仰
渡

候
、
御
徒
士
ハ
御
徒
目
付
へ
申
渡
、
其
外
給

人
已
下
ハ
召
呼
申
渡
、
御
料
理
人
者
御
吟
味

役
江
申
談
、
西
村
源
五
郎
ハ
竹
村
半
蔵
江
申

談
候

一

同
廾
一
日

原
半
兵
衛
儀
不
行
跡
之
義

���������
牧
野
伊
左
衛
門

相
聞
候
、
御
詮
議
之
内
其

三
井
清
右
衛
門

方
共
へ
御
預
被
仰
付
之

祢
津
式
右
衛
門

矢
嶋
源
二
左
衛
門

奥
村
弥
忠
太

赤
塩
三
郎
左
衛
門

右
之
通
今
朝
於
評
定
所
又
八
郎
殿
被
仰
渡
候
、
御
書
付

御
書
役
酒
井
磯
八
読
之
、
畢
而
助
左
衛
門
受
取
同
道
へ

相
渡
候
、
駕
籠
ニ
乗
せ
、
御
徒
目
付
・
御
徒
士
・
職
方

同
心
附
添
罷
越
候
、
跡
�
為
見
届
助
左
衛
門
罷
越
、
右

親
類
之
内
三
井
清
右
衛
門
へ
参
会
、
跡
�
可
入
念
旨
又

八
郎
殿
被
仰
渡
候
趣
、
申
述
罷
帰

御
役
替
御
奏
者
被
仰
付
之

八
田

競

御
払
方
御
金
奉
行
被
仰
付

���
星
野
権
右
衛
門

之

宮
下
六
郎
大
夫

御
役
替
御
納
戸
役
被
仰
付

白
川
八
右
衛
門

之佐
野
友
左
衛
門
跡
御
代
官

成
澤
源
吾

被
仰
付
之

御
役
替
越
石
御
代
官
被
仰

野
村
善
大
夫

付
之
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御
蔵
奉
行
被
仰
付
之

柳

惣
左
衛
門

水
道
御
役
被
仰
付
之

石
野
傳
蔵

悴
藤
三
郎
方
へ
児
玉
九
野

関
山
治
兵
衛

右
衛
門
娘
縁
組
、
願
之
通

被
仰
付
之

右
之
通
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

御
役
替
御
奏
者
被
仰
付
之
、

宮
嶋
友
之
進

友
之
進
義
大
手
方
御
人
少

白
川
丹
治

ニ
付
、
六
月
中
迄
滞
府
被

仰
付
、
丹
治
儀
来
二
月
中
迄
御
使
役
兼
帯
被
仰
付

御
在
所
引
越
之
義
相
願
被

御
徒
士
目
付

大
里
惣
助

仰
付
候
之
処
ニ
段
々
延
引
、

其
上
又
々
此
表
罷
在
相
勤
度
段
相
願
、
段
々
不
都
束

之
義
不
届
至
極
候
、
依
之
遠
慮
申
付
之

右
之
通
二
月
十
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
申
来
候

○

三
月
二
日

軍
次
郎
娘
平
内
悴
藤
大
夫

���
西
澤
軍
次
郎

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

保
崎
平
内

被
仰
付
之

支
配
村
方
取
扱
宜
月
割
等

���
関
山
治
兵
衛

も
無
滞
、
去
年
中
御
収
納

〆
木
治
郎
右
衛
門

も
相
増
候
得
共
皆
済
罷
成
、

���
篠
崎

屯

出
精
致
候
付
御
上
下
被
下

長
谷
川
藤
五
郎

置
之

開
善
寺
近
年
病
身
罷
成
、

開

善

寺

寺
役
難
相
勤
隠
居
、
長
福

名
代
龍

泉

寺

寺
後
住
仕
度
之
旨
、
願
之

長

福

寺

通
被
仰
付
之

一

同
三
日

上
巳
之
御
礼
前
々
之
通
相
済

一

同
十
六
日

昨
夜
出
火
八
半
時
、
紺
屋
町
金
之
丞
火
元
雪

隠
�
出
火
、
類
焼
前
嶋
玄
育
抱
屋
敷
、
早
速

鎮
申
候

一

同
十
八
日

願
之
通
隠
居
、
松
五
郎
方

高
野

車

へ
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

同

松
五
郎

願
之
通
隠
居
、
悴
治
右
衛

斎
藤
四
郎
右
衛
門

門
方
へ
家
督
無
相
違
被
仰

同

治
右
衛
門

付
之

一

清
須
町
裏
喰
違
御
長
屋
裏
御
用
地
花
御
丸
近

所
ニ
付
、
前
々
往
来
之
場
所
去
年
中
�
留

置
、
喰
違
御
用
地
之
方
�
御
用
之
者
計
致
通

路
候
様
相
成
候
間
、
人
々
屋
敷
裏
通
路
口
向

後
相
止
、
無
用
之
者
不
罷
出
候
様
、
尤
出
火

等
之
節
之
用
心
口
明
置
候
儀
ハ
不
苦
候
、
此

旨
右
御
用
地
添
屋
敷
之
面
々
へ
寄
々
演
説
被

仰
渡
候

一

廾
八
日

主
馬
娘
八
大
夫
方
へ
縁
組
、

岩
崎
主
馬

双
方
願
之
通
被
仰
付
候

池
村
八
大
夫

角
南
実
子
無
之
付
、
要
左

祢
津
要
左
衛
門

衛
門
次
男
苗
治
郎
養
子
仕

澤

角
南

度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰

付
之

一

於
御
用
屋
敷
射
芸
御
一
覧
有
之

一

同
晦
日

右
同
断

○

四
月
二
日

剣
術
、
右
同
断

一

同
三
日

其
方
儀
去
年
中
�
内
傷
労

鈴
木
弥
左
衛
門

役
之
症
相
煩
、
其
上
類
中

風
罷
成
御
役
難
相
勤
旨
、
願
之
通
御
役
御
赦
免
被
仰

付
之

其
方
娘
御
奥
へ
罷
出
御
用

津
田
源
五
郎

相
勤
候
付
、
御
仕
着
代
金

四
両
被
下
置
之

右
之
通
三
月
廾
八
日
被
仰
付
候
由
、
政
野
右
衛
門

申
遣
候

思
召
有
之
候
間
遠
慮
被
仰

鎮
目
軍
記

付
候尤

親
類
同
道
、
興
津
政
野
右
衛
門
罷
出
申
候

右
之
通
三
月
廾
二
日
被
仰
付
候
由
、
弥
惣
左
衛
門

申
遣
候
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一

同
四
日

剣
術
御
一
覧
、
前
同
断

一

同
七
日

槍
術
、
右
同
断

一

同
十
日

同
断

一

同
十
一
日

男
子
無
之
付
、
小
頭
駒
村

御
大
工飯

塚
孫
三
郎

伴
右
衛
門
組
喜
左
衛
門
弟

金
七
聟
養
子
、
願
之
通
被
仰
付
候

右
竹
内
金
左
衛
門
申
渡
之
、
尤
御
用
番
宅
ニ
而

一

同
十
二
日

軍
学
講
談
、
前
同
断

一

同
十
三
日

大
御
門
前
ニ
而
雨
宮
神
事
如
例
年
相
済

一

同
十
四
日

中
村
和
七
馬
場
ニ
於
て
乗
馬
、
前
同
断

一

同
十
五
日

同
断

一

同
廾
五
日

桑
名
善
兵
衛
妹
致
養
女
、

友
之
丞
弟

綿
貫
清
五
郎

其
方
聟
養
子
仕
、
只
今
迄

同
道
金
井
久
右
衛
門

拝
領
之
御
知
行
百
八
十
八

石
被
下
置
、
家
督
為
仕
度
旨
、
願
置
候
通
無
相
違
被

仰
付
之

其
方
儀
御
詮
議
之
上
重
々

原

半
兵
衛

不
届
候
得
共
、
以
御
情
永

之
御
暇
被
下
置
候
、
御
三
家
様
・
御
老
中
様
・
若
年

寄
様
・
御
親
類
様
御
領
分
徘
徊
仕
間
敷
候

右
之
通
今
日
於
評
定
所
小
幡
又
八
郎
殿
被
仰
渡
候

御
受
書
相
認
致
印
形
差
上
候

○

五
月
五
日

端
午
之
御
礼
上
巳
之
通
五
半
時
揃
、
花
之
御

ニ
於
て
相
済

一

同
廾
日

大
般
若
御
執
行
例
之
通

一

同
廾
一
日

求
馬
姉
平
角
悴
鵜
殿
方
へ

����

矢
野
求
馬

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

煩

池
田
平
角

付
之

名
代
恩
田
十
郎
兵
衛

喜
太
右
衛
門
娘
四
郎
治
方

���
小
野
喜
太
右
衛
門

へ
縁
組
、
双
方
願
之
通
被

長
谷
川
四
郎
治

仰
付
候

其
方
病
気
付
、
御
役
願
之

関
口
弥
七

通
御
赦
免
被
仰
付
之

名
代
関
口
要
之
進

右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

御
広
間
御
帳
付
申
付
之

冨
岡
金
治

御
用
番
於
宅
源
五
右
衛
門
申
渡
之

一

同
廾
四
日

昨
夜
五
時
出
火
、
早
鐘
打
候
付
例
之
通
相
詰

候
、
清
野
村
畑
た
り
な
が
ら
焼
失
之
由

○

同
六
月
三
日
・
四
日

於
長
国
寺
匡
章
院
様
廾
三
回
御
忌

御
法
事
御
執
行

一

同
六
日

御
小
姓
被
仰
付
候

玉
川
栄
司

右
五
月
廾
二
日
被
仰
付
候
段
、
従
江
戸
表
申
来
候

一

同
十
日

思
召
有
之
付
遠
慮
被
仰
付

煩

鎮
目
軍
記

置
候
処
、
以
御
情
御
免
被

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

仰
付
之

右
五
月
廾
八
日
被
仰
渡
候
段
、
源
五
郎
申
遣
候

一

同
十
五
日

三
十
郎
三
男
藤
吉

多
仲

赤
澤
多
仲

方
江
養
子
、
願
之
通
被
仰

祢
津
三
十
郎

付
候

一

同
十
九
日

殿
様
当
十
三
日
御
在
所
へ
之
御
暇
被
蒙
仰
、

右
ニ
付
十
五
日
未
明
立
御
本
陣
触
御
飛
脚
兼

両
人
、
今
十
九
日
九
ツ
時
過
着

一

同
廾
一
日

図
書
娘
主
膳
致
養
女
、
五

真
田
図
書

郎
右
衛
門
悴
兵
部
方
へ
縁

小
山
田
主
膳

組
仕
度
候
旨
、
願
之
通
被

岩
崎
五
郎
右
衛
門

仰
付
之

一

同
廾
七
日

来
月
九
日
花
之
御
丸
御
家
固
御
祈
祷
御
修
行

ニ
付
、
大
般
若
之
節
之
通
相
心
得
候
様
、
被

仰
渡
候

一

向
後
御
広
間
下
番
・
中
之
口
下
番
両
所
、
大

並
之
御
足
軽
六
人
一
日
三
人
ツ
ヽ
弐
人
面
番

打
込
ニ
相
勤
候
様
、
尤
来
月
朔
日
�
如
斯
罷

成
候
段
、
治
部
左
衛
門
殿
被
仰
渡
候
、
御
広

間
下
番
人
ハ
御
城
番
ニ
而
相
勤
候
得
共
、
向

後
大
並
計
与
相
成
候

一

同
廾
八
日

先
達
而
隠
居
奉
願
候
処
、

木
村
甚
五
郎

思
召
有
之
付
御
知
行
・
御

足
軽
被
召
上
、
悴
縫
殿
助
方
へ
御
情
を
以
新
知
弐
百
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五
拾
石
被
下
置
、
名
字
御
立
被
成
下
置
候

木
村
甚
五
郎
方
�
致
離
縁

奥
村
権
之
丞

候
妹
其
方
へ
御
預
被
仰
付

候
、
急
度
相
守
候
様
被
仰

付
之右

十
河
左
治
馬
於
宅
同
人
申
渡

御
熨
斗
目
拝
領
、
右
川
除

成
澤
勘
左
衛
門

御
普
請
無
滞
相
勤
候
付
被

下
置
之

御
袷
拝
領
、
右
同
断

金
井
藤
助

御
上
下
、
右
同
断

祢
津
要
左
衛
門

小
川
多
次

御
目
録
百
疋
、
右
同
断

中
川
九
平
次

御
上
下
、
右
同
断

大
嶋
武
左
衛
門

御
目
録
弐
百
疋
、
右
同
断

坂
西
喜
平
太

右
久
馬
申
渡
之

其
外
懸
合
之
御
勘
定
小
頭
・
道
橋
付
御
足
軽
・
附
人

迄
御
目
録
被
下
置
候

原
半
兵
衛
跡
屋
敷
拝
領
、

竹
村
半
蔵

度
々
屋
敷
替
付
、
為
御
手

充
唯
今
迄
罷
在
候
本
家
不
残
被
下
置
候

右
之
通
御
用
番
主
膳
殿
於
宅
不
残
列
座
被
仰
渡
候
、
御

勘
定
小
頭
・
御
足
軽
者
勘
左
衛
門
・
藤
助
申
渡
候

○

閏
六
月
二
日

行
跡
不
応
思
召
付
、
逼
塞

原

新
四
郎

被
仰
付
之

同
道
関
山
彦
作

右
今
朝
於
評
定
所
原
彦
左
衛
門
申
渡
之

一

同
八
日

千
曲
川
・
犀
川
御
普
請
今

石
川
新
八

度
相
済
候
付
御
帷
子
一
、

先
達
而
懸
合
ニ
付
入
料
金
拾
両
御
内
借
仕
候
、
是
又

今
度
被
下
置
候

両
川
御
普
請
懸
合
付
御
帷

長
井
四
郎
右
衛
門

子
一
被
下
置
候

右
之
通
江
戸
表
�
申
来
候

一

同
九
日

昨
夜
五
時
望
月
治
部
左
衛
門
下
屋
敷
畑
麦
藁

積
置
候
処
致
焼
失
、
早
鐘
打
候
付
不
残
相
詰

申
候

一

今
日
花
御
丸
御
普
請
御
出
来
付
御
屋
固
御
修

行
、
開
善
寺
罷
出
、
御
金
方
懸
り
御
役
人
大

般
若
之
通
相
詰
申
候

四
郎
右
衛
門
妹
文
八
方
へ

前
島
四
郎
右
衛
門

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

林

文
八

付
之

一

同
十
五
日

花
御
丸
御
普
請
御
出
来
、
御
広
間
御
番
所
今

日
四
時
御
本
丸
�
引
移
り
申
候

一

吉
光
御
長
持
・
御
内
書
御
長
持
右
弐
棹
御
床

へ
揚
、
前
々
之
通
御
番
士
御
預
り
御
座
候

一

同
十
九
日

悴
織
部
儀
不
応
思
召
、
被

藤
田
外
記

仰
付
方
も
有
之
候
得
共
、

今
般
勘
当
追
出
候
間
、
以
御
情
不
及
御
沙
汰
候
、
乍

去
重
キ
御
精
進
日
右
仕
置
仕
、
不
慎
之
儀
付
遠
慮
被

仰
付
之

兄
権
之
助
御
持
弓
組
与
力

北
山
桂
寿

深
谷
直
右
衛
門
与
申
者
方

へ
御
番
跡
相
続
指
遣
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付

右
当
十
日
於
江
戸
被
仰
付
候
段
、
弥
惣
左
衛
門
方

�
申
遣
候

○

七
月
三
日

悴
儀
先
達
而
上
田
御
城
下

中
沢
郡
蔵

宗
吽
寺
弟
子
遣
置
候
處
、

身
持
不
宜
久
離
仕
度
旨
、
願
之
通
去
月
廾
二
日
御
町

奉
行
御
役
所
帳
面
ニ
御
記
、
久
離
御
届
被
成
下
候

右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
源
五
右
衛
門
申
渡

一

同
六
日

治
左
衛
門
妹
治
郎
左
衛
門

畑

治
左
衛
門

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

小
崎
治
郎
左
衛
門

被
仰
付
之
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一

同
七
日

七
夕
御
礼
前
々
之
通
相
済
、
尤
定
刻
五
半
時

揃
、
出
懸
り
相
済
申
候

一

同
十
日

先
達
而
遠
慮
被
仰
付
置
候

藤
田
外
記

処
、
以
御
情
御
免
被
仰
付

之

一

同
十
七
日

松
平
越
中
守
様
当
十
二
日
御
卒
去
付
、
来
ル

廾
三
日
迄
諸
殺
生
停
止
、
万
端
相
慎
候
様
御

触

一

同
廾
日

殿
様
御
不
快
御
快
被
成
御
座
候
ハ
ヽ
、
来
月

十
一
日
御
発
駕
可
被
遊
旨
、
申
来
候

一

同
廾
七
日

今
日
御
本
陣
触
到
着

一

同
廾
九
日

於
江
府
当
十
五
日
御
男
子
様
御
出
生
、
滋
松

様
与
可
奉
称
旨
、
被
仰
出
候

依
之
来
月
二
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
麻
上
下

着
用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上
候
様
、
且

御
出
生
様
之
義
未
公
儀
へ
御
届
ハ
不
相
済

候
、
御
歓
罷
出
候
節
為
心
得
可
申
通
旨
、
被

仰
渡
候

○

八
月
朔
日

八
朔
御
礼
前
々
之
通
相
済
、
五
半
時
揃
出
懸

り

一

同
二
日

滋
松
様
御
出
生
御
歓
、
諸
士
御
用
番
宅
へ
罷

出
申
候

一

同
十
一
日

今
日
�
御
用
部
屋
相
立
申
候

一

同
十
四
日

殿
様
被
遊
御
順
快
、
当
十
一
日
御
発
駕
被
遊

候
之
段
、
申
来
候

矢
沢
修
理
組
へ
御
番
入

鎮
目
軍
記

原
彦
左
衛
門
組
へ
同
断

瀧
村
銕
之
助

右
源
五
郎
方
�
申
来
候
、
八
月
六
日
付

一

同
十
五
日

奥
相
勤
候
女
中
御
暇
被
下
候
折
節
、
伺
御
機

嫌
可
罷
出
候
、
其
節
着
服
不
及
相
改
候
、
為

心
得
御
用
番
被
仰
渡
候

一

同
十
六
日

八
時
過
御
城
着

一

於
御
居
間
御
用
部
屋
席
、
御
郡
中
横
目
・
御

目
付
例
之
通
御
目
見
申
上
、
御
意
被
成
下
候

一

諸
士
例
之
通
相
詰
、
御
目
見
申
上
候

一

同
十
七
日

御
役
人
御
機
嫌
伺
罷
出
候
節
、
一
役
一
人
ツ

ツ
御
用
有
之
候
ニ
付
、
居
残
候
様
被
仰
渡
候

一

花
御
丸
御
普
請
何
茂
御
用
達
候
付
、
御
出
来

御
大
慶
思
召
候
、
此
段
早
速
為
申
聞
候
様
厚

思
召
候

一

同
十
八
日
・
十
九
日

御
祭
礼
付
伊
勢
町
御
桟
敷
へ
被
遊

御
出
候

一

同
廾
一
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
諏
訪
宮
・
長
国
寺
・
大

英
寺
へ
被
遊
御
参
詣
候

其
方
妹
片
岡
平
蔵
方
へ
養

畑

治
左
衛
門

女
差
遣
度
旨
、
願
之
通
被

仰
付
候

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
大
鋒
寺
へ
御

参
詣
、
御
帰
九
半
時

一

同
廾
五
日

就
御
移
徙
来
月
三
日
御
囃
子
拝
覧
被
仰
付

候
、
麻
上
下
着
用
七
半
時
登
城
候
様
、
被
仰

出

一

同
廾
七
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
白
鳥
・
乾
徳
寺
・
恵
明

寺
へ
御
参
詣
、
御
帰
八
半
時

一

来
月
三
日

御
囃
子
被
仰
付
候
処
三
日
御
延
引
、
六
日
与

被
仰
出
候

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
相
済

新
知
之
御
目
見

木
村
縫
殿
助

名
代
矢
野
求
馬

家
督
之
御
目
見

������
矢
嶋
源
二
左
衛
門

佐
野
虎
五
郎

高
野
松
五
郎

斎
藤
治
右
衛
門

継
目
之
御
目
見

��������
開

善

寺

大

鋒

寺

練

光

寺

恵

明

寺

法

泉

寺

御
通
懸

家
督
之
御
目
見

�����
御
用
部
屋
書
役

酒
井
磯
八

御
徒
士中

嶋
作
右
衛
門

御
用
部
屋
小
僧
役

佐
川
新
次
郎

一

今
日
御
普
請
懸
り
御
役
人
小
書
院
へ
相
詰
、

御
目
見
申
上
御
意
被
成
下
、
其
上
於
御
用
部

屋
拝
領
物
仕
候
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御
熨
斗
目
一
・
御
小
袖
壱

宮
下
伊
右
衛
門

ツ
銀
・
三
枚

御
小
袖
一
・
御
上
下
一
具

片
岡
半
七
郎

御
袷
壱
ツ
宛

����
祢
津
要
左
衛
門

成
沢
勘
左
衛
門

小
川
多
次

御
帷
子
一
・
御
上
下
一
具

原

勇
右
衛
門

御
帷
子
一
ツ
ヽ

���
金
井
藤
助

安
藤
友
弥

御
上
下
一
具
・
弐
百
疋

岡
部
治
右
衛
門

三
百
疋

高
橋
傳
治

御
上
下
一
具

小
林
平
五
郎

弐
百
疋

中
川
九
平
次

百
疋
ツ
ヽ

������������
宮
下
嘉
平
太

石
野
傳
蔵

佐
藤
軍
治

大
沢
宗
寿

青
木
久
弥

平
林
忠
大
夫

石
倉
友
左
衛
門

冨
岡
庄
七

���
森

金
弥

田
中
長
順

壱
両
弐
分

中
澤
郡
蔵

壱
両

宮
本
浅
之
進

弐
百
疋
宛

������
西
村
熊
次
郎

倉
田
傳
之
進

中
村
右
源
太

森

条
七

右
者
花
御
丸
御
普
請
懸
り
合
ニ
付
被
下
置
候
、
此
外
支

配
手
附
・
御
中
間
至
迄
夫
々
被
下
置
候

一

御
側
御
目
付
・
御
小
納
戸
・
御
刀
番
・
御
近

習
四
人
御
道
中
御
人
少
、
兼
役
相
勤
候
付
、

弐
百
疋
ツ
ヽ
被
下
置
候

○

九
月
朔
日

治
左
衛
門
妹
平
蔵
養
女
仕
、

畑

治
左
衛
門

往
々
悴
平
十
郎
嫁
申
度
段
、

片
岡
平
蔵

願
之
通
被
仰
付
之

右
之
通
於
江
戸
表
先
月
廾
一
日
被
仰
付
候
由
、
津
田
源

五
郎
方
よ
り
申
遣
候

其
方
病
気
今
以
聢
与
無
之

小
松
甚
右
衛
門

ニ
付
、
御
役
御
赦
免
被
仰

付
之

初
而
之
御
目
見

���
寺
内
甚
九
郎

金
井
冨
馬

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

���
寺
内
多
門

金
井
藤
助

継
目
之
御
礼

大

昌

寺

同

明

桂

寺

一

同
六
日

今
日
御
移
徙
御
祝
儀
御
囃
子
七
半
時
揃
、
暮

六
半
時
�
始
ル
、
拝
覧
之
面
々
御
酒
・
御
吸

物
・
御
引
肴
一
種
・
御
赤
飯
頂
戴
、
此
外
御

広
間
御
番
士
幷
詰
合
之
御
書
役
・
御
帳
付
・

小
僧
役
・
御
徒
士
・
此
外
御
台
所
向
迄
御
酒

頂
戴
有
之
候

今
日
昼
於
御
居
間
厚
き
蒙

鎌
原
司
馬

御
意
、
其
上
御
手
自
御
刀

望
月
治
部
左
衛
門

拝
領

小
山
田
主
膳

今
日
病
気
付
、
明
七
日
出

祢
津
数
馬

勤
之
上
、
右
同
様
拝
領

一

同
七
日

亡
父
願
置
候
通
御
知
行
三

鈴
木
嘉
仲
治

百
石
被
下
置
、
家
督
無
相

違
被
仰
付
之
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只
今
迄
被
下
候
拾
五
人
御

右

同

人

扶
持
方
可
差
上
候

亡
父
願
置
候
通
御
切
米
金

大
里
忠
右
衛
門

四
両
・
三
人
御
扶
持
被
下

置
、
跡
式
無
相
違
申
付
之

只
今
迄
被
下
候
弐
人
御
扶

右

同

人

持
可
差
上
候

右
之
通
八
月
廾
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
源
五
郎

方
�
申
遣
候

一

同
九
日

重
陽
之
御
礼
定
刻
五
半
時
揃
、
例
之
通
小
書

院
一
同
之
御
礼
、
大
書
院
へ
御
出
懸
御
通
懸

之
者
御
礼
相
済
、
大
書
院
独
礼
九
時
相
済

一

同
十
一
日

其
方
男
子
無
之
付
、
紺
屋

両
角
要
助

町
罷
在
候
忠
左
衛
門
悴
弥

四
郎
聟
養
子
仕
度
段
、
願
之
通
申
付
之

右
之
通
於
長
囲
炉
裏
高
田
助
左
衛
門
申
渡
之

一

同
十
五
日

去
ル
丑
年
小
頭
中
原
新
蔵

春
原
織
衛

御
仕
置
之
節
不
吟
味
、
不

念
之
義
有
之
候
、
自
今
入
念
相
勤
候
様
、
被
仰
付
候

行
跡
不
応
思
召
、
逼
塞
被

原

新
四
郎

仰
付
候
処
、
以
御
情
被
成

下
御
免
候
、
向
後
相
慎
御
奉
公
出
精
可
有
之
候

一

月
次
御
礼
四
半
時
相
済

家
督
之
御
礼

鈴
木
嘉
仲
冶

名
代
宮
島
友
之
進

初
而
之
御
目
見

����������������
桑
名
清
五
郎

河
原
大
七

松
村
虎
五
郎

宮
下
傳
蔵

福
田
友
之
助

井
上
一
角

秋
里
初
之
進

坂
口
利
左
衛
門

佐
久
間
藤
三
郎

山
本
吉
五
郎

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

������
松
村
彦
之
丞

宮
下
伊
右
衛
門

福
田
幸
助

井
上
嘉
七

右
同
断

��������

秋
里
惣
七

坂
口
条
左
衛
門

佐
久
間
彦
兵
衛

名
代
佐
久
間
大
八
郎

山
本
源
蔵

継
目
之
御
礼

椿
峯
村高

山

寺

御
通
懸

家
督
之
御
礼

御
用
部
屋
小
僧
役

���
矢
野
倉
友
之
助

倉
嶋
和
吉

一

同
十
六
日

御
野
懸
御
座
候
処
、
御
表
へ
御
沙
汰
無
之

一

同
十
七
日

大
般
若
御
執
行
前
々
之
通
相
済

一

同
十
八
日

五
時
之
御
供
触
ニ
而
川
田
筋
へ
御
野
懸
、
御

帰
四
時

一

同
廾
日

善
光
寺
霊
山
院
登
城
御
礼
、
御
料
理
被
下

候
、
詰
合
御
役
人
裏
付
上
下
着
用
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
、
御

帰
即
刻

一

同
廾
八
日

初
而
之
御
目
見

���
片
岡
常
三
郎

馬
場
万
吉

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

���
片
岡
此
面

馬
場
廣
人

於
御
前
御
役
替
宗
門
奉
行

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

・
郷
目
付
兼
帯
被
仰
付
之

同
、
御
目
付
役
被
仰
付
之

���
祢
津
小
膳

和
田
十
郎
左
衛
門

同
、
御
奥
本
〆
役
被
仰
付

関
口
源
右
衛
門

之
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御
役
替
御
吟
味
役
被
仰
付

煩

大
日
方
佐
五
右
衛
門

之

名
代
鹿
野
茂
手
木

三
拾
石
御
加
増

伊
東
喜
膳

御
役
料
弐
拾
表
被
下
置
之

馬
場
廣
人

御
仕
着
代
被
下
置
之

片
岡
此
面

数
年
相
勤
候
付
、
御
番
士

西
沢
軍
治
郎

被
仰
付
候
、
御
番
入
之
義

追
而
可
被
仰
付
候
間
、
勤
方
席
之
義
只
今
迄
之
通

御
奥
支
配

川
崎
喜
左
衛
門

御
蔵
奉
行

近
藤
庄
右
衛
門

御
祐
筆

両
角
要
助

江
戸
詰
之
節
御
役
料
玄
米

右

同

人

三
人
扶
持
、
御
在
所
勤
之

節
壱
人
扶
持
被
下
置
之

条
七
義
年
来
御
庭
御
用
出

森

条
七

精
相
勤
候
付
、
悴
金
弥
へ

同

金
弥

弐
人
扶
持
被
下
置
之

右
於
長
囲
炉
裏
高
田
助
左
衛
門
申
渡
之

年
来
出
精
相
勤
候
付
、
御

宮
澤
嘉
平

役
料
弐
人
扶
持
被
下
置
之

年
来
出
精
相
勤
取
計
宜
候

松
本
金
右
衛
門

付
、
御
勘
定
役
申
付
、
御

宛
行
五
斗
入
三
十
表
・
籾
三
人
扶
持
被
下
置
之

右
於
長
囲
炉
裏
成
沢
勘
左
衛
門
申
渡
之

十
河
左
治
馬
組
へ
御
番
入

������
恩
田
茂
吉

植
木
民
之
進

友
野
冨
右
衛
門

桜
井
勘
次
郎

矢
沢
修
理
組
へ
同
断

佐
野
虎
五
郎

塩
野
左
門
組
へ
同
断

常
田
彦
之
進

原
彦
左
衛
門
組
へ
同
断

斎
藤
治
右
衛
門

池
田
殿
尾
組
へ
同
断

桑
名
清
五
郎

青
木
浪
江
組
へ
同
断

高
野
松
五
郎

御
役
付
同
心
十
人
御
預
ケ

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

同
、
五
人
ツ
ヽ
同
断

���
祢
津
小
膳

和
田
十
郎
左
衛
門

○

十
月
朔
日

初
而
之
御
目
見

赤
澤
藤
吉

悴
御
目
見
申
上
候
御
礼

赤
沢
多
仲

御
加
恩
之
御
礼

伊
東
喜
膳

格
式
之
御
礼

両
角
要
助

御
通
懸

格
式
御
擬
作
之
御
礼

御
勘
定
役

松
本
金
右
衛
門

御
擬
作
之
御
礼

森

金
弥

一

同
三
日

御
野
懸
四
時
之
御
供
触
ニ
而
被
遊
御
出
候
、

御
帰
暮
時
過
、
御
庭
�
御
裏
通
り
御
帰
り
、

清
須
町
釘
貫
�
被
遊
御
入
、
金
井
左
仲
・
和

田
十
郎
左
衛
門
脇
く
ね
押
し
も
の
働
ニ
而
破

り
御
通
り
被
遊
、
夫
�
御
前
栽
へ
御
懸
り
、

花
丸
御
馬
場
東
之
方
御
普
請
小
屋
古
戸
�
御

馬
場
へ
御
通
被
成
、
御
庭
へ
被
遊
御
入
候

一

玄
緒
御
祝
儀
七
半
時
揃
ニ
而
五
時
相
済

一

同
十
二
日

赤
沢
多
仲
昨
日
御
内
々
ニ
而
御
紋
違
之
縮
緬

御
羽
織
致
拝
領
候
。
此
末
着
可
申
付
、
其
旨

相
心
得
候
様
被
仰
渡
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
時
過
始
り
即
刻
相
済

初
而
御
目
見

原

五
十
馬

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

原

彦
左
衛
門

一

同
十
七
日

四
半
時
之
御
供
触
ニ
而
大
鋒
寺
へ
御
参
詣
、

御
帰
八
ツ
過
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一

同
十
九
日

其
方
病
気
聢
与
無
之
ニ
付
、

池
田
平
角

願
之
通
御
役
御
赦
免
被
成

名
代
恩
田
十
郎
兵
衛

下
候

年
寄
候
迄
相
勤
候
付
、
銀

右

同

人

壱
枚
被
下
置
之

亡
父
願
置
候
通
御
切
米
金

間
庭
冨
治

四
両
・
五
人
御
扶
持
被
下

名
代
片
岡
惣
市

置
、
跡
式
申
付
之

一

同
廾
一
日

四
半
時
之
御
供
触
御
忍
ニ
而
小
山
田
主
膳
殿

へ
御
出
被
遊
候
、
表
向
被
仰
出
無
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
、
御

帰
即
刻

一

同
廾
四
日

明
日
御
鞠
拝
覧
被
仰
付
候
間
、
四
時
罷
出
候

様

一

同
廾
五
日

御
鞠
拝
覧
被
仰
付
、
拝
覧
之
者
共
御
赤
飯
頂

戴

一

成
沢
勘
左
衛
門
宅
ニ
お
い
て
御
勘
定
之
者
共

被
仰
付
候
趣
、
左
之
通

志
川
村
・
郡
村
・
八
幡
当

����

入

弥
左
衛
門

夏
中
有
地
改
之
節
差
出
候

長
岡
左
平
太

処
、
村
方
�
賄
賂
差
送
候

三
輪
六
十
郎

付
、
受
取
置
候
段
相
聞
候

����
同
道
徳
嵩
八
左
衛
門

間
相
尋
候
処
、
追
而
御
徒

宮
沢
嘉
平

目
付
立
合
を
以
可
差
戻
、

佐
藤
傳
五
郎

存
寄
之
旨
申
之
候
得
共
、

時
刻
不
移
可
相
届
処
、
相
延
置
候
筋
も
不
相
聞
、

前
々
�
音
物
等
御
法
度
之
儀
、
其
上
訳
而
此
度
之
御

用
別
而
大
切
之
段
疾
与
各
申
含
候
処
、
右
躰
之
儀
有

之
、
不
届
ニ
付
重
キ
御
咎
可
申
付
候
得
共
、
以
御
情

御
勘
定
役
幷
弐
人
御
扶
持
被
召
上
、
御
勘
定
所
物
書

可
被
申
付
候

郡
奉
行
中

悴
六
十
郎
先
達
而
志
川
・

病
気
三
輪
徳
左
衛
門

郡
・
八
幡
三
ヶ
村
有
地
改

名
代
菊
地
孝
助

之
節
御
用
申
付
候
処
、
不

埒
等
有
之
候
、
不
存
義
も
有
之
間
敷
処
、
不
行
届
取

計
ニ
候
、
申
付
方
も
有
之
候
得
共
、
以
御
情
此
度
ハ

御
沙
汰
不
及
候
、
以
来
右
躰
之
儀
無
之
様
急
度
可
被

申
付
候

郡
奉
行
中

徳
左
衛
門
隠
居
之
節
悴
六

三
輪
徳
左
衛
門

十
郎
跡
式
ニ
可
相
願
候
、

乍
然
格
式
幷
役
儀
等
此
度
申
付
候
通
可
為
之
間
、
其

段
相
心
得
居
候
様
可
被
申
渡
候

郡
奉
行
中

右
祢
津
要
左
衛
門
・
成
沢
勘
左
衛
門
・
小
川
多
次
・
和

田
十
郎
左
衛
門
立
合
ニ
而
勘
左
衛
門
申
渡
之

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

飯
山
御
城
下
ニ
罷
在
候
浪
人
堀
伴
右
衛
門
悴
大
治

郎
、
私
実
弟
ニ
御
座
候
付
養
置
、
私
名
字
為
名
乗
申

度
奉
存
候
、
此
段
御
聞
置
可
被
下
候
、
以
上

十
月
廾
八
日

興
津
牧
野
右
衛
門

池
田
殿
尾
様

右
之
通
届
相
済
候
段
、
同
役
へ
断
有
之
候

○

十
一
月
朔
日

月
次
御
礼
四
時
過
相
済

於
小
書
院
御
家
老
職
被
仰

矢
沢
将
監

付
之

初
而
之
御
目
見

���
長
谷
川
若
之
進

竹
村
捨
五
郎

悴
御
目
見
申
上
候
御
礼

���
長
谷
川
源
太

竹
村
半
蔵

一

同
二
日

父
佐
五
左
衛
門
私
曲
仕
候

志
川
村
佐
五
左
衛
門
悴

左
源
次

付
追
放
被
仰
付
、
其
方
共

七
三
郎

以
御
情
所
払
被
仰
付
候

右
於
評
定
所
池
村
八
大
夫
申
渡
之

一

同
六
日

今
日
御
忍
ニ
而
河
原
舎
人
殿
へ
被
遊
御
出

候
、
表
向
被
仰
出
無
之
候

一

同
九
日

右
之
者
共
当
八
月
於
江
戸

祖
兵
衛
組
抱
松
原
者

源
蔵

表
御
発
駕
前
、
御
手
充
願

佐
左
衛
門
組
抱
松
原
者

勇
蔵

之
儀
付
松
原
者
大
勢
申
合
、
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其
上
月
番
へ
も
直
訴
可
仕

企
ニ
而
、
中
段
迄
も
罷
出
候
段
々
及
詮
議
候
処
、
右

両
人
之
者
頭
取
も
致
し
候
趣
相
聞
不
届
候
、
依
之
各

伺
之
通
籠
舎
可
被
申
付
候

御
普
請
奉
行
中

右
於
評
定
所
御
普
請
奉
行
申
渡
、
職
奉
行
列
座

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
時
過
相
済

願
之
通
甚
三
郎
御
徒
士
へ

柳
沢
彦
三
郎

番
入
申
渡
候
、
勤
方
出
精

為
見
習
可
申
候

悴
善
治
御
用
部
屋
小
僧
役

柿
崎
甚
蔵

申
付
候

同

善
治

右
於
長
囲
炉
裏
小
膳
申
渡
之

文
次
郎
久
く
眼
病
相
煩
聢

加
藤
文
次
郎

無
之
、
其
上
持
病
之
疝
通

同

八
之
進

差
発
、
往
々
御
奉
公
難
相

勤
付
隠
居
、
悴
八
之
進
へ
御
切
米
籾
五
拾
表
・
三
人

御
扶
持
被
下
置

右
同
断
中
村
和
七
申
渡

初
而
之
御
目
見

白
川
松
三
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

白
川
八
右
衛
門

一

同
廾
一
日

藤
岡
覚
之
進
娘
養
女
仕
、

宮
島
友
之
進

往
々
悴
瀧
江
へ
嫁
申
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

其
方
娘
宮
嶋
友
之
進
方
へ

藤
岡
覚
之
進

養
女
遣
、
往
々
悴
瀧
江
へ

嫁
申
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
廾
五
日

剣
術
被
遊
御
覧
候

今
日
御
覧
罷
出
候
者
師
匠
・
行
司
共
ニ
御
庭

拝
覧
被
仰
付
候

一

同
廾
八
日

月
並
御
礼
四
時
過
相
済

丹
下
娘
勘
次
郎
方
へ
縁
組
、

宮
澤
丹
下

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

桜
井
勘
次
郎

九
郎
左
衛
門
悴
寿
一
郎
方

三
井
九
郎
左
衛
門

へ
岡
部
治
右
衛
門
娘
縁
組
、

岡
部
治
右
衛
門

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

御
側
医
師
被
仰
付
之

渋
谷
玄
仙

悴
喜
左
衛
門
従
未
年
気
鬱

宮
下
藤
左
衛
門

之
症
相
煩
連
々
不
相
勝
、

欝
滞
強
全
快
難
成
付
、
二
男
喜
内
当
年
十
六
才
嫡
子

仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

妾
腹
之
男
子
嫡
子
仕
度
旨
、

仙
道
彦
八
郎

願
之
通
被
仰
付
之

悴
杢
之
助
御
用
部
屋
小
僧

坂
西
喜
平
太

役
申
付
之

初
而
之
御
目
見

���
久
保
直
左
衛
門

南
部
長
太
郎

悴
御
目
見
申
上
候
付
御
礼

久
保
極
人

名
代
山
岸
岡
右
衛
門

南
部
金
大
夫

一

今
日
御
忍
ニ
而
望
月
治
部
左
衛
門
殿
へ
被
為

入
候
、
御
表
へ
被
仰
出
無
之

○

十
二
月
朔
日

初
而
御
目
見

���
宮
下
是
治

青
木
市
之
丞

悴
御
目
見
付
御
礼

青
木
権
左
衛
門

此
面
娘
宗
寿
方
へ
縁
組
、

���
片
岡
此
面

双
方
願
之
通
被
仰
付
候

大
澤
宗
寿

御
通
懸

家
督
之
御
礼

御
馬
医加

藤
八
之
進

初
而
之
御
目
見

御
徒
士
彦
三
郎
悴

柳
沢
甚
三
郎
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一

同
五
日

乗
馬
被
遊
御
覧
候

一

同
十
一
日

鎌
原
長
門
弟
右
膳
聟
養
子
、

祢
津
数
馬

願
之
通
被
仰
付
之

右
同
様
双
方
願
之
通
被
仰

鎌
原
長
門

付
右
膳
召
連
罷
出
候

久
右
衛
門
妹
弥
惣
左
衛
門

金
井
久
右
衛
門

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

鈴
木
弥
惣
左
衛
門

被
仰
付
之

久
弥
娘
軍
次
郎
悴
左
仲
太

西
沢
軍
次
郎

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

青
木
久
弥

通
被
仰
付
之

玄
樹
娘
綿
貫
友
之
丞
方
へ

大
草
玄
樹

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

綿
貫
友
之
丞

付
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
時
相
始
り
即
刻
相
済

廣
人
娘
兵
馬
方
へ
縁
組
、

馬
場
広
人

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

宮
下
兵
馬

竹
村
半
蔵
跡
屋
敷
屋
敷
替

真
田
勘
ヶ
由

被
仰
付
、
唯
今
迄
之
屋
敷

建
家
被
下
置
候
、
但
表
向
者
其
侭
差
置
可
申
候

悴
通
関
先
年
相
願
、
医
術

中
村
周
見

為
修
行
江
戸
表
へ
差
遣
置

候
処
、
明
年
此
表
へ
罷
帰
候
、
年
限
ニ
候
得
共
御
厚

恩
を
以
向
今
暫
滞
府
、
此
上
尚
又
鍼
治
・
眼
科
共
ニ

出
精
、
家
業
相
募
候
様
可
為
修
行
旨
、
被
仰
付
之

一

同
十
八
日

其
方
弟
吉
之
助

増
田
助

小
林
藤
太

之
丞
方
へ
養
子
差
遣
度
旨
、

小
林
吉
之
助

願
之
通
被
仰
付
之

兼
而
相
願
候
ニ
付
、
真
田

中
島
類
庵

勘
ヶ
由
跡
屋
敷
半
分
・
長

屋
・
外
囲
共
被
下
置
之

近
年
段
々
出
精
付
、
御
切

片
岡
嘉
金
治

米
金
四
両
ニ
御
直
被
成
下

候平
左
衛
門
儀
職
方
懸
拝
借

高
野
平
左
衛
門

金
年
来
出
精
無
滞
相
勤
、

同

数
右
衛
門

其
上
悴
数
右
衛
門
見
習
出

精
相
勤
候
付
、
弐
人
御
扶
持
被
下
置
之

右
御
勘
定
之
者
へ
之
被
仰
付
者
、
長
囲
炉
裏
ニ
お
い
て

祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
被
遊

候
、
御
帰
即
刻

一

同
廾
六
日

右
同
断
、
長
国
寺
惣
御
霊
屋
・
大
鋒
寺
へ
御

参
詣
、
御
帰
七
半
時

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
四
時
過
相
済

御
扶
持
方
拝
領
之
御
礼

高
野
数
右
衛
門

於
御
前
御
吟
味
役
被
仰
付
之

望
月
九
郎
右
衛
門

払
方
御
金
奉
行
被
仰
付
之

白
川
八
右
衛
門

同
断

白
川
又
市
郎

御
納
戸
役
被
仰
付
之

関
口
九
左
衛
門

亡
父
願
置
候
通
家
督
無
相

久
保
勇
蔵

違
被
仰
付
之

右
十
二
月
十
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
申
来

候
小
林
藤
太
弟
吉
之
助
養
子
、

増
田
助
之
丞

願
之
通
被
仰
付
之

右
十
二
月
十
八
日
右
同
断

○

二
月
朔
日

其
方
儀
老
年
罷
成
御
役
難

久
保
喜
右
衛
門

相
勤
、
其
上
病
気
聢
与
不

致
候
付
、
願
之
通
御
役
赦
免
被
仰
付
之

一

同
廾
五
日

先
達
而
御
在
所
へ
引
越
申

大
里
忠
助

― 112―



度
旨
相
願
、
又
々
今
度
其

儀
延
引
仕
度
由
不
都
合
之
願
申
出
、
不
埒
之
儀
付
遠

慮
申
渡
置
候
得
共
、
以
御
情
御
免
申
渡
候
、
此
表
ニ

而
只
今
迄
之
通
相
勤
可
申
候

右
難
申
渡
事
候
へ
共
、
老
年
之
儀
付
格
段
之
筋
を
以

申
渡
候
、
万
端
追
而
相
慎
可
相
勤
候

一

四
月
六
日

於
御
前
御
留
守
居
役
被
仰

鈴
木
嘉
忠
治

付
之

御
役
附
足
軽
十
人
被
成
下

右

同

人

御
預
之

一

九
月
廾
一
日

去
丑
年
小
頭
中
原
新
蔵
御

片
岡

唱

仕
置
之
節
、
親
有
之
哉
之

旨
相
尋
候
処
、
養
・
実
之
無
差
別
も
伺
方
不
吟
味
之

事
候
、
自
今
入
念
相
勤
候
之
様
被
仰
付
之

右
之
通
新
六
殿
於
御
小
屋
被
仰
渡
候

一

十
二
月
十
八
日

縁
組
願
之
趣
思
召
も
無
之

岡
本
藤
馬

条
、
越
中
守
様
ニ
而
願
被

仰
付
候
ハ
ヽ
勝
手
次
第
之
旨
、
被
仰
付
之

○
明
和
八
年
辛
卯

○

正
月
朔
日

年
頭
御
礼
五
半
時
揃
、
於
小
書
院
御
側
向
御

役
人
独
礼
、
大
書
院
独
礼
、
御
通
懸
之
者
大

書
院
�
御
帰
懸
一
同
相
済

一

同
二
日

元
日
当
番
之
定
火
消
幷
嫡
子
之
面
々
年
頭
御

礼
五
半
時
揃
、
於
大
書
院
独
礼
、
御
徒
士
・

小
僧
役
例
之
通
大
書
院
東
御
縁
頬
相
詰
ル
、

御
通
懸
之
者
御
帰
り
懸
一
同
相
済

一

同
三
日

御
流
七
半
時
揃
、
暮
時
過
相
初
ル

一

同
四
日

寺
院
御
礼
長
国
寺
・
開
善
寺
・
大
英
寺
於
小

書
院
独
礼
、
御
町
之
者
幷
御
郡
中
刀
御
免
之

者
大
書
院
へ
御
出
之
節
御
通
懸
於
九
畳
敷
一

同
御
礼
、
御
城
下
寺
院
・
白
鳥
神
主
於
大
書

院
一
同
御
礼
、
右
相
済
久
保
喜
傳
治
・
片
野

周
益
一
同
御
礼
申
上
ル

一

同
五
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
諏
訪
宮
・
長
国
寺
・
大

英
寺
へ
被
遊
御
参
詣
候
、
七
時
過
御
帰

一

同
八
日

国
役
御
普
請
付
、
川
添
村

石
川
新
八

々
上
納
金
御
上
納
延
候
義

骨
折
大
儀
ニ
思
召
候
、
右
御
取
繕
之
儀
ニ
付
而
者
、

内
々
物
入
も
可
有
之
候
付
、
為
御
手
当
金
拾
五
両
被

下
置
之

上
総
屋
久
七
米
納
之
儀
付
、

中
島
仁
兵
衛

従
去
年
中
段
々
出
精
相
勤

両
角
弥
惣

候
ニ
付
、
金
百
疋
ツ
ヽ
被

下
置
之

右
御
用
筋
ニ
付
立
帰
致
出

両
角
弥
惣

府
、
大
儀
付
金
弐
百
疋
被

下
置
之

右
者
極
月
廾
八
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
旨
、
同
役
方
�

申
来
候

一

同
九
日

寺
院
年
頭
御
礼
五
半
時
揃
、
四
時
相
済

善
光
寺
両
寺
使
僧
於
小
書
院
御
礼
申
上
ル
、

御
領
内
寺
院
於
大
書
院
一
同
御
礼
、
右
畢
而

市
村
彦
九
郎
御
礼
、
広
田
筑
後
使
者
之
通

一

同
十
一
日

御
具
足
御
祝
儀
定
斎
五
半
時
揃
、
四
半
時
初

り
九
時
相
済

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
松
田
大
内
蔵
名
代
宮
沢
権
大
夫

於
御
小
書
院
独
礼
、
於
大
書
院
禰
宜
・
山
伏

一
同
御
礼
申
上
ル

一

同
十
五
日

月
並
御
礼
四
半
時
相
済

於
大
書
院
年
頭
御
礼
申
上

広
田
筑
後

ル

使
者
吉
村
嘉
右
衛
門

家
督
之
御
礼

久
保
勇
蔵

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

一

明
十
六
日

勢
州
御
代
参
出
立
付
、
服
穢
之
者
登
城
仕
間

敷
旨
、
被
仰
出

一

同
十
六
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
白
鳥
・
恵
明
寺
・
乾
徳

寺
へ
被
遊
御
参
詣
、
御
帰
八
半
時
過

一

同
十
八
日

大
般
若
御
執
行
前
々
之
通

一

同
十
九
日

勘
左
衛
門
娘
伊
右
衛
門
養

成
沢
勘
左
衛
門

女
差
遣
、
往
々
伊
右
衛
門

煩

宮
下
伊
右
衛
門
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悴
傳
蔵
へ
嫁
度
之
旨
、
双

名
代
竹
内
金
左
衛
門

方
願
之
通
被
仰
付
候

宗
弥
娘
勝
之
進
方
へ
縁
組
、

丸
茂
宗
弥

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

河
口
勝
之
進

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
大
鋒
寺
へ
御

参
詣
、
御
帰
八
半
時

一

同
廾
七
日

明
廾
八
日
御
中
日
待
付
、
服
穢
之
者
登
城
延

引
候
之
様
、
被
仰
出

一

同
廾
八
日

其
方
儀
病
身
罷
成
御
役
難

入

十
助

相
勤
付
、
願
之
通
御
役
御

名
代
西
村
新
八

免
被
仰
付
之

玄
道
娘
藤
助
養
女
仕
、
往

金
井
藤
助

々
悴
冨
馬
へ
嫁
申
度
旨
、

立
田
玄
道

願
之
通
被
仰
付
之

其
方
勝
手
を
以
願
之
通
御

中
島
類
庵

在
所
勝
手
被
仰
付
之

名
代
渋
谷
玄
仙

兼
而
願
置
候
通
中
島
類
庵

宮
下
兵
馬

隣
屋
敷
被
下
置
之

其
方
病
身
罷
成
往
々
御
奉

山
浦
庄
左
衛
門

公
難
相
勤
付
、
願
之
通
悴

名
代
丸
山
源
五
左
衛
門

長
十
郎
方
へ
御
切
米
金
四

山
浦
長
十
郎

両
・
五
人
御
扶
持
被
下
置
、

跡
式
申
付
之

右
於
長
囲
炉
裏
助
左
衛
門
申
渡
之

○

二
月
朔
日

月
次
御
礼
四
時
過
相
済

仁
科
玄
蕃
・
信
綱
寺
於
小
書
院
年
頭
之
御
礼

申
上
ル

口
上
覚

一

当
役
所
諸
入
用
金

一

御
門
主
御
内
諸
化
衆
出
世
金

一

学
寮
諸
化
出
世
金

一

支
配
諸
建
立
金

右
都
合
金
三
百
両
也

六
年
以
前
酉
年
�
段
々
御
屋
敷
河
原
弥
惣
右
衛
門
儀

拙
院
内
縁
御
座
候
故
、
右
之
仕
廻
シ
金
等
々
致
候

趣
、
致
承
知
罷
在
候

其
上
弥
惣
右
衛
門
戌
之
年
金
不
手
廻
り
之
由
、
手
前

方
江
弥
惣
右
衛
門
�
申
聞
候
ニ
ハ
、
如
何
様
之
金
子

ニ
而
も
借
用
申
度
段
申
遣
候
間
、
右
之
金
子
取
集
、

弥
惣
右
衛
門
方
へ
借
シ
遣
候
処
、
去
丑
之
年
迄
ハ
元

利
勘
定
相
済
申
候

然
処
去
極
月
御
屋
敷
御
暇
被
仰
付
、
殊
右
金
子
当
暮

入
用
多
御
座
候
付
、
当
春
中
�
弥
惣
右
衛
門
へ
其
段

申
聞
置
、
当
十
月
�
段
々
催
促
仕
候
処
、
不
埒
之
挨

拶
計
仕
、
一
昨
日
ニ
至
甚
不
埒
之
書
面
差
出
候
得

者
、
其
意
難
捨
置
、
無
拠
一
通
り
御
届
申
上
候

其
趣
意
ハ
御
知
行
・
御
城
下
町
人
共
・
懸
合
之
者

共
・
其
外
弥
惣
右
衛
門
�
借
遣
候
者
共
、
尤
其
趣
意

書
・
證
文
・
證
拠
書
物
不
残
手
前
方
へ
取
置
申
候

然
上
右
金
子
向
々
�
手
前
方
へ
返
金
催
促
御
座
候
得

者
、
無
拠
今
度
急
ニ
御
役
所
へ
手
前
方
�
願
出
候
外

無
御
座
、
左
候
得
者
御
屋
敷
御
名
も
出
候
義
御
座
候

へ
ハ
、
右
之
段
御
届
申
上
候

御
尋
之
儀
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
拙
院
口
上
ニ
可
申
上
候

已
上

東
叡
山
役
所

正

徳

院

真
田
伊
豆
守
様

御
役
人
中

右
之
通
正
徳
院
使
僧
大
盛
伺
持
参
仕
候
付
、
熟
覧
仕

候
処
、
右
一
件
之
儀
御
屋
敷
ニ
而
者
御
構
も
不
被
成

御
取
候
儀
御
座
候
間
、
右
口
上
書
難
受
取
申
達
、
差

戻
申
候

依
之
右
口
上
書
写
留
差
上
申
候

十
二
月

鈴
木
嘉
忠
治

東
叡
山
之
役
所
与
申
ハ
無
之
、
御
本
坊
ニ
大
成
坊
与

申
も
無
之
、
正
徳
院
与
申
者
羽
黒
山
之
僧
之
由
、
御

本
坊
幷
上
野
一
山
共
ニ
表
向
金
子
借
出
与
申
者
無
之

趣
候
、
偽
之
取
膳
等
不
埒
之
至
候

正
月
廾
九
日

河
原
弥
惣
右
衛
門
儀
去
年

河
原
大
七

中
永
之
御
暇
被
下
置
候
処
、

大
草
玄
樹

其
後
上
野
様
へ
も
罷
出
、

河
原
源
七

取
膳
事
等
も
致
候
哉
、
去

樋
口
六
左
衛
門

十
月
中
盛
徳
寺
�
も
御
留

北
沢
才
三
郎

守
居
迄
申
込
候
義
も
有
之

候尚
又
旧
冬
上
野
役
僧
之
由
正
徳
院
与
申
者
�
御
留
守
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居
迄
使
僧
差
出
、
別
紙
之
趣
申
聞
候
、
彼
是
不
埒
之

事
ニ
相
聞
候

此
末
公
訴
等
も
致
、
御
名
等
出
候
義
ハ
勿
論
、
無
詮

事
申
出
、
御
役
介
可
致
出
候
右
躰
之
儀
も
有
之
候
而

ハ
、
重
々
不
埒
之
至
候
、

万
一
弥
惣
右
衛
門
先
達
御
仕
置
之
時
分
御
詮
議
残
り

候
儀
も
有
之
、
可
相
願
筋
も
有
之
様
ニ
各
存
候
哉
、

左
候
ハ
其
段
可
相
願
候
、
左
も
無
之
候
者
、
往
々
御

役
介
等
無
之
様
可
被
取
計
候
、
又
は
呼
返
し
御
預
り

も
致
度
候
ハ
ヽ
、
其
段
可
相
願
候

右
三
通
昨
廾
九
日
御
用
番
御
宅
へ
弥
惣
右
衛
門
親
類
大

草
玄
樹
・
河
原
源
七
御
呼
出
、
被
仰
渡
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
四
半
時
相
済

其
方
病
気
今
以
不
相
勝
候

煩

大
日
方
佐
五
右
衛
門

付
、
願
之
通
御
役
御
赦
免

名
代
原

又
左
衛
門

被
成
下
候

競
娘
助
左
衛
門
悴
民
五
郎

八
田

競

方
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

高
田
助
左
衛
門

被
仰
付
之

家
督
之
御
礼
申
上
候

山
浦
長
十
郎

一

明
日
勢
州
御
代
参
下
向
付
、
服
穢
之
者
登
城

仕
間
敷
旨
、
被
仰
出
候

一

同
十
八
日

元
八
妹
求
喜
へ
縁
組
仕
度

木
内
求
喜

旨
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

近
藤
元
八

之悴
原
法
方
へ
善
光
寺
罷
在

中
村
原
民

候
浪
人
医
塚
田
道
有
妹
縁

組
仕
度
之
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
十
九
日

関
屋
辺
へ
御
野
懸
、
表
へ
御
沙
汰
無
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
出
、
即
刻

御
帰
り

一

同
廾
八
日

月
並
御
礼
例
刻
相
済

初
而
御
目
見

小
山
田
大
次
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

小
山
田
主
膳

初
而
御
目
見

佐
藤
甚
之
進

悴
御
目
見
付
御
礼

佐
藤
軍
治

○

三
月
朔
日

月
並
御
礼
前
々
之
通
即
刻
相
済

初
而
御
目
見

祢
津
右
膳

悴
御
目
見
付
御
礼

祢
津
数
馬

一

同
三
日

上
巳
之
御
礼
五
半
時
揃
ニ
而
四
時
始
り
四
半

時
相
済
、
小
書
院
一
同
、
大
書
院
独
礼
、
御

通
懸
御
出
懸
相
済

一

同
十
一
日

清
野
村
辺
へ
御
野
懸
、
表
向
御
沙
汰
無
之

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
五
時
揃
、
即
刻
相
済

初
而
御
目
見

������
三
井
八
十
郎

坂
野
熊
治
郎

小
出
岩
五
郎

関
口
長
之
助

悴
御
目
見
付
御
礼

���
三
井
清
右
衛
門

坂
野
又
右
衛
門

右
同
断

���
小
出
伴
蔵

関
口
弥
七

嫡
子
病
身
ニ
付
、
二
男
寅

上
原
菅
兵
衛

之
進
嫡
子
仕
度
旨
、
願
之

通
被
仰
付
之

一

東
条
辺
へ
御
野
懸
、
表
向
御
沙
汰
無
之

一

同
十
八
日

志
津
摩
男
子
無
之
付
、
内

恩
田
内
蔵
丞

蔵
丞
弟
金
五
郎
聟
養
子
仕

片
岡
志
津
摩

度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰

付
之

一

同
廾
一
日

鎌
原
長
門
殿
へ
御
出
被
遊
候
、
表
向
被
仰
出

無
之

一

同
廾
二
日

御
即
位
付
、
京
都
へ
之
御

片
岡
志
津
摩

使
者
被
仰
付
候
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右
同
断
、
副
使
被
仰
付
之

藤
岡
覚
之
進

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
参
詣
、
御

帰
即
斎

一

同
廾
五
日

甚
右
衛
門
病
気
聢
与
無
之
、

小
松
甚
右
衛
門

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠

名
代
綿
内
平
右
衛
門

居
、
御
知
行
七
拾
五
石
被

小
松
傳
蔵

下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰

付
之

源
二
左
衛
門
妹
縁
組
、
双

矢
嶋
源
二
左
衛
門

方
願
之
通
被
仰
付
之

中
島
類
庵

一

同
廾
八
日

元
方
御
金
奉
行
被
仰
付
之

長
谷
川
四
郎
治

左
仲
太
儀
軍
治
郎
願
之
通

西
沢
軍
次
郎

藤
田
外
記
組
へ
御
番
入
被

同

左
仲
太

被
仰
付
候

二
男
忠
五
郎
儀
福
沢
十
左

柳
沢
彦
三
郎

衛
門
方
へ
養
子
差
遣
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付

病
気
不
相
勝
往
々
御
奉
公

福
沢
十
左
衛
門

難
相
勤
候
処
、
実
子
無
之

名
代
桑
名
理
内

付
柳
沢
彦
三
郎
次
男
忠
五

郎
致
養
子
、
只
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金
四
両
・
三
人

御
扶
持
右
之
者
へ
被
下
置
、
十
左
衛
門
隠
居
、
願
之

通
跡
式
無
相
違
申
付
之

右
者
御
徒
目
付
中
沢
郡
蔵
同
道
罷
出
、
於
長
囲
炉

裏
小
膳
申
渡
之

一

今
日
御
裏
通
近
在
へ
御
野
懸
、
表
へ
御
沙
汰
無
之

○

四
月
朔
日

月
次
御
礼
前
々
之
通
即
斎
相
済

家
督
之
御
礼

小
松
傳
蔵

初
而
之
御
目
見

片
岡
金
五
郎

隠
居
之
御
礼

小
松
甚
右
衛
門

名
代
興
津
政
野
右
衛
門

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

片
岡
志
津
摩

京
都
へ
罷
越
候
ニ
付
御
目

右

同
人

見同
断

藤
岡
覚
之
進

独
礼
、
跡
目
之
御
礼

御
料
理
人
文
治
跡
目

須
田
惣
吾

御
通
懸
、
同
断

御
徒
士
十
左
衛
門
跡

福
澤
忠
五
郎

十
助
病
気
聢
不
仕
候
付
、

入

十
助

只
今
迄
拝
領
仕
候
御
切
米

名
代
大
島
友
右
衛
門

籾
五
斗
入
五
拾
表
・
五
人

入

藤
九
郎

御
扶
持
方
悴
藤
九
郎
へ
被

下
置
、
十
助
隠
居
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

一

興
津
政
野
右
衛
門
実
方
弟
市
村
一
馬
儀
、
右

同
人
方
ニ
差
置
武
芸
稽
古
為
仕
度
旨
、
伺
之

通
相
済
旨
、
断
有
之

一

同
十
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
・
乾
徳
寺
へ
御

参
詣
、
御
帰
九
ツ
半
時
過

一

同
十
四
日

雨
宮
村
神
事
四
半
過
、
大
書
院
御
庭
へ
入
例

之
通

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
前
々
之
通
即
刻
相
済

男
子
無
之
付
、
西
御
丸
御

藤
田
外
記

小
姓
組
松
平
源
蔵
様
甥
典

膳
致
養
子
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

初
而
御
目
見

八
田
鍵
之
助

悴
御
目
見
付
御
礼

八
田

競

継
目
之
御
礼

龍

泉

寺

一

同
十
八
日

東
条
辺
へ
御
野
懸
、
表
へ
御
沙
汰
無
之

一

同
十
九
日

藤
五
郎
実
子
無
之
付
、
藤

長
谷
川
藤
五
郎

太
弟
銀
五
郎
養
子
仕
度
旨
、

小
林
藤
太

双
方
願
之
通
被
仰
付
之

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
出
、
四
半

過
御
帰

一

同
廾
八
日

月
並
御
礼
四
時
過
相
済
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其
方
病
気
今
以
不
相
勝
、

大
日
方
左
五
右
衛
門

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
願

名
代
大
日
方
十
度

之
通
隠
居
、
御
知
行
百
石

大
日
方
内
蔵
左
衛
門

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被

仰
付
之

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之

福
澤
忠
五
郎

同
道
宮
本
善
五
右
衛
門

右
御
用
部
屋
次
溜
之
間
ニ
而
半
七
郎
申
渡

家
督
之
御
礼

入

藤
九
郎

隠
居
之
御
礼

入

重
助

名
代
荒
川
隼
太

○

五
月
朔
日

月
次
之
御
礼
例
之
通
相
済

来
ル
廾
九
日
御
発
駕
可
被
遊
旨
、
御
日
限
被

仰
出
候

家
督
之
御
礼

大
日
方
内
蔵
左
衛
門

隠
居
之
御
礼

大
日
方
左
五
右
衛
門

名
代
大
日
方
十
度

一

同
三
日

今
日
御
出
有
之
、
表
向
へ
ハ
御
沙
汰
無
之

一

同
五
日

端
午
之
御
礼
五
半
時
揃
、
四
半
時
初
り
小
書

院
一
同
、
大
書
院
独
礼
、
御
通
懸
之
者
御
出

懸
ニ
相
済

一

同
六
日

藤
助
娘
茂
吉
方
へ
縁
組
仕

金
井
藤
助

度
旨
、
双
方
願
之
通
被
仰

恩
田
茂
吉

付
之

一

同
八
日

今
日
為
御
野
懸
御
出
、
願
行
寺
へ
御
立
寄
、

表
向
御
沙
汰
無
之

一

松
平
主
殿
頭
様
御
奥
様
御
出
産
、
御
男
子
様

御
出
生
之
よ
し
風
聞
承
之

一

同
十
一
日

今
日
御
門
出
御
祝
儀
ニ
付
、
御
野
懸
�
治
部

左
衛
門
殿
へ
御
立
寄
、
表
向
御
沙
汰
無
之

一

同
十
五
日

月
並
御
礼
如
例
相
済

初
而
御
目
見

木
村
縫
殿
助

同
断

谷
口
市
太
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

谷
口
多
門

御
足
軽
十
人
御
預
被
成
下

望
月
治
部
左
衛
門

之思
召
有
之
候
付
、
悴
助
九

祢
津
要
左
衛
門

郎
被
召
出
御
番
入
被
仰
付
、

三
人
御
扶
持
被
下
置
候
、
江
戸
詰
之
節
ハ
別
段
御
手

充
可
被
成
下
候

悴
市
郎
治
右
同
断

成
澤
勘
左
衛
門

思
召
有
之
候
付
、
御
役
料

長
井
四
郎
右
衛
門

弐
拾
石
被
下
置
之

思
召
有
之
候
付
、
御
仕
着

片
岡
此
面

代
・
御
役
料
籾
拾
五
表
御

直
被
下
之

思
召
有
之
候
付
、
御
役
料

草
間
一
路

拾
五
石
被
下
之

思
召
有
之
候
付
、
唯
今
迄

馬
場
廣
人

之
御
役
料
拾
五
石
御
直
被

下
置
候

年
来
御
側
向
相
勤
候
付
、

寺
内
多
宮

御
宛
行
五
拾
石
御
直
被
下

置
候

少
身
ニ
付
、
詰
中
壱
人
御

九
嶋
勝
左
衛
門

扶
持
被
下
置
之

原
彦
左
衛
門
組
へ
御
番
入

祢
津
助
九
郎

被
仰
付
候

塩
野
左
門
組
へ
同
断

成
沢
市
郎
冶

出
精
相
勤
候
付
、
詰
中
壱

奥
坊
主山

崎
宗
億

人
御
扶
持
被
下
置
之

一

同
十
八
日

治
兵
衛
娘
源
蔵
悴
吉
五
郎

関
山
治
兵
衛

方
江
縁
組
仕
度
旨
、
願
之

山
本
源
蔵
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通
被
仰
付
之

一

同
廾
日

大
般
若
御
執
行
例
之
通

一

同
廾
四
日

京
都
御
使
者
片
岡
志
津
摩
・
藤
岡
覚
之
進
今

日
着

一

同
廾
八
日

被
召
出
御
扶
持
方
頂
戴
之

祢
津
助
九
郎

御
礼

同
断

成
沢
市
郎
治

新
知
頂
戴
之
御
礼

寺
内
多
宮

悴
被
召
出
之
御
礼

祢
津
要
左
衛
門

同
断

成
沢
勘
左
衛
門

京
都
�
罷
帰
候
付
御
礼

���
片
岡
志
津
摩

藤
岡
覚
之
進

入
院
之
御
礼

大
安
寺
村

大

安

寺

御
通
懸
家
督
之
御
礼

竹
花
市
左
衛
門

一

御
発
駕
付
、
例
之
通
御
役
人
御
目
見
被
成
下

御
意
候

一

同
廾
九
日

六
半
時
過
御
発
駕

○

六
月
九
日

殿
様
当
五
日
被
遊
御
着
府
候
段
、
御
役
人
へ

演
説
被
仰
渡
候

思
召
有
之
候
付
、
御
役
料

小
川
多
次

弐
拾
石
被
下
置
之

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料

片
岡
平
蔵

弐
人
御
扶
持
被
成
下
御
増
、

滋
松
様
御
入
料
一
巻
兼
帯
被
仰
付
之

右
之
通
津
田
源
五
郎
方
�
五
月
廾
一
日
付
ニ
而
申
来
候

一

同
廾
七
日

御
参
府
御
礼
廾
三
日
被
仰
上
候
付
、
演
説
被

仰
渡
候

一

同
晦
日

当
廾
六
日
酒
井
左
衛
門
尉
様
御
代
、
大
手
方

御
固
被
蒙
仰
候
ニ
付
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
廾
八
日
・
廾
九
日

御
祭
礼
相
済

○

七
月
二
日

滋
松
様
先
頃
�
御
病
気
之
処
、
去
晦
日
卯
中

斎
被
遊
御
卒
去
候
、
依
之
来
ル
六
日
迄
鳴
物

普
請
停
止
、
十
三
日
迄
諸
殺
生
万
端
相
慎
候

様
被
仰
出
候

右
付
明
三
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
麻
上
下
着

用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
機
嫌
相
伺
候
様

一

同
三
日

御
用
番
於
宅
御
機
嫌
伺
有
之
候

一

同
七
日

七
夕
御
祝
儀
御
延
引

一

同
十
三
日

滋
松
様
御
法
名
幻
住
院
様
与
奉
称
候
様

一

同
廾
四
日

御
産
之
内
三
人
御
扶
持
被

伊
左
衛
門
悴

牧
野
丹
弥

下
候

年
来
相
勤
候
付
、
雑
用
銀

根
来
茂
左
衛
門

二
枚
被
下
候

右
之
通
七
月
十
八
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
小
膳
方

�
申
遣
候

一

松
平
讃
岐
守
様
御
卒
去
付
、
御
前
様
来
ル

廾
八
日
迄
御
忌
中
ニ
付
、
万
端
相
慎
候
様
御

触

○

八
月
朔
日

八
朔
御
礼
定
斎
五
半
時
揃
、
出
懸
御
礼
早
速

相
済

一

同
四
日

幻
住
院
様
五
七
日
御
法
事
於
長
国
寺
今
明
日

御
執
行

一

同
十
五
日

病
気
之
処
快
気
難
仕
付
、

御
大
工田

中
新
左
衛
門

弟
清
五
郎
家
業
も
相
成

可
申
付
養
子
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
竹
内
金
左
衛
門
申
渡
之

一

同
十
七
日

松
浦
壱
岐
守
様
当
十
一
日
御
卒
去
付
、
来
ル

十
九
日
迄
万
端
相
慎
候
様

一

同
廾
一
日

春
原
織
衛
於
宅
御
左
官
吉
左
衛
門
父
子
御
詮

議
之
義
ニ
付
、
御
普
請
方
三
人
・
久
馬
立
合

相
勤
申
候

一

同
廾
五
日

当
廾
日
御
台
様
薨
去
付
普
請
鳴
物
停
止
之

旨
、
御
触

一

同
廾
六
日

於
御
前
御
使
役
被
仰
付
之

興
津
政
野
右
衛
門

右
之
通
当
十
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
段
、
申
来
候
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初
而
之
御
目
見

竹
内
建
之
助

家
督
後
初
而
御
目
見

久
保
勇
蔵

詰
中
御
目
付
兼
帯

興
津
政
野
右
衛
門

右
之
通
右
同
断

一

同
廾
八
日

数
寄
屋
橋
御
奥
様
御
守
被

春
原
織
衛

仰
付
候
、
用
意
次
第
来
月

中
早
速
出
府

一

同
廾
九
日

御
台
様
薨
去
付
、
普
請
者
来
ル
六
日
迄
、
鳴

物
ハ
来
月
五
日
迄
停
止
候
旨
、
被
仰
出
候

○

九
月
四
日
・
五
日

於
長
国
寺
秋
月
院
様
御
法
事
御
執
行

権
平
娘
十
左
衛
門
方
へ
縁

上
原
権
平

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

飯
嶋
十
左
衛
門

之以
勝
手
屋
敷
替
願
之
通
被

赤
塩
三
郎
左
衛
門

仰
付
之

中
島
類
庵

一

同
九
日

御
台
様
薨
去
未
御
忌
中
付
、
重
陽
御
礼
御
延

引

一

同
十
一
日

大
般
若
御
執
行
前
々
之
通
相
済

一

御
左
官
吉
左
衛
門
三
男
喜
代
松
六
月
中
死
去

候
処
、
横
死
之
趣
ニ
相
聞
候
付
、
吉
左
衛
門

幷
悴
弥
三
郎
先
月
廾
一
日
春
原
織
衛
於
宅
御

詮
議
有
之
、
今
日
再
御
詮
議
松
村
彦
之
丞
於

宅
有
之
、
立
合
助
左
衛
門
罷
出
、
御
問
書
ニ

致
御
答
書
、
望
月
治
部
左
衛
門
殿
へ
差
出
申

候

一

同
十
二
日

射
芸
御
一
覧
有
之

一

同
十
四
日

同
断

一

同
十
六
日

剣
術
同
断

一

同
十
七
日

御
左
官
吉
左
衛
門
義
当
十
一
日
松
村
彦
之
丞

宅
ニ
而
御
詮
議
、
又
々
今
日
御
詮
議
、
彦
之

丞
宅
ニ
而
御
普
請
奉
行
三
人
列
座
、
御
問
書

を
以
相
尋
、
立
合
源
五
右
衛
門
相
勤
御
答
書

為
仕
、
治
部
左
衛
門
殿
へ
彦
之
丞
差
出
申
候

一

同
十
八
日

剣
術
御
一
覧
有
之

一

同
廾
日

槍
術
同
断

一

同
廾
二
日

同
断

一

同
廾
四
日

軍
学
同
断

一

同
廾
五
日

従
去
年
中
病
気
之
処
此
程

竹
花
市
左
衛
門

別
而
不
相
勝
、
往
々
御
奉

名
代
桑
名
理
内

公
難
相
勤
付
、
加
賀
井
村

竹
花
文
蔵

罷
在
候
百
姓
伊
左
衛
門
悴

文
蔵
従
弟
ニ
付
養
子
仕
、
唯
今
迄
拝
領
之
御
切
米
金

四
両
・
籾
三
人
御
扶
持
右
之
者
江
被
下
置
、
市
左
衛

門
隠
居
仕
度
旨
、
願
之
通
跡
式
申
付
之

右
久
馬
申
渡
之

一

同
廾
六
日

中
村
和
七
於
外
馬
場
乗
馬
一
覧
有
之

一

同
廾
八
日

同
断

○

十
月
六
日

三
男
佐
吉
嫡
子
仕
度
旨
、

���
岩
崎
主
馬

願
之
通
被
仰
付

同

左
吉

亡
父
角
南
願
置
候
通
御
知

澤

苗
次
郎

行
三
百
石
被
下
置
、
家
督

名
代
恩
田
十
郎
兵
衛

無
相
違
被
仰
付
之

親
類
宮
嶋
友
之
進

式
右
衛
門
妹
三
郎
右
衛
門

���
矢
野
式
右
衛
門

方
へ
縁
組
、
願
之
通
被
仰

大
日
方
三
郎
右
衛
門

付
之

右
之
通
御
用
番
宅
お
い
て
被
仰
渡
候

一

同
十
三
日

御
側
目
付
へ
御
役
替

窪
田
惣
右
衛
門

右
之
通
於
江
戸
表
当
六
日
被
仰
付
候
段
、
申
来
候

一

同
十
八
日

当
九
日
一
覧
之
節
三
ツ
矢
之
面
々
弦
五
筋
ツ

ツ
拝
領
有
之
候

一

同
廾
日

御
側
之
面
々
平
日
親
類
之
外
表
之
面
々
附
合

致
間
敷
旨
、
先
年
被
仰
出
有
之
処
、
近
年
猥

相
成
候
段
粗
相
聞
、
有
之
間
敷
事
ニ
思
召
候

向
後
御
用
之
儀
ハ
格
別
、
縁
類
た
り
共
無
拠

用
事
有
之
儀
参
会
候
ハ
、
用
外
之
雑
談
幷
振

廻
酒
盛
ヶ
間
敷
義
堅
無
用
、
尤
同
席
寄
合
候

節
も
家
内
之
外
勝
手
へ
成
共
、
他
人
召
呼
申

間
敷
候
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右
之
通
御
側
之
面
々
へ
相
触
候
間
、
表
之
面
々

へ
も
相
心
得
候
様
可
致
演
説
旨
、
被
仰
渡
候

一

御
側
医
幷
御
茶
道
・
御
側
向
・
表
同
断
、
相

心
得
可
罷
在
候
、
御
用
番
新
六
殿
へ
十
郎
左

衛
門
相
伺
御
差
圖

○

十
一
月
八
日

御
役
附
御
足
軽
五
人
御
預

窪
田
惣
右
衛
門

ケ
右
之
通
先
月
廾
五
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
申
来
候

一

同
十
二
日

家
督
之
御
礼

澤

苗
次
郎

名
代
祢
津
小
膳

御
通
懸
、
同
断

大
里
忠
右
衛
門

右
之
通
当
月
朔
日
相
済
候
段
、
興
津
政
野
右
衛
門
方
�

申
遣
候

一

同
十
八
日

当
十
三
日
御
鷹
之
鴈
被
遊
御
拝
領
候
、
依
之

明
十
九
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
麻
上
下
着

用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上
候
様

一

同
十
九
日

右
御
歓
御
用
番
宅
へ
罷
出
申
上
候

一

同
月
廾
一
日

先
年
悴
左
文
太
行
跡
不
宜

煩

小
山
田
十
大
夫

段
相
聞
候
付
、
其
砌
被
仰

名
代
白
井
八
郎
右
衛
門

出
も
有
之
候
、
其
後
左
文

同
道
出
浦
八
郎
右
衛
門

太
病
身
之
段
申
立
、
為
引

込
置
候
後
致
出
奔
候
江
共
、
御
情
を
以
何
之
御
沙
汰

不
及
候

次
男
伝
十
郎
嫡
子
相
願
候
、
此
者
義
今
度
致
出
奔
ニ

常
々
申
含
候
得
而
も
不
相
用
、
不
行
跡
ニ
而
無
拠
候

ハ
ヽ
、
兼
而
被
仰
出
も
有
之
、
旁
訳
合
申
立
取
計
方

可
有
之
処
ニ
無
其
心
付
、
出
奔
之
義
も
別
而
恐
入
申

立
方
も
可
有
之
処
、
一
通
相
届
差
扣
伺
申
立
候
而
巳

ニ
而
、
先
達
而
被
仰
出
候
儀
を
取
失
、
旁
以
不
届
ニ

付
逼
塞
被
仰
付
之

右
於
評
定
所
小
幡
又
八
郎
申
渡
之

奥
村
弥
忠
太
其
方
与
不
和

津
川
何
右
衛
門

付
義
絶
之
旨
、
弥
忠
太
相
同
道
菅
沼
九
兵
衛

届
候
、
其
方
儀
ハ
義
絶
之

段
不
承
知
ニ
付
不
相
届
候
之
由
、
併
去
十
五
日
弥
忠

太
�
届
差
出
候
之
儀
存
知
乍
罷
在
、
片
届
ニ
相
成
候

趣
番
頭
江
も
早
速
不
申
出
、
尋
之
上
其
段
申
聞
延
々

ニ
仕
置
、
不
埒
成
致
方
ニ
付
逼
塞
被
仰
付
之

右
同
断
、
池
田
殿
尾
申
渡
之

其
方
儀
津
川
何
右
衛
門
与

奥
村
弥
忠
太

不
和
ニ
付
、
義
絶
之
旨
不

同
道
樋
口
弾
右
衛
門

承
知
ニ
付
不
相
届
候
之
由
、

依
之
相
尋
候
処
、
去
十
五
日
義
絶
相
届
候
之
段
、

度
々
何
右
衛
門
与
懸
合
ニ
付
、
何
右
衛
門
も
可
相
届

儀
ニ
付
、
片
届
ニ
者
相
成
間
敷
与
存
、
相
届
候
段
申

聞
候
得
共
、
何
右
衛
門
義
絶
致
承
知
届
候
所
、
差
出

候
段
慎
成
儀
も
不
承
届
、
何
右
衛
門
不
承
知
之
義
粗

乍
存
知
応
而
届
書
差
出
、
軽
率
之
致
し
方
不
埒
之
至

候
、
依
之
逼
塞
被
仰
付
之

右
同
断
、
塩
野
左
門
申
渡
之

奥
村
弥
忠
太
・
津
川
何
右

塩
野
左
門

衛
門
義
絶
之
義
双
方
内
証

行
違
有
之
候
段
、
兼
而
存
知
罷
在
候
義
候
得
共
、
同

役
共
江
茂
致
評
議
、
前
広
取
計
方
可
有
之
処
無
其
義

捨
置
、
今
度
届
差
出
候
節
も
別
而
入
念
、
片
届
不
相

成
之
趣
承
、
届
可
差
出
之
処
不
及
其
義
、
等
閑
之
取

計
不
埒
之
義
候
、
自
今
入
念
可
相
勤
之
旨
、
被
仰
付

之
右
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
被
仰
渡
候

其
方
義
奥
村
弥
忠
太
・
津

奥
村
権
之
丞

川
何
右
衛
門
義
絶
之
義
最

初
�
其
方
申
談
之
由
、
難
相
済
候
ハ
ヽ
親
類
へ
も
申

談
、
不
行
違
様
可
取
計
之
処
無
其
義
、
致
片
届
候
節

も
番
頭
へ
も
不
申
聞
不
埒
之
事
候
、
依
之
遠
慮
被
仰

付
之

右
十
河
左
治
馬
宅
ニ
於
て
同
人
申
渡
之

○

十
二
月
九
日

亡
父
十
兵
衛
跡
式
其
方
へ

幼
少
春
原
十
次
郎

願
置
候
処
、
十
兵
衛
常
々

名
代
飯
嶋
十
左
衛
門
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行
跡
不
宜
之
旨
相
聞
、
其

同
道
西
沢
軍
次
郎

上
於
途
中
怪
我
致
し
候
次

第
不
埒
候
、
依
之
十
兵
衛
拝
領
仕
候
御
扶
持
之
内
弐

人
御
引
上
、
御
情
を
以
籾
五
拾
表
・
三
人
御
扶
持
被

下
置
、
家
督
被
仰
付
之

悴
岩
多
方
へ
岩
崎
五
郎
右

塩
野
左
門

衛
門
娘
縁
組
仕
度
之
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

其
方
実
子
無
之
ニ
付
、
小

倉
沢
嘉
平
太

頭
長
崎
義
野
右
衛
門
甥
養

子
仕
度
之
旨
、
願
之
通
申
付
之

右
松
村
彦
之
丞
申
渡
之

一

同
十
六
日

家
督
後
初
而
御
礼

鈴
木
弥
左
衛
門

入
院
之
御
礼

泰

雲

寺

御
通
懸
家
督
之
御
礼

中
嶋
十
之
丞

右
之
通
十
一
月
廾
八
日
江
戸
表
ニ
お
い
て
被
仰
付
候

由
、
同
役
与
り
申
来
候

一

同
十
九
日

於
江
戸
表
借
用
金
取
計
方

佐
久
間
彦
兵
衛

不
行
届
、
金
主
及
公
訴
候

之
儀
不
埒
之
至
候
、
乍
然
小
金
之
儀
借
シ
主
伊
右
衛

門
心
得
違
之
筋
有
之
ニ
付
、今
度
者
不
及
御
沙
汰
候
、

以
来
万
端
相
慎
候
様
被
仰
付
之

一

同
廾
五
日

別
段
御
用
懸
宜
相
勤
、
御

津
田
源
五
郎

大
慶
之
御
沙
汰
ニ
候
、
追
々
別
御
用
も
被
仰
付
候
間

出
精
相
勤
候
様
、
右
付
御
役
料
三
人
御
扶
持
御
増
被

成
下
之

願
之
通
御
役
御
免

玉
川
右
膳

御
役
替
御
近
習

佐
久
間
大
八
郎

南
部
坂
御
留
守
居
、
御
武

宇
野
佐
五
右
衛
門

具
奉
行
共
当
分
兼
帯

右
之
通
十
二
月
十
五
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
表
同
役
方

よ
り
申
遣
候

一

同
廾
八
日

実
子
無
之
ニ
付
聟
養
子
、

小
熊
利
助

願
之
通
被
仰
付
之

弟
弥
四
郎
儀
小
熊
利
助
方

大
日
方
蔵
左
衛
門

江
聟
養
子
、
願
之
通
被
仰

付
之

藤
田
外
記
組
へ
御
番
入

塩
野
権
大
夫

同
断

関
口
弥
七

池
田
殿
尾
組
へ
同
断

宮
下
是
治

池
田
殿
尾
組
へ
御
番
入

入

藤
九
郎

塩
野
左
門
組
江
同
断

小
松
傳
蔵

青
木
浪
江
組
へ
同
断

大
日
方
蔵
左
衛
門

御
近
習
御
免
、
原
彦
左
衛

児
玉
九
野
右
衛
門

門
組
へ
御
番
入

名
代
与
良
治
郎
三
郎

右
之
通
御
用
番
数
馬
殿
於
宅
被
仰
渡
候

江

戸

○

九
月
六
日

御
側
医
見
習
被
仰
付
之

玄
理
悴篠

原
玄
三

御
役
料
七
人
御
ふ
ち
被
下

右

同
人

置
之

一

十
一
月
廾
五
日

亡
父
仁
兵
衛
願
置
候
通
御

中
島
十
之
丞

切
米
籾
五
斗
入
四
拾
表
・

同
道
小
山
忠
助

籾
弐
人
御
ふ
ち
被
下
置
、

跡
式
無
相
違
、
跡
役
幷
勘
定
役
兼
帯
申
付
之

右
於
御
台
子
之
間
牧
野
伊
左
衛
門
申
渡
之

一

十
二
月
九
日
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娘
儀
塩
野
左
門
悴
岩
多
へ

岩
崎
五
郎
右
衛
門

縁
組
、
願
之
通
被
仰
付
之

○
明
和
九
年
壬
辰

十
一
月
安
永
与
改
元

○

正
月
朔
日

年
頭
御
祝
儀
花
御
丸
於
大
書
院
五
半
時
揃
ニ

而
御
礼
相
済
、
給
人
格
御
役
人
御
馬
乗
迄
罷

出
、
給
人
以
下
ニ
而
八
田
孫
左
衛
門
計
罷
出

候

一

同
四
日

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
、
四
時
過
相
済
、
御
町

年
寄
・
御
徳
居
・
検
断
例
之
通
罷
出
御
礼
申

上
ル
、
堀
内
大
隈
・
寺
院
相
続
キ
御
礼
申
上

之

一

同
九
日

寺
院
御
礼
五
半
時
揃
、
四
時
相
済
、
善
光
寺

両
寺
以
名
代
御
礼
申
上
ル

一

同
十
一
日

先
達
而
取
計
方
不
埒
付
御

奥
村
権
之
丞

咎
被
仰
付
候
処
、
以
御
情

遠
慮
御
免
被
仰
付
之

右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候

一

同
十
二
日

八
幡
神
宮
寺
松
田
大
内
蔵
・
和
合
院
以
名
代

御
祝
儀
物
献
上
、
戸
隠
勘
修
院
使
僧
到
来
、

例
之
通

一

同
廾
四
日

大
般
若
御
執
行
例
之
通
相
済

一

同
廾
八
日

其
方
儀
長
病
之
処
快
気
無

煩

湯
本
三
左
衛
門

之
、
十
ヶ
年
ニ
及
候
得
共

名
代
柳

惣
左
衛
門

御
情
不
及
御
沙
汰
候
、
養

子
仕
候
様
被
仰
付
之

○

二
月
十
一
日

津
田
源
五
郎
儀
此
末
御
関
所
通
手
形
差
出

候
之
様
被
仰
渡
候
段
、
同
人
為
知
申
遣
候

一

同
十
五
日

又
八
郎
娘
庄
左
衛
門
悴
藤

���
小
幡
又
八
郎

馬
方
へ
縁
組
、
願
之
通
被

竹
内
庄
左
衛
門

仰
付
之

一

同
廾
五
日

願
之
通
隠
居
、
家
督
無
相

煩

玉
川
右
膳

違
被
仰
付
之

名
代
祢
津
小
膳

玉
川
弼
士
丞

御
関
所
通
手
形
碓
氷
之
方

玉
川
右
膳

十
五
日
迄
、
箱
根
之
方
廾

日
迄
相
勤
候
様
被
仰
付
候

年
寄
候
迄
相
勤
候
付
、
銀

右

同
人

一
枚
被
下
置
之

右
二
月
十
五
日
於
江
戸
表
被
仰
候
由
、
申
来
候

唯
今
迄
出
精
相
勤
、
此
末

畑

兎
毛

尚
又
御
用
多
可
有
之
付
、

御
役
料
三
人
御
扶
持
被
下
置
之

玄
理
願
之
通
隠
居
、
悴
玄

�

篠
原
玄
理

三
へ
御
知
行
百
弐
拾
石
被

���
名
代
大
草
玄
樹

下
置
候
、
家
督
無
相
違
被

篠
原
玄
三

仰
付
之

年
来
御
奉
公
大
切
相
勤
候

篠
原
玄
理

付
、
一
生
之
内
御
蔵
米
三

名
代
大
草
玄
樹

拾
石
被
下
置
之

池
田
殿
尾
組
へ
御
番
入
被

玉
川
弼
士
丞

仰
付
候

願
之
通
名
改
被
仰
付
候

冨
惣
吾
事

永
新
平

同
断

小
一
二
三
事

松
庄
兵
衛

右
二
月
十
八
日
被
仰
付
候
由
、
江
戸
表
�
申
来
候

一

同
廾
八
日

亡
父
願
置
候
通
御
切
米
金

谷
口
多
門

六
両
・
米
五
人
御
扶
持
被

下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

其
方
儀
病
気
聢
与
無
之
ニ

大
島
太
右
衛
門

付
、
願
之
通
御
役
御
免

右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
付
候

○

三
月
二
日

先
月
廾
九
日
昼
四
時
�
江
戸
表
大
火
ニ
而
、

御
上
屋
敷
・
御
殿
向
御
長
屋
・
長
坂
御
屋
敷

共
焼
失
、
殿
様
南
部
坂
御
屋
敷
へ
御
立
退
被

遊
候

右
付
明
三
日
御
礼
過
後
昼
時
�
月
番
宅
へ
罷

出
、
御
機
嫌
相
伺
候
様
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被
仰
出
候
儀
取
失
不
埒
之

小
山
田
十
大
夫

儀
付
、
逼
塞
被
仰
付
候
処

同
道
出
浦
八
郎
左
衛
門

以
御
情
御
赦
免
被
仰
付
候
、

此
已
後
慎
相
勤
可
申
候

等
閑
之
取
計
仕
不
埒
之
儀

津
川
何
右
衛
門

付
、
末
同
文

同
道
菅
沼
九
兵
衛

軽
卒
之
取
計
不
埒
之
義
ニ

奥
村
弥
惣
太

付
、
末
同
文

同
道
樋
口
弾
右
衛
門

右
之
通
御
用
番
於
宅
被
仰
付
候

一

同
三
日

上
巳
之
御
礼
定
刻
五
半
時
揃
ニ
而
出
懸
り
御

祝
儀
申
上
、
即
刻
相
済

一

昼
時
�
御
用
番
宅
ニ
お
い
て
御
類
焼
伺
御
機

嫌
有
之

一

同
六
日

御
屋
敷
御
類
焼
付
、
大
手
方
御
役
当
朔
日
御

免
被
蒙
仰
候
段
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
九
日

其
方
儀
十
ヶ
年
餘
病
気
ニ

湯
本
三
左
衛
門

而
、
御
奉
公
も
不
相
勤
候

名
代
湯
本
新
左
衛
門

得
共
、
御
情
を
以
願
之
通

同

藤
四
郎

妹
致
養
女
、
小
松
傳
蔵
弟

藤
四
郎
聟
養
子
、
拝
領
之
六
人
御
扶
持
藤
四
郎
へ
被

下
置
、
隠
居
被
仰
付
之

其
方
弟
藤
四
郎

湯
本
三

小
松
傳
蔵

左
衛
門
方
へ
聟
養
子
差
遣

度
候
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

病
気
不
相
勝
御
奉
公
難
相

岡
川
太
次
右
衛
門

勤
付
、
只
今
迄
拝
領
之
御

同

十
大
夫

切
米
籾
五
斗
入
五
拾
表
・

悴
十
大
夫
へ
被
下
置
、
太
次
右
衛
門
隠

居
、
願
之
通
申
渡
之

右
祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

実
子
無
之
付
、
手
代
片
桐

橋
詰
藤
五
郎

惣
十
郎
養
弟
幸
次
郎
聟
養

（
子
）
仕
度
之
旨
、
願
之
通
申
渡
之

右
原
又
左
衛
門
申
渡
之

一

同
十
五
日

江
戸
詰
中
不
行
跡
之
上
、

小
頭
竹
内
又
左
衛
門

松
原
者
不
足
之
処
差
隠
置

候
由
相
聞
、
其
上
罷
帰
候
節
も
病
気
之
由
与
申
候
江

共
、
道
中
日
数
も
八
日
振
ニ
而
罷
帰
、
段
々
不
届
之

至
候
、
依
之
急
度
御
咎
可
申
付
候
得
共
、
以
御
情
小

頭
役
取
上
並
足
軽
可
申
付
候

御
普
請
奉
行
中

右
之
通
片
岡
唱
宅
ニ
お
い
て
同
人
申
渡
之

一

同
十
八
日

亡
父
孫
三
郎
願
置
候
通
御

御
大
工飯

塚
金
七

切
米
籾
四
拾
表
・
弐
人
御

扶
持
被
下
置
、
跡
式
申
渡
之

右
御
用
番
宅
ニ
於
て
片
岡
唱
申
渡
之

一

於
房
様
御
事
御
年
若
ニ
付
御
引
取
置
、
御
再

嫁
も
被
成
度
段
、
御
願
之
通
当
十
二
日
被
蒙

仰
候
段
、
演
説
被
仰
渡
候

一

同
廾
一
日

鳥
越
御
新
造
様
南
部
坂
御
屋
敷
へ
御
引
越
被

成
候
旨
、
江
戸
表
同
役
�
申
来
、
尤
急
度
被

仰
出
ハ
無
之
候

一

同
廾
八
日

射
芸
御
一
覧
有
之

一

同
廾
九
日

七
半
時
過
寺
町
証
蓮
寺
地
中
出
火
、
寺
中
之

内
三
軒
焼
失
、
夜
五
時
相
鎮

一

同
晦
日

射
芸
御
一
覧
有
之

○

四
月
二
日

剣
術
同
断

一

同
四
日

同
断

一

同
六
日

槍
術
同
断

一

同
八
日

同
断

一

同
十
日

軍
学
同
断

一

同
十
二
日

乗
馬
同
断

一

同
十
四
日

同
断

一

同
十
七
日

三
月
晦
日
被
仰
出
之
書
付

御
類
焼
付
御
物
入
多
有
之
候
間
、
万
端
御
倹

約
心
懸
取
計
可
申
候
、
尤
是
迄
段
々
御
倹
約

付
、
此
上
之
手
段
有
之
候
而
者
、
後
々
ニ
至

り
差
支
も
多
可
有
之
間
、
今
明
年
ニ
限
り
此

上
可
成
丈
何
分
取
計
候
様
、
被
仰
出
候

三
月
晦
日

右
御
役
人
中
一
役
切
ニ
御
書
付
御
渡
被
成
候
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一

同
十
九
日

雨
宮
神
事
大
御
門
外
へ
出
役
例
之
通

○

五
月
五
日

端
午
之
御
礼
定
斎
五
半
時
揃
、
出
懸
り
御
祝

儀
申
上
ル

一

同
六
日

昨
夜
九
半
時
中
俣
最
角
長
屋
�
出
火
、
同
人

居
宅
焼
失
、
望
月
九
郎
右
衛
門
居
宅
長
屋
・

片
岡
此
面
居
宅
類
焼
、
此
面
長
屋
ハ
引
潰
シ

申
候
、
七
半
時
火
鎮

御
自
分
四
男
亀
五
郎

玉

岩
崎
主
馬

川
大
弐
へ
聟
養
子
差
遣
度

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

御
自
分
儀
男
子
無
之
付
、

玉
川
大
弐

岩
崎
主
馬
四
男
亀
五
郎
聟

養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

源
五
左
衛
門
妹
渡
大
夫
へ

小
幡
源
五
左
衛
門

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

金
井
渡
大
夫

付
之

悴
傳
十
郎
去
九
月
中
出
奔

小
山
田
十
大
夫

行
衛
不
相
知
、
兼
而
不
行

跡
者
ニ
付
、
其
方
幷
諸
親
類
共
久
離
致
度
之
旨
願
ニ

付
、
去
ル
廾
三
日
牧
野
大
隈
守
様
へ
御
届
相
済
候

間
、
可
得
其
旨
候

右
ニ
付
、
大
隈
守
様
�
御
渡
シ
御
書
付
壱
通
其
方
へ

被
下
置
候
、
大
切
可
致
所
持
候

一

同
八
日

類
焼
ニ
付
、
江
戸
表
詰
合
御
役
人
・
御
番

方
・
下
々
迄
御
手
充
拝
借
被
仰
付
候
由
、
申

来
候

一

同
十
五
日

喜
太
右
衛
門
娘
幸
太
郎
へ

小
野
喜
太
右
衛
門

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

鹿
野
幸
太
郎

付
之

一

同
廾
五
日

於
房
殿
守
役
申
付
之

古
沢
三
郎
右
衛
門

永
坂
屋
敷
留
守
居
申
付
之

根
村
多
門

右
於
御
前
当
十
八
日
被
仰
付
候
由
、
小
膳
申
遣
候

御
番
士
御
雇
被
仰
付
、
相

八
左
衛
門
悴

森
木
兵
大
夫

勤
候
内
玄
米
弐
人
御
扶
持

被
下
置
之

右
於
御
用
部
屋
被
仰
付
、
尤
立
合
無
之
由

一

同
廾
六
日

大
般
若
御
執
行
例
之
通

○

六
月
六
日

御
在
所
居
宅
類
焼
ニ
付
、

片
岡
此
面

為
御
手
充
金
七
両
拝
借
被

仰
付
候
、
用
意
次
第
可
致
出
立
候

同
断
ニ
付
、
御
返
し
可
被

望
月
九
郎
右
衛
門

成
処
御
人
少
ニ
付
御
返
し

不
被
成
候
、
依
之
為
御
手
充
金
拾
両
拝
借
被
仰
付
候

右
五
月
廾
二
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
申
来
ル

一

前
田
吉
太
郎

平
右
衛
門
与
改
名
願
之
通
被

仰（
付
）候
由
、
申
来
候

一

同
十
一
日

主
計
妹
求
馬
へ
縁
組
、
双

鈴
木
主
計

方
願
之
通
被
仰
付
候

矢
野
求
馬

十
右
衛
門
姪
養
女
仕
門
之

澤

十
右
衛
門

丞
へ
縁
組
、
双
方
願
之
通

和
田
門
之
丞

通
被
仰
付

一

同
十
八
日

殿
様
当
十
三
日
御
在
所
へ
之
御
暇
被
仰
蒙
候

一

同
廾
六
日

御
本
陣
触
廾
二
日
未
明
立
、
今
日
四
半
時
着

一

同
廾
七
日

其
方
儀
男
子
無
之
付
、
西

小
宮
山
利
左
衛
門

丸
御
書
院
番
内
藤
越
前
守

様
御
組
、
大
津
助
左
衛
門
様
御
家
来
内
田
武
大
夫
甥

西
畑
藤
右
衛
門
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

右
於
江
戸
表
当
十
八
日
被
仰
付
候
由
、
同
役
祢
津
小
膳

よ
り
申
遣
候

○

七
月
朔
日

亡
父
願
置
候
通
御
知
行
百

八
田
鍵
之
助

石
・
御
扶
持
方
拾
人
扶
持

被
下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰
付
之
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其
方
妹
致
望
月
日
記
ニ
山
田
伴
内
悴
亀
五
郎
と
有
之

養
女
、
松
平
能

煩

平
林
忠
大
夫

登
守
様
御
家
中
山
田
幸
助

名
代
瀧
澤
権
右
衛
門

悴
亀
五
郎
聟
養
子
、
願
之

通
被
仰
付
之

一

同
七
日

七
夕
御
礼
五
半
時
揃
、
前
々
之
通
出
懸
り
相

済

一

同
十
六
日

殿
様
少
々
御
暑
気
当
り
被
成
御
座
候
付
、
御

発
駕
暫
御
延
引
之
被
遊
御
届
候
、
此
段
演
説

被
仰
渡
候

一

同
十
八
日

其
方
嫡
子
無
之
付
、
妾
腹

蟻
川
左
京

之
男
子
岩
太
郎
嫡
子
仕
度

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

亡
父
清
右
衛
門
其
方
へ
家

三
井
八
十
郎

督
相
願
候
職
役
不
相
勤
候

同
道
三
井
九
郎
左
衛
門

得
者
、
家
督
被
仰
付
間
敷

段
、
先
達
而
被
仰
出
候
得
共
、
以
御
情
御
切
米
籾
弐

拾
五
表
・
三
人
御
扶
持
方
無
相
違
被
下
置
候
、
乍
然

職
役
不
相
勤
候
付
、
御
用
部
屋
小
僧
役
申
渡
之
、
席

ハ
右
筆
頭
た
る
べ
く
候

男
子
無
之
付
、
杵
淵
村
百

御
大
工中

條
三
郎
治

姓
傳
右
衛
門
悴
市
太
郎
、

家
業
も
相
成
候
付
聟
養
子
仕
度
旨
、
願
之
通
申
付
之

右
片
岡
唱
申
渡
之

亡
父
兔
毛
願
置
候
通
御
知

畑

権
大
夫

行
百
五
拾
石
被
下
置
、
家

同
道
玉
川
衛
士
丞

督
無
相
違
被
仰
付
之

右
江
戸
表
ニ
而
七
月
九
日
被
仰
付
候
由
、
同
役
よ

り
申
来
候

一

同
廾
八
日

武
右
衛
門
娘
兵
蔵
方
へ
縁

加
藤
武
右
衛
門

組
、
願
之
通
双
方
被
仰
付

石
倉
兵
蔵

之

○

八
月
朔
日

八
朔
之
御
礼
五
半
時
揃
、
前
々
之
通
出
懸
り

十
河
左
治
馬
組
へ
御
番
入

畑

権
大
夫

右
七
月
十
九
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
祢
津
小
膳
申

遣
候

一

同
六
日

当
朔
日
於
江
戸
表
御
女
子
様
被
遊
御
出
生

候
、
依
之
来
ル
九
日
四
時
�
九
時
迄
之
内
麻

上
下
着
用
、
月
番
宅
へ
罷
出
御
歓
申
上
候
様

一

同
七
日

当
二
日
江
戸
表
暮
時
過
�
大
風
雨
、
御
上
屋

敷
・
新
御
普
請
御
長
屋
五
棟
吹
潰
、
其
外
風

破
、
大
木
等
倒
れ
大
変
之
由
、
同
役
方
�
申

遣
候

一

同
九
日

於
江
戸
表
御
女
子
様
御
出
生
付
、
御
用
番
宅

ニ
お
い
て
諸
士
御
歓
申
上
ル

一

御
出
生
様
未
御
届
も
無
之
候
間
、
表
向
為
御

知
不
相
済
候

此
段
為
心
得
申
通
候
様
被
仰
渡
候
付
、
御
歓

罷
出
候
衆
中
へ
当
日
申
通
候

一

十
五
日

亡
父
藤
左
衛
門
其
方
へ
家

宮
下
喜
内

督
相
願
候
職
役
不
相
勤
候

同
道
湯
本
新
左
衛
門

へ
ハ
、
家
督
被
仰
付
間
敷

段
先
達
被
仰
出
、
殊
藤
左
衛
門
儀
職
分
未
熟
ニ
而
、

御
用
立
兼
候
得
共
、
年
来
実
躰
相
勤
候
付
、
重
々
之

以
御
情
御
切
米
金
四
両
・
五
人
御
扶
持
無
相
違
被
下

置
候
、
乍
然
職
役
不
相
成
候
付
、
御
用
部
屋
小
僧
役

申
渡
候
、
席
ハ
三
井
八
十
郎
次
た
る
べ
く
候

右
御
用
番
於
宅
被
仰
渡
候
、
御
列
座
無
之
、
尤
被
仰
渡

於
御
用
之
間
御
用
番
御
直
申
渡
有
之
候

ミ
チ

一

同
十
六
日

御
出
生
様
御
名
於
並
様
与
被
進
候
段
、
演
説

被
仰
渡
候
、
公
儀
へ
御
届
も
不
相
済
候
付
、

並
姫
様
与
不
申
、
於
並
様
与
奉
称
候
様

右
之
通
当
七
日
於
江
戸
表
被
仰
出
候
段
、
申
来

候

一

同
十
八
日
・
十
九
日

御
祭
礼
大
御
門
踊
迄
無
滞
相
済

一

同
廾
四
日

殿
様
御
痔
疾
御
勝
不
被
成
候
付
、
九
月
中
迄

御
滞
府
御
養
生
被
遊
度
旨
、
当
九
日
御
願
書

被
差
出
候
処
、
御
願
之
通
被
蒙
仰
候
段
、
演

説
被
仰
渡
候

一

同
廾
六
日

今
九
時
新
荒
町
御
手
木
之
者
久
左
衛
門
居
宅

半
焼
、
早
鐘
打
候
付
諸
士
相
詰
申
候

一

同
廾
七
日

御
発
駕
来
月
十
六
日
、
廾
一
日
御
帰
城
御
日

限
被
仰
出
候

一

同
廾
八
日

射
芸
御
一
覧
有
之
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○

九
月
朔
日

右
同
断

一

先
達
而
武
芸
一
覧
被
仰
出
候
処
、
御
帰
城
前

御
事
多
ニ
付
相
止
申
候
、
師
匠
之
面
々
・
諸

向
へ
申
通
候
様
、
被
仰
渡
候

一

同
四
日

御
本
陣
触
着

一

同
九
日

重
陽
之
御
礼
五
半
時
揃
、
前
々
之
通
出
懸
り

相
済

一

同
十
六
日

大
般
若
御
執
行
前
々
之
通
相
済

一

同
十
九
日

殿
様
御
痔
疾
段
々
御
快
方
之
処
、
未
聢
与
不

被
遊
候
付
、
十
六
日
御
発
駕
御
延
引
、
廾
二

日
御
発
駕
被
仰
出
候

一

今
夜
九
時
過
恩
田
内
蔵
丞
出
火
、
居
宅
・
長

屋
門
口
共
焼
失
、
土
蔵
無
別
条
其
外
類
焼
無

之
候
、
七
ツ
時
前
場
所
引
取
申
候

一

同
廾
日

御
並
様
御
事
御
前
様
御
貰
被
遊
候
、
依
之
向

後
並
姫
様
与
奉
称
候
様
、
被
仰
出
候

一

同
廾
一
日

御
発
駕
十
六
日
御
延
引
、
廾
二
日
与
被
仰
出

候
ニ
付
、
御
本
陣
触
十
八
日
夜
五
時
着

一

同
廾
六
日

昨
廾
五
日
暮
時
過
、
廾
二
日
御
発
駕
御
延

引
、
廾
五
日
与
被
仰
出
候
付
、
御
本
陣
触
着

一

同
廾
八
日

殿
様
御
機
嫌
克
、
廾
五
日
御
発
駕
被
遊
候

段
、
申
来
候

○

十
月
朔
日

八
時
前
御
城
着
、
諸
士
例
之
通
相
詰
御
目
見

申
上
ル

一

於
御
居
間
御
用
部
屋
席
不
残
・
御
目
付
御
目

見
申
上
、
被
成
下
御
意
候

一

同
二
日

江
戸
御
屋
敷
御
屋
形
向
御

望
月
治
部
左
衛
門

普
請
御
用
懸
り
被
仰
付
候

一

同
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
諏
訪
宮
・
長
国
寺
・
大

英
寺
へ
御
参
詣
、
九
時
御
出
八
半
時
御
帰

一

同
十
三
日

右
同
断
、
白
鳥
・
開
善
寺
・
恵
明
寺
・
乾
徳

寺
江
御
出
四
半
時
、
御
帰
八
半
時
過

一

同
十
四
日

玄
緒
御
祝
儀
七
半
時
揃
ニ
而
五
半
時
済

一

同
十
五
日

月
並
御
礼
例
斎
相
済

三
郎
右
衛
門
去
年
中
�
打

保
科
三
郎
右
衛
門

身
差
発
、
其
上
耳
遠
く
罷

名
代
星
野
権
右
衛
門

成
、
往
々
御
奉
公
難
相
勤

保
科
弥
兵
衛

付
隠
居
仕
、
只
今
迄
拝
領

之
御
切
米
金
五
両
幷
三
人
御
扶
持
被
下
置
、
家
督
無

相
違
被
仰
付
之

初
而
之
御
目
見

���
岩
崎
左
吉

玉
川
亀
五
郎

悴
御
目
見
付
御
礼

���
岩
崎
主
馬

玉
川
大
弐

家
督
之
御
礼

�����������

畑

権
大
夫

名
代
牧
野
伊
左
衛
門

八
田
鍵
之
助

玉
川
衛
士
丞

名
代
玉
川
栄
司

谷
口
多
門

湯
本
藤
四
郎

���

篠
原
玄
三

名
代
中
嶋
類
庵

御
擬
作
之
御
礼

篠
原
玄
三

名
代
渋
谷
玄
仙

初
而
之
御
目
見

����
小
野
七
十
郎

上
原
虎
之
進

落
合
亀
蔵

隠
居
付
御
礼

������

玉
川
右
膳

名
代
祢
津
小
膳

湯
本
三
左
衛
門

名
代
柳

惣
左
衛
門

悴
御
目
見
付
御
礼

����
小
野
喜
太
右
衛
門

上
原
菅
兵
衛

落
合
孫
三
郎

御
通
懸

家
督
之
御
礼

御
勘
定

��������

岡
川
十
大
夫

小
僧
役三

井
八
十
郎

同

宮
下
喜
内

間
庭
冨
治

竹
花
文
蔵

一

同
十
七
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
大
鋒
寺
へ
御
参
詣
、
御

帰
八
ツ
時
過

一

同
廾
三
日

右
同
断
、
長
国
寺
へ
御
参
詣
、
御
出
四
ツ
半

時
過
御
帰
即
刻

一

同
廾
五
日
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脚
痛
不
相
勝
其
上
致
物
忘
、
煩

山
寺
庄
左
衛
門

御
役
難
相
勤
之
旨
、
願
之

名
代
常
田
彦
之
進

通
御
赦
免
被
仰
付
之

当
十
四
日
於
紺
屋
町
百
姓

上
村
最
仲

躰
之
者
致
失
礼
候
由
ニ
而

打
倒
候
段
、
其
場
所
町
家
へ
預
置
相
届
可
申
筋
、
其

場
難
遁
シ
趣
ニ
も
不
相
聞
候
処
、
自
身
取
計
候
義
軽

率
之
至
候
、
依
之
向
後
急
度
可
相
慎
候

右
之
通
藤
田
外
記
於
宅
同
人
申
渡
之

一

御
家
中
之
者
近
年
対
百
姓
・
町
人
、
か
さ
つ

か
ま
し
き
儀
有
之
様
ニ
相
聞
候
、
不
法
之
族

有
之
、
其
場
難
去
訳
も
有
之
候
ハ
ヽ
、
如
何

様
共
可
取
計
儀
ニ
而
候
、
左
も
無
之
候
ハ
ヽ

其
所
へ
預
置
、
其
筋
へ
相
届
御
詮
議
可
相
願

候
事
候

右
之
趣
演
説
被
仰
渡
候

一

近
年
百
姓
・
町
人
等
御
家
中
へ
対
し
、
不
礼

折
々
有
之
様
ニ
相
聞
候
、
向
後
右
躰
之
儀
有

之
候
者
急
度
遂
詮
議
、
依
軽
重
曲
事
可
申
付

候
、
右
申
付
可
被
置
候

職
奉
行
中
・
町
奉
行
中
・
郡
奉
行
中

右
扣
ニ
も
相
成
候
付
、
当
御
役
へ
も
御
渡
被

成
候

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

其
方
病
気
聢
与
無
之
付
隠

大
嶋
太
右
衛
門

居
仕
、
悴
浅
之
丞
方
へ
御

名
代
菅

杢
右
衛
門

知
行
百
参
拾
石
被
下
置
、

大
嶋
浅
之
丞

願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰

付
之

原
民
病
気
付
、
難
相
勤
隠

����

中
村
原
民

居
仕
度
旨
、
願
之
通
悴
原

名
代
白
川
又
三
郎

法
へ
御
知
行
八
拾
五
石
被

中
村
原
法

下
置
、
家
督
無
相
違
被
仰

付
之

御
側
数
年
大
切
相
勤
候
付
、

中
村
原
民

唯
今
迄
拝
領
之
御
役
料
籾

貮
拾
表
一
生
之
内
被
下
置
候

病
気
付
、
願
之
通
御
役
御

���

長
谷
川
四
郎
治

赦
免
被
仰
付
之

名
代
宮
下
六
郎
大
夫

初
而
之
御
目
見

恩
田
元
之
輔

悴
御
目
見
付
御
礼

恩
田
新
六

名
代
恩
田
頼
母

家
督
之
御
礼

保
科
弥
兵
衛

初
而
之
御
目
見

�
小
熊
弥
四
郎

�
平
林
亀
五
郎

隠
居
之
御
礼

保
科
三
郎
右
衛
門

名
代
坂
野
又
右
衛
門

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

����

小
熊
利
助

平
林
忠
大
夫

名
代
上
原
権
平

継
目
之
御
礼

牧
田
中
村

興

禅

寺

○

十
一
月
朔
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

家
督
之
御
礼

���
大
島
浅
之
丞

同

中
村
原
法

御
宛
行
之
御
礼

���

中
村
原
民

名
代
厚
木
伯
庸

初
而
之
御
目
見

河
原
彦
六

隠
居
之
御
礼

大
島
太
右
衛
門

名
代
樋
口
一
角

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

河
原
与
一
左
衛
門

一

十
一
日

治
郎
兵
衛
病
気
聢
与
無
之
、

徳
田
治
郎
兵
衛

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠

同

九
十
九

居
、
悴
九
十
九
江
唯
今
迄

拝
領
之
御
知
行
弐
百
五
拾
石
被
下
置
、
願
之
通
家
督

無
相
違
被
仰
付
之
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右
仲
老
衰
往
々
御
奉
公
難

藤
田
右
仲

相
勤
付
隠
居
、
悴
正
気
へ

藤
田
正
気

唯
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百

拾
石
被
下
置
、
願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

老
衰
迄
相
勤
候
付
、
銀
一

藤
田
右
仲

枚
被
下
置
之

一

同
十
三
日

中
村
原
民
隠
居
仕
候
得
共
、
折
々
召
候
而
奥

へ
罷
出
候
節
、
歩
行
難
成
時
ハ
駕
籠
ニ
而
も

罷
出
候
間
、
其
通
相
心
得
候
様
、
御
用
番
無

急
度
被
仰
聞
候

一

同
十
五
日

月
並
御
礼
例
刻
相
済

始
而
之
御
目
見

藤
田
典
膳

悴
御
目
見
付
御
礼

藤
田
外
記

家
督
之
御
礼

���
徳
田
九
十
九

藤
田
正
気

初
而
御
目
見

���
依
田
左
吉

岡
島
銕
次
郎

隠
居
之
御
礼

�����

徳
田
治
郎
兵
衛

名
代
小
野
重
左
衛
門

藤
田
右
仲

悴
御
目
見
ニ
付
御
礼

岡
島
庄
之
助

御
通
懸

家
督
之
御
礼

御
大
工飯

塚
徳
左
衛
門

初
而
之
御
目
見

�����
同
嘉
平
太
悴

倉
沢
幸
八

同
頼
左
衛
門
悴

田
中
正
五
郎

同
三
郎
治
悴

中
条
甚
太
郎

於
御
前
御
役
替
御
普
請
奉

片
岡
半
七
郎

行
被
仰
付
之

宗
弥
義
病
気
聢
与
無
之
付

�����

丸
茂
宗
弥

隠
居
、
只
今
迄
拝
領
之
御

名
代
大
沢
宗
寿

切
米
金
四
両
・
三
人
半
御

丸
茂
玄
智

扶
持
玄
智
江
被
下
置
、
家

督
無
相
違
被
仰
付
之

御
役
附
御
足
軽
拾
人
御
預

片
岡
半
七
郎

一

同
十
九
日

平
角
儀
病
気
聢
与
無
之
其

�����

池
田
平
角

上
老
衰
、
往
々
御
奉
公
難

名
代
菅

杢
右
衛
門

相
勤
付
隠
居
、
悴
鵜
殿
へ

池
田
鵜
殿

只
今
迄
拝
領
之
御
知
行
百

参
拾
石
被
下
置
、
願
之
通
被
仰
付
之

前
田
平
右
衛
門
妹
養
女
仕
、

大
草
直
次
郎

其
方
致
聟
養
子
、
唯
今
迄

拝
領
之
玄
米
弐
拾
人
御
扶
持
被
下
置
候
様
仕
度
之

旨
、
願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰
付
之

前
田
平
右
衛
門
親
類
小
野
喜
太
右
衛
門
同
道
罷
出

候
二
男
直
次
郎

前
田
平
右

大
草
玄
樹

衛
門
方
へ
聟
養
子
差
遣
度

旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

周
見
娘
嘉
平
太
方
へ
縁
組

中
村
周
見

仕
度
旨
、
双
方
願
之
通
被

宮
下
嘉
平
太

仰
付
之

射
芸
三
ツ
矢
御
褒
美
、
弦

������
菅
沼
幸
之
進

五
筋
ツ
ヽ
拝
領

松
村
虎
五
郎

小
川
半
右
衛
門

成
沢
治
三
郎

両
度
之
三
ツ
矢
ニ
付
、
御

岸

善
八

弦
十
筋
拝
領

只
今
迄
之
御
宛
行
差
上
候

池
田
鵜
殿

様
、
被
仰
渡
候

一

同
廾
三
日

今
日
長
国
寺
へ
御
出
被
仰
出
候
処
、
少
し
御

不
快
付
御
延
引
被
仰
出
候

一

同
廾
八
日

忠
大
夫
病
気
聢
与
無
之
、

平
林
忠
大
夫

往
々
御
奉
公
難
相
勤
付
隠

名
代
関
口
弥
七

居
、
悴
亀
五
郎
へ
唯
今
迄

平
林
亀
五
郎

拝
領
之
御
切
米
籾
五
拾
表
・
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米
弐
人
御
扶
持
被
下
置
、
願
之
通
家
督
無
相
違
被
仰

付
之

弟
子
通
恩
儀
致
養
弟
、
渋

立
田
玄
道

谷
玄
仙
方
へ
養
子
差
遣
度

同
人
弟
子

通
恩

候
旨
、
願
之
通
被
仰
付
之

実
子
無
之
付
、
立
田
玄
道

渋
谷
玄
仙

弟
子
通
恩
養
子
仕
度
旨
、

願
之
通
被
仰
付
之

源
左
衛
門
姪
致
養
女
、
治

煩

小
崎
治
郎
左
衛
門

郎
左
衛
門
悴
民
右
衛
門
方

名
代
正
村
勇
之
進

へ
縁
組
仕
度
旨
、
双
方
願

大
森
源
左
衛
門

之
通
被
仰
付
之

一

同
廾
九
日

御
房
様
御
方
御
番
相
勤
候

久
保
勇
蔵

様
被
仰
付
之

古
沢
三
郎
右
衛
門
不
詰
合

右

同
人

節
者
御
使
者
等
之
致
御
取

次
、
同
人
御
用
多
之
節
ハ
御
次
迄
之
義
ハ
申
談
取

計
、
三
郎
右
衛
門
申
合
隔
夜
泊
相
勤
候
様
、
可
被
致

候病
気
不
相
勝
候
付
、
従
弟

御
役
者樋

畑
幸
七

大
関
矢
柄
与
申
者
養
子
、

願
之
通
申
付
之

右
望
月
九
郎
右
衛
門
申
渡
之

病
身
ニ
付
隠
居
、
後
住
白

落
合
村泰

雲

寺

金
台
町
普
門
院
真
了
、
願

之
通
被
仰
付
候

右
石
川
新
八
申
渡
之

右
之
通
当
月
十
九
日
於
江
戸
表
被
仰
付
候
由
、
高
田
助

左
衛
門
申
遣
候

○

十
二
月
朔
日

月
次
御
礼
例
斎
相
済

家
督
之
御
礼

������
池
田
鵜
殿

前
田
直
次
郎

平
林
亀
五
郎

丸
茂
玄
智

初
而
之
御
目
見

水
井
友
右
衛
門

隠
居
之
御
礼

���������

池
田
平
角

名
代
恩
田
十
郎
兵
衛

平
林
忠
大
夫

名
代
関
口
弥
七

丸
茂
宗
弥

名
代
三
村
古
仙

悴
御
目
見
付
御
礼

水
井
久
大
夫

一

同
三
日

御
祐
筆
被
仰
付
之

佐
藤
弥
吉

江
戸
詰
之
節
御
役
料
三
人

右

同
人

御
扶
持
、
御
在
所
勤
之
節

壱
人
御
扶
持
被
下
置
之

御
祐
筆
被
仰
付
之

佐
藤
傳
五
郎

一

先
達
而
被
仰
出
候
並
姫
様
今
度
御
名
文
字
御

改
、
三
千
姫
様
与
奉
称
候
様
、
演
説
被
仰
渡

候

一

同
四
日

去
廾
五
日
年
号
改
元
、
安
永
与
被
仰
出
候

一

同
九
日

六
郎
左
衛
門
妹
軍
次
郎
悴

西
沢
軍
次
郎

左
忠
太
江
縁
組
、
双
方
願

田
中
六
郎
左
衛
門

之
通
被
仰
付
候

一

同
十
五
日

月
次
御
礼
例
之
通
相
済

修
理
悴
斎
宮
へ
衛
守
妹
縁

矢
沢
修
理

組
、
双
方
願
之
通
被
仰
付

北
沢
衛
守

之伴
蔵
娘
惣
七
悴
初
之
進
へ

小
山
伴
蔵

縁
組
、
双
方
願
之
通
被
仰

秋
里
惣
七

付
之

初
而
之
目
見

���
大
森
冨
之
進

水
野
源
吾

格
式
之
御
礼

���
佐
藤
弥
吉

佐
藤
傳
五
郎
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悴
御
目
見
付
御
礼

���
大
森
源
左
衛
門

水
野
源
太
郎

同
十
八
日恒

々
行
跡
不
宜
趣
相
聞
不

佐
藤
直
記

埒
之
至
候
、
依
之
隠
居
申

同
道
柳
沢
甚
三
郎

付
之
、
相
応
之
跡
目
可
相

御
徒
士
目
付
同
道

宮
本
善
五
右
衛
門

願
候右

御
用
番
宅
ニ
於
て
源
五
右
衛
門
申
渡
之

藤
田
外
記
組
江
御
番
入

北
澤
衛
守

原
彦
左
衛
門
組
へ
同
断

徳
田
九
十
九

矢
沢
修
理
組
へ
同
断

大
嶋
浅
之
丞

青
木
浪
江
組
江
同
断

藤
田
正
気

十
河
左
治
馬
組
へ
同
断

煩

前
田
直
次
郎

名
代
鹿
野
幸
太
郎

同
断

湯
本
助
六

池
田
殿
尾
組
江
同
断

保
科
弥
兵
衛

塩
野
左
門
組
へ
同
断

金
児
丈
助

右
之
通
御
番
入
被
仰
付
候

妾
腹
之
男
子
七
十
郎
嫡
子

中
村
和
七

仕
度
旨
、
願
之
通
被
仰
付

之金
弐
百
疋

宮
下
嘉
平
太

同
役
病
気
久
く
壱
人
勤
役
致
大
儀
候
付
、
被
下
置

之
年
来
出
精
相
勤
候
付
、
給

御
料
理
人
頭
取

堀
井
彦
右
衛
門

人
格
被
仰
付
之
、
悴
義
者

唯
今
迄
之
通
可
相
心
得
候

右
久
保
極
人
召
連
罷
出
、
於
御
用
部
屋
被
仰
渡

御
徒
士
へ
番
入
申
付
之

������
飯
島
与
十
郎

矢
野
倉
友
之
助

小
林
松
之
進

宮
本
源
兵
衛

右
於
長
囲
炉
裏
御
徒
士
目
付
同
道
、
源
五
右
衛
門

申
渡
之

御
用
部
屋
小
僧
役
申
付
之

���
倉
嶋
和
吉

竹
花
文
蔵

右
同
断

一

同
廾
三
日

四
時
之
御
供
触
ニ
而
長
国
寺
へ
御
出
被
遊
候

一

同
廾
五
日

年
来
御
側
相
勤
候
付
、
御

煩

大
草
玄
樹

役
料
籾
廾
表
被
下
置
之

名
代
中
島
類
庵

出
精
相
勤
候
付
、
御
役
料

渋
谷
玄
仙

籾
拾
五
表
被
下
置
之

御
茶
道
見
習
被
仰
付
之

丸
茂
玄
智

右
於
御
用
部
屋
被
仰
付
之

先
年
私
曲
有
之
、
役
儀
幷

長
岡
左
平
太

弐
人
御
扶
持
取
上
候
処
、

亡
父
三
郎
兵
衛
依
勲
功
御
情
帰
役
、
其
上
弐
人
御
扶

持
被
下
置
、
如
元
被
成
下
置
候
、
以
来
未
熟
之
勤
方

於
有
之
ハ
、
急
度
可
申
付
候
、
出
精
可
相
勤
候

先
年
私
曲
有
之
、
役
儀
幷

三
輪
六
十
郎

弐
人
御
扶
持
取
上
候
処
、

父
徳
左
衛
門
出
精
相
勤
候
付
御
情
帰
役
、
如
元
被
成

下
、
以
来
未
熟
之
勤
方
於
有
之
ハ
、
急
度
可
申
付

候
、
出
精
可
相
勤
候

亡
父
弥
左
衛
門
先
年
私
曲

入

千
左
衛
門

之
義
有
之
、
役
儀
・
弐
人

御
扶
持
取
上
候
処
、
弥
左
衛
門
年
来
御
勘
定
共
へ
算

術
指
南
致
置
、
何
も
当
時
御
用
立
宜
相
勤
候
、
右
之

以
功
此
度
御
勘
定
役
申
渡
、
弐
人
御
扶
持
被
下
置

候
、
格
段
出
精
可
相
勤
候

悴
勝
三
郎
去
戌
年
�
御
勘

佐
藤
新
蔵

定
見
習
罷
出
致
出
精
、
其

同

勝
三
郎

方
も
年
来
実
躰
相
勤
候
付
、

此
度
勝
三
郎
江
弐
人
御
扶
持
被
下
置
候
、
弥
以
両
人

共
可
致
出
精
候
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右
於
長
囲
炉
裏
祢
津
要
左
衛
門
申
渡
之

長
岡
左
平
太
・
三
輪
六
十

祢
津
要
左
衛
門

郎
・
入
弥
左
衛
門
、
右
三

成
沢
勘
左
衛
門

人
者
共
先
年
私
曲
有
之
処

各
潔
白
取
計
者
、
御
締
り
宜
一
段
之
事
候
、
此
度
佐

平
太
・
六
十
郎
・
千
左
衛
門
親
共
、
勲
功
幷
当
人
共

出
精
候
段
宜
申
立
候
付
、
御
勘
定
役
ニ
被
成
下
、
弐

人
御
扶
持
被
下
置
候
、
弥
以
御
締
り
厳
重
心
懸
ケ
可

被
申
候

一

同
廾
八
日

月
次
御
礼
例
斎
相
済

直
記
不
行
跡
付
隠
居
申
付

煩

佐
藤
直
記

候
処
、
弟
万
五
郎
致
養
子

名
代
柳
沢
甚
三
郎

度
旨
、
依
之
御
切
米
籾
五

佐
藤
万
五
郎

拾
表
・
籾
三
人
御
扶
持
以

御
情
御
宛
行
、
無
相
違
万
五
郎
へ
被
下
置
候
、
難
有

可
存
候

右
於
長
囲
炉
裏
小
膳
申
渡
之

格
式
之
御
礼

堀
井
彦
右
衛
門

御
通
懸

御
勘
定
申
渡
、
御
加
扶
持

����
長
岡
左
平
太

被
下
置
候
付
御
礼

三
輪
六
十
郎

入

千
左
衛
門

御
通
懸

御
扶
持
被
下
置
候
御
礼

御
勘
定
見
習

佐
藤
勝
三
郎

一

同
廾
九
日

只
今
迄
江
戸
荷
物
貫
目
壱
駄
ニ
付
、
参
拾
六

貫
目
与
相
極
候
処
、
当
秋
御
帰
城
之
節
板
橋

宿
改
所
ニ
於
て
、
四
拾
壱
貫
目
ニ
而
附
送
り

候
、
此
末
江
戸
御
荷
物
壱
駄
四
（
拾
）
貫
目

与
相
極
候
様
、
御
勝
手
方
被
仰
渡
候

右
之
趣
御
郡
方
・
御
吟
味
方
・
御
普
請
方
へ
申

通
候
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１．松代文化施設等管理事務所の沿革

松代文化施設等管理事務所は、市の機構改革により平成１６年４月１目から新たに発足した組織であり、旧松代

藩及び真田家に関する文化的遺産の保存及び活用を図ることによって、郷土の歴史と文化に親しみ、その知識と

理解を深め、豊かな市民文化の発展に寄与することを目的として設置されている。現在、同管理事務所は真田宝

物館・真田邸・文武学校・旧横田家住宅・象山記念館・旧白井家表門・松代城・山寺常山邸・煙雨亭・佐久間象

山宅跡に加え、平成２２年度に保存整備が完了し一般公開が開始された旧樋口家住宅・旧前島家住宅の１２の施設を

管理・運営し、以下の業務を行っている。

１．松代周辺における旧松代藩及び真田家に関する資料の適正な管理・活用を行う。

２．収集・保管・展示・調査研究、及び教育普及活動の多角的機能を有機的に関連させた活動を行う。

３．市民の郷土研究、文化活動のための情報センター的機能を果たす役割を担う。

４．市民が親しみをもち、同時に学校教育とも深い関係をもつものとする。

また、松代文化施設等管理事務所には、文化的遺産の保存等について必要な事項を審議するための、松代藩文

化施設管理委員会が設置されている。

各施設の概要
（１）真田宝物館

昭和４１年（１９６６）５月２７日、真田家１２代当主・幸治氏に

よって、同家に伝承されてきた資料が当時の松代町に一括

譲渡された（同年１０月に松代町は長野市と合併。そのため

長野市の所有となった）ことから、県立松代高等学枚移転

後の校舎を改造して昭和４４年（１９６９）７月１日に真田宝物

館がオープンした。真田家の大名道具の展示が目的とさ

れ、昭和５２年１１月に鉄筋コンクリートの新館を増築、昭和

６３年（１９８８）３月には収蔵庫が完成し、真田邸内の７つの

土蔵に収納されていた資料の大部分を移転収蔵している。

当初は観光課の所管で、その後、教育委員会の所管とな

る。年間４回の展示替えがあり、常設展示のほか特定のテーマを決めて年１回の「特別企画展示」と年３回の

「企画展示」を実施している。

宝物館の利用者からは、松代に入る以前の戦国時代における真田家に関する情報提供および資料の展示ニーズ

が多いものの、収蔵している資料からそのような展示を行うことは困難である。

（２）真田邸

文久３年（１８６３）から翌年にかけて建てられた九代藩

主・真田幸教の母親の住居で、いわば「隠居所」のような

建物である。「新御殿」と名づけられ、明治維新後は真田

家の私邸となり、昭和４１年（１９６６）５月、松代町に譲渡

（売却）された。昭和５６年４月１１日に松代城と一体のもの

として、国の史跡に指定された。敷地は７，９７３平方メート

ル（約２，４１６坪）、御殿は一部２階建てである。平成２２年に

主屋の全面改修工事が終了し、同年９月より一般公開して

いる。

（３）文武学校

藩士子弟の学問・武芸を奨励するため、八代藩主・真田幸貫が発案し、九代藩主・幸教が嘉永６年（１８５３）に

完成させ、翌々年に開校した。建設当初の遺構をほぼ完全なかたちで伝えている。明治元年（１８６８）には兵制士

官学校を併設し、明治４年（１８７１）９月、廃藩のため閉校となる。明治５年（１８７２）、長国寺の火災に伴い、槍
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術所がその庫裏として移築・転用された。その後は松代小学校の校舎に使用され、昭和２８年（１９５３）３月に国の

史跡に指定、昭和４８年（１９７３）から保存修理工事に着手し、同５４年（１９７９）から一般公開している。この建物

は、儒学中心の藩校から近代的学校建築への過渡期の史跡で、文学所、教室２棟（東序・西序）、剣術所、柔術

所、弓術所、文庫蔵、番所、門などからなる。平成８年（１９９６）、長国寺の庫裏として利用されていた旧槍術所

が戻され、創建当初の状態に復元された。

（４）旧横田家住宅

主屋、表門、土蔵は１９世紀前半、隠居屋は１９世紀中頃の

建築と考えられる。明治になって横田家が東京に移住し、

昭和５９年（１９８４）になって、敷地北側半分と建物が長野市

に譲渡される。中級武家住宅の一典型で、付属屋も整い、

旧態をよくとどめていることから、昭和６１年（１９８６）１月

に国の重要文化財に指定され、昭和６４年（１９８９）１月から

保存修理工事が行われ、平成４年（１９９２）６月から一般公

開している。

（５）象山記念館

昭和３９年（１９６４）、地元有志によって佐久間象山先生１００年祭奉賛会が設立され、翌年９月に展示施設としての

象山記念館が完成した。しばらくは奉賛会が本館の管理運営を行っていたが、昭和４２年（１９６７）３月、同奉賛会

から長野市に記念館が譲渡され、同年４月に開館し、昭和６３年（１９８８）１０月には展示室を増築した。

なお、平成９年（１９９７）には、同館２階に松代通信資料館が併設された。これは象山が通信実験を行ったとさ

れることをうけて平成３年（１９９１）に旧松代藩鐘楼近くのNTTの展示施設を賃借し開館したものである。しか

し、平成７年（１９９５）には、この施設の閉館を決定したため、象山記念館に併設されることとなった。

（６）旧白井家表門

旧白井家表門は、もと松代町表柴町にあったもので、平

成１２年（２０００）に文武学校正面（南側）に移築復元され

た。三間一戸形式の長屋門で、間口が２０メートルあり、弘

化３年（１８４６）に建てられたものである。

平成１３年（２００１）４月１日、文化課（現・文化財課）か

ら当所へ移管された。現在は、松代文化財ボランティアの

会の拠点施設として、来訪者に対する松代のガイドや、湯

茶の接待を行っている。

（７）松代城

松代城は、武田信玄が築かせた海津城がはじまりといわ

れ、城ができた時期ははっきりとはしないが、永禄３年

（１５６０）頃には完成していたとされる。武田家滅亡後は、

織田信長の家臣・森長可や上杉景勝の支配するところと

なった。

江戸時代になると、森忠政・松平忠輝・松平忠昌・酒井

忠勝らが居城としたが、元和８年（１６２２）に酒井忠勝が鶴

岡に移ると、上田城主であった真田信之が松代に移封され

る。その後、明治維新を迎えるまで、真田家が松代を居城

とした。なお、藩主の御殿は、江戸時代のなかばまでは本丸にあったが、その後「花の丸」という三の丸にあた

る場所に移された。

本丸石垣・門などの改修・復元工事が終了し、平成１６年（２００４）から一般公開している。
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（８）山寺常山邸

山寺常山邸には、江戸時代末期に建てられたと推定される表門と、この表門の南側に大正時代終わりから昭和

初期にかけて建てられたと推定される書院（萬竹庵）が残されている。

山寺家は、松代藩で知行１６０石の中級武士の家格であり、江戸時代の終わりには山寺常山を輩出し、鎌原桐

山、佐久間象山とともに松代の三山と称えられた。常山は号で、幼名を久道、のちに信龍と名乗り、通称を源大

夫といった。常山は若い頃、江戸に出て儒学者佐藤一斉や中村敬宇らと親交を深めた。八代藩主・真田幸貫の信

頼も厚く、藩政にも尽力し、寺社奉行や郡奉行を務めた。明治になってからは中央政府の招きを固辞して松代に

留まり、晩年は長野に塾を開いて門人の教育に努めた。

（９）煙雨亭（佐久間象山茶室）

煙雨亭は、もとは京都の佐久間象山が最後に暮らした居宅内にあった茶室であった。元治元年（１８６４）、幕命

で上洛した佐久間象山は「煙雨楼］と名付けた居宅に暮らしたが、同年に暗殺された。その後、煙雨楼は料亭の

所有となって昭和３７年（１９６２）に解体されたが、保存されていた茶室の部材を昭和５７年（１９８２）に市が譲り受け

て、象山神社の脇に移築・復元した。茶室には、もともとなかった屋根を加えたが、室内は昔の面影をとどめて

いる。

（１０）佐久間象山宅跡（県史跡）

佐久間象山宅跡は、象山神社の西隣にある面積８７９m２の敷地跡である。現在は、わずかに古井戸が残るのみで

あるが、象山在世の頃は、住宅のほかに槍・剣術道場、学問所などがあった。象山は文化８年（１８１１）にこの家

で生まれ、天保１０年（１８３９）の２度目の江戸留学までの２９年間ここに暮らし、藩士等に学問を教えて後進の指導

に努めた。

昭和３５年（１９６０）２月１１日に県史跡に指定された。

（１１）旧樋口家住宅（市指定文化財）

樋口家は、松代藩の目付役などを務めた家であり、江戸

時代末期の禄高は２３０石であった。真田邸（新御殿跡）に

隣接する現在地には、明和２年（１７６５）に移っており、江

戸時代末期に建てられた土蔵や茅葺の主屋と長屋が現存し

ている。主屋前面には池を中心とする庭園があり、東側の

隣家から西側の隣家へと流れる松代特有の泉水がみられ

る。

平成１８年度から保存修理工事を行い、平成２２年６月より

一般公開している。

（１２）旧前島家住宅（県宝）

前島家は、江戸中期に３００石、末期には２００石の禄高の中

級武士の家である。現在の松代町・松山町の敷地は、真田

家の松代入封以来、前島家の屋敷地であったと伝えられて

おり、江戸時代の主屋、土蔵、三社（神祠）、庭園等が現

存する。特に主屋は宝暦９年（１７５９）の建築であり、松代

町に現存する武家屋敷の中で最も古い時代に属する。

平成１７年度から保存修理工事を行い、平成２２年９月より

一般公開している。
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２．管理事務所日誌（平成２４年１月１日～１２月３１日）

１月１３日 柳町中学校出張授業（山中・ボラン

ティア会員）

１７日 資料撮影

１８日 板橋区立郷土資料館資料貸出

１９日 講師派遣（降幡）

２４日 坂城町鉄の展示館資料貸出

松代小学校所蔵資料調査

２６日 講師派遣（降幡）

２７日 講師派遣（降幡）

２８日 茨城県立歴史館資料貸出

２月１日 池波正太郎真田太平記館委員会出席

（降幡）

７日 真田邸襖レプリカ作成用撮影

７～８日 長野県博物館協議会研修会参加

８日 講師派遣（降幡）

８日 柳町中学校出張授業（山中・ボラン

ティア会員）

８日 長野県立歴史館資料貸出

１３日 松代藩文化施設管理委員会開催

１４日 長野県立歴史館資料返却

１６日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」打合せ

１８日 松代文化財ボランティア養成講座開講

１８～１９日 全国藩校サミット水戸出席（降幡）

１９～２０日 国文学研究資料館より資料調査

２２日 ひな人形展示

２３～２４日 国文学研究資料館、早稲田大学図書館

へ資料調査旅行（山中）

２５日 ボランティア講演会（講師：大久保邦

子さん）

２６～２９日 国文学研究資料館より資料調査

２８日 展示替

２９日 企画展「お殿様の旅日記」開催

ギャラリートーク

３月１～２日 京都大学へ資料調査旅行（降幡）

３日 ギャラリートーク

６日 展示替

７日 ワークショップ準備（どろめんこ）

８～９日 柳沢文庫、桑名市博物館へ資料調査旅

行（山中）

１０日 企画展講演会（伊藤善隆さん）

１２日 東京都府中市美術館資料貸出

１３日 資料撮影

２２日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」打合せ

２２日 茨城県立歴史館資料返却

２７日 資料撮影

２８日 長野県立歴史館より資料調査

４月５日 板橋区立郷土資料館資料返却

４月９日 ひな人形撤収

１０日 長野県立歴史館資料返却

１７日 刀剣手入れ

１８日 青江の大太刀特別展示（～５月２１日ま

で）

１９日 ワークショップ「街道を歩こう！」下

見（溝辺）

１９日 講師派遣（降幡）

２０日 長野県立歴史館資料貸出

２０日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」打合せ

２３日 白井家表門五月人形展示

２５日 坂城町鉄の展示館資料返却

５月３～４日 ワークショップ「かぶとを折ってか

ぶってみよう」開催

１０日 府中市美術館より資料返却

１０日 ワークショップ「街道を歩こう！」下

見（溝辺）

１４日 ワークショップ「からくりおもちゃで

遊ぼう！」準備

１５日 資料撮影

１６日 講師派遣（降幡）

１７日 ワークショップ「どろめんこをつくろ

う！」準備

１８日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（水鉄砲）

１８日 講師派遣（降幡）

２２日 青江の大太刀撤収

２４日 長野市立博物館から資料借用（塚原）

２５日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（小物入れづくり）

２６日 ワークショップ「街道を歩こう！」開

催
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２８日 長野市埋蔵文化財センターから資料借

用（塚原）

６月２日 国文学研究資料館研究会出席（降幡・

山中）

３～４日 ボランティア研修旅行（金沢）講師派

遣（小山）

５日 展示替

６日 企画展「真田十万石を掘る」開催

６日 ギャラリートーク

６日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（水鉄砲・バードコール）

８日 白井家表門五月人形撤収

９日 ギャラリートーク

９日 仙台市博物館より資料調査

１２日 展示替

１４～１５日 国文学研究資料館へ資料調査旅行（降

幡）

１５日 ワークショップ「どろめんこをつくろ

う！」準備

１６日 企画展講演会（千田嘉博さん）

２１日 茨城県土浦市立博物館より資料調査

２４日 神奈川県立歴史博物館資料貸出

２５～２９日 真田宝物館燻蒸

２７日 長野県博物館協会総会出席（降幡）

３０日 ワークショップ「どろめんこをつくろ

う！」開催

７月４日 移動宝物館開催（～７月１８日まで）

４日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（わら馬）

１３日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（ぶんぶんごま・かざぐる

ま）

１８日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」準備（藍染め）

１９日 移動宝物館撤収

２０日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」最終打合せ

２０日 FM善光寺出演（溝辺）

２６日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」前日準備

２７～２８日 ワークショップ「宝物館であそぼ！

２０１２」開催

８月１日 安土城考古博物館より資料調査

２日 講師派遣（降幡）

３日 講師派遣（降幡）

４～６日 国文学研究資料館より資料調査

４日 神奈川県立歴史博物館他へ資料調査旅

行（溝辺）

１９日 講師派遣（降幡）

２１日 桑名市博物館へ資料借用旅行（降幡）

２３日 子ども向けブックレット出版打合せ

２３日～２４日 文武学校耐震調査

３０日 長国寺へ資料借用（溝辺・塚原）

９月４日 展示替

５日 特別企画展「文人大名真田幸弘とその

時代」開催

５日 ギャラリートーク

６日 長野市立博物館へ資料返却（塚原）

７日 長野市埋蔵文化財センターへ資料返却

（塚原）

８日 ギャラリートーク

８日 真田連句フォーラム開催

９日 神奈川県立歴史博物館資料返却

１１日 展示替

１２日 吉光の短刀特別展示（～１０月１５日ま

で）

１３日 ワークショップ「紙漉き体験」準備

１９日 子ども向けブックレット出版打合せ

２０日 長野県立歴史館資料返却

２１日 市立長野高校講師派遣（山中）

２１日 仙台市博物館資料借用

２５日 板橋区立美術館より資料調査

２７日 安土城考古博物館資料借用

２９～１０月２日 国文学研究資料館より資料調査

２日 長野市立博物館資料借用

１２日 FM善光寺出演（降幡）

１６日 刀剣手入れ・吉光の短刀撤収

１７日 国文学研究資料館・早稲田大学図書館

へ資料借用旅行（山中）

１９日 市立長野高校講師派遣（降幡）

２０日 講師派遣（降幡）

２３日 展示替

２４日 ギャラリートーク

２４日 子ども向けブックレット出版打合せ

２６日 文献資料講習会参加（溝辺・塚原・小

山）

２７日 ギャラリートーク

３０日 資料撮影
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１１月２～４日 真田邸特別公開

５日 大名道具収蔵館研究会（彦根城博物

館）参加（山中）

５日 長国寺へ資料返却（溝辺・塚原）

６日 桑名市博物館へ資料返却旅行（降幡）

７日 町内個人宅へ資料返却

７日 子ども向けブックレット出版打合せ

１０日 特別企画展講演会開催（井上敏幸さ

ん）

１２日 ボランティア研修旅行（上田市・東御

市）講師派遣（小山）

１３日 資料撮影

１４日 安土城考古博物館資料返却

１５～１６日 富岡製糸場・東京おもちゃ美術館へボ

ランティア研修旅行（溝辺）

１５日 大阪市立科学館より資料調査

１６日 講師派遣（山中）

１６～１７日 国文学研究資料館より資料調査

仙台市博物館資料返却

２０日 「甲冑を着て年賀状撮影しよう！」開

催

（１２月２５日まで）

２７日 子ども向けブックレット出版最終打合

せ

２７日 長野市立博物館より資料返却

１２月４日 展示替

５日 企画展「前島家寄贈資料展」開催

５日 ギャラリートーク

８日 ギャラリートーク

８日 企画展講演会開催（西村慎太郎さん）

１０日 国文学研究資料館・早稲田大学へ資料

返却旅行

１１日 展示替

１２～１４日 ミュージアムマネージメント研修参加

（降幡）

１６日 国文学研究資料館研究会出席（降幡・

山中）

１９日 町内個人宅へ資料返却（降幡・山中）
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３．平成２４年度事業概要（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日まで）

●平成２４年度特別企画展示●

「文人大名 真田幸弘とその時代」（担当：山中さゆり）
会期 ９月５日（水）～１２月３日（月）
第一期 ９月５日（水）～１０月２２日（月）
第二期 １０月２４日（水）～１２月３日（月）

展示内容 六代藩主・真田幸弘は恩田杢民親を抜擢し、藩政改革を行っ
たことで知られている。その一方で、和歌や俳諧、書画などの文芸にも
優れた才能を発揮した。真田幸弘の藩主としての姿と文芸資料を紹介
し、大名間の交流などを探る。
関連行事
記念講演会 「真田幸弘と大名俳諧」

講師 井上敏幸さん （佐賀大学）
開催日時 １１月１０日（土）１４時～ 松代支所大会議室
参加人数 ３６人

ギャラリートーク（前期） ９月５日（水）、９月８日（土）１０時～
参加人数 ４４人

（後期）１０月２４日（水）、１０月２７日（土）１０時～
参加人数 ３４人

●企画展示●

「真田十万石を掘る」（担当：塚原由実）
会期 ６月６日（水）～９月３日（月）
展示内容 松代城と城下町の発掘調査の成果を考古資料や絵図・古文
書とともに紹介する。
関連行事
記念講演会「松代城を読み解く」

講師 千田嘉博さん（奈良大学）
開催日時 ６月１６日（土）１４時～ 松代支所大会議室

参加人数 ６５人
ギャラリートーク ６月６日（水）、６月９日（土）１０時～

参加人数 ４０人

「前島家寄贈資料展」（担当：小山万里）
会期 １２月５日（水）～３月４日（月）
展示内容 真田家に代々仕えた前島家ゆかりの資料を紹介する。
関連行事
記念講演会「文書の保存の重要性－地域資料・民間資料－」

講師 西村慎太郎さん （国文学研究資料館）
開催日時 １２月８日（土）１４時～ 松代支所大会議室
参加人数 ２１人

ギャラリートーク １２月５日（水）、１２月８日（土）１０時～
参加人数 ２１人

「震災と復興」（担当：降幡浩樹）
会期 ３月６日（水）～６月３日（月）
展示内容 絵図や古文書から江戸時代の震災と復興の様子を探る。
関連行事
記念講演会「飯山からみた善光寺地震」 講師 長瀬哲さん（飯山市教育長）
開催日時 ３月１６日（土）１３時３０分～ 松代公民館
参加人数 ５１人

ギャラリートーク ３月６日（水）、３月９日（土）１０時～
参加人数 ５６人
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●特別展示●

「重要文化財 青江の大太刀」
会期 ４月１８日（水）～５月２１日（月）
会場 真田宝物館展示室
内容 重要文化財 青江の大太刀を展示

「移動宝物館」
会期 ７月４日（月）～７月１８日（月）
会場 長野市役所第一庁舎ロビー
内容 真田宝物館所蔵資料やワークショップなどの写真パネルを展示

「長野県宝 吉光の短刀」
会期 ９月１２日（水）～１０月１５日（月）
会場 真田宝物館展示室
内容 長野県宝 吉光の短刀を特別展示

「松代でひなまつり」
会期 ２月２３日（木）～４月８日（日）
会場 文武学校、旧横田家住宅、旧白井家表門
内容 寄贈された雛人形を展示

●教室講座事業●

「かぶとを折ってかぶってみよう」
期日 ５月３日（木）～４日（金）
会場 真田宝物館 学習支援室
内容 新聞紙大の画用紙を使ってかぶとを折り、六文銭などの前立をつけてかぶってみる。
参加人数 ２８名

「街道を歩こう！」
期日 ５月２６日（土）
会場 千曲市及び坂城町
内容 江戸時代の地図をもとに、矢代宿から坂木宿までの旧街道を歩く。
参加人数 ９名

「どろめんこをつくろう！」
期日 ６月３０日（土）
会場 文武学校 剣術所
内容 江戸時代のおもちゃ「どろめんこ」の製作・遊びの体験。
参加人数 ３名

「宝物館であそぼ！２０１２」
期日 ７月２７日（金）～２８日（土）
会場 真田宝物館・文武学校・真田邸・旧横田家住宅・象山記念館
内容 水鉄砲をつくろう、紙ひこうき・竹馬・竹ぽっくり・ぶんぶんごまで遊ぼ
う、藍の生葉染めをしてみよう、石臼でそばクレープをつくってみよう、かざぐる
まをつくろう、わら馬をつくってみよう、小物入れをつくろう、鳥の声が聞こえる
よ、昔のお金にさわってみよう、武士になってみよう、切り紙でしおりをつくって
みよう、お化けさがしなど
参加人数 のべ１，０７０名
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「からくりおもちゃで遊ぼう」
期日 ６月６日（水）～９月３日（月）
会場 真田宝物館 第四展示室
内容 江戸時代のからくりおもちゃ「ずぼんぼ」と「とんだりはねた
り」で当時の遊びを体験する。
参加人数 随時

「俳句をよんでみよう」
期日 ９月５日（水）～１２月３日（月）
会場 真田宝物館 第四展示室
内容 消しゴムはんこで模様をつけたオリジナル短冊に俳句を書いて投
句する。
参加人数 ２４０人

「甲冑を着て年賀状撮影をしよう」
期日 １１月２１日（水）～１２月１７日（月）
会場 真田宝物館 ロビー
内容 体験用の甲冑を着用し、年賀状用の写真撮影を行う。
参加人数 随時

「紙漉きで短冊をつくってみよう」
期日 ３月２９日（金）
会場 真田宝物館 学習支援室
内容 牛乳パックから紙を漉いて、短冊やハガキを作る。
参加人数 ９名

ボランティア講演会「文化財でのおもてなし」
開催日時 平成２５年２月２３日（土）午後１時３０分～ 松代公民館
講師 峯岸悦子さん（ホスピタリティコーディネーター）
参加人数 ２５名

●資料特別利用●

調査・研究のための閲覧 ２３件
資料写真・画像の提供
刊行物掲載 ８５件
テレビ放映 １７件
講座など参考資料として １４件

計１３９件
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●資料の貸出し●

●資料の受入●

貸出先 貸出資料名 展覧会名

１ 長野県立歴史館 八幡大頭祭絵巻 常設展「村の祭りと生活」

２ 神奈川県立歴史博物館 浦賀紀行図（書画３１－１－１甲・乙）
米利堅人等写真図（書画３１－１－２）
横浜応接場秘図（書画３１－１－４）

特別展
「ペリーの顔・貌・カオ
―「黒船」の使者の虚像と実像―」

３ 滋賀県立安土城考古博
物館

陣鐘（武具２１１）
法螺貝（武具２１０）
織田信長書状（吉７０）

特別展
「信長×信玄―戦国のうねりの中で
―」

４ 長野市立博物館 集古十種 甲冑の部（図書５） 特別公開 重要文化財「鉄鍬形」

５ 仙台市博物館 真田幸貫画像（肖像１０）
朝日日記（書画８－２８－２）
奥州白川甲子山真景図巻（書画６７－３）
富岳図巻（書画６７－２）
自草加至日光真景図（書画３１－２）
安芸国厳島図（図書４４－１）
丹後国天橋立図（図書４４－２）

特別展
「江戸の旅
―たどる道、えがかれる風景―」

６ 土浦市立博物館 昇梯子の具足（武具１４１）
三原の太刀（刀剣３）

特別展
「婆娑羅たちの武装」

７ 坂城町鉄の展示館 享保雛（９４DA００１－１） 第八回坂城古雛まつり

８ 池波正太郎真田太平記
館

真田昌幸書状（吉３０）
真田昌幸書状（吉３１）
須田満親書状（矢沢家文書７）

特別企画展
「真田幸村の遺したもの」

１ 古写真 ４点

２ 佐久間象山書簡 １点

３ 松代藩支配所総絵図 他２点

４ 古文書（寄託資料からの異動） １２点

５ 脇差（寄託資料からの異動） １点
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４．松代文化財ボランティアの会

活動内容
（１）町内ガイド

�松代城・真田邸・文武学校・旧横田家住宅などとその周辺ガイド
�旧白井家表門における湯茶の接待および町内文化財の案内
�旧白井家表門の美化およびにぎわいの演出

（２）真田宝物館展示ガイド

来館者に対する展示ガイド

（３）文化財調査

�松代に所在する文化財の調査活動と調査カードの作成およびデータベース化
�松代町内見学会の主催、補助

（４）体験学習等の支援

�真田邸二番土蔵における体験工房（裂き織り、切り紙、布ぞうり作り、琴の体験など）の運営
�真田宝物館主催ワークショップの補助

（５）その他

�真田邸古襖の下張はがし作業と、その裏打ちおよび整理・目録の作成
�子ども向けブックレット『子ども松代みて歩き』の作成
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松代城下の拝領屋敷について

原 田 和 彦

はじめに

長野市松代町は、江戸時代には松代藩の城下町として栄えた。松代の城下町としての特徴については

各分野からの研究蓄積があり、一定の成果が上がっている。特に都市形成や建築といった分野からのア

プローチは多くの研究成果がある（１）。また、このなかでも都市の姿を水路から解き明かそうとする手法

は、城下町研究の新たな視点ともいえる（２）。

わたしは城下町と水路との関係について調べるために、兵庫県の出石と福岡県の秋月とを比較した。

松代城下に展開するような泉水や泉水路といわれる水路網は、殊に秋月にその類例を見た。秋月では松

代と同じような庭園の泉水（池）と泉水とをつなぐ泉水路といわれるものを確認することができた。た

だ、規模としては松代ははるかに大規模であることは確かである。秋月における泉水や泉水路の発展

は、城下における火災に際しての消火に用いられたとの見解を聞いた。わたしは松代の泉水路の整備

は、洪水を防ぐことを目的としたと考えた（３）。秋月と松代を同様に考えるべきではないが、城下におけ

る水路網の整備の理由については、今後さらに検討したい事項である。

さて、本稿で明らかにしたいのは、松代城下において用水（水路）を管理していた部局である水道

役（４）の役割について、城下の拝領屋敷関連資料の伝来のあり方から考えようとするものである。従来、

水道役についての研究はそれほどあるわけではない。近年、坂詰智美氏（５）がまとめられたものが唯一か

と思われる。ただ、坂詰氏の視点は、用水などの水に係わる仕事に限定してるため、城下町全体の管理

において水道役がどのような役割を果たしていたのかは言及していない。

本稿では、松代城下町の拝領屋敷について、水道役の職務を復元しながら、その特性などを検討しよ

うと思っている。

１．屋敷とその種類

（１）拝領屋敷について

拝領屋敷とは、藩士が居住地を藩から拝領するものであり、そのために諸役のかからない土地であ

る。

松代城下の拝領屋敷について論じるにあたり、まずは善光寺地震における松代城下の被害報告からそ

の端緒を見つけることとしたい。

弘化４年（１８４７）、長野県北部を震源とする地震が発生する。マグニチュード７．４と想定されるこの地

震は、善光寺地震と呼称されている。善光寺地震によって松代城下も大きな被害を出す。建物の損壊に

ついては、殊に武家屋敷については拝領屋敷という観点からか、詳細な被害状況が提出されている。

被害報告の内容については別稿（６）で詳しく触れたので、ここでは結論から述べる。
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地方支配の要である郡奉行から提出のあった拝領屋敷

の被害状況で気づくことは、当然のことながら、ここに

あらわれる屋敷の居住者名は、郡奉行の配下にいる人物

だということである。代官・勘定所元〆・御蔵奉行が名

を連ね、これ以降は「給人格」となっている。この給人

格とはどのような立場なのか、具体的な姿はわからな

い。ただこの中の何人かは城下に居住しない人たちであ

る。具体的には小林忠蔵は田野口村（７）に、また、塚田源

吾は小市村（８）に居住している。このように、在郷の給人

格は村などに拝領地を得ていたのである。

それでは、城下町以外の拝領屋敷とはどのようなものか、その具体的な状況は、当時の村絵図からも

はっきりとする。試みに田野口村の小林唯蔵について取り上げておこう。

写真１は文政８年（１８２５）８月に田野口村から松代藩に提出された村絵図（９）である。耕作地と山間地

とが色分けされて示されている。この絵図を精査すると、「小林唯蔵様御拝領地」という記載に気付

く。小林唯蔵が松代藩から拝領した土地であることはその記載から推測される。拝領地は二分されてお

り、一方には家が描かれている。もう一方には耕地を示す黄色が入っている。このことから、耕作地と

屋敷とを藩から拝領していると想定することができる。

小林唯蔵は、田野口村の名主など村の要職にある人物ではない。永給人格でしかない。国文学研究資

料館には小林唯蔵の家の文書が収蔵されているが、この文書群から知れることは、村の役職についてい

る形跡があまり見られないということである。また、藩とのかかわりでは、田野口村の地方知行人の蔵

元を勤めている程度である（１０）。

ただ注目すべきは、小林唯蔵は善光寺地震に際して、その復興にあたって郡奉行から「御救方御用

掛」に任命されており、この地域における震災後の救済に尽力していることである。この点については

別稿（１１）を用意しているので詳細は略すが、災害など緊急時には、こうした村における給人格をもつ人

物の存在が重要であったということができるのである。

一般的には、拝領屋敷は城下町のみに所在すると考えられがちであるが、松代藩にあっては、村の給

人格の武家地についても同様の扱いであったとまとめておきたい。

（２）添下屋敷、下屋敷について

次に、絵図面に記される添下屋敷についてである。

添下屋敷の所有者の名前を御家中屋敷絵図（１２）（写真

２）によって抜き出してみる。なお、この絵図は関屋川

や千曲川が改修されているということから、江戸時代の

後半になるものと想定される（１３）。

奥村権之丞／羽田太郎右衛門／大英寺（４カ所）／

竹内平七（２カ所）／望月治郎左衛門／恩田内蔵丞

／石黒和左衛門／金井左中

添下屋敷は、大英寺周辺に小さいものが分布するのが

特徴である。望月や恩田などの大きな添下屋敷は城下の

写真１

写真２
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南のはずれに展開している。添下屋敷の所有には、こ

れらのデータからは傾向がつかめない。添下屋敷は拝

領屋敷や寺地のほかに与えられた、もしくは獲得した

土地のようであるが、藩が把握しておくべきもので

あったこともわかる。

余談ではあるが、望月の添下屋敷は幕末になると佐

久間象山が松代の蟄居の場所として使われたことはあ

まりにも有名である。当時の建物が象山神社に移築さ

れている。高義亭と名付けられた建物は、２階建てで

松代城下の武家屋敷とは趣を異にする。

一方、このほかにも小山田家や矢沢家が所持してい

た下屋敷が所在していたことが確認される。ただし、

不思議なことにいずれの松代城下町図にも２つの下屋

敷は表記されない。このことは、この２家の下屋敷は

望月や恩田の添下屋敷とは性格を異にすることを示し

ているのかもしれない。

小山田家、矢沢家の下屋敷の絵図を紹介しておきた

い。

まずは小山田家の下屋敷である（１４）。ここに写真３

として掲載した。包紙には「小山田壱岐守殿拝領下屋

敷絵図面 天保十四卯年四月九日」とある。また、下

屋敷は「小山田壱岐殿拝領下屋鋪 此坪数三千八拾八

坪余」とある。この絵図は坪数改めの目的で作成されたものであり、池田要右衛門、御勘定所の関田慶

左衛門が作成し、立合は御徒目付の原田糺である。この書類について、神戸治助と鈴木伝治が付札に

よって証明している。おそらくはこの作成には勘定所などがかかわっていたものと想定される。

写真４は、無役席という家臣では筆頭の格式をもつ矢沢家の下屋敷（１５）である。「矢澤監物殿拝領下屋

敷 此坪数三千八百六拾弐坪余」とある。また、敷地内には家作が３軒描かれている。屋敷地の南と西

には「新道」と書かれた朱書きの点線があることから、この新道建設に伴って立会いを行った絵図面で

あることがわかる。作成者はわからない。なお、この下屋敷の場所は、「梅観音」「四ツ屋上」「裏柴町

上」の表記があることから、松代城下の南はずれ、同心町からつながる西条村の周辺に求めることがで

きる。

２つの下屋敷ともに「拝領下屋敷」とあることから、売買によって取得した土地ではないように思わ

れる。おそらくは、災害によって拝領屋敷が機能しなくなった時のために下屋敷が配置されたと想定さ

れる。

（３）貸長屋について

『御修復指図帳』と題された帳面（１６）が残る。これは、藩が所有する建物のなかで修理が必要なものを

図面として示したものである。これには貸長屋が載っているが、貸長屋は長国寺の門前、梅翁院門前、

そして火の見やぐらや鐘楼があった割番の近くの片羽町のあわせて３地区（１７）に所在した。

写真３

写真４
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「長国寺前御貸長屋」は１つの長屋からなっており、「宝暦十三年未四月建家被下置候二付、御修復相

止」とあり、宝暦１３年（１７６３）に建てられたものであることがわかる。この時は１部屋分の建物であっ

たが、文化４年（１８０７）９月の図面には、４部屋の長屋として描かれている。この間に増築されたもの

と思われる。居住者として浦野弥八郎、丸茂玄兵衛、柳沢喜平太、などの名がみえる。「梅翁院前御貸

長屋」は２つの部屋からなる。高田孝七らの名がみえる。建物の規模は「長国寺前御貸長屋」と同じで

ある。「片羽町御貸長屋」は５部屋からなるが、真ん中の部屋は小屋になっていた。居住者としては、

小野長太、飯島千十郎らの名がみえる。これらの貸長屋の修繕は、原則として自普請であった。

なお、余談ではあるが、拝領屋敷においても長屋の貸借が行われたようで、このことは次の史料から

が確認される。

白川甚左衛門長屋久左衛門男子死去二付、紙屋町釘貫御門通路之儀、甚左衛門御改有之候（１８）

白川甚左衛門の長屋に居住する久左衛門の男子死去に伴う記事であるが、拝領屋敷の長屋を借家とし

て暮らす人たちのいたことがわかるのである。

２．水道役の職務

（１）用水の管理

拝領屋敷の管理については、結論から先に述べると水道役と御用番という家老とが中心に係わってい

た。ここでは、水道役についての職務を抽出することで、拝領屋敷の管理について考えようと思う。ま

ずは、水道役の名から想起される水に係わる管理について述べることとする。

水道役は水道役所があり、ここで職務をこなしていたようである。２人が交代で勤務していた。文政

二年『（水道役）御役所日記』（１９）中に水道役の役所についての記載があるので写真５として掲げた。具

体的には、松代城南の喰違御役所といわれる場所の付近にあったものと想定される。

水道役の用水に係わる仕事については、坂詰智美氏（２０）が紹介しているので詳細はそちらに譲ること

として、坂詰氏の触れていない部分を補うかたちでここでは論じておきたい。

まず、水道役はどの範囲の水路（用水）と橋を管理していたかであるが、これについては宮澤崇士

氏（２１）が資料紹介しているので、大まかな部分を抜き出して論じたい。まずは管理する水路や橋につい

てである。「持場之覚」として次の場所があがっている。

一 花御丸御泉水懸り御馬場之内土手御水道両脇二

尺程之内

一 祢津三十郎屋敷前下水抜土橋

一 清須町関屋川西川岸

当役持ニ寛政二戌五月相極ル

一 大御門前屋敷持之外

一 鎌原主税屋敷前土橋

一 清須町廣小路屋敷持之外

一 鵜死堀添御城廻り持之外四尺余

一 矢沢将監屋敷西之方

石橋普請之節御普請方同人ニ而

一 鎌原兵庫屋敷前石橋写真５
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一 湯本十学屋敷北之方往来石橋

一 金子治郎四郎北之方往来石橋

一 大英寺御霊屋前堀より水抜堰橋共ニ

右当御役持

一 七ヶ所釘貫屋敷持之外右両人持

一 水道御役所

前茂右同断

このほか、泉水の管理も任されていた。例えば、「御泉水之樋伺之上御普請方江申遣受取、尤外之樋

茂同様」とあるように、泉水の樋についての管理も担っていたことがわかる。より具体的な事例を古文

書から抽出しておこう。

（端裏）「明和九辰年廻状写」

例年之通、銘々屋敷境堰曲根等有来之通相糺、門前石垣損候ハハ、其時ニも道普請致繕屋敷添囲等

前々之通張無之常々不見苦様ニ掃除等迄心付内水取候ハヽ不致取捨水末本川江流し水入口・出口共往

来不差障、尤用水之内江塵芥不浄之物不捨、并洗濯物等為浸悪水流込無之様、隣家相互申合致吟味、

勿論屋敷替或者屋敷添地面御年貢付ニ相成、又者裏門新規口明ニ預、共ニ以後水道御役所江同断御座

候様相触置、尤当三月�四月迄ニ屋敷境明細為見分可致之分御用番江被仰渡候、以上

明和九辰年

二月（２２）

また、年欠ではあるが同様な内容を持つ古文書も存在する。

例年之通、銘々屋敷境堰曲根等有来之通相糺、門前石垣損并道普請致中高ニ道筋地形�高キ石無之様

無油断、其時々致繕、往来橋等至迄前々之通相糺、屋敷囲等出張無之様常々見苦敷無之掃除等迄心

付、内水取候ハヽ不致取捨ニ溢無之様水末本川江流シ、水入口・出口共ニ往来江不差障、尤用水之内

江塵芥・洗濯物等を浸シ不申、悪水流込無之様、勿論早水等ニ相成候節者内水相止、本川江流シ、水

下難渋無之致用水ニ候様申合セ、隣家相互致吟味、尤屋敷替或者屋敷地面御年貢附ニ相成又ハ裏門新

規口明替之類并表囲長屋塀前々之通有来之所損普請手間取候儀茂有之候ハヽ、不見苦敷様取詰置、其

趣水道御役所江御断可被成候、其儘早速出来候ハヽ不及御断候、右道普請往来橋等近年手入簾末ニ相

成候場所茂有之候、以後損次第被仰合前々之通早速御繕置可被成候、

右之趣相触自然簾末之儀見懸候ハヽ厳敷可相改之旨、用水相通候場所者、屋敷川迄茂右年々水筋御目

付立合を以三月�四月迄之内明細致候見分候間、左様御心得可被成候

右之段、御用番被仰渡候、以上（２３）

三月

この史料については、すでに坂詰氏が触れられているが、坂詰氏の関心は先にも述べたとおり用水に

ついてである。そのため、この史料をもう少し丹念に見ておきたい。この史料は５つのことが書かれて

いる。�屋敷周りについての清掃のこと、�屋敷内の内水の取り方については、本流に流し込む際に悪
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水で流すことのないように、�屋敷替えや屋敷地内が年貢地となったときには水道役へ申し出ること、

�裏門の新規開替えなどについても水道役へ申し出る、�３月から４月にかけて屋敷や川筋について明

細を見分する。

これらの内容をふまえて、まずは用水管理について、水道役の仕事の具体的な内容についていくつか

事例を掲げておきたい。

�用水の管理

用水と称しても城下にはいくつかの系統の水路のあったことが確認される。

御家中用水并下水共、欠埋り又者往来之水湧出、又者猥ニ往来切崩し水幅広くいたし、

橋等も通路甚危キ場有之

一屋敷外囲垣根之分追々往来へ張出し、下行切広ヶ自然与往来道狭ク厄介候場所も有候由

右□□可有□聞事

「安政十二丑年」（２４）

このように、陸上を流れる川については、用水と下水とがありこれが往来に湧き出るという事案が示

される。ここから水路には用水と下水とがあったことが確認される。

具体的な用水管理について次の史料を提示する。水道役の大きな仕事としては内水の許可があった。

「竹内小左衛門殿 富永諫」

弥御障無御座候珍重奉存候、然者先日及御懸合候内水、小野喜太右衛門殿�千躰堂長屋之者江分水

之義、去々年中之間、同役瀧沢音門殿之亡父治左衛門義、及御懸合、分水不被相成儀ニ御懸合可申

候之義ニ御座候而、分水之義、□相成候間、此上宜御取計可申下候、

右御□□□□如此御座候、以上

五月六日

尚々、御囲遠用水筋、御□□被下候趣、致□候、以上（２５）

これは、普請奉行の富永諫が水道役の竹内小左衛門に出した書状である。千躰堂長屋への分水を願い

出たものである。千躰長屋へ内水のための分水については、これまでもお願いをしてきたがすすまない

といっている。

また、小野喜太右衛門自身が竹内小左衛門にあてた手紙も残されている。これによれば、去々年から

千躰堂長屋への分水について支障をきたしていたため、依頼していたが叶わずにいた。このため、「一

町之水筋」から引取ことを依頼している（２６）。ここにあらわれる小野喜太右衛門であるが、町奉行とい

う立場であった。町奉行の支配下にある千躰堂長屋への分水について、普請奉行を通じてあるいは水道

役に直接依頼しているのである。このように、水道役は用水の本流から屋敷地へ入れる新たな内水設置

についてもその判断の立場にあったと言うことができよう。

用水や泉水の減少に伴って手当てをするのも水道役の仕事であった。その一例を示す。

『水道御役所日記』天保十三年八月九日の条文を次に掲げる。

一、同日、御草場水減水ニ付詮義之義、長国寺副寺�昨八日夕頼申来候ニ付、水懸り致詮義候処、
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小山田藤右衛門前分水場�寺内江懸、口堰埋有之候ニ付、右水筋堰浚被致候様運右衛門を以、副寺

江被申遣ス、此分水場ハ先例長国寺持ニ御座候（２７）

長国寺から用水の減少についての訴えがあったものの、これは長国寺持ちの分水場であるために、長

国寺で堰浚いをするように伝えたのである。ここから、用水の水量の減少について水道役が管理してい

たこと、また、用水や分水場の管理がどこなのかがわかる書類を水道役が持っていたこと、そして、用

水は藩の管理だけではなく寺などの個人の管理するもののあったこと、この３点を確認することができ

る。

用水の管理に付随して次のような業務もあった。

立田玄迪宅ニ而近々人参製取懸候付、代官丁用水溜し、且不憚之品等流し申間敷之旨代官町用蔵懸

之面々�可被申達候

六月廿五日

右ニ付、廻状出ス上ハ三井・森�下ハ山越・座野迄

丈重右衛門（２８）

立田玄迪が人参の製造に伴い、水を代官町の用水に流すことを水道役に報告した。水道役は代官町に

伝える方法として、上は三井と森から、下は山越・座野まで廻状によって行っている。このように、用

水についての支障をきたす事案があった場合には水道役が廻状によって触れていた。

なお、この廻状については、「同月（二月）十七日、御家中一流（統ヵ）、前年差出候廻状、御用番江

相伺申候」（２９）とあり、事案が発生し廻状が作成された後に御用番が見るということもあった。

�御家中用水見分

水道役の仕事として、年に１回、用水の見分があった。先にも触れたとおり、水道役は「尤当三月�

四月迄ニ屋敷境明細為見分可致之分御用番江被仰渡候」（３０）とあり、一般的には３月末から４月の初め

にかけての定例事業であった。その内容は、屋敷の管理が見苦しくないようになされているか、河川の

不浄がないか、などであった。それでは、どのような人員構成によって見分がなされたのか。これにつ

いて『水道御役所日記』の天保十三年四月三日、四日条から見ることとする。

一、三日御家中用水見分 水野房五郎

堤右兵衛

御目付加役

牧野右馬允

小頭

柳澤安右衛門

運右衛門

佐平

一、四日御家中用水見分 堤右兵衛
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御目付加役

斉藤増之介

小頭

柳澤安右衛門

運右衛門

佐平（３１）

見分は２回に分けて行われており、１日目は水道役２人と御目付１人、小頭３人という構成であっ

た。２日目は水道役１人、御目付１人、小頭であった。このように、定例の御家中用水見分は水道役の

なかでの見分であった。

しかし、例外も見られる。次に掲げる史料がそれにあたる。

（奥裏）「天保四巳年」

「御水道方様 諫」

明日より例之通、水道御廻り被成候付、立合之儀先刻も御働被成候処、□□御用番�被仰渡無御座

候付、被仰渡御座候様御取計可被下候、此段得貴意候、以上

四月八日（３２）

四月には例年「水道御廻」が行われており、これについては御用番の取り計らいがあったことがわか

る。諫は富永諫のことである。この頃、富永は普請奉行となっていたので見分には水道役のほかに御用

番の指示によって普請奉行が加わることもあった。

�用水の普請

用水について、水道役の日記から３つの事例をあげて見ておきたい。

まずは、『水道方御用日記』嘉永二年三月に次のようにある。

一、恩田頼母殿用水折々差支之趣、是ハ原彦左衛門屋敷分水場兎角破し、右ニ付去年中御普請申

立御聞済ニ相成居候得共、是迄御見合シ相成居候、頼母殿御見合被成候由仕候、其節堤右兵衛

委細承知之事同人江申談、差支無之様御内々御頼ニ付、堤江申談候処、此義ハ舎人殿御掛り之

由、右ニ付委細之儀舎人殿江申上候処、御普請方江申渡之間申談、御普請出来之様御差図被成

下、御普請方へ申談候処、当節御用多ニ付、五月中旬頃之手初ニ可相成旨被申聞候、

右ニ付、尚又左之通申立候

御曲輪用水揚口分水場御普請之儀、此程奉伺御差図被成下趣有仕合奉存候、右ニ付御普請方へ

申談候之処、当節御用多其上請人少也者漸五月中旬頃之手初ニ可相成旨申聞候、左様も御座候

得者、閏月等茂御座候処、臨り延々ニ罷成折々流れニ而差支遣置由ニ者乍恐何卒御勘弁被成下

置、来月中御出来御座候様仕度奉願候、此段申上候、以上

三月 三輪徳左衛門

右差出候処、舎人殿何れ御普請方へ可申旨被仰候（３３）
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恩田頼母の屋敷の用水の修理が滞っているために、普請方に問い合わせたところ、当年の５月中旬か

らの実施が可能との回答があった。しかし、その前に御曲輪用水揚口分水場の普請も５月中旬からとの

回答をもらっていたので、こちらについてはそれよりも早く４月から始めるように、当時の責任者で

あった河原舎人に対して水道役の三輪徳左衛門が申し出たものである。この史料からいくつかのことが

わかる。まず用水の整備は追いつかない状況にあったこと、整備は御普請方が行うこと、そして最終的

な判断は当時の御用番であった家老が負うこともあったという点である。

結局、曲輪揚口分水場の普請は４月１２日に出来上がりこのことを河原舎人に報告している。

２つ目として、『嘉永二年水道方御用日記』の閏四月には次のようにある。

此度中、小山田壱岐殿江伺候儀御座候ニ付、御宅江罷出候処、壱岐殿泉水掛り用水前々�少く御座

候、祢津小路之方之水門前石中江引入、右ニ付差支も有之哉、尤堤右兵衛其御役中申聞候ニ者、差

支も無之由何れノ勘弁致無御座様被仰候、

右ニ付、同役中申訳之上尚又三輪徳左衛門罷出、御差支も無御座候間、左様取計可申候、乍然御屋

敷之方余程高く御座候、御屋敷之内御掘下ヶ候得者外之儀者如何様ニ茂御役方ニ而申渡御普請可仕

由、申上候処、壱岐殿被仰候者、当節甚手廻り兼候間、追而可届候、以上（３４）

ここから、小山田宅には泉水掛りの用水があること、そしてこの流れが少ないことを以前から相談さ

れていたことがわかる。このため、水道役は屋敷地が少し高くなっているので掘り下げることを提案し

ている。これに対して小山田は今は手が廻らないといっている。このように、屋敷地内の水路について

は自普請が原則であったこともわかる。

最後に３つ目として、用水に関連した施設である卦樋の管理について見ておきたい。

「堤右兵衛殿 恩田頼母」

御預所役所表水道�水引候卦樋相埋候付、卦替之義御預所郡奉行申立候、其段相心得取計可被申

候、以上

十一月十日（３５）

御預所表水道から水を引いている「卦樋」が埋まってしまったので卦替えについて御預所の郡奉行か

ら申請があったので取り計らってほしいというものである。卦樋はおそらくは懸樋のことをさすと思わ

れる。筧とも標記されるもので、地上に現れる樋のことである。

このように、水道役は用水や内水、そして泉水掛などの水路網の管理のほかに、樋などの水を流す人

工物についての管理も行っていたことがわかる。

�城内の清掃

先にも述べたように、水道役の職務には「其時ニも道普請致繕屋敷添囲等前々之通張無之常々不見苦

様ニ掃除等迄心付」（３６）とあり、城内の大掃除が含まれていた。おそらくは、各拝領屋敷の清掃の徹底

を図ることが本来の仕事であったのであろう。水道役と清掃との関係については、いくつかの史料が見

出せる。
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「水野房五郎様 山本権平様 斉藤幸之助」

御城内大掃除、今日御退出�御見分有之候

右之趣申達候様、御用番恩田杢殿被仰渡候付、此段得御意候、以上

六月晦日（３７）

このように、城内の掃除についてはその見分が御用番によって行われたことがわかるのである。おそ

らくは、清掃の徹底を御用番自身が確認する必要があったのである。

「佐藤三九郎様 水野房五郎様 宮下但美」

御城内大掃除可致見分処、当度中

御帰城之節致見分間茂無之付、此度者御役人計ニ而、明廿日見分致候様

右之趣申達候様、御用番被仰渡候付、此段従御意候、以上

九月十九日（３８）

このように、家老が同行せずに御役人のみでの見分を指示することもあったことがわかる。

（２）拝領屋敷などの管理

�矢野倉屋敷についての手続き

水道役の職務の中に「屋敷替或者屋敷添地面御年貢付ニ相成、又者裏門新規口明ニ預、共ニ以後水道

御役所江同断御座候様相触置」（３９）とあった。屋敷替や屋敷地面が年貢地となった際、また裏門を新規

に口開けした際には、水道役所へ届け出るように命じている。この点について、具体的な事例を『文政

二年 御役所日記』（４０）にあらわれる矢野倉惣之進の屋敷地に関する記事によって検証しておこう。

一、同月（六月）九日、矢野倉惣之進是迄致住居候場所、屋敷地二被下候、其段相心得委細郡方江

申談、例之通取計可被申候

矢野倉惣之進は郡奉行の配下である越石代官を務めた人物である（４１）。なお、ここで扱われている屋

敷がどこを指すのかはわからないが、後で触れる河原新田に屋敷を持っていた「矢野倉惣助」がこれに

あたるか、もしくは関連する人物である可能性もある。

矢野倉は現在住んでいる住居について拝領屋敷としたい旨を願い出る。これについて御用番から水道

役に指示が出る。この案件は、住居の場所が年貢地であったと思われるので、郡方にも相談して通例の

とおり取り計るように命じているのである。

一、同月（六月）十日、矢野倉惣之進屋敷拝領二付、坪改候所〆坪数百拾五坪有之候外江溝七坪添

右出役

尤被 仰付有之九日 近藤最角

竹内小左衛門

西村源治

増沢慶治
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小沼民弥

御用番からの指示を受けて、近藤や竹内といった水道役は、矢野倉の住んでいる土地の坪数を調べ

た。同行したのは大工の西村源治・増沢慶治や、小沼民弥といった水道役を中心としたメンバーであ

る。大工らによって坪数の計算が行われたのであろう。この坪数の調査をうけ、水道役は絵図面を作成

し、これを御用番に提出したのである。

七月廿三日

一、矢野倉惣之進是迄長囲曲根二差置候今度塀致三尺口明候段断有之候

拝領屋敷となった矢野倉の屋敷について、塀を三尺あけることを求めてきた。おそらくは門の設置を

求めたものであろう。

八月七日

一、矢野倉惣之進門口南之方、新規塀立三尺口明置申度聞済、南之方物置長屋是又出格子窓付申度

由届有之候

屋敷の南側を新規に三尺あけることについてはすでに聞いている。そして南の方にある物置長屋を出

格子窓付きにしたいとも届けが出されたのである。

矢野倉の屋敷地を拝領地にし、その塀をあけて門を作り、南の物置長屋を出格子窓にする、こうした

一連の申請に対して、水道役が係わっていることはこれらの史料から確認できた。

矢野倉のこの一件のなかから、水道役の仕事の大まかな流れがわかった。それでは、他の史料からも

う少し水道役の仕事について補っておきたい。矢野倉の例は年貢付の屋敷から拝領屋敷となった事例で

あった。これ以外には御用地を拝領地などとして引き渡すこともあった。

望月主水居屋鋪南之方御用地九百坪余之処、同人江被下候間、引渡之儀郡奉行江申談取計可被申

候、以上

十二月廿四日（４２）

望月屋敷の南側の御用地を望月に引き渡すように、御用番が水道役に命じたものである。そして、郡

奉行とも相談することも命じている。

拝領屋敷については、年毎に水道役は御勘定帳を勝手方に差し出すことによってその報告を行ってい

た。

『水道方御用日記』嘉永二年三月（４３）には次のようにある。

一、同廿四日御勘定帳引合相済、当日御吟味方・御目付名印迄済

一、同廿五日御勘定吟味名印済、当日御勘定帳御勝手方へ出ス

提出された勘定帳についてその後指示書が出されるのでこのことについて触れることとする。
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拝見候勘定帳、遍小林小助申渡候、且御手紙被仰下候畑新左衛門殿屋敷之義者、拝領屋敷ニ者無御

座候、惣坪数弐百八坪之内六拾六坪五合屋敷并庭藪之分御年貢御免、残百五拾壱坪五合御年貢籾上

納御座候、左様御心得可被申候、巳上

三月廿日（４４）

水道役が差し出す勘定帳には、拝領屋敷のことが記されていたようで、このために、年貢地を拝領地

と書き記したことの誤りの訂正を求めたものである。このように、勘定帳の最終的な確認は御用番が行

うが、その際訂正を受けることもある点を指摘しておきたい。

御用番がこのような判断をくだすことが可能なのは、次の史料によって理解できる。

『御役所日記』文政三年七月朔日条には次のようにある。

御用二付、御用部屋江罷出候処、池田良右衛門是迄致居住候場所、屋敷地ニ被下候間、其段相心得

御郡奉行江可被申談候旨被仰渡候（４５）

屋敷に関する指示は御用番から出されるのが一般的であった。そして多くは御用番の詰めていた御用

部屋で行われていた。このことは御用部屋に、拝領屋敷に係わる書類や図面が水道役の記録とは別に存

在していたことを示唆する。例えば、御用部屋附の御家中絵図が真田家に残るが（４６）、この絵図は御用

番にかかわるものと思われる。

�揚地の管理

一方、揚地（上ヶ地）の管理も水道役が行っていた。

一、同三日三輪徳左衛門御用之趣、御用番�申来御宅江罷出候処、左之通被仰渡

藤田磐之丞屋敷地弐百七拾坪余并家作共依内願上納申渡候間、例之通相心得取計可被申

一、同四日、藤田磐之丞屋敷地并家作共改出役

三輪徳左衛門

田中増司

宮本重三郎

青柳丈右衛門

柳崎良作

御徒士目付

伊藤新左衛門

元〆

荒井弥平

御勘定

孝蔵

手附

新吉（４７）
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上納とは拝借地を返すことを言っている。そもそも、拝借地を与えたり返還したりするのは、御用番

からの指示によるもので、かつ、そのほとんどは御用番の家などに水道役が呼び出されて指示を受け

る。また、この時に水道役、御徒士目付のほか、勘定所元〆、御勘定役、そして手附が出役の上、土地

を改めていることがわかる。

この上納について、もうひとつ事例をあげておきたい。

同（十二月）廿三日御用番御用ニ付、罷出候処、木村帯刀屋敷之内南之方弐百坪余之

処上納、右揚地坂尾正右衛門江被下渡候通、可相心得候（４８）

木村帯刀屋敷の一部を上納したが、この揚地を坂尾に与えると指示しているのである。このように、

拝領地を戻すことを上納というが、上納された土地のことを揚地と言っていることがわかり、揚地の管

理やその配分も御用番の差配によって水道役が行っていたことがわかる。

�替地

『嘉永二年 水道方御用日記』十月二十日には次のようにある。

一、廿日、御用左之通

中村彦尾・高橋捨之進屋敷地之内、引替地申渡候付、委細郡奉行江申談、請取渡之義取計可被申候

右ニ付、郡方御普請方申談遣（４９）

中村と高橋の屋敷地について、双方で引替（相対替）を願い出た。これについての取り扱いの記事で

ある。これによれば、水道役は郡奉行と申談してその受け取りについて取計うこととなっている。おそ

らく水道役と郡奉行は屋敷地の立会いに向かい、水道役が絵図面を作成して勝手方に報告したものと思

われる。そしてこのことを郡方のみならず普請方にも申し伝えるのが水道役の仕事であった。

�明屋敷

『文政二年 御役所日記』の三月条には次のようにある。

一、同月（三月）馬場町明屋敷之内三十六坪之所、佐藤八十八江拝借被仰付候、右之

節立合相勤、御郡方持江御届候（５０）

馬場町にある空家のうち、３６坪を佐藤八十八の拝借地とするにあたってその土地の見分に立ち会って

いる。おそらくこの段階で絵図面が作成されたのであろう。

このように、空家の管理移管の際、その立会いを行う業務があった。ただ、「御郡方持江御届」とある

ことから、拝借地の管理については、郡奉行が行うもので、水道役の業務ではなかったこともわかる。

（３）屋敷絵図の作成

拝領屋敷の管理にあわせて、その絵図の作成も水道役の役割であった。

これにかかわる史料を並べておきたい。
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一、同月（八月）十二日、宮入久三郎拝領屋敷相改、絵図面御用番へ差出申候

出役、竹内小左衛門・大工神戸治助・増沢万治（５１）

宮入三郎の拝領屋敷改めについて御用番から命令が出る。これに対して水道役の竹内小左衛門が、大

工の神戸治助・増沢万治を伴って出役し、大工がその絵図面を作成、この絵図面を御用番に提出したと

いう内容である。

一、同月（九月）廿二日、河原舎人屋敷添裏門外御用地弐百坪程之所拝領仕度旨、願

之通被 仰付候、例之通、可被相心得、右趣被仰渡候

同日、相改絵図面差出申候（５２）

河原舎人屋敷の裏門外の御用地を河原の屋敷地とするにあたって、水道役はその命令に従って、これ

までの絵図面を改め、これを御用番に提出したのである。武家地の用途変更に伴って絵図面を訂正した

り新たに作成し、これを御用番に提出するという仕事があった。

絵図面の内容の訂正について触れた次のような史料もある。

「水野房五郎様 小野左金太・堀内太一郎」

昨日者御労可被成与奉存候、然者竹山町之方絵図面之義、土蔵も外囲ニ付、絵図面認直度間、明

日迄ニ差上度奉存候、此段御承知被成可被下候、以上

十二月十三日（５３）

竹山町について描かれた絵図面について、土蔵が外囲として描かれていないとの指摘を受け、これを

直して明日提出することを命じている。

また、絵図面の提出については、期限があったらしく御用番から催促されることがあった。

「堤右兵衛殿 恩田頼母」

御家中絵図面直出来候者、早速可被差出候、以上

十二月十九日（５４）

このように、水道役は拝領屋敷の変更に伴う絵図面制作を担っていた。絵図面制作に当たっては、現

地に大工らと赴き、そこで絵図を作成した。作成した絵図は御用番に提出されるが、訂正箇所の指摘や

提出の催促を受けるなど、内容の正確さが必要とされる仕事であった。

３．河原新田と拝領屋敷

（１）河原新田とは

写真１に示したような、江戸時代に成立した松代城下町絵図（御家中屋敷絵図）（５５）とは少し趣を異

にする絵図（５６）がある。（写真６）まずはこの絵図の紹介からはじめよう。試みにその凡例を示すと次の
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ようになる。

御用地／御家中屋敷／同下屋敷／寺社地／町屋敷

／河原新田御小作地／土居

堰堀川／通町道／村々分地

この絵図の最大の特徴は、河原新田という新しい土地

利用の形態のあったことが確認できる点である。河原新

田とは「御小作地」であり、藩が小作地として管理して

いた土地である。この絵図で河原新田小作地とされるも

ののうち、名の記されているものがある。具体的に記し

ておきたい。

�神田川沿いの河原新田には「松谷祖兵衛」「畑新左

衛門」「天光院」「町田源左衛門」「伊木三郎右衛門」

�同心町には「大里□助」「吉川健治」

�長国寺周辺には「真福寺」「矢野倉惣助」

このように、河原新田御小作地には、寺院のほかに、

「矢野倉惣助」に代表されるような武士の名も見られ

る。年貢地としての土地であったことも考えられる。

それでは、この河原新田の始原とは何かを次に触れ

る。

写真７は、河原新田を示した図（５７）である。まずこの絵図の凡例

から見ておきたい。

御家中屋鋪／御家中添下屋敷／御貸長屋／町屋敷／御用地／

河原新田／堰川溜堀／道町道

この図は、拝領屋敷の居住者の名が記されていないのが特徴であ

る。そして、河原新田についてみると、河原新田を区分して番号が

付されている。この河原新田は、享保年間に成立したと思われる城

下町図（５８）（写真８）と比較すると面白いことに気付く。すなわ

ち、河原新田は城下町に流れ込んでいた千曲川、関屋川と、城下の

惣構との跡地に対応するのである。このあたりを次に詳しく述べ

る。

�千曲川の旧流路に成立した河原新田

千曲川は江戸時代の半ばまでは城の北側を流れてい

た。この流路については明和７年（１７７０）の千曲川の古

川式の絵図（５９）（写真９）が参考となる。これは千曲川

の流路が変わったため、旧流路について西寺尾村と東寺

尾村との村境を確定したものである。ここでは、勘介橋

から蛭川の落合までの場所について記すとあることか

ら、おそらくはこの範囲で千曲川旧流路の河原新田が所

在していたのである。

写真６

写真９
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河原新田の図に話を戻そう。この絵図の記載上の特徴として、ここにふられた番号は、百番代、二百

番代が赤字で記されていることである。また、「荒地掛り」とあるものについては、「大嶋条助掛り田

方」「大嶋条助掛り畑方」と、その所有を示す記載もある。

番号が付されずに単に「河原新田」と記される場所がある。これは関屋川分流の部分に相当する。そ

してこの部分には「御厩町橋際ヨリ蛭川落合迄関屋川敷之内両側人別持地、先日割入道橋方掛り有之」

と書入れがある。この記載だけでは詳しいことはわからないが、おそらくは、この番号が付されていな

い場所については、道橋方がここに番号を付したと読むことができるであろうか。

このように、千曲川旧流路に成立した河原新田については、大嶋条助という人物の存在が確認でき、

管理番号も大きな数字であることがわかる。

�旧関屋川流路

関屋川が松代城下を流れていたことは、写真８からわかる。この関屋川が城下から離れたのは、太田

博太郎氏の研究によれば１８０４年とされる（６０）。この関屋川旧流路がそのまま河原新田となっていること

が絵図からわかる。この場所は、殿町の南に東西に連なる惣構のあった場所とも重なり、惣構の南

（外）に関屋川が流れていたのである。この場所にも番号が付され、三百番代と百番代の数字が割り当

てられている。この河原新田については後にも触れることとなる。

�現関屋川周辺

改修された後の関屋川流路沿いにも河原新田が成立していた。ここには「東荒町東側」「東荒町西

側」と記されている。またその上流部分には、「宮崎新田」「宮崎新田村大嶋条助掛」とある。河原新田

のあるものの宮崎新田（６１）とあり、かつ、大嶋条助掛とあることが注目される。大嶋条助は旧千曲川流

路の河原新田にもかかわっていた人物であり、河原新田と大嶋条助とは深い関係にあったことが想定で

きるのである。

�長国寺周辺

長国寺周辺にも河原新田が広く展開している。このあたりは一ケタ番代の数字が付されている。

より具体的に見ると、長国寺の東にあった馬場の跡が河原新田となっている。おそらくは長国寺近く

にあった馬場は、ある時期に藩主の御殿である花の丸御殿の南・桜の馬場に移され、その跡地が河原新

田となったのであろう。長国寺周辺には細長い河原新田が見られるが、ここはまさに惣構のあった場所

と一致する。惣構は土居と堀とからなっていたので、これがある時期に取り払われると、ここを河原新

田としたことがわかる。

このように、河川の跡地ではなく惣構の跡をも河原新田として管理していたことがわかるのである。

�神田川沿い

神田川は城下の西を流れる川である。神田川はしばしば大水害を引き起こし、城下に甚大な被害をも

たらした。千曲川や関屋川のように流路の変更が困難な河川であることは、その地形を見ると明らかで

ある。このためか、神田川沿いの氾濫する場所を河原新田として指定したものと思われる。

この場所は百番代の数字が付されている。また、「畑 新左衛門」という書込みも見られる。畑とし

て所持することがあったと想定される。

�開善寺門前

開善寺は真田家の祈願寺である。この場所は、藩主の避難所としても利用される。開善寺の門前にも

河原新田が展開する。ふられた番号は２ケタ代である。河原新田は旧河川流路や旧惣構がそれに当たっ

ていたが、多くは城下内に所在した。このため、この場所を拝領地とすることがあり、この代替地とし
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て、拝領地のうちの空き地やこうした開善寺の門前を充

てたと想定される。

�同心町

同心町は松代城下に２か所ある。一つは下田町という

松代城下の東はずれの場所である。下田町同心町と言っ

ている。もう一つが城下の南はずれの同心町である。こ

こにも拝領屋敷が並ぶ。両方の同心町ともに拝領屋敷に

記される名は苗字を持たない。

さて、同心町の南にも河原新田が所在する。ふられた

番号は２ケタ代と百番代のものである。この場所も、お

そらくは河原新田の代替地として成立したものであろ

う。

このように、河原新田は松代城下の大きな部分を占め

ていることがわかる。また、これは小作地として年貢を

徴収しており、このために河原新田は郡奉行の管理下に

置かれ、河原新田独自の高辻帳などが作成されたのであ

る（６２）。

（２）拝領屋敷と河原新田

先に拝領屋敷替えにともなって河原新田をその土地と

したと述べた。この点について具体的な事例を示してお

こう。

殿町の拝領屋敷地の南に続く関屋川の旧流路である河

原新田御小作地を移替え、その跡地を家中の拝領屋敷地

とした絵図面（６３）が残されている。安政２年（１８５５）１１

月に御勘定役・宮本慎助、勘定役見習・春日栄作と立会

いの表組御徒目付・桑名弥一郎が作成した絵図である。

写真１０がこれにあたる。この絵図の内容を具体的に列記

しておきたい。殿町の前島兵庫に河原新田御小作地移替跡地の「百六拾八坪余」を拝領屋敷として、樋

口源次郎に同じく「八拾弐坪程」を拝領屋敷として（６４）、磯田音門に同じく「六拾六坪」を拝領屋敷と

して、草間一路に同じく「六拾六坪」を拝領屋敷として、赤澤嘉兵衛に同じく「六拾五坪」拝領屋敷と

して、寺内友右衛門に同じく「四拾四坪余」を拝領屋敷として（６５）、それぞれ拝領する土地の面積を増

やしている。この措置が何を意味するのかはわからないが、同じ時期、近くでは文武学校が開校してい

るので、これに伴っての措置である可能性が高い。

このほかの事例として、新たに拝領地を得る場合も、河原新田を含めて形成される場合がある（６６）。

写真１１によれば、惣坪数は「四百六拾五坪」であるが、このうちの「四斗六升四合」分については河原

新田となっている。またこのほかは、小松貞次郎、飯田竹蔵、そして上州屋四郎作の土地であった。

一方、これまでの事例とは逆に、拝領屋敷地内に河原新田を引き移した事例もある（６７）。写真１２は大

草仲岱の屋敷地についての図面である。「大草仲岱屋敷地之内上納之場所江河原新田御高地引移、此坪

写真１０

写真１１

写真１２
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数百七拾四坪余」とある。そして上納分として「百五拾八坪」としている。大草仲岱の屋敷地のうちの

上納地すなわち年貢地について、ここを河原新田の土地としたのである。

以上から２つのことがわかる。１つは今述べたように、河原新田の引き移りという代替地対策があっ

たこと、そして２つ目に拝領屋敷地内に河原新田という年貢地を持つ武士のいたことである。おそらく

は抱屋敷のように、本来は田畑のような年貢地を買い求めたものかと思われる。

このように、江戸時代の半ばになると、河原新田は拝領地の代替地となり、その代替地を他の年貢地

に求められる傾向が見られるのである。

まとめ

本稿では、松代城下の水路と屋敷についてその特徴を論じてきた。その結論をここでまとめておきた

い。

まず、拝領屋敷については、藩から家臣が拝領した土地をいうが、これは城下の土地というのではな

く、村にも所在することを指摘した。このうえで、拝領屋敷以外の添下屋敷、貸長屋についても、城下

町の特性を知る上で諸資料から検討を加えた。ここから添下屋敷は家老級の家臣以外にも寺院などが所

有者となっていることがわかった。また、貸長屋については、その所在地が長国寺と片羽町とにあった

ことも指摘した。

第二に、水路について水道役の仕事をとおして見た。水道役の役割としては、用水の流れなどを監視

し、工事を伴う場合には普請奉行への働きかけも行った。また、武家地を流れる内水の管理も仕事のひ

とつであった。用水や屋敷の見分が毎年３、４月に行われていた。用水の普請については、その順番等

を普請奉行に上申することもあった。また、これに伴って城下や城内の清掃を監視する仕事も行ってい

た。

第三に、拝領屋敷の管理については屋敷地がさまざまな理由によって変更される場合には、水道役が

絵図面を作成するという重要な業務があった。なお、この屋敷地の変更には、藩に拝領地を上納する揚

地、土地を相互に交換する替地があった。また、明屋敷の管理も行っていた。屋敷絵図は作成後、御用

番に提出されるものであったので、その作成は厳密さが必要であった。

最後に、松代城下に特徴的である河原新田について触れた。河原新田は、千曲川の旧流路、関屋川の

旧流路などの旧河川のほかに、長国寺周辺に見られるような惣構の跡などである。ここは小作地となっ

ており、年貢地であった。松代城下に広範に分布していた。河原新田は城下の中央にあるため、この土

地と拝領屋敷を交換することもあった。河原新田と交換が行われると、その代替地として別の場所が宛

がわれた。城下の南に点在する河原新田はこれにあたるものと想定される。

城下町松代は、武士と商工業の町と言われてきた。しかし、本稿で指摘したように、河原新田という

小作地を多く持つ城下町であったことも認識しておく必要があろう。

〔付記〕

本稿は、平成２４年度科学研究費補助金（奨励研究）「城下町松代の都市空間について」（課題番号

２４９０５００４）の研究成果の一部である。

註

（１）例えば、長野市教育委員会『庭園都市 松代』（伝統的建造物群保存対策調査報告書）』１９８２年などがある。
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（２）坂詰智美「松代藩の水道行政―植生機構に見える支配と実態ー」『比較法制研究（国士舘大学）』第２７号 ２００４年

（３）拙稿「絵地図から見た寛保２年・戌の満水」『国立歴史民俗博物館研究報告』９６号 ２００２年

（４）この言葉について、水道奉行、水道方さまざまに現れ、坂詰氏はこの定義をしているが、わたしは坂詰氏が定義す

るような、名前の変化と機構の変化は基本的には違うと思っている。水道役、水道奉行など、おそらくは同義であ

ろうとの推定から、ここでは水道役で統一して話しをすすめることとする。

（５）坂詰氏前掲註２

（６）原田和彦「善光寺地震における松代城下の被害」『復興と資料』２号 ２０１３年

（７）国文学研究資料館 小林家文書 解題

（８）『むしくら日記』）

（９）国文学研究資料館 真田家文書し３５２

（１０）国文学研究資料館 小林家文書 解題

（１１）拙稿「松代藩における代官と百姓―善光寺地震後の復興をめぐって」『藩地域と藩政機構―信濃国松代藩地域の研

究 �』 岩田書院 ２０１３年８月刊行予定

（１２）真田宝物館所蔵 松代家中絵図 吉２０６

（１３）太田博太郎「松代町の民家」『信濃の民家』所収 １９７６年

（１４）国文学研究資料館 真田家文書し３４９

（１５）国文学研究資料館 真田家文書し５０７

（１６）国文学研究資料館 真田家文書し４９２

（１７）絵図面のうえでは、これ以上の分布を占める。このことは、拙稿註６によって触れた。

（１８）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７ 文政二年御役所日記

（１９）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７ 文政二年御役所日記

（２０）坂詰氏前掲註２

（２１）宮澤崇士「資料紹介「水道御役萬事心扣覚」」『長野市立博物館紀要』１４号 ２０１３年

（２２）国文学研究資料館 真田家文書け１８１０

（２３）国文学研究資料館 真田家文書け１８１１

（２４）国文学研究資料館 真田家文書み９－１５

（２５）国文学研究資料館 真田家文書み７－２

（２６）国文学研究資料館 真田家文書み７－３

（２７）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５８

（２８）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（２９）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７

（３０）国文学研究資料館 真田家文書け１８１０

（３１）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５８

（３２）国文学研究資料館 真田家文書み１２－７

（３３）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（３４）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（３５）国文学研究資料館 真田家文書み１２－２

（３６）国文学研究資料館 真田家文書け１８１１

（３７）国文学研究資料館 真田家文書み９－１１

（３８）国文学研究資料館 真田家文書み９－１２

（３９）国文学研究資料館 真田家文書け１８１１

（４０）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７
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（４１）『真田家家中明細書』による。

（４２）国文学研究資料館 真田家文書み１２

（４３）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（４４）国文学研究資料館 真田家文書み９

（４５）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７

（４６）真田家文書 し１９５－１・し１９５－２・し１９５－３・し２４５－１・し２４５－２・し３９９－１・し３９９－２・し４００－１・し

４００－２ は正副で４分割の絵図面である。南東・西北・南西・北東と分かれている。文政六年に作成されてい

る。

（４７）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（４８）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（４９）国文学研究資料館 真田家文書あ３３５９

（５０）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７

（５１）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７

（５２）国文学研究資料館 真田家寄託文書１８７

（５３）国文学研究資料館 真田家文書み９－１

（５４）国文学研究資料館 真田家文書み１２－６

（５５）拙稿「松代城下町絵図について」『長野市立博物館紀要』 ２０１３年

（５６）国文学研究資料館 真田家文書し１６７

（５７）国文学研究資料館 真田家文書し１６８

（５８）真田宝物館蔵 菅沼資料

（５９）国文学研究資料館 真田家文書し５３

（６０）太田博太郎氏前掲註１３

（６１）宮崎新田は村として存在していることが、真田家文書の中からわかる。

（６２）国文学研究資料館 真田家文書には河原新田高辻帳が多く伝わる。

（６３）国文学研究資料館 真田家文書し５３０

（６４）但しここには「御用地土手式」という惣構の跡が残っている

（６５）但し用水樋土場式を含めてである。

（６６）国文学研究資料館 真田家文書し１８２

（６７）国文学研究資料館 真田家文書し５００－２－１
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